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　世界は嘘うそで塗り固められている。

　しかし非難するなかれ。

　誰だれもが己の真実を偽りで覆おおい隠している。

　そのような世の中のどこに真実が生まれよう。

　しかし狂える天才は、世界の嘘を一変させた。


（ワールド・ジャーナル、10月28日のコラム「紛争の裏側」より抜粋）








　　　プロローグ







　十年前──七月十七日十四時十三分。

　日本の一部が、巨大な光に覆われた。







　同日十四時十九分。

　ＡＤＥＭ本部管制室は赤い光に包まれた。ＣＡＵＴＩＯＮの文字がモニター上で激しく明滅している。

「確認を急げ！」

「こちらＡＤＥＭ本部管制室。第七特別観察所、応答願います。こちらＡＤＥＭ本部管制室。第七特別観察所、応答願います。……第七観察所の音信は完全に途切れました！」

「巨大なキノコ雲を見たという報告もあります」

「まさか核爆発か!?」

「測定を急がせろ！」

「半径１５０キロにわたり微び震しんを計測。しかし、問題の場所付近の測定器からは、応答がありません！」

　嵐あらしのような騒さわぎが起こっていた。誰だれもが怒鳴りあい、青ざめた表情をしている。信じたくない、何かの間違いであって欲しいという表情が、誰の顔にも張り付いていた。しかし夢でも間違いでもない現実が、管制室のモニターの数字に次々と表示されていった。

「こちらＡＤＥＭ本部管制室。第八特別観察所、応答願います」

「こちらＡＤＥＭ本部管制室。第九特別観察所、応答願います。……駄目です！　周囲すべての観察所は音信不通です！」

　残酷な現実は、彼らの希望を確実に蝕むしばんでいく。

「なんてことだ……」

　顔を覆おおい、うめいたのは恰かつ幅ぷくのいい中年の男性、岸きし田だ群ぐん平ぺいだ。普ふ段だん柔和な笑みを絶やさない血色のいい顔は、いまや蒼そう白はくとなって震ふるえている。

　そのとき、管制室の扉が開き、三十代半ばの男性が入ってきた。

　かつかつと足音を響ひびかせ、管制室の中央スクリーンへまっすぐに進んでくると、意志の強い二つの眼まなこで、部屋の中を見渡した。それだけで、管制室の喧けん噪そうは半分にまで収まった。三十代半ばの男性──伊だ達て真しん治じへの畏い怖ふと信しん頼らいがなしたことだ。

「状況を説明しろ」

　喧噪の中、決して大きくはない。が、なぜかよく響く太い落ち着いた声である。その一言で、喧噪はいくぶん落ち着きを取り戻し、一人の男性が伊達の前に立つと、敬礼し報告を始めた。

「七月十七日十四時二分。最優先監視区域の観察所第一から第七の定時連絡がいっせいに途絶えました。十四時十三分、定時連絡が途絶えてから十一分後、最優先監視区域で原因不明の爆発が発生。現在、確認を急いでいる段階です」

　伊達の顔が歪ゆがむ。

「あの男の研究所か。……規模は？」

「解わかりません。未確認ではありますが、キノコ雲を見たという報告もあります。また半径数キロにわたり、音信不通の状態です」

「衛星からの映像は？　まだか？」

「はい。いま少しで……」

「待ってください、準備ができたようです」

「映像、出ます！」

　伊達が訪れて喧噪は静まりつつあった。しかしそれでも騒がしいには違いなかった。だが管制室前方の巨大なメインモニターに映像が映し出されたとき、まだ残っていたざわめきは完かん璧ぺきに失われた。全員の視線がモニターに釘付けになる。

　そして殺気だった緊きん張ちよう感かんは、一気に絶望に塗り替えられた。

「これは……」

　岸きし田だ博士はうめく。

　映し出されたのは、人工衛星の監視カメラから送られてきた、日本のとある地域の映像だ。そこには数万の人々が住む街と、少し離れたところにある一つの研究所が映し出されている。しかし映像がコマ送りで進められていくと、突如ドーム状の真っ白な光で、街と研究所が覆おおい尽くされた。光は爆発的に広がり、街を呑のみ込む。ただの光ではない。見慣れた人間ならそれがなんであるかすぐに断定できる。

「やはり爆発か」

　伊だ達ては奥歯を噛かみ締め、悔しそうにつぶやいた。

　まだ光に呑み込まれていない外周の建物は、爆風で消し飛ばされている。しかしそれも次の瞬しゆん間かん、光に呑み込まれている。

　誰だれもが息を呑み、身動き一つできない。数万の人間が住む街で何かの大爆発が起こった。住民の生存はほぼ絶望的だった。戦後最大の大惨事だ。

「爆心地を割り出せ」

　絶望の呪じゆ縛ばくを解いたのは、伊達の一喝に等しい声。静まりかえった管制室に音が戻る。

「大まかですが爆心地を算出しました」

　オペレーターの一人が報告する。

「どこだ？」

「……峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの研究所です」

　伊達の拳こぶしが机を叩たたく。倒れたコップやペン立てが、転がって床に落ち派手な音を立てた。

「やはりあの男か！　特別監察条例など知ったことか！　もっと早く、峰島勇次郎を拘束するべきだった！」

「……しかし、テロという可能性もあります。峰島勇次郎を殺害するために、誰かがやったのかも」

「それでもだ。あの危険な男を、放置しているなど愚かすぎ……まて、映像を止めろ」

　いまだ流れ続けている衛星からの映像を見て、伊達の顔色が変わる。一時は爆発の光や煙で街の様子が何も見えなくなっていたが、ようやく煙の合間からその姿を知ることができた。

　そこから見えるのは、瓦が礫れきすら残らないほど吹き飛ばされ荒野になった爆発跡。煙の合間から見える光景は、あまりにも残酷なものだった。

　しかし伊達が声を強こわばらせたのはそのような理由ではなかった。

「いや、これじゃない。一コマずつ巻き戻せ」

「あ、はい」

　映像の時間がゆっくりと戻っていく。

「止めろ。そうだ、そこの映像だ。その煙の切れ目。そこを拡大しろ」

　オペレーターは伊だ達ての言葉に従い、指定された箇所の映像を拡大し、コンピュータ処理でぼやけた画像を鮮明にしていく。

　別の意味でのざわめきが管制室に起こる。

「……信じられん」

　伊達は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　拡大された映像が映しているのは、荒れ果てた大地でも瓦が礫れきでもなかった。荒野と化した、一番爆発の激しかったはずの大地の真ん中で、何事もなかったかのように以前の姿を保ったままの峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの研究所が、そこにあった。







　同日十五時二十分。

　三機のヘリコプターが荒野の上を飛んでいた。下から立ちこめる熱の気流に翻ほん弄ろうされ、パイロットは一いつ瞬しゆんたりも油断できない操縦を強いられる。しかし地面を行くわけにはいかなかった。街があった大地は車の進入を完全に拒むほど荒れ果てている。

　耐熱処理が施ほどこされた特殊なヘリだが、完全に熱を遮しや断だんすることはできず、中にいる人々に大量の汗をかかせていた。

「……酷ひどい」

　汗を拭ふきながら街であった荒野を見て、岸きし田だ博士は悲しそうな目をする。

　伊達も同じように見ていたが声は一言も発さない。ただ怒りに染まった眼まな差ざしが、ヘリの向かう先に向けられていた。そこはいまだ煙で視界が半分以上遮さえぎられ、熱で景色が歪ゆがんでいる。しかしふとした合間に、姿を見せるときがあった。目的地である峰島勇次郎の研究所。大爆発の跡地で唯一形を保っている異常な建物だ。

「そろそろ到着します。外の気温は百七十度。防護服の準備をしてください」

　パイロットの声に、全員がいっせいに鈍い銀色の輝きを持つ耐熱防護服を身につける。頭からつま先まですっぽりと覆おおうそれは、高熱から長時間人の体を守ることができる。

　ヘリは気流に悪戦苦く闘とうしながら、それでも着陸した。おそらくＡＤＥＭの特殊処理されたヘリでなければ、着陸は不可能だっただろう。

　全員がハッチを開けて、ヘリを降りた。熱で空気が揺らぎ何もかも歪んで見える光景は、異常だった。防護服を着ていても、汗がじわりと浮かんでくる。

「峰島勇次郎の捜索を急げ。他ほかの捜索部隊が来るまでにすませろ！　時間はないぞ」

　それが危険を犯してまで研究所に調査隊を強行させた伊達の理由だった。他者に介入の余地を与えず、完全なイニシアチブを取る。峰島勇次郎の危険な技術は、私利私欲と一切かけ離れた場所で管理する。それがＡＤＥＭの、否いな、伊達の出した結論だった。

　唯一無事だった研究所も無傷というわけではない。表面は高熱で溶け、アンテナや細い柱などは爆風で吹き飛ばされている。しかしそれでも、建物は本来の形を保ち、窓ガラスも割れていない。勇ゆう次じ郎ろうの生み出した科学技術が使われているのだろうが、だとしても異常だ。

「ツングースカの大爆発の現象に似てますね」

「ああ、そうだな。百年も前の事件か」

　一九〇八年、旧ソ連シベリアのツングースカで謎なぞの大爆発が起った。広島の原爆の数百個分に相当する爆発は、半径20キロにわたり円形状に木々をなぎ倒した。東京を丸まる呑のみしかねない広さである。しかし爆心地の中心の数本の木は、枝こそ根こそぎ奪われているものの、直立した姿勢で保たれているという奇妙なものだった。

　いまだはっきりとした原因は判明していない。人が住まない旧ソ連のシベリア奥地。人命が喪うしなわれなかったことは、同時に目もく撃げき率りつも原因究明の切迫性も低下する。手がかりもほとんどない。痕こん跡せきを残さない氷の隕いん石せきという説が有力だが確証はなく、ＵＦＯやブラックホールの衝しよう突とつという突拍子もない説まで出た。ともかくツングースカの謎の大爆発は、氷の隕石の衝突であろうという一応の科学的根拠を持つ結論が出たいまもなお、様々な諸説が飛び交う奇妙な事件の一つだ。

「あの事件に比べれば規模は小さいが、爆発した場所が最悪だ。ツングースカは森林の中で犠ぎ牲せい者しやゼロ、こちらは街中、おそらくは何万もの人間が亡なくなってる」

　伊だ達ては通信機を通してＡＤＥＭの部隊に指示を飛ばすと、いまだ正式名称のないその部隊は、手て際ぎわよく建物を包囲した。のちにレガシーカウンター、ＬＣ部隊と名乗る部隊の前身だ。

「突入」

　号令と同時に部隊がいっせいに建物内に進入した。融ゆう解かいした扉をレーザーで焼き切ると雪崩なだれのように乗り込んでいく。

　突入して十分。一階より上の捜索の完了、中の安全性が確認されると、伊達と岸きし田だ博士が数人を引きつれて、研究所内に足を踏み入れた。いまだ峰みね島しま勇次郎は見つかっていない。

　建物内は嵐あらしが通ったかのように荒れ果てていた。四散した家具や研究道具。表面上は無事とは言え、大爆発による振動の影えい響きようは防ぎきれなかったようだ。

「酷ひどいありさまだな」

「え、ええ」

　惨状に伊達が顔をしかめるのに対し、岸田博士は痛ましい表情をする。岸田博士にとって、この場所は公的な関かかわり以上の感情を持っていた。着慣れない防護服の制限の中で、岸田博士は熱心に辺りを見渡す。

「誰だれも発見されてないんですか？」

　他ほかの調査員を捕まえてはそんなことを聞く。しかしいまだに建物内から、人は見つかっていない。

　岸きし田だ博士が右往左往している間、伊だ達ては状況の分析をしていた。爆発の原因はなんだったのか。

　──核か？

　状況は似ていたが決定的に違うものがある。放射能が検出されていない。しかしこの状況で核に匹敵するあるいはそれに代わる兵器を伊達は思いつかない。気化爆弾でもこれほどの威力はない。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの発明の一つと考えるのが一番落ち着く。だが何かが納なつ得とくいかなかった。

　それ以上の思考は中断された。

「地下への通路を発見しました！」

　建物の奥で誰だれかが叫んだ。







　地下室はまるで別世界のようにひんやりした空気で満ちていた。

　さらに奥へ進むと研究室らしき空間に出た。様々な機器がところせましと並んでいる。爆発の影えい響きようかここも内部は荒れ果てていた。倒れた用途不明の機械やモニターが、床に散らかっていた。

　街としての機能は失われたはずだ。しかし自家発電装置があるため、様々な計器類やモニターは光を明滅させ、まだ機能していた。文明の光は失われていなかった。

　そして部屋の中央の医い療りよう器具のようなベッドには、裸でマネキンのように座っている少女の姿があった。

　六歳か七歳。まだ幼い少女は裸身をさらしたまま、意思を感じさせない瞳ひとみでぼんやりと天てん井じようを見ている。

「由ゆ宇う君！」

　まっさきにかけつけたのは岸田博士だ。伊達が止めようとする手を振り切り、由宇のそばに駆け寄る。ベッドのそばにあったシーツを手に取ると、小さな体を包んでやった。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　怪け我がはないかい？」

　手を取り脈を確かめ、頬ほおを優しくなでる。反応は薄うすい、というよりは皆無だ。意思のない瞳は天井を向いたまま、岸田博士を見ようともしなかった。しかしそれでも生きていることが嬉うれしかったのか、岸田博士はうんうんとうなずきながら由宇の体をシーツごと抱きしめて、涙を流した。

「峰島由宇の身柄を捕獲。拘束しろ」

　その背後で、伊達は冷ややかな命令を出した。







　同日十五時四十五分。

　峰みね島しま由ゆ宇うを乗せたヘリが、空の彼方かなたに消えていく。岸きし田だ博士も同乗し戻っていったが、伊だ達ては現場に残った。まだ肝心の峰島勇ゆう次じ郎ろうが見つかっていない。伊達は焦あせりの表情を隠しきれなくなっている。おそらくここにはもういない。そう考えていた。

「司令、先より米軍基地から通信が入ってます。それと調査団と思われるヘリが十二機、こちらに向かっています」

「ちっ、堂々と越権行為をしてきたか」

「人命救助とでも言い張るつもりでしょう」

「ふん。普ふ段だんから監視の目を光らせ、出しゃばる機会をうかがっていたくせに」

「どうします？　追い返しますか？」

「いや人命救助の申し出は受けよう。彼らの手て際ぎわの良さは、こういう状況ではありがたい。爆心地への介入は適当な理由をつけて、退けろ。ロシアから人命救助の要請があったら受けるように手配しておけ。おたがいに監視させろ」

　伊達の胸が嫌な方向にざわめく。謎なぞの爆発で戦後最大の大惨事を起こしたまま、娘を置いて失しつ踪そうした峰島勇次郎。それはあまりに突然ですべてが謎だった。が、嫌な予感は一つの未来像を映しだす。

　これを機に世界は動くだろう。行方ゆくえ不明になった峰島勇次郎を求めて、そして峰島勇次郎の生み出した技術を求めて。おそらく世界でそれらを求める犯罪が多発する。そして日本はその犯罪の中心地になるかもしれない。

　──五年、遅れたな。いや、それでもまだ間に合ったと思うべきか。

　ＡＤＥＭ創立がもっと早ければ。伊達は唇くちびるを噛かみ、ヘリコプターの消えた空を見た。

　しかし、峰島由宇は確保した。それは奇跡的な僥ぎよう倖こうと呼べるものだ。

　それがどれほどの幸運か伊達は知っている。峰島勇次郎の頭脳を受けついだ少女。彼女の存在は、これから多発する勇次郎の技術を狙ねらっての犯罪対策に欠かせない存在になるだろう。

　が、伊達の顔は少しも晴れなかった。

　同時に、彼女の存在は、勇次郎本人かそれ以上の火種になりかねない可能性も秘めているのが明白だったからだ。







　同日十六時二十分。

　峰島由宇がＡＤＥＭに到着した。

　地獄から生還した少女は、山奥にある研究所まで連れてこられた。極秘裏に建築中の建物は、まだ工事中のところが多く目に付く。それでも最優先で施工させられた地下施設は、機能するのに支障ない程度には完成していた。

　ずっとうつろな表情で、ただ運ばれていた少女が、一つだけ一回だけ、自分の意思で動かした場所は長い睫まつげにふちどられた黒曜石の瞳ひとみだった。

　少女は、わずかに視線を動かし、空を見上げた。

　抜けるように青い空。うつろな瞳に、わずかな間だけ光が灯ともる。まるで空の青さを心に焼き付けるかのように。これからの自分の運命を知っているかのように。

　コンクリートの塊の無機質な研究所は、少女を呑のみ込むとその重い扉を閉じた。まだ七歳の幼子は、この日を境に陽ひの光を失った。






　　　一章　強奪







　　　　　　　　１




　夜の森にいつもの静けさはなかった。

　激しい雨音がする。強い風が、濡ぬれて重くなった木々の枝を激しく揺らす。雨雲の合間から目もくらむような光が生まれ、数すう瞬しゆんの後、あらゆる音を呑み込む雷鳴が鳴り響ひびく。

　しかしそれだけなら、森にとって珍しいことではないだろう。

　だが今夜は、雷鳴とは異なる轟ごう音おんが森の間を駆け抜ける。同時に立ちのぼるのは紅ぐ蓮れんの炎だ。雨と風が瞬またたく間に消してしまうが、爆発音は絶え間なく鳴り響き、炎が次々と生まれては消える。

　木々はなぎ倒され、何百年の樹齢を持つ巨木さえも傾いた。見えない巨人の腕がなぎ倒していくように森の木々は倒とう壊かいし、一本の通路ができあがる。

　見えない巨大な腕から逃げるように、二人の少年と少女が森の中を疾走していた。

　少女の手をひく少年は十代半ばから後半。童顔で優しげな顔立ちをしているが、いまは逃走の最中という危機的状況からか、いつもの穏おだやかな表情は消えている。

　手をひかれる少女は少年と同じ歳としくらいか。息を呑のむような美び貌ぼうが否いや応おうなく目を引くが、森の木々も追っ手の爆炎もそのような感かん慨がいは抱かない。形のよい唇くちびるは苦しげに歪ゆがみ、腰まで届く美しい黒髪も、雨で濡ぬれたいまは、ただ少女の走りを邪じや魔まするものでしかなかった。

　背後でいま一度、紅ぐ蓮れんの炎があがる。とうとう耳みみ障ざわりな音をたてて、一本の巨木が倒とう壊かいした。

「ちょ、ちょっといくらなんでもすごすぎない？　日本の自衛隊ってこんなこと、できるの？」

　少年の言葉の後半は雷でかき消されたが、言わんとしていることは少女に充分に伝わった。

「確かに……。これまでの追っ手とはひと味違うようだ」

『ＬＣ部隊、警察、自衛隊、いずれにも該当する部隊はない。新手か？』

　どこからともなく男の声がする。それは少女が持つ一台のノートパソコンの中から聞こえてくる。

「そうかもしれない、だが、これは……」

　とそのとき、言いかけた少女の足がもつれた。完全な暗くら闇やみに近い深い森の中で、一いつ瞬しゆんの雷光から瞬時に状況を把握し、いまが昼間であるかのように障害物をかわし器用に走っていく。何も解わからない人間が見たら見えているに違いないと錯さつ覚かくするであろう正確さで、一切の無む駄だな動作なく疾走する少女が、何もないところで、つまずいた。

「由ゆ宇う！」

　少年が倒れかけた少女の手を引っ張る。小さなか細い手は、雨の中でもはっきり解るほど、氷のように冷たくなっていた。

「なんでもない、大だい丈じよう夫ぶだ」

　再び疾走する。だが、すぐにまた、少女は何もないところでよろめく。

「由宇っ！」

　倒れかけた小さな体が地面に打ちつけられる前に、少年は少女の体を受け止めた。

「大丈夫、足がもつれただけだ」

　そう答える少女は、右手で苦しそうに胸をわしづかみにしている。

『そろそろ限界がきたか。闘とう真ま、まさか君はこの女の言うことを鵜う呑のみにはしていないだろうな？　峰みね島しま由宇の身体能力の高さは、耐久力を犠ぎ牲せいにしたものだ』

　常にアクセルが全開なら、どんなに優れたエンジンでも壊こわれてしまう。少女の体の動かし方は、心身共に極限まで研とぎ澄すまされた絶技の上に成り立っている。一度歯車が狂えば、壊れるにたやすいという欠点を常に内包していた。

「解ってる、解ってるよ、そんなこと」

『どうする？　逃げるのはもう不可能だぞ』

　抱き上げた少女の体は、嘘うそのように軽かった。苦しげな少女の黒曜石の瞳ひとみに少年の眼まな差ざしが絡からみ、その眼まな差ざしに迷いがよぎる。しかし、少年の迷いは一いつ瞬しゆんだった。

「由ゆ宇うはここにいて。絶対見つからないように」

　大木のくぼみに少女の体をそっと降ろすと、少年は近づいてくる轟ごう音おんの方角に目をやった。

「闘とう真ま、何をするつもりだ？」

「追っ手を全滅させる」

　森の地形を変えてしまうほどの戦力を有した相手を前に、少年はさらりと口にした。

『推定人数は四十名。重火器類も多数所持、使用している。できるか？』

「やってみる。たぶん、大だい丈じよう夫ぶ。心配しないで。由宇はここにいて、休んでて」

　少年は小刀を手に、少女に向かって優しく微ほほ笑えんでみせた。

「じゃあ行ってくる」

　まるで近所へ買い物に出かけるような気軽な口調とは裏腹に、懐ふところから出された小刀は、少年の手に固く握り締められていた。

　そして少年は森の暗くら闇やみに消えていった。







　闘真の背を見送っていた由宇だったが、ふいに喉のどの奥から笑いがこぼれた。

『何を笑っている？』

　コンピュータの中から声がする。ＬＡＦＩサードの中にコピーされた電子の生命体、風かざ間ま遼りようだ。

「自分の思い違いを、あざけっただけだ」

『思い違い？』

「私は最初、闘真は足手まといになるかもしれないと考えていた。しかし事実はどうだ？　ここで何もできずに座っているのはどちらだ？」

　己をあざける笑い声は、しかしどこか楽しそうな響ひびきもあった。

『ふむ、俺おれとしては世間を知らない君のサポート役があの男と考えていたが、確かに思いのほか戦力として役に立っている』

「私はあの男にサポートされるほど世間知らずではないぞ」

『自覚なしが一番始末に悪い……。まあいい、一つ問う。足手まといと推測して、なぜ同行させた？　ある程度は推測できるが』

「なら聞くな」

『しかし肝心のそれを、君は、闘真に伝えていない。そのときになってからでは遅いぞ』

「そのときになったら、自分でするつもりだからだ」

『自分でできなかったときのための、あの男ではないのか？』

　由宇は無言を通す。風間もそれ以上追求してはこなかった。かわりに別の話題を持ちかけてきた。

『君の体は限界に近い。当初はこれほどの戦力を有した相手が追って来るとは予測していなかったし、悪天候の中、長期間、外に出ることは考えていなかった』

「休めばまだ動ける」

『かもしれないが、以前のように戦えるか？　これから先、激しい戦せん闘とうが不ふ可か避ひなのを解わかっているのだろう？　君は内ない罰ばつ的てきであり、自らの体を痛めつける傾向がある。しかしそれにも限度があるぞ』

「それはない。自分の体のことは自分がよく解っている」

『そうか？　しかしいま戦っているのは誰だれだ？　君の内罰的な部分に、あの男を巻き込んでいるという言い方もできる』

「……君は少しうるさい。それよりも、そろそろ例の反応が現れる時間ではないのか？」

　由ゆ宇うがＬＡＦＩのモニターを見る。ウィンドウの一つに上空写真が映った。緑豊かな山間の中に荒野としか言えない空間がある奇妙な場所だ。巨大な力で何もかも吹き飛ばされたような場所である。

『……例のパターンを計測』

　風かざ間まの声と同時に、荒野の中央にマークがつく。

『場所もいつもと同じだ。例のパターン信号が発信されている。十年前の悲劇が繰り返されるかもしれないというおまえの懸け念ねんは、日増しに真実味を増していくな』

「ここに勇ゆう次じ郎ろうの手がかりがある。いや峰みね島しま勇次郎本人がいる可能性が高い。……うっ」

　由宇は再び無言になる。しかしそれは黙もく秘ひしているというより、唇くちびるを噛かみしめ何も言えない状態に近い。胸に食い込む指がさらに深くなる。荒い呼吸は熱く、森の冷えた大気に白く拡散した。

　どれほどの時間が流れたか。由宇の鼓動が落ち着き、呼吸の乱れもなくなった頃ころ、いつのまにか辺りは雨と風の音だけになっていた。

「……爆音が、消えた？」

『ここにきて鳴なる神かみの尊みことを使いこなし始めたのか？　いや、それとも……。興味深い変化ではあるな』

「なにがだ？」

『坂さか上がみ闘とう真まが、鳴神尊を使ったときのエネルギー反応だ』

　モニターに表示されたのは、鳴神尊を振る闘真だ。映像はすぐに色調が赤から青へのグラデーション、サーモグラフィーの映像に酷似した表示へと切り替わった。

『エネルギー反応だ。見て解ると思うが、赤い色ほど値は高い。解るか？　鳴神尊周辺と切断面のありえないエネルギーの高さが。これほどの高い値を出すのは不可解だ』

「陽子崩ほう壊かいによる99・９９パーセントのエネルギー変換だ。高くて当然だろう」

『99・９９パーセントだと？　核反応でもそれだけ高いエネルギー変換率は不可能だ。いやそれよりも、陽子崩ほう壊かい？　もしや闘とう真まの武器は、斬きるのではなく……崩壊させているのか？　原子レベルで？　そんな馬ば鹿かな』

「疑うなら、次はガンマー線が検出できるかどうか観測してみろ」

『いやしかし物体と物体を摩ま擦さつ、あるいは衝しよう突とつさせるだけでそんなことなど、できるはずもない。……いや、では闘真の武器は』

「そう。モノポールが含まれている。通常の陽子の一京倍の重さを持つモノポールを壊こわせるのは反物質のモノポールくらいだろう」

『発見されていたのか？　世界中の科学者がやっきになって探した末に、あきらめた理論上の物質が。それも何百年も昔に。皮肉なものだな。しかもそれを武器として使いこなすか』

　雨の中に少年の影を見て、風かざ間まは思案にふけった声を出す。しかしそれもすぐに別の話題に切り替えた。あるいは蒸し返した。

『あの男は鳴なる神かみの尊みことを、禍まが神がみの血ちを制御しつつある。それでも一いつ緒しよにきた本当の目的は話さないのか？』

「いずれ……話す」

　雨の中、闘真の形をした影は、一度立ち止まり周囲を警戒した後、何もないのを確認すると、低い木立が頬ほおを切るのもかまわず由ゆ宇うのもとに駆け寄ってきた。

「よかった、由宇、大だい丈じよう夫ぶ？　こっちには誰だれもこなかった？」

「ああ、大丈夫だ。君は？」

「なんとか、なったよ」

　闘真は去ったときと同じ笑顔で戻ってきた。鳴神尊はもうその手に握られてはいなかったし、どこかに怪け我がを負った様子もなかった。

　しかしその体は、豪雨ですら洗い流せない真っ赤な鮮血で染められていた。
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　強奪事件発生から八時間、現場ではいまだに黒煙を上げている場所があった。巨大な倉庫の壁や床には銃じゆう痕こんや爆発の跡、血痕があり、大規模な戦せん闘とう行為があったことは明白だ。

　普ふ段だんは閉ざされている天てん井じようは爆発のため半ば崩壊し、アリゾナ砂漠の強い日差しが倉庫内を照らしていた。

　化学物質が燃えているのか、消火活動はいまだに終わっていない。

　その中でただ一人、私服で立っている女性がいた。暑そうに帽子で顔を扇あおぎ、倉庫内の惨状を確認しては苦笑とも呆あきれとも判断のつかない微妙な顔をする。

　二十代半ばに見える若い女性──アリシア・新あら井いの、地味な眼鏡めがねとブロンドの髪を無造作にひっつめた飾り気のない容よう貌ぼうは、お堅いキャリアウーマンを思わせる。が、シャツの胸元を盛り上げる大きな胸が、その堅いイメージとあいまって、かえって魅み惑わく的てきであった。

「広いわね」

　その感想は賞賛ではなく、怠惰な感情によって構成されている。事実、倉庫はうんざりするほど広かった。一辺は８００メートル以上。そのため普ふ段だん、倉庫内の移動は電気カートが使われるのだが、いまは床に大小の破片があり、徒歩での移動を余よ儀ぎなく強いられていた。

「見事にやられたよ」

　聞き覚えのある声に振り向くと、アリシアは背後に立っていた人物に一礼をした。がっしりとした体格の角張った印象のある初老の男性だ。

「これはヘイムズ局長」

　アメリカ国防情報局ＤＩＡ局長のダーン・ヘイムズは、いつにもまして険しい顔をしていた。

「ＤＩＡの局長がアリゾナの僻へき地ちに、わざわざ足を運ばなければならないほどの事件なのですね？」

　ヘイムズは難しい顔をしたまま、肯定した。ヘイムズは顎あごで行き先をうながし、まだ戦せん闘とうの臭においが色濃く残る倉庫内を、二人は並んで歩き始める。

「ここで極秘裏に開発していた、とある兵器が盗まれた」

「……どれほどの種類ですか？」

　アリシアは広い空間を見て、疑問を口にする。頭の中にある豊富な兵器類の知識を総動員してみたが、この巨大な倉庫で開発される兵器の規模の可能性は多様すぎ、絞りきれなかった。

「数は言えない。が、ここで開発されていたものに不法使用されていた遺産の総数は、ＢランクからＤまで合計十三だ。いま思えば嫌な数字だな」

「ＢからＤまでが、十三個も？」

　アリシアは再び、だだっ広い倉庫を見た。ここで建造されていたものはいったい何か。

　開発製造にこれだけの倉庫を必要とするものは、よほど空間を無む駄だに使用していない限り、原子力空母くらいなものだ。しかしアリゾナの砂漠の真ん中で極秘裏に原子力空母を製造するはずもない。それにニミッツ級原子力空母が何隻か数年前配備されたばかりだ。

　そしてただ一つだけ該当する名前に思い当たり、アリシアはそれを口にした。

「まさか……盗まれたのはフリーダムですか？」

「トップシークレットだ。簡単に耳に入るはずのない情報なんだがね」

　極秘中の極秘が、アリシアの口から発せられたことに、ヘイムズは苦い顔をする。

「いえ、噂うわさ程度にしか知りませんでした。正直、眉まゆ唾つば物ものかと……」

「責めはせんよ。君なら知っていても不思議はない。だからこそ君をここに呼んだ」

　そしてヘイムズは書類の一束を、アリシアに渡す。

「これがフリーダムの目指していた最終スペックだ。九割は完成していた」

　アリシアは足下の破片につまずかないよう気をつけながら、書類にざっと目を通した。途中でその手が止まる。眉み間けんによったしわは、彼女の魅み惑わく的てきな雰ふん囲い気きを少しばかり損そこなう。

「このスペックは本当ですか？」

　書類から顔を上げたアリシアの青い瞳ひとみに、いままでとは違う感情が混じった。どこか呆あきれたような表情はもはや完全に失われ、かわりに強い緊きん迫ぱく感かんが現れる。

「問題はだねアリー、この一件は大統領も知らないということだ。いや、そもそもここで、フリーダムが建造されていたことすらも知らせていない」

　──つまり軍部の暴走ってことね。

　ＣＩＡが大統領管かん轄かつの諜ちよう報ほう機関なら、ＤＩＡは軍部が抱え持っている諜報機関だ。

　軍部が裏で極秘裏に開発していた兵器が盗まれた。それは国内ですら、表おもて沙ざ汰たにはできないような悪あく魔ま的てきな機能を持った兵器である。アリシアは、内心の動揺を悟られないように注意しながら、予想を確信に変えた。

　ヘイムズは表情を変えない。黒煙の上がる倉庫を、アリシアと並んで歩きながら、話し続ける。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術の塊だ。現在武力に求められているのは、低烈度紛争ＬＩＣ（テロ、ゲリラ戦）の対処能力。最新電子機器による情報戦と最新兵器は、低烈度紛争において成果が低いことが先の戦争で証明されてしまった。しかしフリーダムは違う。低烈度紛争の対処能力は群を抜いている」

「お言葉ですが、局長。この馬ば鹿かげたスペックが、市民にまぎれたテロリストや都市におけるゲリラ戦において有効かどうか、私は懐かい疑ぎ的てきです」

　綺き麗れい事ごとも御託も、自分達たちの会話には不必要である、という強い意志をこめて、アリシアはヘイムズを見た。

　自分達の安全を確保しつつ、敵に対していかに身体的心理的打だ撃げきを与えるか。軍部の望みは常にそこにある。どの国でも同じだ。強力な武器が欲しい。世界で一番強い武器が欲しい。特にこの国は、その望みが強い。それ以外の目的を、このスペックから見み出いだすことはできなかった。

　いま、軍部で一番の成果を挙げているのは、ＳＢＣＴストライカー旅団に代表されるような、俊敏な機動性の確保だ。しかし機動性を確保するために火力が犠ぎ牲せいになる。が、もしこのフリーダムが実現すれば、それらの問題を打破して余り有る性能を実現するだろう。

「ＬＩＣ対策なんて詭き弁べんをおっしゃるくらいなら、まだ先のレプトネーターのほうが、説得力があったように思えますが。私には、この武器は、第三次世界大戦でも始めたいように感じられます」

　ヘイムズの足が止まる。あきらめたように顔を二、三回横に振り、アリシアを見た。

「……アリー。あいかわらず君は手厳しい。そうだ。君の言うとおりだよ。だが、いまの問題はそこではない」

　ヘイムズは一度、言葉を切り、重々しく告げる。

「この場所から、極秘裏に開発中であった悪あく魔まのような兵器が、いとも簡単にどこの誰だれとも解わからない輩やからに盗まれたという、その事実だ」

　アリシアはうなずいた。それこそが、一番知りたかったことである。これほどの兵器があっさりと盗まれたのは驚おどろきなどというものではない。トップクラスの警備が敷かれていたものを、惨状から察するに、強奪した犯人達たちは力で突き破った。アメリカ合衆国の軍事力が総力をあげて守っていた秘密をあばき、警備をかいくぐり、あまつさえ大規模な戦せん闘とうまで起こし、遺産兵器を強奪していった犯人達の実力は、ある意味、この極秘兵器フリーダムと同じか、それ以上の恐ろしさを感じる。

「そのどこの誰とも解らない輩の手に、フリーダムが渡った……。史上最悪のクライシスになりかねない。いえ、もうすでに始まっているというべきですわね」

「まさしく」

　ヘイムズはうなずき、アリシアに問うてきた。

「君は同業者だアリー。同じプロの君の目から見て、どう思うかね？」

　アリシアはもう一度、倉庫を見渡す。そしてとある一点で目をとめた。最初に入ってきたときから、気になっていたものだ。

「ざっと見ただけですが、一番気になるのは、あれです」

　アリシアが指した倉庫の一角は、建物の鉄骨の骨組みが融ゆう解かいしていた。一箇所だけではない。何箇所も高熱にあぶられて溶けた痕こん跡せきが倉庫内のあちこちにあった。

「解析は？」

「急がせている。が、いまのところ解析不能だ。まったくの未知の新技術だよ。いくつかの断片だけは、監視カメラに映っている」

　二人の間に、短い沈ちん黙もくが流れた。そこに、消火活動中の兵士の怒号が聞こえる。ヘイムズは溶けかけた断片の一つを拾い上げ、しばらく手の中で転がしてから、それをアリシアに手渡して言った。

「アリー、頼たのまれてくれないか。フリーダムの行き先と盗んだ組織について調べて欲しい」

「私に、ですか？」

「ＤＩＡが君達の組織におもねるのが意外かね？　だが、これだけの手口を使う組織が謎なぞのままでは、君も困ると思うのだが。そう、いまの私達と同程度には」

　アリシアは表情を崩さないまま、ヘイムズの顔と手の中の溶けた破片を交互に見る。言われたことは事実だ。

「立場上、表立った協力はできないが……」

「行き先は？」

　駆け引きは面倒なので、話を先に進めることにした。

「ありがとう。君ならそう言ってくれると思ったよ。行き先だが、いくつか候補は挙がっている。君には最有力の場所に行ってもらいたい。先日問題が起こったばかりで、そこの国と微妙な関係になっている。いろいろと難しいとは思うが……」

「日本ですか？」

「そうだ。いまやあそこはアジアの田舎いなかに成り下がった傾国ではない。遺産技術とそれにまつわる犯罪のメッカ、世界で一番ホットな場所だ」

「承知しました」

「一刻を争う。君の望みの場所まで、ストライクイーグルＦ─15Ｅで送ろう」

「それはどうも」

　アリシアの肩をヘイムズが軽く叩たたく。アリシアは眼鏡めがねをはずし、もう一度、倉庫内を見渡した。その青い瞳ひとみにいまだ黒煙を上げる倉庫内が映る。ほんの数秒見つめていたが、すぐに踵きびすを返すとアリシアは足早にその場を後にした。
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「峰みね島しま由ゆ宇うが逃亡した」

　老人の一人が重々しく告げる。

「決してあってはならないことだ。これは由々しき事態だよ、伊だ達て君」

　別の壮年の男が言葉をつなげる。

　伊達は十数名の男性が取り囲む中央の椅い子すに座し、弾劾の言葉をじっと聞いている。ある者は睨にらむように、ある者は苦虫を噛かみ潰つぶしたように、ある者は怒りを露あらわに、様々な表情を伊達に向けている。しかし友好的な表情は一つもありはしなかった。

「すでに一週間が経過している。しかし君からかんばしい報告は一つもない。これはどういうことかね？」

　友好的どころか、敵意丸出しの声が耳じ朶だに触れる。

「あの娘が我々に復ふく讐しゆうするつもりになったら、どうする？」

「それよりも、諸外国に知られたら？　国家の沽こ券けんどころの騒さわぎではないぞ」

「責任は誰だれが取るのかね？　私はもともとこんな処置は反対だった。地下に幽閉するなど。さっさと殺してしまえばよかった」

「ここにきて、保身ですか？　みっともない」

「何を言うのかね、私はただ」

　対策会議という名目の言い争いは、途絶えることなく続いた。が、そこに峰島由宇を追うための具体策など一つもない。ただ、伊達を非難する言葉と、責任をなすりつけあう言葉があるだけである。

　伊だ達てはやや顔をふせたまま、身じろぎ一つせず、そのやりとりを聞いていた。その態度が不ふ遜そんな振る舞いに思えたのか、または無反応ぶりに苛いら立だったのか、老人の一人が机を叩たたいた。

「伊達君、君は、事の重大さを認識しているのかね？」

「はい、充分に認識しています」

　伊達はようやく口を開く。

「我々もできる限りのことをしています。現在峰みね島しま由ゆ宇うは、安斉東方面に潜せん伏ぷくしていると思います。すでに検問と捜査班を……」

「手ぬるい」

　老人の一人が、言葉を断つ。

「そうやって、何度逃げられた？　そのような手段で、あの娘が捕まえられると、本気でそう思っているのかね？」

「だいたい、アドバンスＬＣ部隊と新しい配備にいくら使った？」

「ゴリ押しして、特別法案を通して、限定Ｂランクまでの遺産使用を許可してこの始末かね！」

　ＡＤＥＭの持つ特権の一部は、超法規的措置を可能にするものもある。遺産の管理をするために外せない特権なのだが、それを良しとしない組織もあるのは当然だ。伊達はそのためＡＤＥＭの組織的規模を必要最小限に抑えてあった。不必要な軋あつ轢れきが発生しないために必要なことだった。

　それでも埃ほこりのように堆たい積せきしていた不満は、今回の事件を機に一気に爆発した。

「それだけじゃない。ＮＣＴ研究所の半はん壊かい、リニアコントロール施設での職員の惨ざん殺さつ、警察および一般市民への被害、リニアエクスプレスを初めとする交通の麻ま痺ひと損害。人の命と金と物資が甚大に失われた」

　糾弾の声はとどまることなく続く。が、なぜか《希望》の街を初めとする真まな目め家の名前は出てこない。ある部分、真目家も峰島勇ゆう次じ郎ろうに匹敵するほど、あつかいが難しい。あえて誰だれも自分から触れようとはしない。つまり、真実はそこになかった。

「一連の事件、君はどのように責任を取るつもりだね？」

　真実のない空虚な言葉で何がどう責任だといったところで、それは単なる言葉遊びだ。だが、伊達はもちろん、その思いを口にはしなかった。多くの犠ぎ牲せいがあったことは事実だ。伊達のいつも以上に少ない口数は、自責の念に駆られてのことだった。

　一転、一人の老人が、伊達に優しげな声を出し問うてくる。

「伊達君、弧こ石せき島とうで負った怪け我がはどうだ？」

　伊達はいまだに首からつってある右手を見た。

「任務に支障はありません」

「かもしれない。が、君のここ数年の激務は我々も承知している」

「ここらで一息入れてみてはどうかね？」

「しかし……」

「君のＡＤＥＭにおける権限は、今日限りで凍結だ」

「ＡＤＥＭは最低限の内容を残し、活動を休止。もちろんＬＣ部隊も使うことは許さん」

「今後の処分は、追って連絡しよう。それまでは自宅で謹きん慎しん、いや休養を取っていたまえ」

　そこで初めて伊だ達ては老人達たちに食い下がった。

「待ってください、いまＡＤＥＭの活動を停止するわけにはいきません。峰みね島しま由ゆ宇うの捜索だけではなく、現在調査中の事件が他ほかに七件あります、うち三件は……」

「伊達君！　立場をわきまえたまえ！」

「ですが！」

「私は、伊達さんの言うとおりだと思います」

　思いがけない声に伊達だけではなく、老人達も驚おどろきの表情で声の主を見た。いつのまに部屋に入ってきたのか、扉の前には四十代半ばのグレーのスーツの男性が立っていた。しかし堅苦しい印象はなく、男の独特の着こなしからか、くだけた印象すらある。

「黒くろ川かわ君、まだ君を呼んでいないのだが。いや、それよりも伊達君の意見に同意とは。君は自分の立場を解わかっているのかね？」

「もちろん、承知しております」

「解っていながら……いや、まず先に紹介をしておこう。伊達君、君も噂うわさでは聞いていただろう。警察庁から六千、防衛庁から六千。新規に三千。合計一万五千の兵力によるＬＩＣ低烈度紛争対策組織『海かい星せい』。その司令を務める黒川謙けん君だ」

　黒川と呼ばれた男の胸にある見慣れないエンブレムにようやく合点が行く。

「……海星」

「君も黒川君の有能さは耳に入っているのではないか？　自衛官の時代には、前ぜん代だい未み聞もんの早さで一佐にまで昇りつめた傑物だ。二年前の中東派兵では、現地の司令官を務めた」

　老人はまるで自分のことのように自慢げに話す。伊達はもちろん知っていた。

　その出世街道の裏に、様々な黒い噂があることもだ。ライバルの弱みを握り、陥おとしいれ、裏金を使い、ありとあらゆる汚い方法で現在の地位に上り詰めた男、黒川謙。しかしそれを表立って口にする者はいない。なぜならすねに傷を持たない人間はいないこと、そしてそれを抜きにしても、黒川の優秀さは抜きんでていたからだ。

　政治も軍隊も、清廉潔白な人間にトップは務まらない。清い水に魚は棲すめない世界である。そのやり方さえ、成功すれば評価は賞賛へと変化する。さらに二年前の中東派兵での実戦経験の指揮の実績がその評価を強固なものにした。

「話を戻そうか。黒川君、ＡＤＥＭ凍結になぜ反対する？」

　そう言った男の顔には、ＡＤＥＭ凍結後、その権限は君のところに移行する予定だというのに、と書いてあった。しかし黒くろ川かわはまったく意味が解わからないとでもいうように、首をかしげてみせた。

「一言で言えば自信がないから……でしょうか」

「なんだと？」

「ＡＤＥＭの少数精鋭ぶりは、理解しているつもりです。よくあの程度の規模の組織で、国内はもとより海外でも活動し、成果をあげてきたものだと感服しています。しかし組織が小さい分、一度崩れてしまうともろいという一面がある。今回はその欠点が出てしまっただけです。ここでＡＤＥＭの権限を一切凍結しては、混乱がおきる。国連の評価の高いＡＤＥＭを潰つぶしてしまっては、国外への体面も良くない」

　人畜無害に見える笑顔で、黒川は伊だ達てに近づいた。

「私としてはＡＤＥＭから対遺産犯罪のハウツーを学びたいと、そう思うわけです。ためしに調査中の事件七件、受け継がせてください。しかし組織が凍結されてしまったら、それもできない」

　黒川はいつのまに現れたかと思うと、あっというまに会議の方向を決定づけてしまった。

　ＡＤＥＭの処分は黒川の主張どおり、一部を残した特権の凍結、ＬＣ部隊の一時停止にとどまった。




　　　　　　　　４




「久しぶりに会ったというのに、つれない態度ですね」

　そう言って小走りに伊達を追いかけてきたのは黒川だ。

「ＡＤＥＭが首の皮一枚で繋つながったというのに仏ぶつ頂ちよう面づらだ」

「いつもこういう顔だが」

　言葉どおり、伊達はいつもと変わらない仏頂面で返事をする。顔は前を向いたままだ。

「いやこれは一本とられました」

　額をぺしっと叩たたき、はははと笑う黒川の姿はどこかわざとらしい響ひびきがあった。

「だが、少しは喜んでもいいでしょう？」

「手足をもがれたも同然だがな」

　伊達は仏頂面を苦み走った表情に変える。

「何をおっしゃる。まだ頭が残ってるじゃないですか」

「君はずいぶんと多くの手足を持っているようだが」

「こんがらがらないようにするのが、大変ですよ」

　黒い噂うわさの絶えない男は、おどけた口調で返す。いまの日本で一万を超える兵力を新参の組織が有するのは難しい。並大抵の裏工作では実現できない。
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「こうやってちゃんと直接話すのは何十年ぶりかな。お互い老ふけたってほどの歳としじゃないけど、若くもないね」

　黒くろ川かわの口調が変化する。どこか昔を懐なつかしむような風ふ情ぜいを漂わせた。

「君は変わったな」

「そうかな？　自分ではよく解わからないが。昔はどんな印象だった？」

「清廉潔白。危ういほどまっすぐな人間だった」

「いまは汚れたとでも言いたいか？」

　黒川の声に、どこか自じ嘲ちよう的てきな響ひびきが入る。

「この世界で生きていて汚れない人間はいないだろう。俺おれも、君も」

　伊だ達ての言葉に黒川の顔から笑みが消えたのは一いつ瞬しゆんだけだ。すぐに眼鏡めがねの奥の目は笑顔に戻り、肩をすくめてみせた。

「しかしお偉いさんの追及もずいぶんと偏っている。坂さか上がみ闘とう真まの名前が一度も出なかったのは、いやはや徹てつ底ていしていると言うべきか、臆おく病びようと言うべきか。先日、あの少年一人に、私の部隊が一つ潰つぶされたが、いままで行おこなった対処と言えば特別保護条例という名の拘束発令のみ。そんなに真まな目め家が怖いかね」

　不ふ穏おんな発言をさらっと口にする。さらに闘真と由ゆ宇うの行方ゆくえを追っていることまでも、伊達に対して明らかにした。

「君は真まな目め家が怖くないのか？」

「いま、アジアを担当しているのは真目麻ま耶や。たかが小娘一人……とは言い切れないが、まあ、あそこのお嬢じようさんがなんと言おうと、現当主は真目不ふ坐ざ。そして現在、彼は目だった動きを見せていない。ならば気にすることはない。真目不坐からのなんらかの介入があれば、そのとき考えればいいことだ」

　的確な判断だと、伊だ達ては内心感心した。真目家という名にとらわれず、押さえるべき箇所を明確に把握している。

「真目家に関しては、私も君と同意見だな。では、私は外に人を待たせてあるので、これで失礼する」

「伊達」

　背を向けた伊達を呼び止めた黒くろ川かわの口調は、がらりと変わっていた。

「ＡＤＥＭの正義は、俺おれが受け継ぐ」

　本心だ。今日、黒川に会ってから初めて、伊達は彼の曇くもりのない素顔を見たように思った。そこにいる人物は、昔と何も変わらない黒川謙けんだった。
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　伊達が険しい顔をして建物から出てくるのを、八や代しろは笑顔で迎えた。

「お疲れ様でした。会議のほうはどうでしたか？」

　表情を見ればあまりいい結果ではないのは解わかりそうなものだが、八代はニコニコと聞いてくる。

「ＡＤＥＭの特権の凍結、ＬＣ部隊を一時停止」

「それから？」

「それだけだ」

「えええ？」

「なんだ、その驚おどろきようは」

「組織の解体、伊達さんの解任、ＮＣＴの譲じよう渡と、ついでに僕もクビ、それくらいは覚悟してたんですけど。次の就職先を探さなくっちゃって」

「黒川に助けられた」

「黒川って、黒川謙ですか？」

　黒塗りのセダンは、ＡＤＥＭの公用車だ。まだ怪け我がが回復しきっていない伊達のために、八代は助手席のドアを開けた。

「でも、それって事実上活動の停止ですよね。介入権や超法規的措置、全部使えないなら、遺産犯罪はどうするんですか？　他ほかにも何件か抱えてるんですよ？」

「それも黒くろ川かわの組織があたるそうだ」

「ああ、例の海かい星せいですね。僕、黒川さんの秘書になろうかな」

「おまえがそこまで冷たい人間だとは思わなかったよ」

　伊だ達ては苦笑しながらも、助手席に乗り込む。

「やだなあ、冗談にきまってるじゃないですか。でも」

　キーをひねり、やや乱暴に車を発進させた八や代しろの表情は不審の塊だった。

「ＡＤＥＭの首をつなげたのが、当の本人の黒川謙けん？　怪しいなんてもんじゃないですね」

　伊達は頬ほお杖づえをついて、フロントガラス越しに見える景色を見つめたままだ。五月の空は青く晴れ渡り、街路樹の桜は花を終え新緑がまぶしい。

「いろいろと黒い噂うわさの絶えない人物ですけど。確か伊達さんと同じ大学で同期。主席と次席だったんですよね。どっちが主席でどっちが次席だったんですか？」

「さあな。……今日久しぶりに顔を合わせたが、昔と変わっていなかった」

「昔から腹黒そうだったんですか？」

「いや……」

　伊達は目を細め首を振った。

「俺おれがあいつに抱くイメージは清廉潔白だ」

　八代の運転が、少しだけよれる。

「せ、清廉潔白って……待ってくださいよ。もしかして僕の知識が間違ってるのかな。黒川謙の噂は嘘うそですか？　それとも他の人との勘違い？」

「いや。おまえの認識に問題はないだろう。俺も噂を耳にし、俺の知っている頃ころと変わったのだろうと思った。だが、変わっていなかった。あいつはあの頃のままだ」

　座席に深く座り伊達は目をつむった。

「何か話したんですか？」

「少しだけな。最後にあいつはこう言った。ＡＤＥＭの正義は、自分が受け継ぐ」

　八代は交差点で止まる間、ウインカーのリズムに鼻歌を合わせながら、笑う。

「僕は正義なんて軽々しく口にする人間を、信用しないことにしてるんです」

「軽々しいかどうかは、人による。今日の会議の席に座っていた人間達たちの中で、実戦で一兵士として引き金を引いた経験があるのは、俺とあいつだけだ」

　伊達にしては珍しい、感傷的ともとれる言葉に八代は戸惑った。ＡＤＥＭ設立からいままで、簡単な道のりではなかった。しかし、ここ一ヵ月半に立て続けに起こった遺産犯罪はこの十年間の出来事を差し引いて余りある。

　伊だ達てが、《希望》事件のきっかけになったＮＣＴ研究所における脳の黒点の実験に関して、時期の判断を誤ったと強い自責の念にかられていることは知っていた。ここで弱気になるような伊達であるはずはないが、部下や一般市民の死という犠ぎ牲せいに対して何も感じない人間でないこともよく知っている。八や代しろは慎重に次の言葉を選んだ。

「にしても海かい星せいの手て際ぎわのよさと妙な余裕は気になります。そりゃあ、ＮＣＴはおいそれとはどうこうできませんよ。特級権限を持ってるのは岸きし田だ博士だけだし、クビになんて簡単にできっこないし。それに一応ＵＮの第二京都条約がありますから」

　タテマエってたまには役に立ちますね、と笑う。そして八代はちょっと迷った顔をした後、信号が青に変わるのに後押しされたように、アクセルを踏みながら言った。

「岸田さん、言ってました。伊達さんだからこそ、ＮＣＴで管理している遺産技術を安心して任せることができるって。絶対に私利私欲に使わない人だからって」

　伊達は意外そうな顔をして、今日初めて口元をほころばせた。

「なんだ、慰なぐさめてるつもりか？　そんな言葉を聞けるとは思わなかったぞ」

「からかわないでくださいよ。でも、なんとかならないんですか？　ＮＣＴはどちらにせよ、近いうち必ず圧力がきます」

「いざとなったらＮＣＴ研究所のランクＢ以上の遺産データの破棄も考える」

「ＬＡＦＩはどうするんですか。さすがにあれを破棄して、そんなもの知らぬ存ぜぬは通じないし、モグラのお姫様を追うのだって……」

「まるごと権限が移動するとしても、もう少し時間はかかる。焦あせるな。それよりカオス領域へのアクセスは？」

　八代は首を左右に振った。

「岸田博士の話ではまだメドがたちません」

　木き梨なしを初め、主だったＬＡＦＩの技術者は先日の事件で、死亡したかあるいは重体であった。さらに開発に関かかわったもっとも重要な人物、峰みね島しま由ゆ宇うは現在逃亡中である。

　逃亡中の峰島由宇の居所をＡＤＥＭがつかんでいるのは、ＬＡＦＩセカンドの存在があるからに他ほかならない。近いうちＮＣＴに圧力がかかったさい、ＬＡＦＩに対してなんらかの処置が行われるであろうが、その前に重要データの保管と消去、カオス領域の分析は必須だ。その上でなければ、ＬＡＦＩをおいそれと表には出せない。あれがただのスパコンなどではない、どれほど危険な可能性を秘めた物なのか、決して外部に漏もらしていい情報ではなかった。

「黒くろ川かわの部隊が、あの二人と鉢合わせした元凶が解わかりました。峰島由宇と坂さか上がみ闘とう真まの遺留品らしき物を発見したようです」

「場所は？」

「多賀取山中の中腹にある山小屋です。ふもとの町でいろいろそろえたのか、もと着ていた服は脱ぎ捨てて軽く埋めてあっただけだそうです。よほど焦ってたんでしょうね」

　多賀取山中と聞いて伊だ達てはすぐに頭の中で地図を構築する。《希望》の街に近い。この情報からだけで、二人がどちらの方面に向かったのか判断するのは難しいだろう。

　遺留品の捜索のみで黒くろ川かわは行方ゆくえをつかんだのか。それとも本当に訓練中の偶然か。伊達が思案していると、

「伊達さん、それだけじゃないんです」

　と八や代しろが言いにくそうに切り出した。

「なんだ？」

「女性のほうの衣類。胸のところに血けつ痕こんがあったそうです。……吐血の痕あとです。モグラのお姫様、《希望》の事件じゃいろいろ無理してましたから、またやっちゃったんじゃないですか？」

　伊達は思い返す。由ゆ宇うが吐血したのはいつ以来か。覚えている限りでは、スフィアラボの事件が最後だ。

「《希望》の事件じゃ、ミネルヴァの連中相手に暴れてましたからね。しかも長時間、研究所のメンテナンスなしです。安定剤やらなにやら、あれだけの運動量の後は必要だったんじゃ……」

「あの娘は、無む茶ちやをしすぎる」

　自分の健康状態を軽視するのは、戦いにおいて決して賢いことではない。それが解わからぬ娘でもなかろうに、と伊達は思う。しかし、愚かにも見える峰みね島しま由宇の内ない罰ばつ的てきな傾向は、もとより見られたこととはいえ、さらに拍車をかけてしまったのは、自分達たちなのかもしれない。

「にしてもですよ、黒川の余裕はなんなんでしょう？　先日の森の中での戦せん闘とうの、あの重火器類の一部はもう絶対クロなんです」

　八代は苛いら立だたしげに、車のハンドルを軽く叩たたいた。

「でも、クロが出ても、いまの僕らには査察権も介入権も裁く権利もありませんけどね」

「八代。俺おれ達に、裁く権利は最初からない」

「……解ってます。言葉のあやです。すみません」

　気まずい沈ちん黙もくが流れた車中で、それでも気にした様子はなく、伊達は懐ふところからＰＤＡを出すと手慣れた動作で操作する。ほどなく、目的の映像が流れ始めた。それを見る伊達の視線は厳しい。

　もう何百回と見た映像だ。それでも伊達は穴が開くほど見つめ、思考の迷宮へと陥おちいっていく。

「また例の映像ですか？。最近はそればかり見てますね」

「ああ、もうコマ単位で覚えてしまった」

　伊達の手元ではスパイ衛星が撮った十年前の大爆発が何度もリプレイされていた。いまだに原因不明の峰島勇ゆう次じ郎ろうが引き起こした大惨事。唯一の生存者は十年間口を閉ざし、現在は逃走中だ。

「あの娘の目的地はここだ。ここに峰島勇次郎の手がかりがある」

「黒川の部隊とぶつからなければ、今いま頃ごろ到着していたでしょうね。ああ、それから」

「まだ何かあるのか？」

　伊だ達てもさすがに疲れた表情をした。

「悪いことは重なるもんですね。モグラのお姫様ならマーフィーの法則を証明してくれそうだな。……話を戻します。ついさっき、待ってる間に一つ気になる情報が入りました。抱える事件が七件から八件に増えるかもしれません。それもとびきりデカいやつ」

「なんだ？」

「アメリカの軍部でごたごたが起こってるらしいです。何か開発中の新兵器を盗まれたとか」

「……まさか、例のフリーダムか？」

「未確認ですけど、可能性は高そうです。でも、そんな極秘遺産兵器ですよ。超厳重な警備をしていたにもかかわらず、盗まれたんです。しかもその行き先は不明」

「この時期にか……」

「どうします？　諜ちよう報ほう部ぶも、もうギリギリなんです」

「人手がないいま、その情報をどこから手に入れた？」

　八や代しろは片目をつむってみせた。

「真まな目めの麻ま耶やちゃんからですよ。もう、この一週間、《希望》の事後処理に追われるうちに、すっかりマブダチです、僕達たち」

「むこうもそう思ってくれているといいな」

「きっついなあ」

「他ほかの七件はいまはいい」

「え？」

「黒くろ川かわにまかせる」

「海かい星せいにですか？　みすみす手柄を……」

「八代、俺おれ達の目的はなんだ？　遺産犯罪を未然に防ぐこと、起こってしまった事件は迅速に解決することだ。黒川があそこまで言ったからにはやるだろう。だが、このアメリカの件だけは手を引くな。絶対にだ」

「解わかりました。では、僕からの報告は本当にこれでおしまいです。もうありません。じゃあ、行き先は予定通り、厚木基地でいいですか？」

　高速道路のインターチェンジが近づいてくる。そのとき、伊達の携帯が鳴った。

　伊達の応答は短い。

「ええ、はい。……ああ、解りました。ありがとう。礼を言う」

　短い会話をすませると、ふむと一言うなったきり、また黙だまってしまった。八代は邪じや魔ましないように運転に集中しようとするが、いまの電話がどこからなのか、なんとなく察して高速のインターの手前で速度を落とした。

「八代、親友だと思っていたのはおまえのほうだけらしい」

「うわ、ってことは、やっぱりいまの電話、真まな目め家から？」

「行き先は変更だ。成田に向かえ。一時間以内だ。交通違反の一つや二つは、特権でくぐりぬけろ」

　それを聞いて八や代しろは、

「今日限りで凍結ってことは、今日の十二時までは有効ですもんね」

　と言って、アクセルを強く踏み込んだ。
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　日本に着いたアリシアの目の前に、二人の男がいた。

「アリシア・新あら井いさんですね？　ＡＤＥＭの伊だ達て真しん治じです」

　こめかみを人差し指でもむ。

　飛行機が着陸してまだ二十分と経過していない。それなのになぜか日本で一番会ってはならない人物の一人が目の前にいた。

　いくつか英語で小汚い罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き、まわりの人間をぎょっとさせると、アリシアはまるで何事もなかったかのごとくニコリと微ほほ笑えんだ。差し出された伊達の手を握る。

「なんのことかしら？　ととぼけるのも無む駄だのようね。ミスター・伊達。アリシア・新井です。ＡＤＥＭを統括するあなたのお名前はかねがね聞き及んでおりますわ。どうして厚木基地につく調査団がおとりだとお解わかりに？」

「簡単です。我々もよく使う手だからですよ。あたりがつけば、お金次第で情報を得ることも可能です」

「確かに。日本には優秀な情報提供者がいるようですね。高くついたのではありません？」

「それだけ価値のあるものと確信しています。日本語がお上手ですね」

「母の再婚相手が日本人でしたから。外見を見ればお解りかと思いますけど、日本人の血は一滴も入ってませんの」

　アリシアはあからさまに挑戦的な言葉を言い、眼鏡めがねのフレーム位置を指でくいっと修正すると、外見上は友好的な微笑を浮かべた。







　三十分後、三人は車上の人となった。

　八代は、バックミラーごしに後ろの二人を見る。伊達とアリシア・新井である。ブロンドの髪に青い瞳ひとみ。さすが欧米人というかボリュームのある体型をしている。それでいて引き締まっているところは引き締まっている。知的な雰ふん囲い気きの中にもしっかりと、セクシーな魅み力りよくを漂わせているあたり、たいていの男ならビジネスパートナーとして大歓迎するだろう。

　時々眼鏡めがねのフレームを指で直すのは癖くせだろうか。見た目の若さと裏腹に落ち着いた、というよりは肝の据わった態度は、なかなかのものだった。

「調査団のほうと合流しますか？」

「けっこうです。彼らとの間に直接的な繋つながりはありませんので」

　伊だ達ての問いに、アリシアは歯切れの良い答えを返す。

「肝心の任務の内容を聞かせてくれませんか？　先行した調査団を隠れ蓑みのにしている以上、同じ内容ではなさそうですが」

　伊達はやんわりと聞くが有無を言わせない口調だ。アリシアは横目で眼鏡の奥から伊達を眺めていたが、やがて口を開く。顎あごをやや持ち上げた話し方は、偉そうというかえばっているというか、自信に満ち溢あふれているというか、八や代しろはとにかく気が強い女性という印象を受けた。もっとも、気の弱いか弱い女性が、こんなところにいるわけもないのだが。

「任務の一部は重複しています。重複しているのは先日起こったミネルヴァの事件の事後処理です。事実関係を把握し、被害の程度を調べます。結果次第では、内密にアメリカ政府から日本に謝罪が入るでしょう。少なくないお金とともに」

「まるでミネルヴァとアメリカ政府が繋がっているような言い方ですね」

「隠したって無む駄だでしょう？　外部の非合法組織を利用するのは、どこの国も同じじゃないかしら？」

　伊達と八代は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。ミネルヴァは遺産を狙ねらう強奪組織、非合法の組織だ。アメリカとの繋がりは、憶おく測そくに過ぎない。否いな、非合法組織である以上、ミネルヴァとアメリカの間のパイプは完全に否定するだろう。下手をすると国際問題に発展しかねないデリケートなものだった。それをアリシアはさらりと肯定した。

「失礼だが、ご自分の立場を自覚していますか？」

「ええ、もちろん。誤解していらっしゃるようですから、最初に訂正させていただきますけど、私は正規の人間ではありません。したがってどのような発言をしたところで、非公式であり私の個人的見解以上の意味を持ちません」

「ふむ。では我々はあなたの個人的見解をもとに、判断するということになるのでしょうか？」

「ご理解が早くて助かります。しかしこれ以上の発言は控えさせていただきます。あなた方の目的が解わからない以上、私の手札もこれ以上さらすのは得策ではないので」

「困りましたね。あなたの国内での活動内容がある程度予測できる以上、こちらとしては拘束するしかありません」

「あら、日本にはスパイ法はないと思いましたけど？」

「ＡＤＥＭにはあるんですよ」

　アリシアは口の端を曲げて、また英語でいくつか小汚い言葉を吐いた。

「さすが腹芸の得意なお国柄。たかが極東の一組織でありながら、国連の要請がくるあたり普通ではないと思っていたけど、それにしたって、法の一部が非公開なんて卑ひ怯きようよ」

「スパイ法がないと、油断する人物が多いのでね。ただあなたの場合は、少し勝手が違うようだが」

「見なかったことにして逃がしてくださる？」

「ご随意に、と言いたいところだが。ただ逃げるにせよ、我々を倒していくにせよ、なかなか思い通りにはいかないと思いますよ。運転している男は、ああ見えてなかなか手て強ごわい」

「ははは。おだてても何も出ませんよ」

　八や代しろが照れくさそうに手を振る。

「ふうん、ＡＤＥＭともなれば運転手もそれなりに使えるってわけ？」

「いや、僕は運転手じゃ……」

　八代の抗議は平然と無視して、アリシアは伊だ達てに向き直る。

「それで、あなたの目的はなに？　こうして話を持ちかける以上、取引をしたいんでしょう？」

「三つの約束を守っていただければ、あなたの行動は束そく縛ばくしません」

「三つの約束とやらをお聞かせ願える？」

「最低限の人道は守ること、ＡＤＥＭの付き添いをつけること、そしてブレインプロテクトの処置を受けること」

「ブレインプロテクトって、意識、知識に制限をもうけるという一種の洗脳術と聞いているけど……。最初の条件をつけるわりに、非人道的なことを言うのね」

「いや、ブレインプロテクトは洗脳とは違ってですね……」

　訂正しようとした八代の言葉はまたしても無視される。今度はアリシアでなく自分の上司にだが。

「こちらもできる限り情報を提供しようと思っています。しかし中には極秘の情報もある。それをあなたの本国に持ち帰られては都合が悪いんですよ」

「急に言われても、簡単に首を縦に振ることはできないわ」

「話し合いの余地はあると思いますが」

　伊達の言葉にアリシアは眼鏡めがねのフレームを指でついと持ち上げ、唇くちびるの片方で笑った。
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　あきらがその光景を目にしたのはまったくの偶然だった。

《希望》の街の事件で負傷したあきらは、ずっと入院しており、今日の午後ようやく退院した。本来なら仲間である他ほかのアドバンスＬＣ部隊のメンバーが迎えに来るはずだったのだが、急きょ召集され、どこかの任務に向かったらしい。

　一人残されたあきらは仲間はずれの気分で、ＡＤＥＭ本部を訪れた。ＬＣ部隊の一兵士であるあきらが、ＡＤＥＭ本部の事務処理をメインとした高階層に足を踏み入れることはめったにない。日本に戻ってすぐに峰みね島しま由ゆ宇うの脱走事件等ごたごたが続き、帰国後の正式な手続きが今日まで遅れたのである。

　ようやく手続きも終了し、ついでに愛いとしの伊だ達てさんの顔でも見ていこうかと、図々しく用事もないのに司令室に顔を出したが留守だと言われ、意気消沈して帰ろうとしている矢先だった。

「なに、あれ？」

　最初に目に入ったのは廊下の先を歩く伊達の後ろ姿だ。内心でひゃっほうと喝かつ采さいしたのもつかのま、隣となりにいる見慣れない女性に、あきらの顔は引きつった。

　全員が異を唱えるだろうが、あきらには伊達と見知らぬ女性──アリシア・新あら井いが仲むつまじく見えた。二人並んで歩いている距離も近すぎる気がする。自分ならあと２センチは離れる。

「ああっ！」

　叫びかけた口を慌てて押さえた。アリシアの手が伊達の手に重ねられた、ように見えた。単なる書類の受け渡しなのだが、あきらの見ている角度からは書類は目に入らなかった。角度だけの問題ではないかもしれないが、ともかくあきらの疑心暗鬼は、最悪の方向へと突っ走りつつある。

　声をかける機会を失ったまま、あきらは伊達とアリシアの後をそっと追う。

　──二人きりでどこに行くつもり？

　伊達とアリシアの他ほかに八や代しろも一いつ緒しよにいたのだが、目に入ってなかった。普ふ段だんでも伊達と一緒の場合は目に入らないことが多い。いまの状況では八代が完かん璧ぺきに見えない人になっていても、無理からぬことだった。

　やがて二人とおまけの一人は会議室に入る。

　あきらは猫のように忍び寄ると、ドアにぴたりと耳を当てた。完璧な防音処理のため、中の音は一切聞こえてはこない。

「ちっ」

　あきらはまわりを見渡し、人がいないことを確かめると、指を指揮者のように振る。指先から糸のように水が流れ出た。水は床に落ちることなく、それどころかまるで蛇のように頭を持ち上げた。あきらの使用する遺産技術の武器、ウィンディーネである。自在に水の形状を操るそれは、応用範囲が広く、使用用途は武器だけにとどまらない。

　持ち上がった水の先がするりと天てん井じように伸びて、ダクトに進入した。ダクトの中の複雑な経路をなんなく突破し、防犯用赤外線センサーをかいくぐり、やがてウィンディーネに操られた水の先端は伊達達たちが入った部屋のダクトから頭を出した。あきらの手元には、ウィンディーネの先端が送る映像があった。光ファイバーと同じ要領で光を屈折させ、カメラのように自由自在に操るのはあきらの十お八は番この一つだ。

「ちょろい」

　喜んだ顔もつかのまだった。

　ウィンディーネから送られてきた映像には、伊だ達てとアリシアの姿がはっきりと映っている。

　あいにくウィンディーネは音を伝えることはできない。したがって伊達と正体不明の女性が何をしているかは、映像から想像するしかなかった。

　伊達は金髪女に優しく座るようにうながし、コーヒーをみずからすすめている。実際は八や代しろが入れたものを手渡しただけなのだが、想像しかできないあきらはどんどん想像を悪い方向に進めていく。

　完全に気配をたち、会議室を覗のぞくあきらは、遺産使用を公私混同した危ないスパイのようであった。
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「フリーダムという兵器が盗まれたそうですね？」

　伊達は椅い子すに座るが早いか本題に切り込んできた。アリシアは軽く肩をすくめ、スーツの内ポケットから小さな記録チップを取り出す。

「フリーダムは確かに馬ば鹿かげた兵器かもしれません。けれど、アメリカの軍部だけを責めるのは間違ってる。軍部が暴走した原因の一つは、彼かれ等らが追い詰めたられたことによってよ。ええと、確かことわざで窮きゆう鼠そ猫を噛かむ？　でよかったかしら」

「アメリカが鼠ねずみだと？」

　伊達の言葉にアリシアは意味ありげに笑う。

「まあ、いいわ。この話はあとにしましょう。まず、この写真を見ていただける？」

　アリシアが出してきたチップに記録された写真は、高熱で溶けた鋼鉄の支柱だ。ただし、どのような場所なのかは、巧みなカメラアングルによって、判別できないようになっている。

「この支柱の耐熱温度は三千二百度。普通なら溶けないはずの支柱が、アイスクリームのように溶けてしまっていました。敵は未知のテクノロジーを使用してます。ＤＩＡの調査では遺産技術であることが濃厚となってますが、あなたがたＡＤＥＭに心当たりはありますか？」

　伊達の顔が難しくなる。

「確認を取ってくれ」

　チップを渡された八代は、いったん隣りん室しつに出、そこからＮＣＴにデータを転送する。数分後、再びドアを開け入ってきた八代は岸きし田だ博士の見解を伊達に伝えた。

「写真から推測できる高温発熱と耐熱を同時にかねそなえた性能のもので、該当するものはないそうです」

「遺産ではないのか？」

「特殊素材とそれに対する機能のものは、たいてい洗い出してますが。解わかりません」

　伊だ達ては、アリシアに向かい、いま聞いた通りだと言った。アリシアは疑う様子も見せずうなずくと、

「Ｍ〇二〇八文書はご存じね？」

　と、唐突に切り出した。伊達は無表情のままだ。その様子を愉快そうにアリシアは見ている。

「あまり触れられたくないという顔をしている。あなたのその顔が答えね」

　Ｍ〇二〇八文書。五年前に発見された峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの膨ぼう大だいな研究書を指す言葉だ。偶然発見されたその研究論文を、無知な発見者はネット上に流してしまった。全世界の科学者、技術者、政府、武器商人にいたるまで、色めきたった。しかし実体が解わかるに連れて、最初の盛り上がりはあっというまにしぼんでしまった。

「研究書に記されていた四十七の技術のうち、すでに四十四までが民間レベルで公開されていた。残る三つも、ＡＤＥＭならＥランクをつける程度の代しろ物ものだった。まさしく大山鳴動して鼠ねずみ一匹」

「わあ、アリシアさん、難しい日本語、いっぱい知ってますね」

　少しでも場を和なごませようとした八や代しろの言葉を、アリシアは黙もく殺さつする。

「ここからが本題。しかし、ＤＩＡは四年前、じつはこの文書が高度に暗号化された研究書だと気づいた。暗号化の解析にさらに二年。彼らはそこに興味深い事実を発見しました。なんだと思います？」

　伊達は無言のまま、コーヒーに口をつけた。アリシアは少し苛いら立だった様子で、片方の眉まゆが跳ねあがる。

「私はもう少し、スピーディに話を進めたいの。ミスター・伊達」

「では質問ではなく、あなた方の導き出した回答を先に。私も簡潔にお答えしましょう」

　アリシアはコーヒーのカップを音をたててガチャンと置いた。

「私達たちの解析の結果、その研究書に記されていたのは、放射能と核分裂連鎖反応を無効化する技術の一部。そしてその技術が完成していることが、ほのめかされていた。それが事実だとしたら……。これの意味することは言わなくてもお解りね」

「核兵器の無効化」

　約束どおりの伊達の簡潔な答えに、アリシアは満足そうにうなずく。

「そう。鼠一匹どころか、世界の軍事バランスを根本から崩す発明が記されていた。いいえ、軍事だけじゃない。いまのオイルマネーに支配された経済バランスすら根底から覆くつがえしかねない」

　満足そうにうなずいたついでに、カラになったコーヒーのカップを八代に差し出した。おとなしく八代が二杯目をついでも、サンキューどころか、見向きもしない。アリシアの視線はずっと伊達を見据えている。

「さて、ここからが本題。そこでにわかに持ち上がったのは、十年前、峰島勇次郎失しつ踪そうの原因になったあの事件。いまだにあの爆発の原因は解っていない。でももしあれが核爆発だったら？　放射能を一いつ瞬しゆんにして除去したのだとしたら？　この件についてアメリカ政府は半信半疑。そして、できればあまりつつきたくない。下手に動けば暗号の内容が真実だと認めてしまう。でも放置してはおけない。しておけるはずがない」

　そこでアリシアは思案顔になり、足を組み直す。

「全面核戦争は半ば幻想と化したけど、それでも核抑止力はいまだに大きな力を持っている。放射能と核分裂連鎖反応の無効化。これは使う側の抑制も、反抗する側の抑制も失わせてしまう、悪夢の発明。アメリカがフリーダム開発を急いだ理由の一つよ」

「平和利用のつもりだったのかもしれん」

「はっ！　ミスター・伊だ達てもジョークが上手ね。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが平和を考える？」

　アリシアは指先を伊達の鼻先に突きつける。

「それだけじゃないわ、四月のスフィアラボはどうなの？　テロリストの暴走などでなく、あれが最初から移動型戦略要よう塞さいとして造られたものだったとしたら？」

　一ヶ月半前に起こったスフィアラボの事件。世界中の核ミサイルがＬＡＦＩによって一瞬にしてハッキングされた。

　アメリカの軍事機密事項や国家安全保障局ＮＳＡが採用している暗号は、ＲＳＡ暗号アルゴリズムで暗号化されている。その暗号パターンは十の二十七乗以上。素因数の莫ばく大だいな組み合わせを計算するには、億単位の年月が必要になる。

「軍事暗号の解読は不可能に近い。さらに核弾頭の管理は念を入れて、二人の管理者による２ロック方式が採用されているわ。それだけ厳重な核の発射コードに、どうやって十数分でハッキングを？　サイバーテロ？　誰だれかのミス？　旧ソ連の機密の漏ろう洩えい？　千発も同時に？　そんなはずないでしょう。世間は情報操作で納なつ得とくしても、私達たちがそれで納得するわけがない。暗号解読を可能にする量子コンピュータ、実用化には少なくともあと数十年が必要のはずのそれは、もうすでにどこかに存在しているのではないか？　よほどの楽天主義者でない限り、そう考えるのが妥当よ。スフィアラボの事件を取り仕切り、その後一切をうやむやにしたのはどこの国？　猫はどこの国かお解りね？　私達を責められて？」

　冷静につむがれていたアリシアの言葉が、最後は怒りにも似た熱を帯びた。が、熱い言葉を浴びせられた伊達は黙だまってコーヒーを飲んでいる。その変わりない態度を見て、アリシアは腰をソファから浮かしかけ、そこに伊達は言葉を滑り込ませた。

「一つ確かめたい」

「なにかしら？」

　浮かしかけた腰を、再びソファにおろす。ほどよいボリュームをもった腰が、声の代わりにどすんと音をたて、不満を表明した。が、次の瞬間に出た伊達の、

「Ｍ〇二〇八文書だが、その暗号を解読したのは、本当にＤＩＡの技術者か」

　という質問で、アリシアの顔に再び満足げな表情が戻る。

「ご明察。ＤＩＡのある技術者が発見したことになっているけれど、そいつには別の情報提供者がいた。ネット上からのね。そう、ミネルヴァが先日使ったククルスの手口と同じ。ククルスの手口が誰だれの手口を模倣したものかはご存知ね」

　熱く語っていたアリシアが押し黙だまると、二人の間に沈ちん黙もくが落ちた。

　文書の暗号解読の手がかり。それを、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう本人の介入とみるか、それとも名もなき在野の天才が、金鉱を偶然掘り当てたとみるか。

　この一ヵ月半を鑑かんがみれば、そして、長く峰島勇次郎を追ってきた組織なら、前者をとるだろう。まして一切遺産に関かかわらないことでバランスを保っていた真まな目め家が、とうとう遺産に接触を始めたとしたら。

　アリシアは八や代しろに三杯目のコーヒーを要求しながら、アメリカが潔白だとは言わないが、ミネルヴァから裏切り者が出たことは、先にも言った通りアメリカ政府とは無関係だともう一度強調した。

「アメリカがいま、一番警戒しているのは日本。正確には真目家と、そしてＡＤＥＭよ。アメリカ政府はこう考えた。ＡＤＥＭはすでに峰島勇次郎の遺産、放射能と核分裂連鎖反応の無効化技術、さらに量子コンピュータの技術までをも手に入れているのではないか。ミスター・伊だ達て。ぜひお聞きしたいわ。世界を我わが手に握った気分はどう？」

「私が、いやＡＤＥＭが、本当にそれらの技術を手に入れていると？」

「さあ。でも……」

　アリシアは値踏みするように伊達を見つめ、一呼吸置いてから言った。

「あなたはこちらの政府からも裏世界からも、サムライと呼ばれるくらいストイック。行動に一切の私利私欲が混じらない。でもだからこそ怖い。なぜならもっとも取引のしにくい人種だから」

「それは褒ほめ言葉か？」

「ええ、最上級のね」

「ありがたいが、私はそこまでの人間ではない」

「謙けん遜そん？　日本人の美徳の一つかもしれないけれど、いまはやめていただきたいわ」

「フリーダムを盗んだ組織が、ＡＤＥＭだとは疑わないのか？」

　アリシアは即座に首を横に振った。

「あなた方がそんなやり方を選択するとは思えない」

「では、答えは簡単だ。犯人が私達たちでない以上、一番危険なのは、そのフリーダムを盗んだ組織だ。だが私達ＡＤＥＭはなんの手がかりも得られていない。さっきの言葉は謙遜でもなんでもなく、真実ですよ。ミス・新あら井い」

　しばらく伊達を見つめていたアリシアだが、ふっと体の力を抜き、ソファの背に体を預けた。

「アリーでいいわ」

　その言葉とともに、アリシアの見えない盾がおろされたように八や代しろは感じた。

　この一ヵ月半に立て続けに起こった事件。遺産がらみのそれに、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう本人が関かかわっているのか否いなか。フリーダムを盗み出した組織はどんな意図があるのか。おまけに問題の日本では、なにやら内部分裂を起こして、ＡＤＥＭは解体寸前、真まな目め家はお家騒そう動どう。けれど確実にいえることは、なにかが動き出したということ。そう、何年も前から用意周到に準備されていたと思われることが。

　一体全体、なにが起こっているのか。独り言のようにそうつぶやいて、アリシアはまた足を組み直す。わざとやっているわけではないのだろうが、タイトスカートから伸びる白い長い足に、八代はなんとなく有名な映画のシーンを連想してしまった。

「フリーダムを盗んだ手口から見ても、この先、平和的なことが起こるとは考えにくい。できれば私は、もう少し長生きして人生を楽しみたいの。そのために私はこの国にきた。以上よ、ミスター・伊だ達て」

　アリシアは眼鏡めがねをはずし、挑むように伊達を見た。

「私をスパイ法で捕まえる？　それとも私達たちは協力できるのかしら？」




　　　　　　　　９




　──タイトスカートで何度も足を組みなおし誘ゆう惑わくしていた。

　──やたらと顔を近づけて、密談していた。

　──とにかくものすごく親密そうな二人が、最後は熱く見つめ合っていた。

　完かん璧ぺきな誤解なのだが、あきらにとってはそれが真実であった。

　ＡＤＥＭ本部の地下にある射しや撃げき場じようから、銃声が鳴りやむことはなかった。幅１メートルほどの狭いブースがずらりと並んでいる。

　その一番端に女性の背中があった。三十八口径の銃声が途絶えることは一秒たりともない。銃の弾が尽きると、すぐ次の銃に持ち替え、狂ったように引き金を引く。無造作で乱暴な動作だが、弾丸のほとんどは、的の中央を貫いてた。

　計四丁の銃の弾の最後の一発が、乱れた。中央を外れ、かろうじて的のすみに穴を開ける。アリシアはいらついた顔で叩たたきつけるように銃とイヤープロテクターを置くと、振り返った。

「見られてると、気が散るのよね。とくにそんな目で見られてると」

　いつのまにか背後には腕を組み、壁により掛かっているあきらがいた。アリシアを親の敵かたきのようにじっと睨にらんでいる。

「ただでさえブレインプロテクトのあとで気分が悪いのよ。それにあなた、さっきずっと覗のぞいていたでしょう？」

　どうしてバレたんだろう？　という疑問があきらの脳裏をよぎる。極細のウィンディーネは見えやしないし、音もしないはずなのに。しかしそんな疑問はすっとばして、あきらはまず当初の目的を遂すい行こうする。

「なんであんたみたいな外部の人間が、ＡＤＥＭの施設使ってんのよ。射しや撃げき練習になんか意味あんの？」

「あなたに答える義務はないわ。それにここの使用は、シンジ、いえ、ミスター・伊だ達てに許可はいただいてる」

「あ、あんたいま、なれなれしく伊達さんの名前を呼び捨てにしたわね？」

「あら、それが何か？」

　外国人にとってそれが普通であっても、自分が普ふ段だん、本人以外の前では真しん治じさんと呼んでいることも、すべて虚数空間に放り投げて、完全にあきらはキレた。

　この女は敵だ。なぜなら見えるはずのないウィンディーネを見破り、伊達を籠ろう絡らくしつつあり、いつのまにかＡＤＥＭ内部に深く入り込み、むやみに銃の腕がいいからだ。

　あきらの脳内で、本来ならとても重要なことと、どうでもいい瑣さ末まつなことが、同列に扱われ処理され、出された結論だった。

「ダイヤモンドって、どうやってカッティングするか知ってる？」

「……」

「高圧の水をぶっかけるのよ！」

　あきらの手が振られると、まるでレーザーのように一直線に伸びた水流が、指先から伸びる。水流はよく切れる刃物のごとく、触れた物を片っ端から切断し、壁に細く深い断層を刻む。最後に切断されたアリシアの髪が、はらりと地面に舞い落ちた。アリシアの頬ほおのすぐ真横を、ダイヤモンドさえ切断する水のカッターが流れる。

「なに？　射撃の腕がそんなに自慢？　でも、豆鉄砲の威力なんて、たかが知れてるんだよね」

　あきらの言葉に、アリシアのこめかみがぴくりと痙けい攣れんする。口元に浮かんだ笑みは、じつに好戦的なものだった。

「お、やる気になった？　いいよ。銃に弾を込める時間くらいまってあげる。そのあとでけちょんけちょんにしてやるから」

「ご心配なく」

　アリシアはバンザイするかのように両腕を勢いよく広げた。両方の袖そでの中から銃が現れ、手の中に収まった。

「予備あるから」

　流れるようにあきらに向けられた銃口。

「げっ！」

　銃声は一発。しかしあきらが驚おどろいたのもわずかな間だけ。勝ち誇った顔がアリシアには歪ゆがんで見えた。事実、歪んでいる。二人の間に厚さ10センチほどの水の壁が揺らいでいた。中には高水圧に阻はばまれ威力を失った弾丸が、ゆらゆらと揺れながら沈んでいく。

「高水圧の水は攻こう撃げきだけじゃないんだからね」

「みたいね」

　アリシアは鼻で笑うと、続けざまに引き金を引く。弾丸はすべて高水圧の壁を貫通することなく、同じ末路をたどる。

「無む駄だ無駄」

　あきらは指を揺らし、余裕の態度を見せた。それは弾切れになった銃を見てさらに増長した。

「もうおしまいかな？」

「ご心配なく」

　アリシアは不機嫌そうな表情を崩すことなく、懐ふところから銃を出す。しかし行われるのは先ほどの再現。

「ちょっと往おう生じよう際ぎわ悪いんじゃない？」

「どうかしら？」

　次の銃も弾が切れる。しかしさらに両手に新たな銃が握られていた。腰のホルスターから抜かれたものだ。そして繰り返される同じ作業。しかしあきらの余裕の表情に亀き裂れつが生じる。寸分変わらない銃弾の軌道。とぎれることのない弾丸。
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「まさか……」

　あきらの危き惧ぐは視覚的に認識できるものにまで発展する。最初の銃弾がわずかに作った水の穴。高水圧がその穴を埋める前に、さらに次の弾丸がそこを通り抜け穴をさらに大きく、さらに奥へと前進させる。針の穴を通す怒ど濤とうの弾丸量が、不可能を可能にした。

「ふん」

　弾切れになった銃を捨て、さらに現れる新たな銃。アリシアは懐ふところ、腰、背中、タイトスカートの中、ありとあらゆる場所から様々な銃を取り出しては、銃声を途絶えさせることはしない。すでに地面に捨てられた拳けん銃じゆうの数は十を超える。そして弾丸の雨が穿うがった高水圧の水の壁の穴は、その距離を厚さの三分の二まで進めていた。

　さらに四丁、地面に落ちている銃の数を増やしたとき、いままで揺らいで見えた、お互いの顔の歪ゆがみが消えた。水の壁を貫通した穴ごしに、お互いの顔が見える。

「さよなら」

　水の壁に穴が空いている時間はほんの一いつ瞬しゆん。しかしあきらはアリシアが、そう口にしたのを、穴ごしに見た気がした。

　銃声が鳴り響ひびく。

　寸分の狂いもなく弾丸は放たれ、穴を通り抜け、一切の勢いを殺すことなく、あきらのひたいに命中した。

　赤い飛沫しぶきが地面を汚し、あきらの体はゆっくりと倒れた。







　八や代しろが射しや撃げき場じように到着すると出入り口で、アリシアと鉢合わせになった。息を切らしている八代に冷ややかな視線を向けながら、

「なにか？」

　乱れた髪を片手でさっと整え、アリシアは何事もなかったように八代の顔を見た。気け圧おされるように八代は一歩下がるとなんでもないとでも言いたげに強く首を横に振る。

「いや、ここでうちの環たまき君がアリシアさんと、揉もめ事を起こしてるって聞いたから」

「ご心配なく。もう終わりました」

「も、もう終わったって……」

「では、これで」

　アリシアは颯さつ爽そうとその場を立ち去る。しかし三歩歩いて立ち止まった。

「ああ、そうそう」

　上半身だけ振り向くと、

「私を気安く名前で呼ばないでくれる？　運転手さん」

　今度こそアリシアは立ち去ってしまった。







　八や代しろが射しや撃げき場じようで見たのは、ひたいから血を流し大の字に倒れている環たまきあきらの姿だ。

「いつまで死んでるの？」

　八代はあきらのひたいの血を指でぬぐう。血は綺き麗れいに拭ふき取られ、額には傷一つない。少し腫はれている程度だ。

「ペイント弾なんて……なめられた。馬ば鹿かにされた」

　あきらは悔しそうに唇くちびるを噛かむ。

「悪いのは君のほうだよ。アリシア君にも問題はあるけど」

「そんなの解わかってる！」

　備品が壊こわれまくった射撃場の様子に目をやり、八代は苦笑いするしかなかった。

「はい！　上司の八代さんに提案があります！」

　元気よく手を挙げるあきら。一応、なに？　と答える八代。

「あんな危険な女、拘束しておくのがいいと思います。できれば真しん治じさんから遠く離れた南極か北極あたり。ううん、探査機に乗せて火星か木星に飛ばしちゃうのがベスト」

「まあ、そうしてもいいんだけど、下手に拘束するとアメリカとの関係に亀き裂れつが生じかねないし、アリシア君がおとなしく拘束されるとも思えない。それに彼女の持っている情報も有効活用したいってのが本音なんだ」

　とたん、あきらは八代の胸倉をつかむ。

「あのね、八代っちはね、だから甘いの！　だからダメなの！　どうして解らないの？　あの女は危険よ。銃なんて偽装。武器を隠してるだけ！」

「え？　偽装？　武器を隠してる？　銃じゃなくて？　何が？　あの、苦しいんだけど」

　八代の言葉はまるで無視して、あきらはネクタイで八代の喉のど元もとを締め上げた。

「すんごい危険よ！　超デンジャラス！　あの眼鏡めがねとすっぴんとひっつめと色気のないスーツは、武器なわけ！　ああいうのはね、ここぞというとき胸元のボタンをはずして口紅つけて、それで髪を男の前でほどいて見せんの！　それで男に眼鏡をはずさせて、ほら、こうしたほうが綺き麗れいだよ、でもあなたの顔がよく見えないわ……って男に近づくのよ！　そうやって迫るの！　解る？　八代っちはまだ修行が足りない！　ころっと騙だまされて、ちょっと聞いてるの？」

「聞いてるよ、それがなんか危険なの？」

「はあ？　真治さんにアメリカから魔まの手が迫ってるのよ？　あんな髪をほどいて濃い化粧して眼鏡はずしてきわどい水着を着せたらプレイメイトみたいな女、どこが諜ちよう報ほう部員なのよ。しかも危ないわよ、拳けん銃じゆう隠し持って、どうやって日本にきたの？　つまりそれってアメリカ軍かどっかの裏の組織が彼女のバックについてるってことでしょ？　怪しいじゃない！　めちゃくちゃカタギじゃないわよっ！」

「一部正しく一部まちがいで、っていうか、言ってることが支離滅裂だよ、あきら君。つまりスパイなの？　伊だ達てさんをたぶらかしにきた、ただの女なの？」

「女スパイの武器を使う女スパイが、色気で真しん治じさんをたぶらかして情報を仕入れようって魂こん胆たんなのよ！　あれは絶対罠わなよ！　つまり、ＡＤＥＭの一番の危機よ！　さっきからそう言ってんのよ、私は！」

　あきらの一人芝居を眺めながら、八や代しろはなだめるようにあきらの顔の前で両手を振る。

「解わかった、解った。あきら君は正しい。とっても正しい。でも、アリシア君は拘束できない。だから代わりに彼女には信しん頼らいできるお目付役をつけようと思ってる」

「やだ」

「即答だねえ。僕まだ何も言ってないのに」

「絶対、いや」

「猫の鈴になってくれないかな？」

「お・こ・と・わ・り・し・ま・す」

「仕事柄、アリシア君は伊達さんと接する機会が多いだろうな」

「……」

「意外と性格似てるし、今日初対面にしては、意気投合してたみたいだし。ウマが合うのかなあ」

「……なっ！」

「僕も始終伊達さんのそばにいるわけじゃないから、二人っきりになる機会多いよね。どう思うあきらくん？」

「し、真治さんは公私混同するような人じゃない」

　疑って会議室を覗のぞいたことは綺き麗れいさっぱりに忘れて、あきらはそっぽを向く。

「うーん、でもねえ。家族を喪うしなってから十二年。心のよりどころが欲しくなる瞬しゆん間かんってあるよね。魔まが差すっていうの？　伊達さんも人間だし……」

　八代の言葉はそこでとぎれた。あきらの燃えさかる炎のような表情に、うっと言葉を詰まらせる。

「あ、あのさ、一応は極秘の遺産をＡＤＥＭ司令部内とはいえ、ああも堂々と私利私欲のみに使ったのは、かなりヤバい行動だと思うよ？　内務規定、読み直すまでもないよね？　さっきサインしてきたばっかりだもんね。伊達さんなら、許さないだろうなあ。でも、いまなら僕の胸のうちにとどめておいて、報告はしないでおいてあげる。だって友人を裏切れないよ。ねえ、あきら君」

　と少し脅しを入れてから、八代は説得方法を飴あめに切り替えた。

「それにね。アリシア君と行動をともにすると、必然的にあきら君も伊達さんと接する機会が多くなるよ」

　それが功を奏したのか、あきらは不承不承、首を縦に振った。
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　七人の男女がいた。

　歳としや背格好も様々なら国こく籍せきもばらばらな彼らだ。しかし彼らには一つの共通点があった。堅い決意デターミネーシヨンを宿した表情だ。

「待たせたな」

　扉が開き、一人の男が入ってきた。その場の七人の男女の視線が、その男に集中する。男は七人の前に立つと、一人一人の顔を確認した。

「ルシフェル、レヴィアタン、ベルゼブル、サタン、アスモデウス、ベルフェゴール、マモン。七つの大罪が全員そろうのを見るのはこれが初めてか」

　キリスト教の七つの大罪、罪の象徴である悪魔の名で呼ばれた七人は、黙だまって男の言葉を聞いていた。

「アリゾナでの戦いは、見事だった。さすがは中東で恐れられていた傭よう兵へい部隊。諸君達たちの働きにより、いまフリーダムは我らの手中にある。礼を言わせてくれ。しかしこれは計画の第一段階に過ぎない」

　男の口調は穏おだやかだった。

「これからの戦争は国と国ではない。人と人の戦い、原初の戦いくさに立ち返る。低烈度紛争の対策が重要視されるいま、我々は最強の兵器、フリーダムを手に入れた。局地戦せん闘とうにおける絶対の切り札。これがあれば負けることはありえない」

　しかし隠しきれない熱い情熱がかいま見える。

「だが世界はいまだ低烈度紛争を主軸とする戦いに移行しきれていない。なぜだ？」

「……核」

　七つの大罪の一人、妖よう艶えんな女性が短く答える。

「そうだ。大国はいまだ核抑止力という言葉の幻想にしがみついている。勢力を広げんとする他の国々も、使えない武器への幻想を捨てきれず、核開発にいそしんでいるのが現状だ。我々はこのばかげた現状に終止符を打つ。フリーダムの重要度は飛ひ躍やく的てきに増大し、我々の力はさらに強固となる」

　巨大モニターが、とある映像を映す。衛星からの連続写真で構成されたそれは、一つの街が光に呑のみ込まれ、消失するまでの過程であった。

「十年前、日本で起こった三万の犠ぎ牲せい者しやを出した事故は知っているだろう。隕いん石せきの爆発？　馬ば鹿か馬鹿しい。我々の理想とする世界の手がかりが、この事故の真相にある」

　全員の顔色が変わる。

　次に映し出されたのは少女の姿だ。

「そしてすべての手がかりを握っているのはこの女、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの娘であり、かの狂った天才の頭脳を受け継いだ唯一の人物、峰島由ゆ宇うだ」

「峰島勇次郎の娘が生きているとは、驚おどろきだな」

　秀しゆう麗れいな容姿を持ちながら、顔に大きな傷を持った男が目を細めた。

「これを知っているのは日本でもほんの一握り。世界の諜ちよう報ほう機関も知らないトップシークレットだ」

「日本の情報管理がザルだなんてのは、噂うわさだけか」

　電子音声のような奇異な声がする。全身を銀色のスーツで覆おおった、奇妙な出いで立ちの人物だ。

「いや、それは間違いではない。峰島由宇と遺産技術を管理するＡＤＥＭが特別なのだ。しかしそのＡＤＥＭもいまは先日の事件で麻ま痺ひ状態にある。峰島由宇は逃走中。これ以上の好機はない。同志諸君、我々は成し遂げなければならない。世界に安あん寧ねいをもたらし、この手で理想郷を創造するのだ」

　静かな口調は変わらない。ただ内にある熱意は高まっていった。

「そのために峰島由宇を必ず探し、捕らえろ。必ずだ」

　そして七つの大罪は動いた。
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「ぶ～～～～ん」

　小さな子供が部屋の中で飛行機をまねているのか、両手を広げて元気よく走っていた。だからといってワンパクな男の子ではない。スカートを穿はいた愛らしい四、五歳くらいの女の子だ。ただ元気さは男の子顔負けに、部屋の中を走り回っている。

　部屋から廊下に出てドタドタと走り、廊下の奥の扉の前で立ち止まる。背伸びをして扉のノブを回すと、部屋の中に入る。部屋の中は昼間だというのにカーテンを閉めて薄うす暗ぐらい。目的の人物は机に向かっており、女の子に背中を向けている。

　薄暗いが部屋の中の人物は電灯をつけていなかった。何かに夢中になっているのか、机に向かったままひたすらに作業を続けている。

　女の子はそっと部屋に入る。正確にはそっと入っているつもりで、足音や、自分に向かってしーっと言っている声や、部屋の置物を倒している音や、どちらかと言えば騒さわがしい入室なのだが、ともかく女の子はそっと入っているつもりでいた。扉をばたんと閉めても静かにしているつもりなところは、将来の大物なのかもしれない。

　しかし女の子がいまだに静かにしているつもりなのは、それなりの理由がある。机に向かっている背中は、女の子の動作に何一つ反応していない。振り向きさえしない。

　女の子は小走りに机の横にあるタンスに駆け寄ると、うんしょうんしょと器用に昇った。危なっかしく、二度ほど落ちかけたが、それでもなんとかタンスの上にたどり着く。

　タンスの上から下を見ると、目標の人物はまだ背中を向けたままだ。机のまわりにはその人物が持ってきた様々な機材が並んでいるのだが、女の子にはよく解わからない。ただ様々な光が瞬またたいているのは綺き麗れいで好ましかった。そして何よりも、光の瞬きに囲まれ、背中を向けて何か作業をしている姿は、もう会えない父親を連想させ、小さな胸がきゅっと締め付けられる。

　眼下の目標を見る。イタズラっぽく笑う。最近ようやく笑うようになった。

「とうっ！」

　女の子は１・５メートルの高さからためらうことなくジャンプした。真まっ直すぐに伸ばした片足はしっかりと目標に向かい跳ちよう躍やく、もとい落下する。角度が伴えば、まるでヒーロー物の必殺キックだ。しかし必殺キックは目標数センチ手前で無残にも破られた。

「あれ？」

　女の子の足首を目標人物の細い手がつかんでいた。

「なんでばれちゃったの？」

　解らないほうが不思議なくらい、盛大に音と声を立てていた幼子だったが、それに対する返答たるやさらに珍妙なものであった。

「鏡きよう花か、君は三つの戦略ミスをしている」

　まだ幼稚園にも通っていない幼子──横よこ田た鏡花に向かって、目標の人物は容よう赦しやなく難しい講釈を始めた。

「一つ、奇き襲しゆうを狙ねらうなら音や気配は徹てつ底てい的てきに絶て。二つ、君の体重では、この高低差で相手に与えられるダメージはたかが知れている。せめて倍の高さからにしろ。三つ、これが最も肝心なことだが私、峰みね島しま由ゆ宇うは君、横田鏡花の敵ではない」

　いまだ片足を持ったまま、その人物は逆さにぶら下げた鏡花を目の前に持ってくる。

「孫そん子しの言葉に、凡およそ戦いは正を以もつて合い、奇を以て勝つ、というのがある。私と鏡花の戦力差では、奇襲はそれなりに正しい選択かもしれないが、そもそも敵味方の根底が間違っていては、意味をなさないが、どうか？」

　鏡花は由宇の言葉をきょとんとした顔で聞いていたが、すぐに無邪気に笑ってうなずいた。

「うむ。君が間違ったことをした場合は正せと、君の母親から言いつかっている。これで問題ない」

　胸を張る由ゆ宇う。

「あのその叱しかり方では……」

　苦笑して入ってきたのは鏡きよう花かの母親、横よこ田た和かず恵えだ。

「すみません。また鏡花がお邪じや魔まをして」

「問題ない。いまの生活環境を提供してくれているおかげで、作業効率は１５０パーセント向上している。それに比べて鏡花の介入による作業効率の低下は６パーセント以下だ」

　由宇としては本心で問題ないと言っているのだろうが、鏡花の行動がしっかりと低下に繋つながっていると断言されてしまった母親は、恐縮してしまった。

　さらにいまだ逆さ吊づりでいる我わが子を、心配そうに見る。まだ子供とはいえ、スカートがめくれているのも道徳的にどうかと思う。しかし風に吹かれた蓑みの虫むしみたいに楽しそうに揺れている鏡花の姿を見ていると、何も言えなくなる。感情は複雑に渦巻き、結果としてため息がこぼれてしまった。

「どうした？　心配事か？　やはり私達たちをかくまっているのは重荷か？」

　和恵は慌てて手を振って由宇の言葉を否定した。由宇や闘とう真まの存在が不安に感じないと言えば嘘うそになるが、そんなことよりも鏡花の笑顔が増えたことが何よりも嬉うれしい。父親を亡なくして、まだ二月も経過していないのだ。和恵は二人に心から感謝していた。

「いえ、そうじゃなくて、あの……ずっと逆さだと頭に血が上るんじゃないかと……」

　遠回しな表現で由宇の行為をたしなめようとする。

「そうだな。母親として子の心配をするのは当然か」

　あっさり納なつ得とくした由宇は鏡花を下ろす、もとい、放り投げた。

「わーい！」

　あまりのことに声も出せない和恵と対照的に、空中で回転する鏡花は手を叩たたいて喜ぶ。そのまま部屋の隅にあったソファにお尻しりから着地した。

「あ、あの、あの……」

「遠心力を利用して、頭部に偏った血液を均一化させた。胃を中心に回転させたから、身体的負担も少ないだろう」

　満足そうにうなずく由宇と、卒倒しそうな母親と、もう一回やってとねだる鏡花の三人のもとに闘真が顔を出した。

「和恵さん、お鍋なべ沸ふつ騰とうしてますよ。止めておいたけど。……ってどうしたんですか？　真っ青ですよ？」

「あ、闘真君、あぶ……」

「え？」

「とうっ！」

　どこからともなく聞こえた可愛かわいいかけ声とともに、闘真の頭部に強烈な衝しよう撃げきが走った。もんどり打ってひっくり返った闘とう真まがかろうじて認識できたのは、落下する鏡きよう花かを受け止めている由ゆ宇うの姿だ。

「な、なに……？」

　ようやく体を起こした闘真に、

「君は四歳児にも負けるのだな」

　由宇は冷たい視線を向ける。

「負けりゅのだな」

　鏡花が笑いながら反復した。
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　仏間で鈴りんの音が鳴った。仏ぶつ壇だんに飾られた横よこ田た健けん一いちの遺影に、和かず恵えが手を合わせていた。大きな椀わんにはご飯が山盛りになって置いてある。

　和恵の夫、横田健一が死んだのは四月の初めに起こったスフィアラボ占拠事件だった。死んでまだ四十九日も迎えていない。つい数日前までは家庭内に暗い影が差していた。

「とーまちゃんの、負けえ」

　居間から鏡花の明るい声が聞こえる。闘真と遊んでいるのだろう。

「やっぱり、ゆうちゃんと遊ぶう！　とーまちゃんじゃつまんない！」

　鏡花のダダをこねる声と、それをとめる闘真の声がした。

　鏡花が一いつ緒しよに遊びたいと闘真を困らせている少女は、ずっと健一の書斎に閉じこもりパソコンを操作している。

　息を呑のむほど美しい外見を持った少女だが、外見だけでなく、言動も思考回路もすべてが常人離れしていた。

　二人が見た目どおりの高校生でないことは、和恵はとうに悟っている。が、何も聞くつもりはなかった。闘真は夫の死を看み取とっており、また由宇という少女は、テロリストに操られて危うく自分の娘を撃うちかけた和恵と鏡花の、命の恩人である。

　その二人が突然ここに訪れたのは三日前。春の嵐あらしが吹きすさぶ、大雨の夜だった。







　あの日、玄関のチャイムの音で、和恵は目を覚ました。時計は夜十一時をまわっていた。

　体を起こそうとすると、右腕が引っ張られる。娘の鏡花が眠りながら和恵の手にしがみついていた。紅葉もみじみたいに小さな手が、絶対に離したくないと硬く袖そでを握りしめている。

　父親がいなくなってから鏡花は、和恵のあとばかりついて回る。それは幼子の心に刻まれた、肉親の喪失が生み出した恐怖の産物だ。和恵の姿が見えなくなると、泣きそうな声で鏡花は母親を呼ぶ。泣きながら、いなくならないでとしがみついてくる。

　だからいまも鏡きよう花かの手をふりほどき、夜中の来訪者を出迎えるのはためらわれた。こんな時間の訪問者などろくなものではない。それでなくとも母親と娘の二人暮らしなのだ。

「ごめんね」

　しかしこのままにしておくわけにもいかない。和かず恵えは鏡花の手をそっとほどくと、玄関に向かった。それに、なんの変哲もないチャイムの音に、なぜか切迫したものを感じた。

　扉の向こうに人の気配がする。和恵は固かた唾ずを呑のんでインターホンの画面を見、すぐに驚おどろきの声を上げる。

「闘とう真ま君！」

　急いで玄関の鍵かぎを開け、扉を開けた。

「すいません、すいません、こんな夜中に。でも、どうしようもなくて」

　ずぶぬれで薄うす汚よごれた闘真がいた。その腕の中には、気を失っているのか、ぐったりと力なく細い四肢を動かさずにいる少女が抱きかかえられていた。見覚えのある少女だ。そしてすぐにスフィアラボの事件で闘真と一いつ緒しよにいた少女だと思い出す。

「どうしたの、いったい？」

　動揺しながらも、家の中に招き入れる。二人の体は冷たかった。唇くちびるは紫色になり、震ふるえている。さらに闘真の体には雨ではぬぐいきれない血の跡があった。

　すぐに風ふ呂ろを沸かし、由ゆ宇う、闘真の順番に熱い風呂に入れた。事情は聞かない。必要なら二人が話すだろう。

　由宇が目を覚ましたのは翌日の夜だ。おぼつかない足取りで和恵の前にきて、夫の使っていたコンピュータを使わせてくれと言う。まだふらつく由宇の体を気遣いながら、和恵は二つ返事で承しよう諾だくした。

　二人の口からは、いまだに詳しい事情は出ない。きっと巻き込みたくないと思っているのだろう。それでもここに来る必要があった。家の、夫が使っていたコンピュータを調べていることから、前回の事件から引きずっていることなのかもしれない。

　それに居間から聞こえてくる鏡花の笑い声。これ以上、大切なものがあるだろうか。
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　五月の空はどこまでも青かった。

　麻ま耶やはため息をつくと、目の前の扉をノックする。返事はない。電池が切れているのか、もともと壊こわれているのか、旧式のチャイムは押しても鳴らなかった。再びノックするがやはり返事はない。

　解わかりきっていた。三日前に行方ゆくえを見失ってから、闘真がここにいるはずのないことは。しかし、どうしてもいてもたってもいられず来てしまった。意味がないと解わかっていながらも怜れいに我わが儘ままを言い、分刻みのスケジュールをあけてもらい来てしまった。

　いうなれば心の整理をつけるために。

　安アパートの闘とう真まの部屋を前にして肩を落とし、しばしのためらいの後、怜からもらった合あい鍵かぎで扉を開けた。

　──何もない。

　闘真の部屋を見た麻ま耶やの第一印象だ。物に満たされた生活を送っている麻耶だからこその感想ではなかった。百人中百人、同じ感想を抱くだろう。それほどまでに闘真の部屋には、何もなかった。

　それは家具や生活用品が少ないことから、もたらされるだけではない。闘真の部屋には生活臭というものがなかった。六畳と三畳という決して広くない部屋なのに、狭さを感じさせるどころか、まるで引越し前後の部屋のように妙にがらんとしていた。あるいは、映画のセットのように作り物めいた雰ふん囲い気きが漂う、人間味のない部屋であった。

「本当に、何もないのですね」

　麻耶は部屋の真ん中に座ると、まわりを見渡した。闘真を感じさせるものは、何一つなかった。ここで闘真が暮らしていたというのは何かの間違いではないかと思えるほどに。

　しかしそんなことがあるはずもない。闘真がこの安アパートの一室で暮らすようになって半年。それは確かなことだ。

　麻耶はバッグの中から携帯電話を取り出す。闘真を救出するさいに真まな目め家が回収した闘真の持ち物だ。せめてこれを渡しておけば、連絡が取り合えたかもしれないものを。後悔に意味はないと解わかっていても、後悔してしまう。麻耶は一生懸けん命めい、頭を振ってそれをなんとか追い出した。

　無造作にたたまれた布ふ団とんの横に、一つだけ目立つ、なんとも奇妙なものがある。

　心臓の形を模した赤いクッションだ。麻耶はそれを手にとり、布団の上に腰かけ、胸に抱いて考えた。

[image: ]

　一年半封印されていた記き憶おくを、麻耶は思い出してしまった。それ以来、ずっと麻耶を悩ませる答えの出ない問題。

　父はどういう思惑で自分に鳴なる神かみの尊みことを預けていたのか。

　結局《希望》での出来事は、いや、その前からずっと、自分は父の手のひらの上で踊らされていただけだった。一年半前の凶事は父の仕組んだことで、闘真の禍まが神がみの血ちを目覚めさせるのに必要なことであり、そのために自分と闘真の兄妹の愛情を利用されたのだろう。そのくらいの推測はできる。

　ここ一週間、《希望》の事後処理に追われながらも、いままで一度も自分から積極的に調べようとしなかった闘真の母親に関して調べてみた。が、詳細は一切不明だった。

　十二年前の出来事が真まな目めと峰みね島しまの因いん縁ねんの始まりなのか。【脳の黒点】、峰島勇ゆう次じ郎ろうのライフワーク、禍まが神がみの血ち、鳴なる神かみの尊みこと。いくつものキーワードが麻ま耶やの脳裏をまわる。

　が、それらの言葉はむなしく空回りするだけで、明確な形になって現れてはくれない。

　一週間前、闘とう真まが特別保護法という名の拘束処置を言い渡された。父、不ふ坐ざの介入により、麻耶の力をもってしても防げなかった。

　闘真は《希望》地下でＡＤＥＭの兵士と真目家の人間を殺した。その後、海かい星せいの一個中隊を、死者こそ出さなかったものの、重傷者三十余名を出し、壊かい滅めつさせた。二重人格とはいえ、坂さか上がみ闘真本人であることはごまかしようがない。否いな、二重人格だからこそ、そのような危険人物は特別保護法の対象になる。

　客観的に判断するなら、これが他人であれば、麻耶も迷いなく特別保護法の対象にするだろう。事実はそうなのだ。いくら闘真が優しかろうと、裏の人格がやったことであろうと、それが麻耶にとっての真実であろうと、事実は違うのだ。

　──真実を知りたければ、真目家の門を叩たたけ。

　その言葉を胸の中で反はん芻すうし、麻耶は一人、うなだれる。

　しょせん自分は、事実と真実の違いも解わかっていなかった。何も知ってはいなかった。自分には関係ない客観的事実を機械的に処理していたにすぎない。

　麻耶が周囲からナンバー２だと目されるようになったのは、一年前、アジアの情報網を受けついだことによる。アジアの情報網、すなわち、日本。それはＡＤＥＭと峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを意味した。遺産は、いまや世界をコントロールしているからだ。

　しかし、勝かつ司しは最初から跡目争いなど興味はなかった。

　北ほく斗とは勝司の離反を知って、アメリカは、あの国はめんどうだからおまえにやる、と麻ま耶やに言った。ＥＵはしょうがねえから俺おれがやるよ、と言った後、こう電話を締めくくった。

　──勝司兄貴も、とうとうキレたか。ま、そのうちこうなるだろうとは思っていたけど。

　自分が先んじたと思っていた兄達たちは、とうに知っていた。自分が知らない真まな目め家の何かを。

　由ゆ宇うと闘とう真まは峰島勇次郎を追うと言って出て行った。父もとうとうしっぽをつかんだと言った。峰島勇次郎が動き出した。生死すら不明だったマッドサイエンティストが、動き出した。

　麻耶の不安はつのっていく。

「それに……フリーダム。いったい、誰だれがどうやって」

　同時に起こった遺産強奪犯罪。その情報をＡＤＥＭに流したのは麻耶だ。しかし、遺産がらみとしてではなく、あくまでも兵器強奪の情報としてである。

　この期ごに及んで、遺産に関かかわるなという家訓にしばられている自分をせせら笑う。

　しかし《希望》の街で、目の前で見せつけられた惨劇の恐ろしさは、はっきりとした恐怖になって胸に刻まれてしまっている。

　姪めいであるクレールに、実の父親を、自分の弟を殺せと命じた不ふ坐ざ。不坐の言うがまま、自分の意思を持たぬ少女は、表情一つ変えずその手で己の父を斬きった。それを不坐は本当に愉快そうに、心の底から笑って見ていた。あれは──。

　──あれは、姿を変えた闘真と自分だ。父の気持ち一つで、いいように操られ、殺される。想像するだけで心がすくんだ。

「兄さん……」

　麻耶は窓から空を見上げた。

　闘真と由宇も、今いま頃ごろどこかで、この青い空を見上げているのだろうか。十年ぶりの自由を知る少女は、どのような気持ちで見上げているのだろうか。
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　教師がまるで熊くまのように教きよう壇だんの上をうろうろと歩くのを、萩はぎ原わら誠まことはあくびをかみ殺して見ていた。鍛きたえられた肉体とジャージ姿は、誰がみても体育教師を連想するに違いない。しかし物理の教師だ。黒板にはあの太い指でどうやって書いたのか、細かい字で物理方程式が書き連ねられている。世界は不思議で満ちている、と萩原誠は思う。

　かくいう萩原も坂さか上がみ闘真監視のため、ＡＤＥＭから送り込まれた秘密諜ちよう報ほう員いんなのだが、制服を着たいまは、どこから見てもハンサムなただの高校生にしか見えない。しかし、外見はごまかせても中身のスケベさは隠し切れず、いまや女子からの人気は大暴落中だった。

「……ってなるわけだ。したがって十年前起こった隕いん石せきの大爆発は街一つを呑のみ込んで、三万人以上の死者を出した。戦後最大の被害だ。まあ隕石の大爆発ってのを疑問視する声もあるけどな」

　しかしいま教師の話題は、教科書とは関係ない方向へ進んでいる。いや、自然界の不思議現象に科学的根拠を求めるというのは、物理の授業の一環といえなくもないが、あまり関係ないことにはかわりがない。

　萩はぎ原わらはぼんやりした頭で考える。確か、加速度の話から、落下の話になり、それから隕石になった。その先はよく覚えていない。いまにもまぶたがくっつきそうだ。

「似たような事件は前にもあってよ。シベリア奥地のツングースカ事件。知ってる奴やつもいるだろ？　謎なぞの爆発が突然起こって、半径20キロの木々がなぎ倒された。原因は日本のものと同じ、巨大な氷の隕石だ。規模は日本のものより大きいな。半径20キロっつったら東京壊かい滅めつだぞ。幸い森の中で起こったから、人死にが出なくて大おお騒さわぎになんないだけだ」

　萩原はまたあくびをかみ殺す。

　暇つぶしに異議ありと勢いよく手を挙げて、日本のそれは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうがやったものですと暴ばく露ろしてやろうかとも思ったが、ブレインプロテクトがある以上、冗談でも口にはだせない。

「ツングースカも日本も、跡地からガラス状の土が見つかっててな、核爆発って意見もでたんだよ。他ほかにも某国の陰いん謀ぼうとか、ＵＦＯ爆破説とかもっともらしいものから眉まゆ唾つば物ものまで、ピンキリなんだがよ。ま、隕石説ってのが無難だな」

　余談の余談が始まる。この教師のオカルトもどきのＳＦ好き講釈はいつものことなので、生徒は誰だれも動じない。

「どこが無難なんだか。ノンキだよな」

　世間一般に知らされている隕石説。だが、数十年という間隔で氷の隕石が二度も地球に落ちる確率は、天文学的な数値になるほど低い。エリア51の地下に宇宙人が捕らえられているとか、ピラミッドは古代人が超能力で造ったとかいうほうが、よほど真実味があるような気がしてくる。

　が、かくいう萩原も先日までたいして疑問を抱かず隕石説を信じていた。しかし、そんな呑のん気きな過去は彼の頭の中から綺き麗れいさっぱり消去されている。残っているのはＡＤＥＭ内のランクが上がり、様々な制約や知りたくもない秘密を知ってしまった面倒さだけだ。

　それも優秀な働きが認められて出世したわけではなく、ただ単にＡＤＥＭの人的被害が大きかったため、自動的に五体満足で健康な萩原が繰り上がっただけである。昇給も昇格もしていない。

　──マジで、こんなんありなわけ？　せめて給料くらいあげてくれよ……。

　萩原のグチは心の中でひっそりとつぶやかれて終了である。下したっ端ぱの哀愁が、制服の背中に漂う。そのときだけ、萩はぎ原わらは歳とし相応の疲れた表情を見せたが、もちろんクラスの誰だれもそんなことには気づかない。

「話はちょっと横道にそれるけどよ、俺おれのじいちゃんの初恋の相手もよ、あの街に住んでたんだわ。べっぴんって自慢すんだけど、見せられる写真はしわくちゃのばあちゃんでな。いつもなんて答えていいか……」

　もともとそれていた話がさらにあさっての方向に飛ぶ。萩原はとうとう、我慢しきれなくなってあくびが出てしまい、それをごまかすためにうつむいた。前の席の生徒が出席していれば壁になったのだが、ゴールデンウィークが終わってから一週間、そこはずっと空席のままだった。

「坂さか上がみのやつ、本当に、どうしたんだろうな？」

　小声で萩原に話しかけてきたのは、空席の隣となりに座っている長は谷せ川がわ京きよう一いちだ。

「さあ。一応欠席の連絡はあったらしいけど。なあ、あの先生なんでいつも話がわき道にそれるんだ？」

「趣しゆ味みだよ、ずっとそう。ヘンな先生、うちの高校には多いから」

「のんびりした学校だよな」

　もうどうでもいいと、ごまかすでもなく萩原は大きなあくびをする。通知表も関係ない。闘とう真まと同時に転校ではあからさますぎるから、もう少しの間だけ通っててくれる？　それが八や代しろの命令だった。近いうちに自分はここから転校だ。

「ああ、闘真が来て壁役やってくんないと、おちおち居眠りもできない」

「今日、坂上んち訪ねてみようと思うんだけど、おまえもくるか？」

「おう」

　簡潔に応こたえると、萩原は机に突っ伏した。ここのところ朝晩ずっと残業続きである。ターゲットが欠席中の学校の任務は、いまや貴重な睡眠時間なのだ。
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「あいつどうしたんだろうな」

　京一の疑問の答えを知っている萩原はしかし、

「さあね、五月病なんじゃないの？」

　と、てきとうな返事をした。口外を許されている情報でもない。

　──それにしても、長谷川はいい奴やつだよな。闘真も、こいつにくらい、連絡すればいいのに。

　心底そう思う。闘真は人当たりが良く優しい割に、本質の部分では冷たいところを感じる。意地悪であるとか陰険であるとかではない。逆にそういう悪い部分もまったくない。他人に興味がない。自分を他人に良く思ってもらいたいとか、他人が自分をどうみているのか気になるとか、孤独が嫌だとか、年とし頃ごろの高校生なら一番気になるような感情が欠落しているように見えた。

　が、萩はぎ原わらは頭を切り替えることにする。自分も、あと数日すれば突然の転校だ。ごまかすために何回か連絡くらいはするだろうが、この一ヶ月、何かと良くしてくれた長は谷せ川がわと会うこともなくなるだろう。この任務が終わったらまた、事後処理と苦情処理と隠おん密みつ行動の日々に戻るのだ。

「おいしい場所だったのにな。生で女子高生を毎日拝めるなんて、もう二度とないかもしれないのに。寝られたし」

「なんか言ったか？」

　ぶつぶつ独り言をつぶやく萩原を、京きよう一いちは怪しいものを見る目で見ている。

「なーんも。あ、そこの角を曲がったところだっけか？」

「あいついるかな？」

　二人が角を曲がって最初に目に入ったのは、道の広さに対し不自然に大きい車だった。

「うわっ、ベンツだ。でかいなー」

　京一は驚おどろき、萩原は内心舌打ちをした。

　──メルセデスのＳクラスの特別仕様車。しかも防弾仕様。こりゃ、お忍び用の真まな目め家の車だ。でも、お忍びでこれってのもどうなの？

　ボロアパートの前の路地で浮きまくるシルバーのベンツに、ため息をつく。

　間の悪さを呪のろいながら、どうやって京一をいったんここから誘さそい出そうか思案する。とりあえず足止めを試みることにした。いくつかの候補から、成功の可能性が高いと思うものから実行していく。

「あたたた、持病の癪しやくが……」

　わざとらしくわき腹を押さえ、階段の脇わきにうずくまった。

「……って、おい無視すんなよ」

　萩原の横を通り過ぎていく京一の背中は、無視を通り越して、関かかわりたくないと語っていた。







　闘真の部屋はアパートの二階にある。萩原達たちとすれ違うように降りてきたのは、同じ年頃の目が覚めるように可愛かわいい少女だ。

　しかしそれを見て萩原は喜ぶより先に、驚いてしまう。

　──やっぱり真目麻ま耶や、本人がきてるのか。

　すれ違いざま麻耶の目が、萩原の顔にほんの一秒程度とどまる。萩原を知っている顔だ。その顔を見て、萩原は自分の正体が麻耶にばれていることを察した。

　麻耶の後ろ姿を見送って、京一が不思議そうな顔をする。

「なあ、いまのって……」

「人違いじゃないか。うん、そうだ、そうに決まってる」

「まだ俺おれ、なにも言ってないぞ？」

「え？　あ、ああ。おまえ、あれだ。生き別れの妹と勘違いしたんだろ？」

「なに言ってんだよ。いまの可愛かわいい子、ほら真まな目め麻ま耶やに似てないか？　この前雑誌で見たばかりだから、よく覚えてるんだ」

「だから人違いだって。真目家なんて天上人、こんなボロアパート訪ねるわけないだろう」

「そうだけどさ」

「女なんかより友人だろ。ほら、さっさと階段上る」

「あんな可愛い子を前にその言葉……。おまえ本当に萩はぎ原わらか？」

　ぶつくさ言いながらも京きよう一いちは背中を押されるまま闘とう真まの部屋の前まで来る。チャイムとノックの両方を試みたが、部屋の中から反応はなかった。人の気配もない。

「いないな。どうする？　なんか伝言でも残していくか？」

「ん？　いいんじゃない？」

　京一がメモ用紙にメッセージを書いている間、萩原は手持ちぶさたにしていたが、ちょうど携帯電話が鳴った。

「あい、なんですかぁ？」

『やあ、いま暇？』

　やる気のない声で電話に出ると、予想通り相手は八や代しろだった。

「檄げき忙しいです」

『よかった、暇なんだね。ちょっと急務。頼たのまれてくれるかな？』

「学校があります」

『どうせ闘真君、いまの学校に戻る様子ないし、もうやめちゃっていいよ。明日転校しちゃって』

「なんですか？」

『たいしたことじゃないんだ。ちょっともしかして命が危険にさらされるかも程度の隠おん密みつ行動を二つ三つ。君なら大だい丈じよう夫ぶだよね？　いまから君のＰＤＡにデータ送るから』

「何が大丈夫なのか、俺にはさっぱりなんですけど？」

　京一の視線が気になって、萩原は少し距離を置く。

「ああ、いいよ電話してて。ああ、そうだ。俺も坂さか上がみの携帯に電話してみるか。どうせ電波の届かない場所にって言われるんだろうけど」

　メッセージを残したメモを玄関の扉に挟み、あまり期待しない様子で京一は携帯電話を取り出すと、闘真の携帯電話の番号を押している。萩原は、あのあとすぐ、じゃあよろしくねの一言で切られた携帯を制服のズボンのポケットに突っ込んで、京一の横に戻ってきた。

「あ、かかったかかった。あいつ、でてくれるかな」

　京きよう一いちの喜びの声に被かぶさり、携帯電話の着信メロディが鳴る。

「あ、これ坂さか上がみの着メロの曲じゃないか。俺おれが設定してやったんだ。ちょうど帰ってきたのか？」

　京一は二階から身を乗り出して、アパート前の道路を見た。そこで意外な人物と目が合う。

　先ほどすれ違った女性、真まな目め麻ま耶やがメルセデスの前からアパートを見上げていた。その手の中では闘とう真まと同じ機種の携帯が同じメロディを鳴らしている。

　京一と萩はぎ原わらの視線の意味を察してか、麻耶はしまったという意味の表情を作った。

　──真目家のお嬢じよう様さま、痛恨のミスだな。

　優秀だと聞いていたが、過大評価なのか、このような状況の対処に弱いのか、それとも《希望》の街の事件が尾を引いているのか。

　──でもいまの表情、可愛かわいかったじゃん。

　見上げている麻耶の迷いの表情は、それでも一いつ瞬しゆんだった。携帯をバッグにしまう。何事もなかったように無視して車に乗り去るかと思ったが、予想に反し麻耶は階段を上がってきた。

　京一は凍りついたまま動かない。当たり前の反応だ。なぜか闘真の携帯電話を持っている有名人そっくりの可愛い子。しかも高級車に乗り込もうとしているところから、それはそっくりさんから本人に格上げになりそうだ。

　麻耶は硬い表情で二人に近づく。

「に……坂上闘真さんのお友達ですか？」

　事態の急展開に京一は、うなずくしかできなかった。

　萩原も公私両方の理由でうなずいた。
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　ファミレスの狭い駐車場に陣取っているメルセデス・ベンツＳクラス特別仕様車の姿は、訪れる客をぎょっとさせた。店内から窓越しにその様子を見ている萩原は、形容しがたい疲労感に襲おそわれる。

「いかがなされました？」

　テーブルの対面に座る麻耶が萩原の様子を不思議そうに、というよりは不審の眼まな差ざしで見ていた。

「はあ、なんというか、まあ、すごいですねえ」

　お金持ちの非常識さが、などとは口が裂けても言わない。適当にごまかすためにメニューに目を通す。隣となりでは京一がいまだに固まったままでいる。ためしにカナヅチで叩たたいたら砕けそうだ。無理もないだろう。目の前の人物は雑誌やテレビでもめったにお目にかかれない、真目家のスーパーお嬢様なのだから。

　坂さか上がみ闘とう真まの話を聞きたい。そう言われて無む駄だに大きく驚おどろくほど揺れない車に乗せてもらったのが十五分前。いつのまにか食事をしながらゆっくり話のできるところをという段取りになり、見栄を張った男二人がいつも食べていると言って二回しか来たことのない小こ綺ぎ麗れいなファミレスに案内したのは十分前。よくよく考えてみれば、食事場所は麻ま耶やにまかせるべきだったと後悔したのが五分前。萩はぎ原わらもようやく気持ちが落ち着いてきて、逆に物珍しそうに店内を見ている麻耶を観察する余裕が生まれた。

「まあ、怜れい！　このメニューはとても斬ざん新しんです。カロリーまで記載されています」

　深窓のお嬢じよう様さまは隣となりに座っている眉び目もく秀しゆう麗れいかつ性別不明の人物に話しかける。この人にも見覚えがある。ゴールデンウィーク前、学校に黄色いＦ40で闘真を迎えに来た非常識な人だ。

「それにしてもこんなに高いものなのですか？　これが一般学生の生活水準だとしたら……」

「麻耶様、単位はドルではありません。円です」

「え、円？　こんなにお安いんですの？　おかしいと思ったから、てっきりドルかと」

「もう一つ補足いたしますと、一般の学生の水準では、このようなレストランは高級な部類に入ります」

「でも、あの方達たちは普ふ段だんからよく来ると」

「それは見栄というものです。男性のいたしかたのない習性とご理解ください」

　小さな声で話す二人だが、筒抜けだ。いや、麻耶は本当に聞こえないつもりで話しているようだが、隣のＦ40の人は自覚しているふしがある。萩原の隣ではいまだにフリーズしている京きよう一いち。きっと耳に届いていない。

　なんとか一通り注文が終わると、麻耶はさっそく本題を切り出してきた。

「先ほどもお話ししましたが、坂上闘真さんの学校生活の様子をお聞かせ願えませんか？」

「あのその前に」

　京一は興味津しん々しんに聞き返す。

「坂上とはどういう関係なんですか？」

「え？　その……ええと……」

　麻耶は困ったように視線を泳がせていたが、何かを思いついたのか両手をポンと叩たたいた。

「そ、そう、持病の癪しやくで倒れているところを、助けていただいたのです」

　──おい、それはないだろ。

　思いきりツッコミを入れたいところだが、なんとか黙だまる。

「ああ、そうなんですか」

　うんうんとうなずく京一。しかしすぐに小声で萩原に聞いてきた。

「なあ、ところで持病の癪って、なんなの？　病気？　時代劇用語じゃなかったの？」

「知るか。さっきは俺おれのを無視したくせに」

「持病の癪とはですね」

　そこに隣となりのＦ40の人が口を挟んできた。たぶん麻ま耶やの秘書かなにかだろう。

「肋ろつ間かん神経痛、肝臓等の胸部腹部の痛み、胆たん石せき、胃い痙けい攣れんなどをさすそうです。麻耶様は、たまたまストレスで胃痙攣を起こされ、倒れていたところを坂さか上がみ様に助けられました」

　隙すきがない秘書だ。

　同じ秘書でも自分の上司であり伊だ達ての秘書官の八や代しろとは大違いだと、萩はぎ原わらは思った。

「それではお聞かせ願えますか？」

　麻耶はそう言って極上の微ほほ笑えみを京きよう一いちに向ける。萩原は闘とう真まとの学園生活をほとんど知らないので、話すのはもっぱら京一一人だ。

　聞いている麻耶の表情は真剣そのものだ。闘真に関するどんな些さ細さいなことも聞き逃したくないという顔をしていた。

　──こんな可愛かわいい妹を置いて、心配させて、どうしょもねえな、あいつも。

　毒づこうにも、相手がいなければそれもできなかった。
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　暗い部屋で、キーボードを打つ音が響ひびく。地下の部屋に窓はなく人工の明かりも、青っぽい間接照明が壁にぼんやりあたっているのみである。が、そこにいる人物にとって、部屋の明暗は意味を持たない。なぜなら光とは無縁の世界で生きているからだ。

「ふう」

　朝あさ倉くら小さ夜よ子このため息は、肉体的な疲労のそれではなく、精神的なものだった。確かにここ数日部屋にこもり、根を詰め、一心不乱にコンピュータに向かっていたのだから、体の芯しんにはなかなか抜けない疲労が残っている。

「すごい……難物」

　しかし一向に報むくわれない作業に比べれば、たいしたことはない。報われれば肉体的な疲労は吹き飛ぶ。

「これがＬＡＦＩ？」

　見えない目をしばたたいて、小夜子は再びため息をついた。

　ＬＡＦＩを扱える人間を探すのが急務とされていた。

　ＮＣＴ研究所内でもＬＡＦＩを扱える人間は数えるほどだ。その中でも使いこなすとなれば、かろうじて二人。一人は先日の事件で死亡した。もう一人は研究所の責任者であるため、しかもあえてもう一人名を挙げればと言うレベルであって、両方の理由から開発管理責任者には向いていない。

　ＡＤＥＭはめぼしい人間を何人かピックアップし、ＬＡＦＩに触らせている。小夜子もその一人だ。使いこなせる人物が一人でも出てくれればという、なかば神かみ頼だのみ的な抜ばつ擢てきだが、小夜子は自分がその期待に応こたえられそうにないことを、ひしひしと感じていた。

　──凡人の私には無理です。

　これを手足のように扱う由ゆ宇うは、純粋にすごいと思う。木き梨なしもすごかったのだろう。

　自分は末端の一人としてお茶を濁にごす程度なら扱えるが、そのような技術者なら、ＮＣＴ研究所に何人もいる。

　しかしそれは無理からぬことだった。聞いたこともない理論のコンピュータを、マニュアルなしで理解しろと言われている。そんなことができるのは、一部の天才だけだ。とくにＬＡＦＩの構造は特殊すぎる。カオス領域と呼ばれるＬＡＦＩのコアの部分は、まるで理解不可能だった。

「プログラムコードとデータに明確な区分がないってどういうことお？」

　弱音を吐いてみる。当然のことながら独り言で事態は改善されはしない。

「……わけ解わかんない」

　机に突っ伏していると、ノックの音がした。

「あ、はい。どうぞ、開いてます」

　慌てて起きると乱れた髪型を手で整える。手の感触でだいたいどういう髪型に収まっているか、把握できた。

「お久しぶりです」

　扉が開いて聞こえてきた声が、あまりにも意外で小さ夜よ子こは返事をするのが遅れた。

「……まさか……星ほし野のさんですか？」

「ああ、声覚えててくれたんですか。嬉うれしいな」

「そんな、命の恩人ですもの。忘れるわけないじゃないですか。あ、適当なところに座ってくださいな」

「恩人だなんて、俺おれ、なんにもしてないですよ」

　照れながら短い髪をかくのが解った。目が見えなくても、気配と音でその程度のことは解る。

「一ヶ月ぶりですね。あの弧こ石せき島とうの事件からそんなにたつなんて、信じられないな」

　小夜子の顔に影が差す。忘れたくても忘れられない記き憶おくだ。一月前、弧石島で起こった多目的多足型無人戦車レプトネーターの暴走事件。大勢の犠ぎ牲せい者しやが出た。小夜子はレプトネーター開発チームの一員で唯一の生き残りだ。

「あ、すみません。嫌なこと思い出させちゃって」

「いえ、いいんです。忘れてはいけない記憶だと思ってます。あの、ここにいらっしゃるってことは、星野さんもＡＤＥＭに入ったんですか？」

「ええ。結局、あの後、自衛隊には戻れなくて。機密保持は解るんですけど、ブレインプロテクトって言動抑制しちゃうから、怖いですよね」

　小夜子はうなずく。

「私も同じです」

　開発チームは全滅し、勤めていた会社には戻れない。相談できる相手もいなかった。

「地下１２００メートルの秘密基地。映画の中だけだと、思っていました。でもここもつい先週大おお騒さわぎっていうか、事件があったんでしょう？」

　小さ夜よ子こはだまってうなずいた。そんな職場が怖くないと言えば嘘うそになる。けれど、どこにも行きようがなかった。悪夢にうなされて飛び起きても、ブレインプロテクトがかかっていては精神科に通うこともできない。

「ここは苦しくても話せるぶん、少し楽ですよ。専門のカウンセラーの先生に自由に話せますし。それに星ほし野のさんがいらして下さったから、心強いです」

「え、あ、そう言ってもらえると、俺も嬉うれしいな」

　星野の雰ふん囲い気きが明るくなるのが解わかった。

　それからひとしきりお互いの近況を話し合うことで、会話に花を咲かせた。弧こ石せき島とうの名前は、二度と出ることはなかった。







「どうかな朝あさ倉くら君？　使えそうかい？」

　星野と入れ替わりに入ってきたのは、岸きし田だ博士だ。

「すみません。私の能力では、力になれそうにありません」

　小夜子は申し訳なく思い、頭を下げる。

「いやいいんだよ。そんな頭を下げなくても……」

　小夜子は目が見えない。しかしその分、言葉のニュアンスには敏感だった。岸田博士の言葉の裏には、以前より濃い焦あせりがあった。

「何かあったんですか？」

「ふう、朝倉君は鋭いな。ごまかしても仕方ないだろうし、君には事実を伝えておこう」

　岸田博士からＡＤＥＭの処遇を聞く。

「いまは首の皮一枚で繋つながってる状態なんだ。でもいつまで持つか解らない。そういうわけで、できれば一週間以内にＬＡＦＩをどうにかしたい」

「ＡＤＥＭがなくなるのは嫌ですが、それとＬＡＦＩの関係がいま一つ解らないのですけど」

「ああ、そうだね。なんと言えばいいか。ＡＤＥＭの司令である伊だ達てさんは、いろいろと厳しい人だが、同じかそれ以上に自分に厳しくもある。彼は遺産の持つ魔ま力りよくめいた魅み力りよくに流されない希け有うな人なんだ」

　後任の人間が遺産技術を乱用しないとは限らない。いやそうするだろうと、暗に岸田博士は言っている。その理由はとても納なつ得とくのいくものだったが、一週間という期間は短すぎると思った。

「私もがんばってみますが、でも本当にあまり期待しないでください」

「すまないね、へんなプレッシャーをかけてしまった」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。でも、その、本当に有望な人はいないんですか？」

「いまのところ私が一番うまく使えるが、たいしたものじゃない」

「外部の人に協力を頼たのめないのでしょうか？　信用のおける人という条件で」

　岸きし田だ博士はその可能性も考えたようだが、首は左右に振られた。

「いろいろと条件を考えると、厳しいのが実情だよ。そう言えば由ゆ宇う君が言っていた。スフィアラボに勤めていた横よこ田たという男は、彼女も認めるほどのコンピュータの才能を有していた。木き梨なし君と取り替えたいくらいだと言っていたな」

「横田さんですか？　横田、横田……」

　何か引っかかる名前に、小さ夜よ子こはしばらく考え込み、

「まさか横田健けん一いちさんですか？」

　勢いよく立ち上がった。倒れた椅い子すにも気づかないほどだ。

「知ってるのかね？」

「面識はありませんけど、横田さんの論文は読んだことがあります。これです」

　小夜子はキーボードを叩たたくと、一つの資料を呼び出す。

「この人の論文を読んだとき、天才だと思いました。でも本当にすごいと思ったのは、論文の高度さじゃなくて、解わかりやすさなんです。私、これで量子暗号の理論を理解したんです。それまでさっぱりだったのに」

　小夜子の表示した論文に目を通し、岸田博士は唸うなった。

「ああ、確かにすばらしい。これは由宇君や勇ゆう次じ郎ろう君にはない才能だ。こんな人が野に埋もれていたとは。諸悪の根源は、日本の技術者に対する評価の低さだろうね」

「海外のある研究者は、横田さんをこのように評価していました。量子力学を小学生に教えることができるのは、横田健一くらいだ。私もそう思います。それくらい高度な理論を人の言葉に落とすのが上手な人でした」

　岸田博士はしばらく考えていたが、

「横田氏はスフィアラボでのＬＡＦＩファーストの管理者だ。もしかしたら、何か資料を残しているかもしれないね」

　と言った。しかし岸田博士はすぐに思いなおしたように首を振った。

「いや、あのような事件があったばかりだ。慎重に行動せねば」

「完全なオフラインで、モニター上にデータを表示させるだけなら、安全ではないでしょうか？」

「確かにそうかもしれんが、いまはＬＡＦＩファーストに安易に触れるのもどうかと思うのだ」

　次に話すとき、伊だ達てさんに相談してみるからと言って、岸田は去っていった。




　　　　　　　　８




「由ゆ宇う、どう？」

　横よこ田た家を訪ねると言い出したのは、闘とう真まではなく由宇だ。

　──横田健けん一いちの家に用事がある。

　由宇が倒れなくても、二人は横田家を訪ねる結果になっていただろう。

　彼女は一つの疑問を抱えていた。横田はスフィアラボ占拠事件が起こる前、そこを管理しているスーパーコンピュータＬＡＦＩファーストがカモフラージュされた姿であることを見抜いていた。ＬＡＦＩという峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう製の特殊なコンピュータを自力で解析し、使いこなそうとしていた。そのおかげでスフィアラボの事件は解決したと言ってもいい。

　由宇の話では、それほどまでにＬＡＦＩを理解した人間は横田だけだという。ＮＣＴ研究所で直じかに由宇の指南を受けても、そこまで使いこなした人間はいない。彼女はそう語った。

「ああ、懸け念ねん通りだ」

　そう言って由宇はモニターに文字と図解によって構成された文書を表示させる。

「簡潔明めい瞭りように解説されたＬＡＦＩの理論の論文だ。恐れ入った。コンピュータのスキルが一定以上あれば、この論文でＬＡＦＩを理解できてしまう」

『しかし一技術者が量子暗号の機械を持っているなど驚おどろきだ。乱数暗号であれば、ものの数秒でとけたものを。日数を費やしてしまった』

　風かざ間まの声にどこか悔しげなものがあるのは、気のせいだろうか。

　由宇は部屋の隅にあるいかにも手作り製の箱を見た。

「手作りとは恐れ入る。私も五歳のときに作ったが手こずった覚えがある。それに」

　由宇は部屋を見渡し、階下から聞こえてくる鏡きよう花かの笑い声に耳をすませた。

「すばらしいのは研究者としてだけではなかった。私や勇次郎のように偏った人間ではない。話では君も恩があるという」

　由宇は机の横に生前のままになっている横田の遺留品を見た。そこには家族や友人達たちと一いつ緒しよに笑っている横田の姿があった。写真立ての横にはくしゃくしゃの折り紙が置いてある。和かず恵えの話では、今年初めに鏡花からもらった誕生日プレゼントだそうだ。

「間接的とはいえ勇次郎と私は、この理想の形を壊してしまったのだな。もう二度と戻らない。後悔が無意味と解わかっていても、私の胸からその感情が消えることはないだろう」

「由宇……」

　由宇の横顔は後悔だけだろうか。別の感情も潜ひそんでいるように見えた。一般家庭への憧あこがれか、それとも他ほかの感情なのか。

「ともかく、横田家のＬＡＦＩの資料はすべて抹消する。こんなものが家にあっては、またどんな災難が訪れるか」

　一階で玄関のチャイムの音が聞こえた。

「またこの時間か。律りち儀ぎだな」

　由ゆ宇うは苦笑混じりに部屋の中を確認し、明かりなど人のいる気配を感じさせるものが外部に漏もれていないか確認する。

　和かず恵えが玄関先で訪問者と話している。昨日と同じく、警官が住宅一つ一つを見回っているようだ。訪問は何事もなく数分で終了した。
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　闘とう真まが一階に下りると、鏡きよう花かが一人で一生懸けん命めい靴を履はこうとしていた。

「鏡花ちゃん、おでかけ？」

「うん、ママと買い物」

　足をぶらぶらさせすっぽ抜けた靴が、あわや玄関に飾ってある花か瓶びんとニアミスを起こす。

「こら、鏡花っ！」

　厳しくも優しい声で鏡花を叱しかる和恵の声がした。振り向けば鏡花の言葉通り、外出着に着替えた和恵が、腰を両手にあてて、めっと愛まな娘むすめを叱る。

「鏡花悪くないもん。お靴が悪いんだもん」

　そのまま靴を持って、外に遁とん走そうしてしまった。

「もう、あの娘こったら」

　闘真はくすりと笑った。しかしすぐに真顔に戻り、和恵を見た。

「元気そうですね」

「とても元気よ。あなた達たちのおかげ。本当に感謝しているわ」

　和恵は微ほほ笑えむが、闘真の問いたいところはそこではなかった。表情から察したのか、和恵は別の答えを口にする。

「うん、あっちのほうもいまのところは大だい丈じよう夫ぶ。影えい響きようないと思うわ。ＡＤＥＭの方が説明したとおり」

「そうですか」

　それでも闘真は後ろめたさから、顔をそむけてしまう。

「闘真君っ！」

　和恵は鏡花を叱るように両手を腰に当てると、ずいっと顔を近づけた。

「あなたは悪くない。何も悪くないの。それどころか、俺おれが守ってやったんだくらいに、胸を張りなさいな」

「いや、それもどうかと……」

「とにかく、鏡きよう花かも私もブレインプー……なんとかをかけられたけど」

「ブレインプロテクト」

「そう、ブレインプロテクトをかけられたけど、影えい響きようないから心配しないで。マスコミのしつこい取材で、ちょっと言動に不自由したくらいだから」

　和かず恵えは努めて明るく言う。

　──それでも。

　と闘とう真まは考えてしまう。スフィアラボでは事件解決のためとはいえ、一般の人間の立ち入りが許されていないエリアに、母娘を連れてきてしまった。結果は機密を知ってしまった母娘のブレインプロテクト処置だ。

　心臓や肝臓は生まれたときから機能としては大人と同じように出来上がっているのに対し、脳は十年以上かけてゆっくりと機能を発達させていく。つまりいろいろなことを学んで少しずつかしこくなっていく。神経細胞がネットワークを形成していく。

　──その形成過程にブレインプロテクトを施ほどこし、人の死もまだよく解わからない年齢の、自意識も未発達で情報を処理できない子供にそのような負荷を与えたら、今後の成長に影響がないわけがないだろう。

　由ゆ宇うから以前聞いた説明は非情だった。

「こらっ」

　和恵の指が闘真の鼻を弾はじいた。

「あたっ！」

「そんな辛しん気きくさい顔はしない。さ、私は鏡花と買い物してくるから、あなた達たちはお留守番をお願いね」

　靴を履はき玄関を出ると、手を振って出かけてしまった。

「ああ、そうそう」

　しかしすぐに扉を半分だけ開けて、顔を覗のぞかせた。

「ゆっくり買い物してくるから、二人の時間をゆっくり楽しんでちょうだい。そうねえ、三時間は帰ってこないわ。じゃあ、行ってきまーす」

「え、あ、あの、そんなんじゃ……」

　反論の機会をあたえず、和恵はさっさと扉を閉めて出かけてしまった。闘真はしばらく玄関先で立ちつくしていた。その後頭部に衝しよう撃げきがくる。

「いてっ」

　ＬＡＦＩサードを片手に持った由宇が、面おも白しろくなさそうな顔をして立っていた。

「君が不安をあたえてどうする」

「う、うん」

　うなだれる闘真に、風かざ間まが追い打ちをかける。

『俺おれからも一言、言わせてもらおう。ＬＡＦＩサードは愚か者を叩たたく道具ではない』

　鏡きよう花かと和かず恵えと由ゆ宇うと、今日は三人からはたかれている気がする。頭をかいていると、由宇が思いのほか厳しい視線を向けてくる。

「鏡花を心配するのは人として当然のことなのかもしれないが、他ひ人と事ごとではないことを忘れるな。君にもまったく同じことが言える。幼少からの人為的な脳の操作。そこにブレインプロテクトが重なって、君には効かないときがある。そしてさらにマジシャンのナイトメアによる強烈な支配。複雑に絡からみ合いすぎて、私にも予測は不可能だ」

「でも、少しずつだけど鳴なる神かみの尊みことを使えるようになってきたよ。いい方向に影えい響きようしているのかも」

「使いこなせているからといって、これから先の保証はない」

　由宇の言葉に希望的観測は一切含まれていなかった。
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　闘とう真まと由宇に留守を頼たのみ、和恵は鏡花と手を繋つないで買い物に出かけた。

　スキップをするような落ち着きのない鏡花の手を引くのは久しぶりだった。父親が死んでからつい先日までは、和恵の手にしがみついて歩いていた。

「鏡花、お兄ちゃん達たち来てくれて嬉うれしい？」

　鏡花は和恵の顔をきょとんと見て、それから唇くちびるをとがらした。

「べっつにー」

　そう言って握っている和恵の手を乱暴に振ってくる。照れ隠しの仕草があまりにも可愛かわいくて、愛いとおしくて、不覚にも涙るい腺せんが緩ゆるんだ。

　いつもの繁はん華か街がいに行き、デパートの地下にある大きな食品売り場まで足を延ばす。今日は豪勢な食事にしよう。和恵は鼻歌を歌い、鏡花の手を引き、献立は何にするかを楽しみながら考えた。鏡花は母親の目を盗んでは、自分の欲しい物を買い物かごに放り込んだ。見つからないようにか、奥のほうにがさごそと隠している。

　いつのまにこんな知恵がついたのかしらと、和恵は幸せな気持ちになり、気づかないふりをしてあげた。

　三時間後、両手に紙袋を五つも持った和恵は、

「買い込みすぎたかしら」

　と少々浮かれすぎている自分をたしなめながらも、つい笑みをこぼしてしまう。鏡花も隣となりで笑っていた。まんまと欲しい物を買ってもらったからだ。

　食料品だけでない。闘真と由宇に必要な物を買っていたら、ついつい多くなってしまった。由宇から渡された買い物リストは、年とし頃ごろの少女にしてはあまりにも味気ないので、和恵の独断と好みで洋服や小物も、いくつか追加してある。由宇のモデルのように美しい顔と体型は、着せ替え人形に夢中になった娘時代を髣ほう髴ふつとさせ、選ぶ心を浮き立たせた。

　あの二人がそんな関係にあるとは思えなかったが、勝手に気を利きかせた和かず恵えは若い娘用の可か愛わいらしい下着類もたくさん買いこんでしまった。そのかわり闘とう真まのほうの予算が犠ぎ牲せいになったが、闘真のパンツは三枚千円で充分だろう。

「あ……！」

　セールの棚から、闘真のトランクスを適当に選んでいると、鏡きよう花かの脅おびえた声がする。同時に鏡花が和恵の体にしがみついて震ふるえた。いったい何事かと、和恵はまわりを見た。背後が騒さわがしかった。その原因を目にして、和恵は絶句する以外の反応ができなかった。

　街の道路の真ん中を、戦車が走っている。一台や二台ではない。90式戦車と74式戦車が計十台以上、道路を占有していた。さらにその後ろには別の車両も並んでいる。装甲車、指揮通信車、さらに高機動車には何十人もの自衛隊員が乗っている。

　まるでこれから戦争でも始めるかのようである。

　先頭車両のスピーカーから、市民に呼びかける声がした。

「市民の皆様、ご協力お願いします。こちらは陸上自衛隊第三混成団第十一普通化連隊です。現在、凶悪な遺産犯罪テログループが潜せん伏ぷくし、全国区で大規模な厳戒態勢が敷かれています。先日リニアエクスプレスをジャックした凶悪グループです。ご不自由をかけるかと思いますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。市民の皆様、こちらは陸上自衛隊第三混成団……」

　女性の柔らかい放送に相反し、戦車の一団は我わが物顔で進んでいく。信号など無視である。

　目の前を通っていく戦車から隠れて、鏡花は母親の背にしがみついた。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　頭をやさしくなでた。無理もない。彼らの姿は、スフィアラボの占拠事件を連想させる。和恵も震えてしまいそうだった。そうならなかったのは、背中に伝わる幼子の震えを感じたからだ。
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「いまの話を聞いてると間が抜けてる奴やつだと思うかもしれないけど、女子にはけっこう人気がありましたよ」

「まあ」

　京きよう一いちの話に麻ま耶やはいちいちうなずいていた。

「バレンタインのときなんて、十個くらいチョコもらってたんじゃないかな。でも全部、義理ってのがあいつらしいけど」

「……そうですか」

　麻耶はため息をついて、物憂げな声を出した。

「本当に、普通の生活を送っていたのですね」

「ああ、もう普通も普通。麻ま耶やさんと知り合えたのが、あいつの人生で一番劇的だったんじゃないかな。俺おれもだけど。あ、いま名前で呼んじゃってなれなれしかったですね、すみません」

　あはははと照れたように頭をかく京きよう一いちを見て、こいつもけっこう調子いいなと萩はぎ原わらは認識を改め、

「真まな目めさんと呼ばれるより、麻耶さんのほうが好きです。どうぞ、長は谷せ川がわさんも麻耶さんと呼んでください」

　麻耶ににっこり微ほほ笑えまれ有頂天になる長谷川の横で、萩原は、

「それは違うんじゃないかな。普通かどうかなんて、本人以外解わかるもんか」

　と丁てい寧ねい語ごも放り投げて異議を唱えた。

「どういうことですの？」

　険の含まれた眼まな差ざしに怯ひるみながらも、

「普通の生活送ってるってのは、毎日定時に会社や学校行ったり、それなりに人と交流するってことでしょ？　なのになんでアイツは、ここにいる皆が心配してるのに、電話の一本もよこさないんだよ」

　とそれらしい言葉をつなげた。

　京一と麻耶が楽しそうに喋しやべっている輪に入れないのが悔しいので、雰ふん囲い気きを壊こわしてやろうと思ったなどという、幼稚な本音は口が裂けても言えない。が、本音と違うことを言おうとしたら、もっと深い本音が出てしまった。

　いつも闘とう真まに対して感じていた、ある種の苛いら立だたしさ。自分はともかく、長谷川と麻耶は本気で闘真を心配している。いくらとんでもない事情があるとはいえ、連絡一つよこさない闘真は、本当に薄はく情じようだと思うからだ。

　しかし、萩原はすぐにそれを後悔した。

　楽しそうにしていた長谷川と麻耶の間に、明らかな暗い影が差している。

　──う、もしかして、いま、俺、すっげー大人げないこと言っちゃった？　言っちゃった？　言っちゃった……よな……。

　彼らのほうが、闘真のそうした部分をよく知り、感じていたのだろう。自分はそれほど親しくないから怒りに変換されるが、二人はそれが寂しさと心配という形になる違いだ。そしてその違いは大きい。

　──よく考えれば、つうか考えなくても、この中で俺が一番大人じゃん。真目麻耶だってなんだかんだいってまだ十六なのに。っつか、マジで俺、サイテー……。

　慌ててとりなすように言う。

「あ、ああ、別に俺は坂さか上がみが普通じゃないって言いたいんじゃなくて、なんか、あいつには人に言えない事情とかあるんじゃないかなって……って」

　苦情処理の仕事で鍛きたえ上げた、口八丁手八丁の適当なフォローは得意のはずだったのだが、こういうときに限って、うまく口から出てこない。萩はぎ原わらはますます墓穴を深くしている自分を感じ、その中に入ってしまいたい気持ちになった。

「……たしかに、坂さか上がみから家族の話って聞いたことないし、なんかありそうだもんなあ。普通なら家族の人に聞けばどこに行ったかくらい解わかるのに、あいつってそういう人もいないっぽいしな」

　長は谷せ川がわも妙にしんみりした声を出すと、

「そうですわね」

　麻ま耶やも寂しそうにうつむく。

「あ、でも、生きてはいるみたいですよ、学校のほうには保護者の人から電話があって、少し休むって連絡があったらしいし。でなきゃとっくに警察沙ざ汰たか、行方ゆくえ不明で大おお騒さわぎですよ」

　フォローのつもりなのだろうが、何も知らない長谷川の言葉は、本当に肉親が警察沙汰で行方不明で大騒ぎの麻耶にとっては厳しいものだろう。

「ええ、そうですわね」

　しかし、なんとか麻耶は微ほほ笑えんだ。

「確かにちょっと普通でない感じもありましたけど、それでも闘とう真ま……坂上さんは、普通に生きようとしていたのではないかしら。私も普通の女の子だったらと思うときがあります。普通を知らない私が言っても笑われるだけかもしれませんが。……きっとこの想おもいは自分にとって普通の時間が、幸せに流れているときには解らないものなのでしょうね。今日、なんとなくそれが解りました」

　全員の言葉がとぎれた。重苦しい空気が流れる。事情を知らない京きよう一いちは本当に居心地が悪いだろう。

「あー、すみません、コーヒーおかわり。あ、麻耶さん、こういうとこっていま、たいていコーヒーはおかわり自由なんですよ。だから、一人が頼たのんで友達のをまわし飲み……」

　沈ちん黙もくが痛くて、ウエイトレスに手をあげ話題をふった萩原の声がかき消された。店外から轟ごう音おんが鳴り響ひびき、何事かと外を見ると、前の道路を何台もの戦車が走っていく。

「え？　え？　なに？」

　京一はファミレスの外を走る戦車の軍勢にパニックを起こしていたが、すぐにカバンからデジタルカメラを取り出し、構える。

「すげー。本物だ。映画の撮影か？」

　興こう奮ふんする京一を尻しり目めに、麻耶と怜れいは目配せをした。

「怜」

「はい」

「普通が壊こわされていきます。これでいいのでしょうか？」

「それは麻ま耶や様自身でご判断を」

「……そうでしたね」

　麻耶は黙だまったまま冷めたティーカップを見ている。

　二人の小声の会話を、萩はぎ原わらは味気ないコーヒーをすすりながら聞いていた。
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「このように、全国的に展開されている検問、しかも警察と自衛隊の両方が動くのは前ぜん代だい未み聞もんの出来事です。先日のリニアエクスプレスのテロ事件等、立て続けに起こる峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産犯罪を重く見た動きと、専門家は分析していますが、政府からの詳しい発表は十八時まで待たなければなりません」

　テレビモニターの中では全国各地に展開された戦車や装甲車両の様子が映し出される。車を押しのけて街中を走る戦車というビジュアルは、強烈なインパクトがあった。

　闘とう真まはテレビを消すと、カーテンの隙すき間まから外を見る。住宅街の真ん中を戦車が走るとは思えないが、見ずにいられなかった。

　戦車はもちろん走っていない。しかし警官の姿が目に入る。おそらく由ゆ宇うを追っている。横よこ田た邸に着くまでも、いくつもの検問をくぐり抜けてきたが、ここまで大規模な包囲網は初めてだ。

　人の気配に振り向けば、由宇が目を伏せて立っていた。

「闘真、今夜ここを立つ。これ以上、この家庭を遺産の争いに巻き込ませてはならない。いや、来るべきではなかった。たとえＬＡＦＩの危険な論文があるにしても、来るべきじゃなかった」

　──そんなことはない。

　闘真はそう口にしようとしたが、言葉になることはなかった。そんな言葉が慰なぐさめにならないのは、由宇の横顔を見れば解わかる。悲壮な決意で硬く塗り固められている。

「でも警察だけじゃなくて、自衛隊も動くなんて……」

「いや、これによって状況は私達たちに有利になった」

　由宇の意外な返事に、闘真は目を丸くする。

「警察と自衛隊は不仲だ。この映像を見るに管かん轄かつの区分が明確になっていない。お互いの管轄を巡り、いがみ合いが始まるだろう」

「そうなの？」

「警察が特殊部隊のＳＡＴやＳＩＴを創設し、その訓練を自衛隊に依い頼らいしたいといった。どうなったと思う？」

「え？　教えてもらえたんじゃないの？」

「断られた。理由は基礎体力不足。そんなことあることか。選び抜かれた精鋭を」

「えっと、どういうこと？」

「仲が悪いということだ。そして国内の先せん達だつに断られた警察庁は、結局、海外の特殊部隊、イギリスのＳＡＳやアメリカのＦＢＩ、ＳＷＡＴに訓練を依い頼らいした」

「へえ」

「それだけじゃない。海上保安庁特殊警備隊ＳＳＴはアメリカの特殊部隊ＳＥＡＬＳにノウハウを学び、ＳＥＡＬＳに断られた海上自衛隊所属の特別警備隊ＳＢＵはイギリス海兵隊ＳＢＳに学んだ」

「なんか、おかしな話だね。みんなで協力すればいいのに」

「そうか？　ただの縄張り意識だ。珍しくもない。特殊部隊と言えば聞こえはいいが、人間社会の縮図だ。命をかけている分、その密度は濃い。地方で風習が違うように、命令系統から薬やつ莢きようの扱いに至るまで、部隊によって異なる」

　由ゆ宇うは何かを思い出したのか、おかしそうにする。

「ＬＣ部隊の創設時も同じだった。管轄をどちらが持つか防衛庁と警察庁で対立した。その欲の張り合いの隙すきをついて、伊だ達てはどこにも属さないＬＣ部隊を創設した。そのかわりＡＤＥＭは、いまだに日本国内敵だらけだ」

「で、でもさ、じゃあうまく警察と自衛隊がいがみ合っている間を抜ければ、大だい丈じよう夫ぶってこと？」

　由宇はしばらく黙だまっていたが、

「……そうだ。今夜にでもここを立つ。長くいすぎた」

　たった三日じゃないか。その言葉を呑のみこむ。この非常時を考えれば、三日は長すぎたのかもしれない。それでも、三日だけでも、由宇が一般の家庭のぬくもりを知ってくれたことに感謝しよう。そしてまたいつか、このような場所に戻ってこれるよう、できるかぎりこの少女を守ろう。

「横よこ田たさんの家での、由宇の目的が終わったのなら、そうしよう」

　闘とう真まは誓いをもう一度胸に刻むように、由宇の言葉にうなずいた。
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「わあ、今日はごちそうですね」

「しゅごーい！」

　テーブルに並べられた色彩豊かな様々な料理に、闘真と鏡きよう花かは目を輝かせた。

　料理を運ぶのを手伝っていた闘真に、和かず恵えがさりげなく言う。

「鏡花には、あいさつしていかないの？」

「え？」

「もう、行くんでしょ」

　和かず恵えは洗い物から目を離さず、言葉だけで語る。

「いなくなったら、鏡きよう花かは寂しがるわ」

「すみません」

「行くなと言ってるんじゃないの。行くならちゃんとさよならをして欲しい。近しい人がまた突然いなくなったら、あの子……」

　闘とう真まは居間にいる鏡花を見た。横よこ田たの部屋で見つけた海外のものらしい論文を読んでいる由ゆ宇うのまわりを走り回っている。由宇が遊んでやっているようには見えないが、それでも鏡花は楽しいのか笑い声を絶やすことはない。

「解わかりました。ちゃんとさよならを言います」

「それだけ？」

「もちろん、また会いに来ます」

　和恵はにっこりと笑うと、一度だけ目をふいた。そして闘真を見て、強く言った。

「気をつけてね。私は何も力になってあげられないけれど。街中で戦車を見たわ。本当に、気をつけてね。何よりも自分と由宇さんのことを大事にするのよ」







　多彩な彩いろどりの美お味いしそうな匂においを漂わせる、いつにもまして豪華な夕食に一番目を丸くしたのは、誰だれあろう峰みね島しま由宇であった。

[image: ]

「和恵の才覚は驚きよう嘆たんの一言に尽きる。異なる性質の材料をたいした器具も測定器もなしに管理し完かん璧ぺきに調理する。いや、これがいつも通りの美味であるならば、大脳皮質味覚野のニューロン活動も計算し尽くされていると言うことか。これほど高度な処理を、原始的な道具のみでなしえるとは。それがどれほど困難なことか、私には解るぞ」

　──きっと解ってない。

　内心のツッコミを、闘真は口に出さないでいた。料理に対する由宇の過剰な反応は、トラウマめいたものを感じる。へたに口を出すとやぶ蛇になりかねない。和恵はすでになれたもので、いつものように、

「由宇さんも、やればすぐにできるようになるわ」

　とニコニコ笑っている。鏡花はつまみ食いしようと伸ばした手をはたかれ、涙目になっていた。

「んーんー」

　闘真と由宇、和恵が食卓に座った横で、鏡花がうなっている。三人の顔を順番に見ては、口をとがらせて、手足をじたばたさせていた。

「鏡花、早く座りなさい」

　母親にたしなめられて鏡花はようやく決心がついたのか、

「とーまちゃんっ！」

　まるで探偵が犯人を指さすように、勢いよく指名してきた。そのままロケットのような勢いで闘とう真まに近づくと、膝ひざに乗ってくる。

「えへへへ」

　膝の上で嬉うれしそうに体を左右に揺らしている鏡きよう花か。由ゆ宇うが心なしか残念そうに見ていた。昼食で鏡花に指名されたのは由宇だった。膝に鏡花を乗せた由宇の戸惑いの表情が、嬉しそうに見えたのは、気のせいではなかったのか。闘真は少し嬉しくなった。

「ほんとにもう、この子は……。ごめんなさいね、闘真君」

　和かず恵えはあきらめた口調で謝る。

「いいんですよ」

　鏡花を膝に乗せて食べるのもこれが最後かと思うと、寂しい気持ちになった。







「ごちそうさまでした」

　丁てい寧ねいに手を合わせ和恵は、夕食を終了する。のんびりしているため食べ終わるのは一番最後だ。すでに食べ終わった闘真はテレビのニュースを見ており、膝の上から降りた鏡花は居間のソファに移動し、小動物のように丸まっていつのまにか眠っていた。

　由ゆ宇うは隣となりのソファに座ってＬＡＦＩをいじっている。風かざ間まは和かず恵えや鏡きよう花かの前では普通のコンピュータのように振る舞っていた。いつもならさっさと二階に上がるのだが、今日に限り居間に居続ける。彼女なりに感傷があるのだろうか。しかしいつものシャープな表情から、感情を読み取るのは難しかった。

「さあお片づけをしなくちゃ。闘とう真ま君、いつも悪いけど手伝ってくれる？　由宇さん、もしよかったら鏡花と一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ってくれないかしら？」

　ぴしりと由宇の動きが停止した。寝違えた首を動かすように、和恵のほうを見る。表情は変わらない、というよりは凍り付いている。

「わ、わたしが、きょうかを、ふろにいれるのか？」

　抑揚のない声は出来損ないのロボットが喋しやべっているようだ。動作もそれに近い。

「ええ。駄だ目めかしら？」

「だ、だめということはないが、……いや、しかし、わ……わかった。了解した。難しい問題だが、解決してみせる」

　──そんなに気負うことないのに。

　闘真は笑いをかみ殺して、食器を洗った。背を向けていられるのは幸いだ。顔を見られたら、なにをにやにやしている、と問いつめられたに違いない。

「もうお風呂は沸いているから。お願いね」

　由宇の緊きん張ちようをものともせず、いつもの口調の和恵は密ひそかに大物だ。

「う、うん」

　由宇は寝ている鏡花に近づくと、しばらくは右往左往していたが、意を決して鏡花を持ち上げた。足を持って。

「その持ち方はちょっと」

「何か問題はあるのか？」

　鏡花を逆さにぶら下げたまま、由宇はバスルームに向かう。

「引きずって歩かないだけ、ましと思うべきかしらね」

　まったく同じことを闘真も考えていた。
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　食器を洗い終わると、なんとなく心配になり由宇と鏡花の様子をうかがいに行った。居間に置きっぱなしだったＬＡＦＩサードもついでに持っていく。

「あのねー、おふろに入ったらねー、百数えるんだよ」

　鏡花の反はん響きようした声が聞こえてきた。続いて聞こえたのは由宇の声だ。

「なぜ百なのだ？」

「おとちゃんが言ってた」

「そうか、横よこ田た氏が言うからには、何か意味があるのだろう。今度、風ふ呂ろにおける温度とつかる時間の関係を計算してみるのも悪くないかもしれない」

　少し間を置いてから由ゆ宇うが尋ねる。

「鏡きよう花かは父親が好きか？」

　その一言に、どのような想おもいが込められていたのか闘とう真まには解わからなかった。そして問われた鏡花もまた、複雑な事情を持っていた。

「う……え、あああん、あああん……おとちゃん、おとちゃん」

「あ、ああ、すまない鏡花。泣かないでくれ。そうだ、鏡花、面おも白しろい話を聞かせよう。涙が流れる原理だが、うれしいときやかなしいときは副交感神経が働いている。しかし悔し涙は交換神経が働く。同じ涙でも神経の働きが違う。いまの鏡花の涙は副交感神経が働いている。どうだ？　面白……くなかったか？　あ、ああ、どうすればいい。和かず恵え、和恵」

　風呂場の扉が、がらりと開いた。

「和恵、たのむ、鏡花が……」

　目の前にいる闘真に由宇は気づいた。

「おまえ……ここで何をしている？　いや、何をしていた!?」

　動転した闘真は金かな縛しばりにあったように動けない。由宇との距離は鼻先十数センチ。下を向いてはいけない。すでに、湯に濡ぬれたうなじと鎖骨の陰影とその先ギリギリのところまで視界に入ってしまっている。

「さ、散歩かな？」

　言い訳は聞き入れてはもらえなかった。風呂場の扉を開けて廊下に出るときは、せめてバスタオルくらい巻くものだと思う……という闘真の抗議も当然受け入れてはもらえなかった。
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　二階の部屋にこもると、気持ちを落ち着けるべく座ざ禅ぜんを組む。首の調子がまだおかしく、二、三度左右にひねってみる。

「あそこまでしなくていいのに」

　闘真はぶつぶつ言いながらも、数分前の悪夢は押しのけ、気持ちを切り替えた。

　目の前には鳴なる神かみの尊みことが置いてある。深呼吸を何度か繰り返し、心を無に近づける。ここ一週間の日課を開始する。

　雑念が一つずつ消えていく。気恥ずかしかった感情もいつのまにかどこかに霧む散さんした。心の中に感情を一滴も残さない。

　目を開けた。鳴神尊がある。手に取る。いつもは感じるざわめいた感情は完全になりを潜ひそめていた。

　──いける。

　柄つかと鞘さやを両手で持つ。両手がゆっくりと離れ、間に鈍い光沢を放つ刀身が徐々に現れた。心はいまだ無のままだ。さらに刀身を引き出す。ゆっくり半分まで抜くと、ずっと止めていた息を静かに吐き出した。そのまま呼吸を静かに繰り返すこと十分。心が黒く覆おおわれることはない。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

『ほう、ずいぶんと制御できるようになったのだな』

　突然の声に、闘とう真まは尻しりを浮かさんばかりに驚おどろいた。そしてすぐに、長くため息をつく。

「もう、脅かさないでよ」

『その反応はいまので十五回目になる。おまえに学習能力はないのか？』

　声はするが人の姿はない。それも当然であった。由ゆ宇うの愛用するコンピュータＬＡＦＩサードに住む電子世界の申し子、風かざ間まが発する声だからだ。

「誰だれだって驚くよ」

『普通は十五回も繰り返せば、なれるものだが』

　何も言い返せなくなった闘真は、刀身をパチンとしまう。いまのように不意打ちを食らっても、心に変化はなかった。自分は自分のままだった。それは大きな自信となり、笑みとなって浮かんだ。

『あの夜からずいぶんと使いこなせるようになったな。長時間の使用にも耐えられそうだ』

　風間の言うあの夜とは、由宇が倒れた雨の夜のことだ。

　重火器を持った一個小隊──四十名がうしろから迫り、由宇の体はぼろぼろで戦える状態ではなく、八方ふさがりの状況だった。あのとき、由宇を大木の根元に預け、闘真はある種の覚悟──その手を再び血に染めることになってもかまわないと決意して、鳴なる神かみの尊みことを抜いた。

　しかし死人は出なかった。自分を見失うことはなかった。

「うん、なんとか制御できるようになったみたい。スフィアラボのときから比べると、雲泥の……」

　笑って風間を見るが、闘真の笑顔はすぐに強こわばった。

『ふむ、まだ感情の整理がつかないか。理屈で御せないとは、人の心とは不便なものだ』

　御せるものか。複雑な感情が闘真の内に渦巻く。

　ＬＡＦＩサードに宿る人格、風間遼りようは、もとはといえばスフィアラボ占拠事件の首しゆ謀ぼう者しやなのだ。その事件で、この家の主であり闘真の恩人でもある横よこ田た健けん一いちが死んだ。

『何度でも言うが、俺は知識としてスフィアラボの事件を知っているが、感情に関する情報は一切ない。この狭苦しいコンピュータに押し込められるとき、不要なものは切り捨てた』

　不要という言葉が闘真の感情を逆なでする。しかしスフィアラボのときの風間といまの風間を同一人物というには違いすぎた。命を助けられたこともある。しかし風間としての記き憶おくは持っている。

　別人なのか同一人物なのか。由ゆ宇うはどのような感情で接しているのか。この家でコンピュータのふりに徹てつしているのは、風かざ間まなりの気づかいなのだろうか。闘とう真まには解わからない。解らないから割り切れない。

　感情を別の方向に切り替えるため、ＬＡＦＩサードのモニターを見る。ほとんどは理解不可能なグラフか文字が並んでいるだけだったが、一つだけ理解できそうな映像があった。それならまだなんとかなりそうだと、しげしげと見る。上空から撮影した写真なのか、雲とその合間には小さな街があった。

「飛行機から撮影したのかな？」

『違う。スパイ衛星からの撮影だ』

「ふうん、スパイ衛星からの写真って、どこなの？」

『十年前に起きた隕いん石せきの大爆発を知っているな？』

「うん。僕も物心ついてたし。有名な事件だから」

『いま映しているのは、その被害現場の街だ』

「……どうして、そんなものを？」

『事故の真相を教えてやろう。見るがいい』

　ずっと静止状態だった映像が、動き始めた。雲が流れ、合間から小さい街が見え隠れしている。映像のちょうど真ん中に光の点が生まれた。それはあっというまに大きくなり、街を丸ごと呑のみ込んでしまう。爆風に煽あおられ、上空の雲が霧む散さんする。

　闘真は言葉を失いその映像に見入る。この瞬しゆん間かん、数万の人間が死んだ。戦後最大の大惨事、つい先日まで闘真はこの惨事を報道で報じられたとおり、隕石によるものだと信じていた。しかし映し出された映像は、とても隕石とは思えない代しろ物ものだった。

　光の後はもうもうと巨大な煙が街の空を覆おおった。やがて晴れてくる煙。しかし、そこに街の姿はない。

「……隕石の大爆発じゃなかったの？」

『真実は常に一握りの人間にしか知らされない。覚えておくといい。そしてこれが爆発で唯一残った建物だ』

　映像の中心が拡大され、そこにぼんやりと一つの人工物が見える。

『ここが峰みね島しま由ゆ宇うの目的地』

「なんなの、これ」

　質問には答えず、

『そして、これが現在の様子だ。今朝撮ったばかりの最新のものだ』

　映像が切り替わった。

　荒野であることに変わりなかった。しかしその荒野を大量の何かが埋め尽くしている。

「何？　ゴミ？」

『ははは。おまえはときどき面おも白しろいことを言う。冗談でなければ脳の欠陥を疑うが、おまえのジョークのセンスはなかなかいい』

「ど、どうも」

　嫌みなんだろうなと、鈍い闘とう真までも察した。

『ふむ、確かにこれがゴミだったらどれだけ楽なことか。急用のためとはいえ由ゆ宇うもいつまでもここにいて、悩むようなことはなかっただろう』

　映像が先ほどと同じように拡大された。闘真がゴミと表現したものが識別できる大きさになる。

「なんで？　……なんで、こんなものが？」

『今日から始まった街中の検問なぞ問題ないが、これは手こずる』

「だから、これ、何？」

『さっき、峰みね島しま由宇が言ったろう。防衛庁と警察庁の対立を。あれは確かだ。末端の現場では対立は起こるだろうし、うまく機能せず、そこをつくこともできるだろう。だが』

　そういって、風かざ間まは闘真がゴミと表現した画像を、さらにもう一段階大きく拡大してみせた。

『が、ここにいる訓練された部隊は、たんなる寄せ集めではない。優秀な指揮官がいるのだろう。ＬＣ部隊と同じくらいの。いや数と装備では、こちらのほうが明らかに上回る。海かい星せい、それが彼らの名だ』

　もう闘真にもそれがなんなのか判別できた。ゴミのように見えたのは戦車やヘリ。明らかに軍隊と解わかるものが映っている。

『そして先日の雨の夜、我々と接触した部隊も海星だ。どうやら彼らも峰島由宇を追っているらしい』

　闘真の中で不安がみるみる膨ふくれていく。由宇の目的地には、彼女を捕まえようとする強力な軍隊が、待ちかまえているのだ。

「ねえ、なんで由宇はここを目指してるの？　ここはなんなの？」

『教えて欲しいか？』

　由宇が教えてくれないのに、風間から聞いてしまうのにうしろめたい気持ちもあったが、それよりも心配が勝った。

『一つ、取り引きといこう。この建物は』

　しかし、内容を言う前に、風間は答えを言ってしまう。

『峰島勇ゆう次じ郎ろうのかつての研究所。峰島由宇はここで保護され、ＮＣＴ研究所に連れて行かれた。そして峰島勇次郎はこの日を境に失しつ踪そうした。峰島由宇にとって、因いん縁ねんの場所だ』

「そこに何が……？」

　十年前、由宇が自由を奪われた場所に集まる謎なぞの軍隊。原因も理由も解わからないが、そこにある事の大きさはなんとなく理解しはじめた。声がかすれるのが、自分でも解わかる。

『これ以上は、あの娘に聞け。私もあの娘も、まだ確証があるわけではない』

「解った。教えてくれてありがとう。で、取り引きって？」

『せかすな。順を追って説明する』

　風かざ間まはモニターに次々と写真を表示した。軍人や警官、特殊部隊の写真が重ねられていく。

『軍隊とはいえ、ここにいるのは日本の正規兵。凶悪犯罪者でもなければ、遺産強奪組織でもない。善良な一市民と変わりない。そう、さっき訪ねてきた警官と同じだ。家に帰れば家族もいれば、恋人もいよう。そんな相手に対して、おまえは躊ちゆう躇ちよなく鳴なる神かみの尊みことを抜けるか？　いや、おまえはいい。少なくとも峰みね島しま由ゆ宇う、あの娘がこの正規の軍隊相手にためらうことなく引き金をひけると思うか？』

「思わない……」

『俺おれは昨夜、あの娘に一つの提案をした。海かい星せい本拠地にある適当な電子機器を搭載した武器にハッキング、目的の場所から２００メートル離れた武器庫を爆破、事故にみせかけた騒さわぎを起こし兵力の大半を奪ってから、潜せん入にゆうしたらどうだと。が、一いつ蹴しゆうされた。もっとも迅速で確実な案だったのだが』

　素人しろうとの闘とう真までは、写真だけで軍隊の具体的な規模や人数を想像することは難しい。しかし風間の言う案を採用し、武器庫を破は壊かいしたら、何百人、何千人という死人が出るだろうということくらいは、闘真にも解った。

『敵は、そんな同情心や友愛を、おまえ達たちに対して持っていないのは明白なのに。困難な手段を選んでまで、あの娘は。これだから人間の感情の自分勝手な自己満足というのは始末に困る』

　風間の声はどこか苦々しい。

「自分勝手な自己満足なんて、そんなんじゃないよ」

　由宇は、優しい。口には出さず、心の中にしまっておく。そして、闘真にも、風間の取り引き内容が見えてきた。

『いざとなったら、坂さか上がみ闘とう真ま』

「なに？」

『おまえが敵を排除しろ』

　手元の鳴神尊を闘真は見た。

「解ってる」

　決意も覚悟も、とうにできている。

　あとは刀を抜くだけだった。
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　誰だれも夜に紛まぎれて気づかなかった。

　その街で一番高いビルの屋上にある長いアンテナに、人影があった。両足と片手で半身をぶら下がるようにアンテナに張り付いている姿は、猿を連想させる。しかしビルの屋上のアンテナに猿が張り付いているはずなどない。

　では人間ならば可ということになるのかというと、もちろんそんなことはないのだが、ともかくアンテナに張り付いている影は人間だった。それも猿にたとえるには失礼な容姿をしている。

　陽ひに焼けた浅黒い肌をした顔は、野性的で精せい悍かんな造りをしている。まるで豹ひようのようなしなやかで力強い肉体。瞳ひとみの輝きは、確固たる意志を感じさせた。

　危なげなくアンテナのまわりを旋回しながら、眼下の街を熱心に見ていた。時々つぶやく言葉は日本語ではない。奇妙なイントネーションを持つ言葉だ。肌と黒髪、彫りの深い顔立ちも日本人離れしている。どちらかというと中近東の顔立ちに近い。

『ベルフェゴール！』

　声は野性的な風ふう貌ぼうの中で唯一違和感のある耳に付けたイヤホンから聞こえてきた。女性の声は、発音の調子から日本語ではなかった。

　アンテナのまわりを回っている動きが止まった。めんどくさそうに頭を掻かくしぐさから、気が進まないことは一目瞭りよう然ぜんだ。外見通り、彼は都会や人工物が苦手だった。森や自然と戯たわむれているほうがいい。

　しかしベルフェゴールと呼ばれた若者は、気を取り直すと、懐ふところから布の切れ端を取り出した。鼻をひくつかせ臭においをかぐ姿は、犬そのものだ。

　ふところに布きれをしまうと、今度は目をつむる。ワインの香りを楽しむかのように目をつむったまま、鼻で深く長い呼吸を繰り返した。

「臭い。だから街は嫌いだ」

　街の様々な匂においを含んだ空気が鼻孔に吸い込まれては、その一つ一つを丁てい寧ねいにとりわけ、目的の匂いを探す。

　どれほど匂いを嗅かいでいただろうか。閉じられたままの目が、大きく見開かれた。

「見つけた。峰みね島しま由ゆ宇う」

　次の瞬しゆん間かん、アンテナは大きくたわみ、その反動を利用してベルフェゴールは跳ちよう躍やくした。たとえアンテナの反動があったからといって、その距離は異常だった。

　決して近くはないビルとビルの間を、人の体が跳んでいく。隣となりのビルの屋上に着地するやいなや、数十メートルの跳躍の衝しよう撃げきなどものともせず、獣けもののようにコンクリートを蹴けり、疾走を開始した。そのままビルの端まで奔はしると、再び常識離れした跳ちよう躍やくが繰り返される。

　ときにはビルの屋根ではなく壁を蹴けり、鳥のように舞う。ビルの谷間でコンクリートの壁を蹴り降りていく様は、まるで岩がん稜りようを下るカモシカのようだ。

　アスファルトの地面に足をつくとそのまま、人混みを速度を落とさず、ぶつかることなく、肉にく食しよく獣じゆうのごとく低い姿勢で奔っていく。

　ほとんどの人が、ベルフェゴールの姿に気づかない。あるいは気づいても、風だろうかと思う程度だ。それほど速かった。それほど人間離れしていた。

「峰みね島しま由ゆ宇う」

　ベルフェゴールは歯をむき出しにして笑う。

　匂においは微々たるものだった。距離にしてキロ単位。ベルフェゴールがたどり着いたのは、簡素な住宅街だ。人通りも少なく、夜になると寂しい感じがする。

　ベルフェゴールは人の道を歩くことなく、住宅の屋根から屋根へと奔っていく。音はほとんどない。やがてもっとも匂いの濃い住宅を見つけた。

　ベルフェゴールは片言の日本語は覚えたが、読み書きはできないため、表札に横よこ田たと書いてあったが読めない。

　しかし彼は確信していた。峰島由宇はここにいる。







　横田鏡きよう花かは眠い目をこすると、辺りを見渡した。

　母親の姿がない。代わりにテーブルの上には、ほんの数十分出かけるときの合図に使うお菓子が置いてあった。

　しかし鏡花はお菓子には目もくれず、階段を上っていく。家中の電気はついている。鏡花は、

「とーまちゃーん、ゆうちゃーん」

　舌っ足らずな声で、遊び相手の名前を呼んだ。由宇は呼んでも部屋にこもっていることが多いが、闘とう真まはすぐに来てくれるはずだ。しかし鏡花の期待と裏腹に、家の中は静かだった。

「とーまちゃーん、ゆうちゃーん。遊ぼう、どこなのー？」

　由宇がいつもいる部屋の扉を開ける。もとは父親の書斎だ。中はがらんとしていた。空虚な空気で満たされている。

　ようやく鏡花は事態を呑のみ込めた。正確には思い出した。闘真も由宇も、今朝どこかに出かけてしまった。しばらく戻ってこないという。

　泣いて引き止めて、母親になだめすかされ、闘真は困った顔をし、由宇はただ一度だけ頭をなでてくれた。由宇が鏡花をなでたのはそれが初めてだった。別れの記き憶おくで、嬉うれしかったのはそれだけだ。あとは寂しさと悲しい気持ちしか残らない。

　居間のソファでじっと母親の帰りを待った。父親の最後のプレゼントの小さなウサギのぬいぐるみを抱きしめ、唇くちびるをぎゅっと噛かみしめて我慢した。耳が片方だけ不自然にリアルなのは、破けてしまった箇所を、裁さい縫ほうならできると言って由ゆ宇うがなおしてくれたからだった。涙がこぼれそうになるのを、必死に耐える。泣いたらもっと悲しくなる。だからじっと我慢する。

　かたんと軒先で音が鳴った。玄関ではない。居間のカーテンの向こう、つまり外だ。母親の和かず恵えではない。

「……だれ？」

　不安そうな声を出すが、もしかしたら闘とう真まか由宇が帰ってきたのかもしれないと思い立ち、ソファから飛び降りると、カーテンを開けた。

　人がいた。しかし闘真でも由宇でもなければ、母親でもなかった。見たこともない肌の色をしている。景色にとけ込んだ浅黒い肌の中で、目だけがぎょろりと白く浮かんでいるように見える。

　感情が恐怖で染まった。ずっと我慢していた感情は、ついに防波堤をやぶり、堰せきを切ったように爆発した。

「あああん、あああん」

　我慢していた分、涙は目から大量にあふれ出る。大きく開けた口は泣き声を上げる以外になにもできなかった。

　窓の外の人影は驚おどろいた顔をし、とまどいの表情を見せる。しかしそれも瞬またたく間のことで、すぐに飛び退のいてあっというまに姿を消した。

　鏡きよう花かは怖さと寂しさと切なさが一いつ緒しよくたになり、泣くこと以外できなかった。その場でしゃがみ、顔を埋うずめ、いつまでも泣いた。

「ママ、ママ、ママ……どこ、どこなの？　ママ……おとちゃん、おとちゃん、帰ってきて、おとちゃん帰ってきて。いい子にするから帰ってきて、もうイタズラしないから、帰ってきて、帰ってきて、一人はヤダ。帰ってきて、置いていかないで」

　どれくらい時間がたっただろうか。さすがに泣き疲れ、嗚お咽えつを漏もらすだけになった頃ころ、居間の窓ガラスがとんとんと叩たたかれた。

　鏡花は先ほどの不気味な人影を思い出し、体を強こわばらせた。怖々と顔を上げる。窓の外には誰だれもいない。音は風のイタズラだったのだろうか。

　怖々と外を覗のぞく。何かいるのではないかと、左右を見渡した。しかし何もいない。ただ夜の中に何か潜ひそんでいそうで、再び怖くなりうつむいた。

　そこで鏡花は気づいた。窓の外に何かが置いてある。なんだろうと思い、様々な角度から見てみるが夜の暗さが邪じや魔まをしてよく解わからない。

　好奇心が恐怖を上回った、というよりは怖がっていたことを忘れた。我慢しきれなくなり、窓を開けた。

「わあ！」

　幼子は喜びの声を上げて、それを手に取り頭に乗せた。いい匂においが鏡きよう花かの胸を満たす。

「ただいまあ。鏡花、ごめんね一人にして。寂しくなかった」

　和かず恵えの声に、鏡花は玄関に走っていった。

「あらどうしたのそれ？」

　鏡花を見て、和恵は目を丸くした。色とりどりの花々で丁てい寧ねいに編まれた花冠が、鏡花の頭に可愛かわいらしく乗っていた。







　鏡花が花かんむりを手に取るのを見届けると、闇やみにまぎれていた人影は口元をほころばせる。しかしそれも瞬まばたきほどの間だった。再び疾走を始める。匂いの濃いほうへと獣けものの走りを見せる。

「峰みね島しま由ゆ宇う」

　犬歯をむき出しにした笑みは、先ほどのそれとは似ても似つかないものだった。
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「まったく貧乏くじだよなあ」

　口ではそういう萩はぎ原わらだが、足は軽快に目的地に向かっていた。もともと尾行、隠おん密みつ行動のたぐいを得意としている。

　時々小型のＧＰＳを覗のぞいては位置を確かめた。そうしないと道のない山中ではすぐに迷ってしまう。

「ああ、めんどくせ。有能ってのも考えもんだね。なんでもかんでも頼たよられてしまう。だからといって断ったら、八や代しろさん泣いちゃうし」

　草木が茂り起伏の激しい道なき道を、萩原はまるで平地のように歩いていく。

「おっと、ここか」

　突然開けた視界の谷間に、建築物があった。大小いくつかの建物は、深い山間の景観にとけ込むように屹きつ立りつし、静けさが漂っている。

「稲いな川がわテクニカル・第七ラボ。うん、間違いない」

　双眼鏡で建物の表札を確認すると、そのまま横に視界を滑らせ、建物に続く道を確認する。道は山の間をうねり、ふもとまで続いているはずだ。萩はぎ原わらがその道を使わなかったのには、わけがあった。

「……十分前か。陸路で来るか、それとも空か」

　時計を確認した後は軽口もなりを潜ひそめる。萩原は息を殺し、身じろぎ一つしなかった。気配を完全に断つ。

　山間の静けさを壊こわしたのは、ヘリの爆音だ。

「ブラックホーク？　やっぱり空からお出ましか」

　萩原が双眼鏡を向けた空には、いつのまに現れたのかいくつもの機影があった。ＵＨ─６０Ａ、多目的強きよう襲しゆうヘリだ。あっというまに研究所上空にまで迫ると、ロープをつたって、何人もの武装した兵士が降りてきた。

　本来はＡＤＥＭが解決するはずの事件を、海かい星せいが受け継いだ。手て際ぎわの一部始終を双眼鏡備え付けのビデオカメラに収めることを忘れない。

　ＵＨ─６０Ａに混じり、対戦車ヘリコプター・コブラの姿までもあった。それもビデオカメラに収めながら、萩原は唇くちびるの端を少しだけ曲げた。あっというまに、研究所のまわりは武装集団によって囲まれてしまう。

「黒くろ川かわ謙けんの軍勢ご到着ぅ。役割的にネオＡＤＥＭ？　悪者っぽい名前だなぁ」

　この手の任務でいつも八や代しろに注意される萩原の癖くせは、このときも直らなかった。撮っている映像の中に萩原の声が混じってしまうことだ。

　次に現れたのは、大型輸送ヘリＣＨ─４７Ｊチヌークだ。後部ハッチが開き、いまだ空中にあるというのに中からジープが飛び出してくる。

　次々と落下したジープはそのまま、道をふさぐバリケードと化した。

「うわっ、強引な手口」

　萩原が最初の音を耳にしてから五分。あっというまに稲川テクニカル・第七ラボはヘリと兵士に囲まれてしまった。

「包囲網完成まで五分かかってないじゃない。うちとタメをはるね。ちょっとピーンチ」

　外の騒さわぎに気づいたのか、ようやく建物の人間達たちが騒ぎ始める。しかしそれは鈍いのではなく、武装集団の手て際ぎわが鮮やかすぎたからだった。

　武装集団の代表が、マイクを持って話し始めた。

「稲川テクニカル・第七ラボの従業員に告ぐ。君達の研究の中に、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産の不正使用の疑いがある。いまより、強制捜査権を行使する。抵抗する者は遺産犯罪に関かかわりがあると見なし、実力行使により対処する」

「ちょっと君達たち、なんの冗談のつもりか知らないが」

　建物から飛び出した中年の男性が、スピーカーの男に向かって小走りに近づいていく。しかしそれもすぐに止まった。

　山の中に響ひびく銃声は萩はぎ原わらの耳にやけにこびりついた。同時に中年男性が倒れる。

「うわっ、撃うっちゃったよ。どう見ても一般人だろ。撃たれたおっさんも場の空気読めよ」

　さすがに予想できなかった展開に、萩原も動揺を隠せなかった。さらに銃声が一発。

「ウソ、マジ？　もう動けなかったじゃないか。なのになんで撃つんだよ。なんで殺すわけ？」

　赤い液体が、じわりと地面に広がった。

「強制捜査を始める。かかれ」

　海かい星せい所属第二強きよう襲しゆう師団の兵員は、いっせいに建物になだれこんでいった。







　捜査という名目の制圧は、順調に進んでいるように見えた。銃声と人の悲鳴が絶え間なく聞こえていたが、三十分後それもほとんど聞こえなくなった。

　両手を上げて、連行される職員達。

「ああ、ああ」

　萩原はため息に似た哀あい憐れんの声を出す。あの中に遺産の不正使用に関かかわった人間はいったい何人いるか。おそらくはほんの一握り。ほとんどはいまだ放置されっぱなしの最初に撃たれた中年男性のように、無関係のはずだ。犠ぎ牲せい者しやはどれだけでたか。

「スマートじゃないなあ」

　萩原のぼやきは最後まで録音されることはなかった。重なるように起こった大きい爆破音にかき消されてしまう。

　最奥にある建物からもうもうと煙が上がっている。銃声が再び聞こえ始めた。建物から海星の兵がわらわらと現れては、背後の建物に向かって銃器を狂ったように撃ち続けている。

「なんか、いやがる」

　崩ほう壊かいした建物の煙の中から、人影が現れる。しかしそれは人であるはずはなかった。人影に見えるそれの頭は、建物の屋根を突き破っていた。

「おお、パワードスーツってヤツ？　男のロマンだね。あれが遺産技術の不正使用製品？　いかにもだ」

　ゆうに４メートルはある高さのそれは、一歩一歩、地を確かめるように歩いていく。分厚い装甲に守られて、兵士達の撃つ銃弾を豆鉄砲のようにものともしていない。

　対戦車ヘリコプター・コブラがまわりを旋回した。スピードで翻ほん弄ろうし、戦車の装甲さえ貫くミサイルを発射した。しかし爆煙の中から現れたのは無傷のパワードスーツだ。それは腕のガトリング砲をヘリに向けると、ものの数秒で蜂はちの巣にしてしまう。

　さらに二体、建物の中からパワードスーツが現れたとき、海かい星せいの軍勢は浮き足だった。萩はぎ原わらもそろそろ潮時かと、徐々に距離を置いた。

「おお、パワードスーツがんばるね。さあどうでる海星？　これでトンズラしちゃ、ＡＤＥＭの代わりは務まらないよ」

　そのとき、萩原の手がふっと止まった。海星の軍勢がどうでるかカメラに収めようとし、視界を移したとき、海星の陣営内にあまりにも意外なものを見てしまったからである。

　一人だけ異彩を放っている人物がいた。戦せん闘とう服ふくを着ているが、あまりにも似合わなかった。それもそのはずである。その人物は腰の曲がった老人であった。

「じいさん……だよな？　海星の活動を視察してるお偉いさんか？」

　口にしながらも、頭の中では否定していた。この危機的状況で、視察の高官が外に出るはずはない。外見も日本人ではない。何よりも老人の姿を目にした瞬しゆん間かん、萩原の人一倍敏感な危険に対する嗅きゆう覚かくが、レッドゾーンに跳ね上がった。見た目はただの老人なのにだ。

「なんだ……あれ？」

　声がかすれる。やばい。あれはやばい。理由もなく、萩原の足は震ふるえた。充分、安全な距離を置いているはずだ。しかし喉のどが異常に渇く。パワードスーツさえ鼻歌まじりで見ていた萩原は、震えたまま動けなくなった。

　老人はひょこひょこと一人で、三体のパワードスーツに向かって歩いていく。武装も何もしていない。丸腰だった。

　それからの十秒間、萩原は己の目と正気を本気で疑った。

　三体のパワードスーツのガトリング砲が、容よう赦しやなく老人を撃うつのに当たらない。たいして速くもないのに、老人はするりと合間を抜けていく。

　あっさりとパワードスーツの一体の懐ふところに入り、手のひらで軽く胴を叩たたく。それだけでパワードスーツが停止した。残り二体も同様の運命をたどる。

「な、何をしたんだ？」

　パワードスーツの足元に何かが滴したたる。オイル漏もれかと思って双眼鏡の焦点を合わせると、それは赤かった。中から血が滴り落ちている。三体とも同じだった。

　海星の兵士が停止したパワードスーツに群がり、入れ替わるように老人が腰と肩を叩きながら、戻っていく。やれやれというのんびりとした声が聞こえてきそうなほど、老人一人だけが平和な雰ふん囲い気きをまとっていた。

　やがて兵士によってパワードスーツは開けられ、中の人間が引っ張り出される。異常な死体がそこにはあった。体が破裂していた。肋ろつ骨こつや臓器の、破裂の方向は外へと向いていた。さながらスプラッター映画だ。

　萩原の軽口は完全に途絶えた。口を閉ざしたまま、ふたたび老人の姿を探した。望遠鏡がその姿を捉とらえたとき、心臓が跳ね上がり止まりそうになる。

　老人の目は萩はぎ原わらを見ていた。静かな澄すんだ瞳ひとみだ。しかし怖かった。だからこそ怖かった。

「気のせいだよな。見ているはずがないよな」

　数百メートル先の深い茂みの中に、萩原の体はある。見つかるはずはなかった。しかし双眼鏡の中で老人は、まるで孫に笑いかけるように破顔した。やがて何事もなかったように視線を外し、ヘリの中に戻っていく。

「……最近のおじいちゃんは、性能いいな」

　萩原に軽口を叩たたく余裕ができたのは、老人の姿が消えてからたっぷり五分は経たったあとだった。撤てつ収しゆう作業を行いながら、全身を濡ぬらす気持ち悪い冷たい汗に、いま一度、萩原は体を震ふるわせた。
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　高い鋼鉄の柵さくが、延々と左右に延びて、山の奥まで続いている。

「うわあ、両端が見えないや」

　目的地を前にして、闘とう真まはおのぼりさんのように何度も首を左右に振った。

『この観光客にしか見えない言動。演技力を褒ほめるべきか、それとも状況の把握不足を嘆くべきか？』

「前者ではありえない」

　即答する由ゆ宇う。闘真は黙だまっていることによって、災難をやりすごそうとする。それが最適な行動であることはここ数日で学習した。この的確な対処能力はもう少し評価されてもいいのではないかと思う闘真だったが、やぶ蛇にしかならないのでやはり口は閉じたままだ。沈ちん黙もくは金。昔の人はよく言ったものだ。

　道路を歩いていくと、柵の間に検問所がある。黒と黄色のストライプで彩色された分厚いシャッターが道路の真ん中に立ちふさがっていた。

　一般人は立ち入り禁止区域だ。見張りの人間もいる。

「由宇、このまままっすぐ行って、いいの？　僕達たち追われてる立場だよ」

　由宇は軽くうなずいて、一片のためらいも見せず、検問所に近づいた。

「ああ君達、こっから先は一般人立ち入り禁止だよ」

　銃器を持った大柄の兵士は検問所から出てくると、闘真達を呼び止めた。

「ここは比ひ良ら見み特別禁止区域か？」

　由宇は偉そうに腕を組むと左右を見渡す。

「本当にどこまでも柵が続いてるんだな」

「ああん？　本かなんかを見て、見物にきた口か？　困るなあ、最近多いんだよな。そうだよ、比良見特別禁止区域。あんたら学生か？　学校でちょうど習いでもしたか？」

　兵士は舌打ちをするが、それでも闘とう真ま達たちを邪険に扱おうとはしなかった。

「そ、そうです。学校で習って、ちょうど雑誌の世界の七不思議特集も見て……」

　左右を見渡し、うんともすんとも言わない由ゆ宇うにかわり、闘真が慌てて同意する。

「それじゃあ興味持ってもしかたないよなあ。俺おれも当時はびっくりしたから」

「事故の当時を知っているのか？」

　黙だまっているばかりと思っていた由宇だが、口をはさんでくる。由宇の口調はどんな相手でも変わることはない。できれば時と場合と相手を考こう慮りよして欲しいと思う闘真だったが、兵士は意外にも気にした様子はなかった。サングラスで隠れた顔からも綺き麗れいな女性と想像できるからか、心持ち鼻の下を伸ばしている。

「当時っても、あんたらと一いつ緒しよか若いくらいだったな。叔お父じが住んでたんだ。お年玉もらうときくらいしか会ったことないけど、それでもショックだったぜ。いきなり叔父の住んでる街が、謎なぞの大爆発で消滅。国内どころか、世界を騒さわがせたよ。隕いん石せき説で落ち着いたけどな。運がないよ。叔父だけじゃなくて、街の人みんな。隕石にあたって死ぬなんて、世界に数えるほどしか例がないのによ」

「た、大変でしたね」

「ここも大爆発の後は、公園と慰い霊れい碑ひを造るって話だったんだけど、なんか話が流れてね。なんでも隕石に危険な物質が含まれていたらしい」

「え、そうなんですかっ!?」

「ん、ちゃんと勉強しておけよ。なんだかんだの紆う余よ曲きよく折せつの末、慰霊碑は別の場所に建て、ここは年に二回だけ犠ぎ牲せい者しやの関係者の訪問を許すようになった。いまでは事故現場の研究と……おっと、あんたたち離れててくれないか。あれはここに用のある車だ」

　闘真達がうしろに下がるのとすれ違いに、一台の公用車が検問所の前に止まった。公用車の窓ガラスが開き、中から運転手が身分証明書らしきものを提示する。中に数人の男性が乗っているのが見えた。
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　黒と黄色の警告色のシャッターが、ゆっくりあがっていく。赤いランプが回転し、検問の開放を知らせるアナウンスが聞こえてきた。

　シャッターが完全に開ききると、公用車は再び発進し柵さくの内側へと入っていった。

「どうした？　手続きに手間取っていたようだが」

　黒くろ川かわ謙けんは報告書に目を通しながら、運転手に声をかけた。いくつか気になる点はあるが、いまのところ遺産犯罪対策部隊の運用に文句は出ていなかった。もう少し強引な手段に出ても、世論を味方につけられそうだ。そんなことを考えていたのだが、いつもより長い停止時間に疑問を抱いた。

「何かあったのか？」

「いえ、なんでもありません。子供が検問所の兵士と話していたので、少し手間取っただけです」

「子供？」

「たまにあるそうです。学校で習ったり、テレビや雑誌で見てここに来ることが。ちょうど先週発売のオカルト雑誌に載ったこともあって。私達たちにとっては忌いまわしい記き憶おくですが、その頃ころに物心ついていなかった彼らにとっては、刺激のある過去の出来事くらいにしか思っていないのでしょう」

「……」

　黒くろ川かわはなんとなく気になってうしろを振り返る。ちょうどシャッターが降りきるところで、一いつ瞬しゆんだけ隙すき間まから、その子供らしき者の足が見えた。

「……ふん」

　たいした興味も抱かず、黒川は報告書の修正を続けた。おのぼりさんのような子供に、気を回している暇ひまはない。

「ここを海かい星せいの本拠地にすることに、どういう意図が？」

　シャッターが完全に閉まったとき、存在を忘れそうになるほど、だまり続けていた隣となりの席の人間が、重々しく口を開いた。

「あくまでも仮ですよ。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの驚きよう異いを胸に刻んでもらうため、象徴的に使っているだけです。指導する立場の人間だけでもそれを知っていれば、熱の入れようは変わるでしょう」

「……」

「あなたの気持ちも解わかる。ＡＤＥＭに代わる組織。いろいろと心配もあるでしょう。だが、私は自信を持って言いましょう。ここを見たらそんな心配は杞き憂ゆうに終わると」

　そう言って黒川は隣の席の人物──伊だ達て真しん治じに向かって笑って見せた。
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「でも、よくバレなかったね」

　公用車が去った後、再び兵士と会話の花を咲かせた闘とう真まは、礼を言って別れ、由ゆ宇うに興こう奮ふんした口調で話しかけた。

「ここのセキュリティは守るためのもので、捜査目的ではない。特化された機能と人間は、どこかに穴が生じる。こういう状況には意外と脆もろい。それに懐ふところにいきなり私達が潜もぐり込むとは考えないだろう」

『伊達には通じないぞ』

　由ゆ宇うは苦笑混じりに同意する。由宇も伊だ達てをよく知っているが、逆もしかりだ。

「でも、バレなかったし、親切な兵士さんからいろいろ聞き出せたよ。たとえば……」

「いや、いい。君達たちの会話の内容はすでに調査済みだ」

「え？　まさか、無む駄だ？」

「そんなことはない。君が長く話していてくれたおかげで、思ったよりも情報を集めることができた。定時連絡は十分おきで、思ったよりもスパンは短い。何人かいた兵士の体つきから、訓練度も推測できた。結果、君の無駄話は、時間稼ぎとしてとても役に立った」

　あまり素直に喜べないのは気のせいだろうかと思いつつ、闘とう真まはしかたなくうなずいた。

「比ひ良ら見み特別禁止区域。現在防衛庁の管かん轄かつ下かにあり、一般人の立ち入りは当然禁止。周囲の柵さくは１６００万平方メートルの平地と、その五倍以上の山岳地帯を囲っている。柵の高さは11・５メートル。上部には高圧電流。柵の見張り台は平均72メートル間隔で設置され、六名による三交代制。見張り台を頂点としたジグザグ型の柵は、侵入者の発見をたやすくする」

　闘真が聞き出した情報よりさらに詳しいことを、由宇はすらすらと口にする。

「げ、厳重だね」

「『どこがだ？』」

　異口同音で、由宇と風かざ間まが答えた。

「うん、これは誘さそい出す罠わなだ」

『侵入者を追い返すのではなく、中に誘い込んで捕まえる』

「あるいは、殺す」

『たかだかこの程度の柵に気き後おくれしているようでは、中に入ってからは』

　二つの声に同時に攻められ、脅され、闘真はただ額にいやな汗をかくしかなかった。

「で、でも、時期が時期なら簡単に紛まぎれ込めたかもしれないのに」

「ん？　もしかして年二回の関係者のみの開放日のことを言っているのか？　ふむ、確かに私も関係者だ」

「え、そんな意味じゃなくて、その、開放日なら紛れやすいって思っただけで……」

　一生懸けん命めい反抗を試みる闘真だが、由宇も風間も聞いていないことを察してすぐに押し黙だまる。

『いやいやいや、ここまで笑えない冗談をさらりというあたり、意外と大物かもしれないぞ』

「風間、それは過大評価だ」

『解わかっている。時々絶望的な気持ちを忘れたくなるだけだ』

「いや、やはり偉大か。ＬＡＦＩの知性に絶望感を抱かせるなど、私でも難しい」

　やはり沈ちん黙もくこそが唯一無二の正しい反応らしい。闘真は今度こそ口にチャックをした。







　比良見特別禁止区域より１キロほど離れた地点で、闘真達は顔をつきあわせた。今後の作戦会議である。

「いまの状況と、私達たちがすべきことを確認する。風かざ間ま」

　由ゆ宇うの呼びかけに応じて、ＬＡＦＩサードのモニターに衛星写真の拡大図が現れる。

「いまから一週間前、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうがついに動き出した。これは《希望》の事件での【脳の黒点】活動を観察していたものと思われる」

『不可解なのは、一方的にデータを搾さく取しゆすればいいだけのものを、わざわざ【脳の黒点】、巨大化した変異体にアクセスし、俺おれ達に居所を知られたことだ』

「さらに不可解なことがある。居所が知られる原因になったアクセス、ある種の信号が、いまだ定期的にその場所から発信されていることだ。それがここだ」

　写真はほぼ一面荒野だった。十年前までは街があった場所だ。荒野にさせた爆発の中心地に、唯一残っている建物。峰島勇次郎の旧研究所を、由宇は指さした。

　ほんの瞬まばたきの間ほどだったが、闘とう真まは指をさした由宇の動作に遅さを感じた。風間の話では、そこは十年前、由宇が発見されＮＣＴに監禁されるきっかけとなった場所だという。由宇の横顔からはどんな感情も読みとれなかった。ただ、いつにもまして感情を殺しているように見える。

「信号はなぜか、いまだに発せられている」

　この一言のときだけ、由宇は納なつ得とくがいかないという感情を見せた。

『罠わなの可能性はある』

「いま無理して行く必要あるの？」

　闘真の疑問に、由宇は目を合わせないまま答える。

「ある」

　それは何度か繰り返された問答だ。いつも答えは同じ、由宇はただ行かなければならないと、強弁する。その理由は勇次郎の手がかりがあるからというものだが、具体的な内容は教えてもらっていない。

「どうして？」

　由宇は答えない。

「いつまで、隠してるんだよ？」

　少しむっとした闘真は、強い口調で言った。

「阻止すればいい。何が起こるか、可能性でしかないものを知る必要はない」

「そんなの答えになってない」

　闘真と由宇の間に、珍しく緊きん張ちようした空気が流れる。

　しばらくして、先に折れたのは闘真だった。

「……解わかったよ。でもいつかは話して欲しい。僕は興味本位で聞いてるんじゃない。由宇はつらそうにしている。人には言えない何かを抱えてるみたいだ。僕に話したくらいじゃなんにもならないかもしれないけど、でも少しでも力になりたい」

「……ありがとう」

　由ゆ宇うは顔を伏せて、消え入りそうな声でそう言った。

　風かざ間まが話の流れを戻した。

『現在、海かい星せいの軍勢は日本各地に散らばっている。理由は二つ。もともと様々な訓練メニューをこなすため各地に散っていたのと、もう一つはここ数日に行っている遺産違法使用の強引な取り締まりにある。民間の違法使用五件、公的機関の違法使用二件、計七件の遺産犯罪を事前に食い止めているが、同時に無関係な民間人の犠ぎ牲せい者しや四十七名を出している』

「それは、酷ひどいね」

『そうとも言い切れないぞ。取り締まる前に遺産が流出し、もっと大きな犠牲を生んだ可能性もある』

　風間の言葉に、闘とう真まは言葉を詰まらせた。

「正否の判断はつけようがない。しかし、もしもを言い出したら、収拾がつかなくなる」

『だが予測による今後の対処の改善は必要だろう』

「風間、こういう場合大切なのは、犠牲者の数がどちらが多かったかではない。起こった出来事に対して、感情の整理がつけられるかどうかだ。遺恨を最小限に抑える。それこそが大事なんだ」

　意外にも由宇が闘真の意見の援護をした。こういうとき闘真はほっとする。自分の意見を支持してくれたからではない。由宇と風間は思考の傾向が似ている。意見を同じくすることが多い。しかし風間の意見はやはりどこかに人間離れした冷たいところがある。由宇は人の気持ちを大切にし、命を数で測るような真ま似ねはしなかった。

『ふむ、あいかわらず生ぬるいことを言う』

「感情論ではない。強引な手段による取り締まりは、遺恨を残す。長期的に続けば遺恨はやがて、新たな犯罪の火種となる」

『それを生ぬるいという。それらも事前に察知することが大事なのではないか？　いや、話が堂々巡りになりそうだな。次に話を進めよう。そもそもそこの小僧が、酷いね、などという凡ぼん庸よう極まりない感想をこぼしたのが悪い』

「そうだな」

　由宇の冷めた視線と、なぜかＬＡＦＩサードからも同様の視線を感じて、闘真はたじろいだ。

「ええっ！　な、なんで？　結局全部みんな僕のせい？」

「うるさい。次に行くぞ」

　抗議はあっさりと無視された。

「いまの問題はそんなことではない。大切なのは現在海星の軍勢が、遺産の不正使用取り締まりのために全国に散らばり、駐屯する部隊が少ないことだ」

『うむ。荒野に残存する兵力は、海かい星せい軍勢のごく一部だ』

　それを聞いて闘とう真まはほっと胸をなでおろす。以前見た写真では、駐屯地の兵力は絶望的な数値だった。

『現在海星に駐屯している兵力は、指揮通信車三台、90式戦車十台、74式が五台、96式装輪装甲車十台、１２０㎜迫はく撃げき砲ほう二台、89式装甲戦せん闘とう車しや三台、自走高射機関砲三台、高機動車十二台、対戦車ヘリ八機、輸送ヘリ三機、観測ヘリ八機、推定部隊数五十八、人数に換算して千十七名の兵士。さらに……』

「ちょ、ちょ、ちょっと！　それのどこがごく一部なの？　僕には大部隊に聞こえるよ」

「海星の軍勢の十分の一以下だぞ？」

『うむ、いまが好機だ』

　由ゆ宇うと風かざ間まにはなんのためらいも見えない。

　自分は間違っているのだろうか。闘真は自問自答した。千人以上の兵士にバリエーション豊かな各種兵器。対するは由宇と風間、それに自分。すなわち三対千の軍勢。これを好機と断言してしまう状況はどうなのだろう。どう考えても闘真は、自分の感想のほうが正しいように思えてきた。

「問題は兵力だけではない。周辺の地形はこの中心の平地を守るのにじつに適している」

『海星の装備から、周辺は罠わなのかたまりと言っていいだろう。あらゆる侵入者を知らせる警報装置、監視カメラ、トラップが張り巡らされている』

「山を越えたとしてもさらに難関が待ちかまえている。荒野に到着してからのほうが大変だ。ほとんど遮しや蔽へい物ぶつのない地形。海星軍隊の駐屯地の中心部」

　由宇は比ひ良ら見み特別禁止区域の中心、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの旧研究所を指さし、静かに宣言した。

「それでも私は、ここに行かなければならない。何があっても」

　どうしてそこまでして行かなくちゃいけないの？　と、心の中で闘真は問う。しかし口にすることはない。もう何度も聞いた。しかし、彼女も風間も、勇次郎の手がかりがあるからというそれ以上の理由を闘真に教えてはくれなかった。
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　闘真と由宇がいる道路から直線で約７００メートル、さらに野と深い渓谷も間に挟み、樹海のごとくうっそうとした森も飛び越え、その中の一番高い木まで１２００メートル。

　計約２キロメートルの距離を間に挟み、背の高い木の上にその姿はあった。

「見つけた」

　ベルフェゴールだった。

　通信機を通し、仲間に発見を伝える。










　その場にはベルフェゴール一人を欠いた七つの大罪、六人が顔をつきあわせていた。

「もう見つけたか。思ったより、早いのう。……さて、誰だれを向かわせるか」

　七つの大罪のリーダー格、ルシフェルが残る五人を見る。

「俺おれが行く」

「ベルゼブルか……。おまえの行動原理は私し怨えんではないだろうな？」

　ベルゼブルと呼ばれた男は、ルシフェルの問いにただ黙もくした。沈黙の意味は否定ではない。ルシフェルとベルゼブルの間に、緊きん張ちようが生まれた。

「ベルゼブルが行くなら私も行く」

　いままで興味なさそうな顔をしていたレヴィアタンが、勢いよく立ち上がった。緊張が霧む散さんする。中近東系の顔立ちと民族衣装のような姿。年とし頃ごろの少女特有の天てん真しん爛らん漫まんさを、無邪気に発散している。

「レヴィア……足手まといになるな」

　殺気を解いたベルゼブルは、仕方なさそうに同行を認めた。レヴィアタンは嬉うれしそうにうなずき、思慕の眼まな差ざしをベルゼブルに向けた。しかしベルゼブルの眼差しはすでにレヴィアタンにはなかった。この部屋のいずれでもない。指先が顔の傷をなぞり、奥歯が砕けんばかりに噛かみしめられる。彼の傷は顔だけではなく、全身無数にあった。

　さらに一人、黙だまって手を挙げたのは妖よう艶えんな女性であった。

「アスモデウスか。まあ、よかろう」

　アスモデウスは妖あやしげな微ほほ笑えみを浮かべたまま、満足そうにうなずいた。

「いいだろう。ベルゼブル、レヴィアタン、アスモデウス……あと一人は欲しいな。サタン、おまえが行け」

　ざわりと部屋がどよめいた。

「私が動くほどの相手とも思えないが」

　サタンと呼ばれた人物の姿は普通ではなかった。頭の先からつま先まで全身を、体にフィットした銀色のスーツで包んでいる。奇妙なのは姿だけでなく、発する声も普通ではなかった。ボイスチェンジャーを介しているのか電子音声のごとく無機質な声。

「それに俺の能力は捕獲任務に向いていない」

「脳が無事ならいいらしい」

「手加減する努力をしろということか」

「うむ」

　ルシフェルは満足そうにうなずく。

「それともう一つ、あのお方との、約束を忘れるな」

　あのお方ですべてが解わかるのか、異なった緊きん張ちよう感かんがその場に漂う。

「特にベルゼブル、解っているな？」

　やはりベルゼブルの返答はなかった。
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　伊だ達ては海かい星せいの駐屯地全土を見渡し、

「ほう」

　と感心した声を出した。

　訓練をしている部隊と控えている部隊がある。部隊の熟練度は高い。戦争から遠い位置にある日本において、これ以上の成果は望めないだろうというレベルに達している。武器や兵器も充実し、士気も高い。黒くろ川かわの自信は根拠のあるものだ。

　──あるいは任せてもいいかもしれないな。

　黒川が信用にたる人物なら、伊達も本心からそう思えただろう。最初に会った頃ころと、いま再び抱いた洗練潔白なイメージ、それとは相反する黒川につきまとう噂うわさ。どちらか一方であれば、問題はなかった。しかし噂と実像のギャップを埋めるものは何かと考えると、伊達の警戒心が頭をもたげる。

「ああ、おまたせしました。いろいろと手続きが面倒でしてね。ここにいる間は、このＩＤカードを身につけておいてください」

　黒川が仮設本部から出てくると、ＩＤカードを差し出した。伊達は代わりに持参したアタッシュケースを差し出す。

「これを」

「ああ、これが例の」

「彼女はおそらく身体からだに支障をきたしている。中に彼女用に調合されたカンフル剤があるので、捕らえしだい早急に注射してください。もう一つ、数十種類の毒入りカプセルが混入された食塩水と解毒剤です。こちらは彼女の行動の束そく縛ばくに使用しますが、できれば使わないでいただきたい」

「確かに。お預かりしました」

　黒川はにこやかにアタッシュケースを受け取り、中を確かめる。何種類かの注射器と簡単な説明書があった。

　黒川がアタッシュケースを見ている間、伊達は再び海星の部隊に目をやった。一つだけ気になることがあり、それを黒川に問うことにした。

「今日は手て薄うすのようだが？」

「各地に部隊を派遣していますから。その成果は伊だ達てさん、あなたの耳にも入っているでしょう」

「民間人の犠ぎ牲せい者しやが出ている」

「それで凶悪犯罪に発展する可能性を知っていながら、のんびりと証拠固めですか？」

「民間相手では、いろいろと難しい」

「伊達さん、私はＡＤＥＭを評価している。しかしいつまでも後手後手に回るようでは、その評価も再考を求められてしまう。人道的手段と言えば聞こえはいいが、それでは駆逐できない悪もある。第二次世界大戦で戦争が終わったと思っているのは、一部の平和な世界に住むものだけだ。戦争はいまもずっと姿を変えて続いている。それでも十年前までは牧歌的と言ってもよかった。米ソの冷戦でさえね。現在、世界の低烈度紛争ＬＩＣやテロの何割に遺産が関かかわっているか、あなたには言うまでもないでしょう？　それだけじゃない。凶悪犯罪も武器商人もだ」

　黒くろ川かわの口調が徐々に熱くなっていった。それを伊達はため息と苦笑、そしていくらかの羨せん望ぼうをもって迎えた。応こたえた伊達の口調はがらりと変わっていた。

「君は昔から変わらないな」

「おまえは変わったな。昔はもっとぎらぎらしていた」

　伊達の話し方の変化につれ、黒川も変わった。否いな、変わったのではなく戻ったと言ったほうが正確か。二人がまだお互いの道に進む前の話し方だ。

「ＡＤＥＭの創立を聞いて、俺おれはああ、やっぱりと思ったよ。おまえならそれくらいのことをやるだろう。悔しいとも思ったが、同時に憧あこがれてもいた。伊達真しん治じ、おまえは俺の目標だった」

「意外な言葉だ。なぜそれをいま？」

「ああ、どうして今そんなことを言うのか教えてやる。伊達、おまえは目標ではなくなった。いつのまにかＡＤＥＭ存続のため、他ほかの組織とのバランスを考えるようになった。保身に走った。正直、失望したよ。正義の前に立ちはだかる障害など蹴け散ちらすべきだ」

　熱い口調の黒川に対し、伊達の態度は冷めていた。

「黒川、おまえの野心はある意味正しい。しかし手段を選ぶことも大事だ」

「確かに俺のやりかたでは民間人を犠牲にする。しかしのんびりことを構えて、犯罪が発覚し犠牲者が出てから捕まえるのと、どちらが被害が大きい？」

「もしもの話をしてもしかたないだろう。俺にできることは与えられた権限内で、できる限り遺産犯罪を未然に防ぎ、被害を最小限にすることだ」

「怖おじ気づいた言葉など、聞きたくもない」

「しかしそういう人間が必要なものも事実だ。大きな権力は、理不尽に抑えられている程度が、ちょうどいい。それに……」

　伊達はふっとなぜかそこで、表情を緩ゆるめた。

「先走って無む茶ちやする人間は確かに必要かもしれないが、俺にできるのはそれの後始末と補佐にすぎん。……地位も権力も最低限あればいい」

　黒くろ川かわは何も言わないまま、すごい形相で伊だ達てを睨にらんでいた。その心中がいかなるものか、伊達は容易に想像できた。

　──まるで十二年前の俺おれだ。

「このままでは、ＡＤＥＭの権限は海かい星せいに移行する。おまえは自分の目的を他人にゆだねるというのか？」

　伊達はため息をつく。黒川の解釈は予想できた。同じ事を十二年前、自分も言っていた。黒川の正義感は正しい。しかし目的が正しい故ゆえに手段が見えなくなっている。

　なんと返答するか、考える伊達が口を開く前に、黒川が先に怒りを鞘さやに収めた。

「いや、伊達、よそう。俺達たちがここで主義主張を戦わせても無意味だ」

　軽く前髪をかきあげる仕草をし顔を上げたときには、もういつもの黒川に戻っている。

「お互い組織や情報源のしがらみもある。信しん頼らい関係を結ぶのも無理かもしれない。が、俺も戦場を見てきた人間だ。遺産犯罪も遺産の武器使用も、許しがたいことだと思う気持ちは、おまえと同じだと思う。だから、できる限り協力はしたいと思っている。これは本心だ」

　そう言って黒川は、伊達に向かって右手を差し出してきた。
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　峰みね島しま由ゆ宇うはずっと閉じていた目を見開いた。

「時間だ」

　辺りはすでに暗い。

　由宇の提案した潜せん入にゆう方法はシンプルなものだった。使用するのは石と数本のダーツ。

「それをどうやって使うの？」

　と問えば、

「簡単だ。石を見張りに投てきし気絶させ、他ほかの見張りに気づかれないように、ダーツで倒れないよう服を固定する」

　あまりにも馬ば鹿か馬鹿しく、しかも石で気絶させダーツで支えることをほぼ同時に行わなければならない困難極まる動作を、由宇は易やす々やすと二人同時にやってのけた。

　二箇所の見張り台を同じ要領でつぶすと、悠々と高い柵さくを越えていく。柵を越えると、深い林のある山の中だ。山を一つ越えたところに、問題の荒野、現海星駐屯地がある。

　山の中は海星の仕掛けたトラップがいくつもある。電子機器類を使用し通信するものは風かざ間まが黙だまらせ、物理的なトラップは由宇がペンチやナイフ等、オーソドックスな道具で無効化していった。

　いまも目の前の木の間に張り巡らされたワイヤーに行く手を阻はばまれているが、

「簡単なトラップだ。これくらいならすぐに外せる」

　と余裕の表情で手の中のペンチを回していた。
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　二人を見つめる四つの視線があった。七つの大罪の四人、ベルゼブル、サタン、レヴィアタン、アスモデウスである。

　彼らの間で交されるのは異国の言葉だ。

「面倒なところに忍び込んだ」

　ベルゼブルは頬ほおの傷を撫なで、奥歯を噛かみしめる。異国の服を着た褐色の少女──レヴィアタンがその様子を心配そうに見ている。

　妖よう艶えんの美女──アスモデウスの普ふ段だんの色香が漂う笑みも、このときばかりは優しげな微笑に変わる。レヴィアタンに何かを耳打ちすると、レヴィアタンは面おも白しろいくらいに慌て、闇やみ夜よでも解わかるくらいに顔を赤くした。

「どうする？」

　ベルゼブルの視線にサタンは電子的な声で答える。

「簡単だ。こうすればいい。おまえ達たちは離れていろ」

　サタンの周辺の空気が、波打つように揺らいだ。
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　差し出された右手に応こたえるべきか否いなか。

　もう一つの懸け念ねんが伊だ達てにはあった。比ひ良ら見み特別禁止区域に仮設とはいえ、海かい星せいの軍勢を置いているのは不自然だ。見えない黒くろ川かわの思惑を見定めるためにここに来た。その懸念をどのように探るかの逡しゆん巡じゆんが、判断をわずかに遅らせ、伊達の右手が黒川の手をつかむ寸前に、兵士の一人が部屋に入ってきた。

　黒川のところに来て、敬礼すると、耳打ちをする。

　黒川は一つ、うなずくと、

「急用ができたので、失礼する。案内の者をつけるので、心ゆくまで見て回ってください」

　と伊達の右肩を叩たたく。

　だが黒川の口調にはただならぬ雰ふん囲い気きが混じっており、急ぎ足で仮設司令部と思われる建物の中に消えていった。その背中を見送っていた伊達は、その出来事の元凶をすぐに知ることになる。

　爆発音が鳴り響ひびき、駐屯地の端から大きな火の手があがった。

「なんだ？」

　伊だ達ては爆発の方向に走り出した。また火の手があがった。もう事故とは言えない状況だった。
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　爆発音に続き、サイレンの音が鳴り響いた。比ひ良ら見み特別禁止区域のライトというライトが灯ともり、昼間のように明るくなる。ヘリのローター音がけたたましく空を覆おおい、人や車の音も中心部から届いてくる。

「簡単に外せるんじゃなかったの？」

　ペンチを持ったまま凍り付いていた由ゆ宇うは、我に返って反論する。

「私じゃない！」

「でも……」

『真相の究明は後だ。いまはこの状況をなんとかしろ』

「待て、その言い方は引っかかるぞ。私じゃないと言っている」

　直上からヘリの爆音が被かぶさり、闘とう真ま達たちの周辺をサーチライトが照らした。

「侵入者に告ぐ。ただちに武装を解除し投降しろ。繰り返す。ただちに武装を解除し投降しろ」

　ヘリからハウリングのまじった耳に障さわる警告が届いた。

「見つかっちゃったよっ！」

「言っておくが、決して私のせいじゃないからなっ！」

　侵入者の発見に、他ほかのヘリが次々と集まる。時を待たずして、地上からも海かい星せいの部隊が押し寄せるだろう。

『言い争いはあとだ。ともかくいまは逃げろ』

　二人は脱だつ兎とのごとく走り出した。しかしサーチライトの明かりは、逃すことなく二人の姿を追った。それどころか、サーチライトの数が二つ三つと増えていく。

「どうしよう由宇、囲まれてきたよ」

　機影が次々と姿を現し、その数を七つにまで増やした。なんとか物陰に隠れるが、見つかるのは時間の問題だった。

「逃げるのも面倒だ、片づける」

　上空をうろうろするヘリを見て、由宇は苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「片づけるって？」

　答えの代わりによこされたのは、由宇の荷物とＬＡＦＩサード──風かざ間まだった。

「君はそれを持って逃げろ。ヘリは私が引きつける。落ち合う場所はＬＡＦＩにインプットしてある。風かざ間ま、ナビしろ」

『俺おれは小僧の道案内か』

　風間の反論を最後まで聞かず、由ゆ宇うは走り出していた。サーチライトがいっせいに少女の姿を追った。

「あ、由宇！」

　しかし闘とう真まの足は止まった。由宇を追うのをためらったわけでもなければ、見失ったわけでもない。表情が一変する。

「なに？」

　林の奥を、闘真は睨にらむ。夜の中から強烈なプレッシャーが発せられている。それは殺意だった。

　前方に注意を取られ、上空からの攻こう撃げきに反応が遅れた。真上から伸びてきた何かが、闘真の首に巻き付いた。とっさに喉のどを押さえ、首が完全に絞まるのを防ぐ。それでも呼吸は苦しくなる。白い平べったいロープ状の物は、きりきりと喉をしめあげてきた。

「ム、ムチ？」

　締め付けられた喉で闘真はようやく声を絞り出す。ムチはまっすぐ上に伸びている。木々の上から何者かが狙ねらったのだ。姿は枝や葉に隠れて見えなかった。

　ムチは上に巻き上げられ、容よう赦しやなく首を締め付ける。闘真のつま先が地面から離れた。
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「怜れい、怜！」

　珍しく取り乱した麻ま耶やの声に、怜はいつもと変わらない落ち着いた雰ふん囲い気きで現れた。

「お呼びでしょうか？」

「フリーダムを盗んだ犯罪組織の正体。この情報は本当なの？」

　麻耶が書類の束を手に掲げる。

「はい。北ほく斗と様から経由された情報ですので、間違いないかと」

　真まな目め家の次男、兄の一人である北斗の名を出され、麻耶は半分納なつ得とくし半分疑問に思った。ロシアと東ヨーロッパ、それに中東とアフリカ、いわば世界の火薬庫の情報網を束ねる北斗ならば、いま麻耶の手元にある書類に間違いはないだろう。北斗は嘘うそをつく性格ではない。任された仕事は完かん璧ぺきに成し遂げる。そのパーフェクトなやり方は麻耶も舌を巻くが、北斗は自分から動くという真ま似ねはしない。完璧主義者であると同時に怠け者でもある。アンビバレンスな性格が違和感なく同居しているのが、真目北斗であった。

「北斗が？」

　そのような性格のため、こちらからのアプローチもないのに北斗から情報がくるのは珍しい。だからこそ、いま麻ま耶やの手中にある情報の重要さが知れる。

「七つの大罪……実在していたとは思いませんでした」

「はい、私も驚おどろきました。名ばかりの作られた伝説かと」

　麻耶の眉み間けんにしわが寄り、犬のようにうなった。最近の他ほかの書類もひっくり返し、それぞれを比べている。怜れいがそのような立ち振る舞いはいかがなものか、と注意をすべきかどうか迷っているうちに結論が出たようだ。

「ＡＤＥＭに繋つなぎなさい。下の人間では話になりません。伊だ達て司令に直じかにお話があると、伝えなさい」

「麻耶様、いいのですか？　以前の事件ならまだしも、このように積極的にＡＤＥＭと関かかわることは、家訓に背くことになります」

　デスクに向かおうとしていた麻耶の動きがピタリと止まった。そして怜を振り返り、

「家訓？　家訓ですって？　お父様の作ったルールを守れと？　このような非常事態に見て見ぬふりをしろと？」

　強い意志を持って、マホガニーの机が叩たたかれる。

「私、もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れましたの。闘とう真まのこと、《希望》の街のこと、蛟みずち叔お父じ様とクレールのこと！　私は大事なことを見失っていました。何を一番大切にしなければならないか。自らを犠ぎ牲せいにしている、あの娘に教えられたはずなのに……」

　麻耶はいったん言葉を切り、静かな表情をする。

「決して踏みにじられてはならないことがあります。私は最近ようやくそれを学びました。いかに自分の力が及ばぬ敵であろうと、恐れていては道が開けません。無む謀ぼうな闘たたかいと解わかっていても、挑まなければならないときもあるわ」

　そして堅く握った拳こぶしを振り上げた。

「私の行為が現当主にとがめられるというのなら、望むところです。蹴け散ちらして、私が当主となり、そんなくだらない家訓を破棄するまでです！」

　麻耶の過激な宣戦布告に怜は珍しく微ほほ笑えみ、丁てい寧ねいな一礼で応こたえた。
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「侵入者を発見。排除します」

　ヘリのパイロットは無線で報告をすると、眼下の林の隙すき間まを走る人影を追いかけた。自衛隊の標準多目的ヘリ、ＵＨ─１Ｊは大型機関砲を装備し、対人兵器としては充分な装備を備えていた。さらにハッチから乗り出している兵士の手には軽対戦車誘ゆう導どう弾だん、通称ＬラＡツＴトがあった。侵入者排除どころか戦争までできそうな装備だ。

　強力なサーチライトが、人影を照らす。

「なんだ、子供か？　いや女、まだ少女じゃないか」

　照らし出された人影にパイロットは驚おどろきの声を上げるが、一度敵として認識した以上、攻こう撃げきの手をゆるめるつもりはなかった。相手は駐屯地を爆破したテロリストだ。

　サーチライトの中の少女は足を止め、上空のヘリを見上げている。まぶしそうに腕で顔を隠しているため、どのような顔立ちをしているのかは解わからなかったが、うしろになびく長い髪は印象に残った。

「撃うて」

　機関砲が火を噴き、少女の足下の土が弾はじける。威い嚇かく射撃だ。たいていの人間はこれで足がすくむ。少女も例に漏もれず、動こうとはしなかった。しかしぴくりともしないのはおかしい。何事もなかったように、ただヘリを見上げている。

「生意気だな」

　その反応が面おも白しろくなく、次の威嚇射撃はさらに距離を詰め大地を弾けさせる。逃げる方向を一歩間違えれば、少女の足に当たる。大型機関砲一発で、人間の足などたやすく消し飛ぶ。それでもおかまいなしだ。

　わずか数センチの距離を残し、当たらなかったのは幸運というしかなかった。しかしそれでも少女は動かない。同じ姿勢のまま、ヘリを見上げている。

「当てるか。死んでも恨むなよ」

　緊きん張ちように汗が滴したたり、袖そでで顔をぬぐった。わずか一秒程度の時間、視界が袖でさえぎられた。しかしふき終わったときにはサーチライトの中に、少女の姿はなかった。

「え？　あ？　どこに逃げた？」

　しかしすぐに逃げたわけではないことに気づかされる。トンッと軽やかに感じる音がしたかと思うと、コックピットのフロントガラスに何かが張り付いた。パイロットは信じられないものを見る目で、さえぎっているもの、フロントガラスに乗っている少女を見つめた。

　高さにして10メートル以上。人間が跳んで届く高さではない。パイロットは最後まで気づかなかった。すぐ横に同じ高さの木があることを。しかし気づいていたとしても、それを登ってきたという発想が出たかどうか。ほんの数秒の間のことだ。

　少女は激しい風に髪をなびかせ、片手をガラスに押し当て、もう片方の手には肉厚のナイフを握っていた。武装したヘリを相手にする装備ではない。しかし武装した多用途ヘリコプターは、ナイフ一本の少女に敗北を喫する。

　フロントガラスに蜘く蛛もの巣状のヒビが入った。ナイフの一いち撃げきだ。

「くそっ」

　振り落とそうと乱暴に機体を揺らした。二度三度、それを繰り返すと、少女の体が宙を舞う。

「やった」

　しかし喜びもつかの間だった。振り落とされたのではなく自ら下りたのだ。地面に軽やかに着地する姿を確認したときにはすでに、もうかわしようのない大木が眼前に迫っているのを、パイロットは悟った。







　二機目のヘリが由ゆ宇うを追う。サーチライトの中で少女は必死に走っている。

「馬ば鹿かめ。この先は崖がけで行き止まりだ」

　パイロットの地形把握は正しかった。由宇は崖を前に足を止める。底は闇やみに呑のまれて見えない。水の音がかろうじて聞こえるが、どの辺りが川なのか視覚で判断できる状態ではなかった。

　パイロットもさるもので、サーチライトを崖の底に漏もれないようにする。

　機関砲の銃口が由宇に向けられた。引き金が引かれるのと、少女の体が崖めがけて飛んだのと同時であった。銃弾はむなしく地面を叩たたき、闇の底へ少女の体は消えた。

「この闇の中で飛び込むとは無む茶ちやをする」

　パイロットの苦笑に、狙そ撃げき手しゆも似た表情で答えた。もう任務は完了した気持ちになっている。昼間に見ている崖の底の状況から、少女の生存確率は低いと踏んでいた。川と言っても、岩があちこちにせり出し、川底も浅いところがほとんどだ。20メートルの落下で生き延びるには、たとえ昼間で川の状況がよく見えていたとしても、針の穴を通す技術と度胸が必要だった。

「いちおう、死体は確認するぞ」

　崖を降りたヘリは、サーチライトで川を照らす。ほどなく、力なくうつぶせに浮いている人の姿があった。岩肌に激突したか、それとも五月の川の身を切るような冷たさに、心臓麻ま痺ひを起こしたか。

　彼らは知るはずもない。峰みね島しま由宇の頭には、詳細な地形データが記き憶おく済みなのを。川に飛び込んだのも、無む謀ぼうな行為ではなく、彼女にとってはきわめて安全な行為であったことを。

　水面ギリギリまでヘリは下降した。乗組員の一人が、死を確認しようとハッチから身を乗り出して死体を引き上げようとする。死んだと思っていた少女の体が動いたのはそのときだった。
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　ＡＤＥＭ本部に真まな目め家から連絡が入ったのは、夜半過ぎのことだった。八や代しろ一はじめはその三十分後に、シティヘブンの最上階にいた。

「伊だ達て司令と直接お話ししたかったのですが」

　麻ま耶やの第一声は冷たかった。

「伊達さんは別件で今夜は別のところです」

　冷たいあしらいは慣れているので、八代はいつもどおりの笑顔を返す。

「情報交換なら、僕でも大だい丈じよう夫ぶですよ。たいていのことは任されてますから」

「けれどＡＤＥＭの行く末までは、任されていませんでしょう？」

「や、まあ、そりゃ僕はあくまでも秘書官ですから。では情報提供じゃないんですか？」

「いいえ。遺産に関係する情報です」

「嬉うれしいなあ、天下の真まな目め家から積極的に情報提供だなんて。いや、もちろんこちらも相応のものは提供しますよ。でも、それなら……」

　八や代しろはそこで言葉を止めて、麻ま耶やの言わんとしていることを理解した。

「ああ、そういうことですか。確かに、そうなると伊だ達てさん相手じゃないと、まずいですねえ。僕みたいな下っ端じゃあ、ＡＤＥＭが真目不ふ坐ざと敵対するか否いなかなんて決められない」

　真目麻耶からの遺産に関する情報提供。過去にも何度かあったが、あくまで真目の名を隠しＡＤＥＭに対して自衛を促す形でしか行われてこなかった。真目の名を出す場合は先のアリゾナのように、別の形の情報に変えていた。

　しかし今夜は、伊達を名指しで遺産に関する情報だと明言した。麻耶の行為は真目不坐への離反と取られかねない。そしてその情報をもらうＡＤＥＭもまた、不坐と敵対するという意味に取られかねない。

「思い切ったことをしますね」

「いいえ、遅すぎたくらいです」

　麻耶は唇くちびるをきつく噛かむ。

「そうなると僕も真目家のお嬢じようさんの心意気に応こたえないといけないでしょうね。謹つつしんで、情報を受け取らせて頂きます。もちろんそちらが要求する情報も、できる限り提供しましょう」

　八代は珍しく真剣な表情だった。いや、珍しくないのかもしれないが、麻耶は初めて見た気がした。

「あなたの一存で決められることではないでしょう？」

「ええ。まあ。でも時が時ですから。こちらもいろいろと立て込んでいて、手札は多いほうがいい。いざとなったら、この腹かっさばいて、お詫わびしますよ」

　テーブルの向こうで麻耶はしばらく黙だまっていた。八代の真意を見定めるように、まっすぐに見つめてくる。八代の真剣な面おも持もちは、麻耶の視線を受けても揺らぐことはなかった。

「七つの大罪はご存じですか？」

　次に麻耶が声を発したとき、話題は唐突に切り替わっていた。否いな、本題に入っていた。

「キリスト教のですか？　まあ、一応は。えーと人の持つ業というか、七つの罪ですよね。傲ごう慢まん、強欲、色欲、嫉しつ妬と、怠惰……。あとなんだっけな」

「暴食と憤ふん怒ぬです。あと私が言っているのは、キリスト教の七つの大罪のことではありません。二年前まで中東で恐れられていた、傭よう兵へい部隊の名です」

「ああ、もちろん知ってますよ。傭兵部隊『七つの大罪』。眉まゆ唾つば物ものの噂うわさが多いんですよね。七人で一個師団を撃げき破はしたとか。七つの大罪の一人がとある麻薬組織を壊かい滅めつさせたとか。それらが全部本当だったら、七人の峰みね島しま由ゆ宇うがいることになってしまいますよ」

　はははと笑う八や代しろはしかしすぐに笑うのを止やめた。無言の圧力が麻ま耶やの雰ふん囲い気きから伝わってくる。

[image: ]

「私達たちのつかんでいた情報内では、噂うわさの九割が真実という結果が出ています」

「まさか。だって本当なら、僕達が戦った遺産強奪組織なんて」

「ええ。赤子のようなものでしょうね。あのミネルヴァも、二年前にいなくなるまで七つの大罪の活動範囲内に入らなかったと聞きます」

「まさか。いくらなんでも……。そんなことより、どうしていまそんな話を？」

「二年前姿をくらましたはずの七つの大罪が、日本にいると言ったらどうなされます？」

「……」

「そして七つの大罪が、アリゾナで起こった遺産兵器強奪事件の犯人だとしたら？」
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　いくつもの煙が上がっている。七機のヘリは例外なく墜つい落らくしていた。さらに驚きよう嘆たんすべきことは、これほどの惨状でありながら死者は一人もいないということだ。

「はあはあ……」

　川の中央に墜つい落らくしたヘリから姿を現した由ゆ宇うは、苦しそうに心臓をつかむ。数分、彼女はそのまま呼吸が落ち着くのを待っていた。時折、咳せき込んではいたが、それも徐々に落ち着いてきた。

「さすがに、きつい……」

　由宇は岸へ向かってゆっくりと泳ぐ。手足が重たいのは服を着たまま泳いでいるからだけではない。川の水の冷たさも無関係とは言わない。しかしそれ以上に、体が疲ひ弊へいしている。五月の川の水は冷たいのに、喉のどの奥は熱湯でも流し込んだように熱い。

「少し無理しすぎたか」

　外に出てから体の調子は悪くなかった。数々の過酷な運動を繰り返したにしては、体はもっている。しかしそれも、だましだましやってきた結果だ。そろそろツケが回ってきている。

　由宇の泳ぎが止まった。不審そうに辺りを見渡す。鈍った五感が瞬しゆん時じに研とぎ澄すまされた。

「……なんだ？」

　知覚能力に優れた由宇ですら把握しきれない何かが、感情を不安へ追いやる。しかしそれも少しの間だけのことだった。なんの前触れもなく背後から瀑ばく布ふのような殺気が背中を叩たたいた。

　由宇は慌てて背後を見る。

　10メートルほど離れた川の底で、何かがぼうっと光った。しかし淡かったのもつかのま、それは真っ赤に染まり、周辺の水は音を立てて泡が出てくる。水蒸気が立ちのぼり、それは霧きりとなって辺りを包んだ。

　泡立つ水はさらに範囲を広げていく。何匹もの魚が川面に浮かび上がり、力なく跳ね、動かなくなった。

　由宇を取り巻く川の水に熱が混じる。

「くっ」

　急いで灼しやく熱ねつの光源とは反対の岸へ向かい泳いだ。沸ふつ騰とうする川はさらにその影えい響きよう範囲を広げ、つま先に触れる水は温かいを通り越し、熱い。まわりに浮かぶ魚の数が増えていった。川底に足がついた。由宇は水をかき分け、地の上を目指した。よろけた体を支えようとした手のひらが、冷たい地面に触れる。川から体をむりやり引き上げた。五月の山の冷気にさらされ、由宇の体から湯気が出ている。

　川の中心は灼熱のように泡立ち、輝く光源のまぶしさに由宇は目を細めた。

　水が爆はぜた。宙に舞い上がった川の水、否いな、熱湯が雨のようにまわりに降り注いだ。爆ぜた水面のあとから灼熱の影が姿を現す。思わず目を細めてしまうほどに白熱の光に包まれたそれは、人型をしていた。視界を遮る水蒸気の見せた錯さつ覚かくではない。

　人型のそれはゆっくりと川岸からあがってくると、十数メートルの距離を置いて由宇を見る。

「ヘリ七機を一人で壊かい滅めつさせたか。さすがだ」

　人型から電子的な人の声がする。観察力に優れた由宇にも、男か女かも判別が付かない。押し寄せてくる熱風に腕で顔をかばいながら、由ゆ宇うは油断なく相手を見つめた。

「何者だ？」

「七つの大罪の一人、サタン」

「七つの大罪……サタン？　たいそうな名前だな」

　由宇は目を細めたまま、思考をフル回転させる。額の汗はサタンの発する熱だけが原因ではない。

　──あれは、なんだ？　私の知らない技術だ。

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産なのか、それとも別の技術なのか。由宇の思考に迷いが生まれる。いままでの遺産犯罪なら、どんな武器であろうが、いついかなるときもおよその見当はついていた。

　しかし目の前の人物の技術を由宇はまったく知らなかった。あれだけの高熱を発すると同時に、内部の人間には影えい響きようをあたえない耐熱素材。該当するものが頭に思い浮かばない。

　サタンが岸から上がる。地面を一歩一歩踏みしめるたびに、熱せられた地面が炎を上げた。

「我わが灼しやく熱ねつの前に、消し炭となれ」

　サタンは軽く腕を振った。ただそれだけで何かを投げたというわけではない。由宇はとっさに地面を転がって距離を取った。髪の毛が焦げ臭い。熱せられた空気だ。サタンのまとっている技術は、体を動かし熱風を発生させるだけで、武器となる。

　由宇は地面を転がりながら銃を取り出した。焦げた髪に、表情が一いつ瞬しゆんだけ歪ゆがむ。一直線に伸ばされた手の先にある銃は、寸分の迷いもなくサタンに向けられていた。

[image: ]

　サタンは電子的な笑い声で応こたえる。

「ははははは。そのようなおもちゃ。無意味よ」

　由ゆ宇うはためらいなく引き金を引く。同時にサタンの発する熱が一段と激しくなった。弾丸は一直線にサタンへ向かう。しかし数千度、もしかしたら数万度に達する熱が弾を融ゆう解かいさせ、熱の空気の断層は障壁となり、溶けた弾は力なく地面に落ちて形をなくした。

　さらに二発撃うった弾丸は同じ末路をたどる。

「おろか。我わが灼しやく熱ねつは攻こう撃げきにして防御」

　勝ち誇った電子の笑いのあと、サタンは足下の石を拾う。温度を調節しているのか、弾丸のように溶けることはなかったが、赤化し、ぴしりと音を立てる。

「そして川辺の小石も、我が手にかかれば兵器と化す」

　腕を大きく振りかぶり、無造作に投げた。離れる一いつ瞬しゆん、手のひらの光は一段と増した。高熱に石が半ば形を失う。しかし勢いは失うことなく、小さな灼熱の塊が由宇を襲おそう。

　由宇はとっさに転がり石を避さけた。それでも髪の毛の焦げ臭い匂においが辺りに充満する。石はそのまま背後の大木へ当たった。樹齢数百年に達しているであろう大木は、小さな超高温度の小石にあっさりと屈した。小石は速度や重みではなくその高温度によって大木の腹を切り裂き、さらに木々を四、五本蹴け散ちらし、最後の大木に半ばまでめりこんでからようやく停止した。高熱の石は芯しんから大木を焼き、大木は周辺の木々を巻き込みながらゆっくりと倒れていく。

「さあ業火の炎に焼かれて、地獄に堕おちるがいい」

　灼熱の体はさらに温度を増し、周辺のあらゆるものを融解させた。大地はさながら溶岩だ。

　サタンの電子的な笑い声が、夜空に響ひびいた。
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「七つの大罪、……サタン」

　八や代しろは目の前の資料を驚おどろきの顔で見る。眉まゆ唾つば物ものの噂うわさが事実として、証明されていた。

「特殊なスーツを着込み、みずからを数千度から数万度の炎に変えて、敵を殲せん滅めつします。高熱を前に、たいていの銃器は役に立たないようです」

「遺産、ですかね？」

「そこまでは調べがついていません。しかし峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの技術を除く現在の科学力では、作製不可能と真まな目め家は判断しています」

　麻ま耶やは言葉をいったん切る。

「次に七つの大罪の一人、アスモデウス。資料を見れば解わかると思いますが、美しい女性です」

「アスモデウス──淫いん欲よくの罪ですから、不美人だったら詐さ欺ぎですよ」




「いつまで、そんな軽口をたたけるかしら？　彼女は……」
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　森の奥から強烈な破は壊かい音おんが近づいてくる。木々がなぎ倒され、一本の道ができていく。森の中心に強引に道を作ったそれは、長さ２メートルほどの高速に回転する何かだった。その何かはさらに、その先にいる由ゆ宇うへ襲おそいかかった。大木をたやすく両断するそれにかかれば、由宇の細い体などあっさりと切断されるだろう。

　由宇はとっさに真上に跳ちよう躍やくした。高速回転する物体はつま先をかすり足下を通過する。しかしそのまま通り過ぎることはなく、ブーメランのように軌道を変え、着地したばかりの由宇へ再び襲いかかった。のけぞってかわした由宇の脇わき腹ばらを浅く裂く。

　高速回転する物体は飛んできたときと同じように森の木々をなぎ倒しながら、奥へ返っていく。そこには手を前につきだした人影があった。高速回転する物体は、そのまま突き出された手に収まった。金属音が鳴り響ひびく。

　人影が近づくと周辺の炎により、姿が明確になる。木々をなぎ倒した回転する物体は２メートルはある巨大な鉄製の双そう斧ふ。刃物の部分が異様に大きい双斧の重量は１００キロを超えるだろう。それを片手で受け止めたのは驚おどろくべきことに、妖よう艶えんな女性であった。

　背が高いとはいえ、体は筋肉質というわけでもない。それなのに鉄製の双斧をハリボテのように軽々と回す。しかしそれがハリボテであるはずはなかった。回して起こる風切り音の重さ、何よりも何本もの木を切り裂いた事実こそが、鋼はがねの武器であることを証明していた。

「七つの大罪の一人、アスモデウス」

　妖艶の美女──アスモデウスは凜りんとした声で、双斧を回した。
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「怪力美人か。お近づきになりたいような、そうでないような」

　八や代しろはうなる。写真の美女のイメージと報告書に書かれた能力が一致せず、あまり実感として湧わいてこない。

「軽口を叩たたきますのね。まあ、いいですわ。次にこちらを」

　そう言って、麻ま耶やはさらに一枚の写真を提示する。

「七つの大罪にはもう一人の女性がいます。いえ少女と言うべきでしょうか。レヴィアタン、彼女もまた一軍に匹敵する力を持っているようです。彼女の戦いの跡は、まるでハリケーンが通ったようだと記されています」

「ハリケーン？」

　さして麻ま耶やと歳としのかわらぬ可愛かわいらしい少女の写真を見て、八や代しろは首をかしげる。

「ええ、名前の由来は、彼女の戦せん闘とう跡あとの写真を見ていただければ解わかると思います」

　少女の写真の上に重ねられた数枚の写真を見て、八代は絶句した。
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　闘とう真まをつり下げたまま、木の上の人物は苦もなく枝と枝の間を跳ちよう躍やくしていく。首にムチを巻き付けられたまま引っ張られる闘真は、これ以上喉のどが絞められないように防ぐのが精一杯だった。頭上の人物は、闘真の安否などまるで気にかけず移動しているので、つり下げられたままの闘真は、木の幹や太い枝に体を何度も打ち付けられ、枝や葉で細かい擦さつ過か傷しようが無数に付いた。

　それはさらに枝葉の密集度の高い位置から闘真をぶら下げている相手にも言えることだったが、相手はそれを苦にしている様子も、避さけている様子もない。

　林を抜けた。と、同時に首を絞めていたムチが緩ゆるむ。木々が密集した山の中で、そこだけ忘れ去られたように何もない開けた空間。闘真の体はそこに投げ出された。

　かろうじて受け身をとり、そのまま勢いを利用して立ち上がった。姿勢を低くし、辺りの気配を注意深く探る。

　ヘリコプターの音が遠ざかっていく。由ゆ宇うを追っているのかもしれないと思うと、気が気でなかった。しかしそちらに向かって走り出すことはできない。どこからか向けられる強烈な威圧感が、闘真の足を地面に縫ぬいつけていた。

　──背中を見せたら殺される。

　悟ったのではなく、悟らさせられた。むき出しの殺意だ。しかし殺意以上のものを送ってくる様子はない。

　むせるような濃い殺意の密度に気をとられ、闘真は真正面、十数メートルほど離れたところに立っている一人の人間に気づくのが遅れた。

「だ、誰だれ？」

　気づかなかったのはもう一つの理由がある。褐色の肌と黒い髪が夜にとけ込んでいた。相手が日本人でないことは驚おどろきの一つだったが、さらに闘真を驚かせたのは、自分と年とし端はの変わらない少女だったことだった。

　褐色の肌の少女は闘真を見ると何かを喋しやべる。異国の言葉だ。

　英語でもフランス語でもないそれを、闘真は理解できなかった。テレビなどで聞いたことがあるような気もするが、ただ似ているだけの可能性もある。

　唯一理解できたのは、親の仇かたきでも見るように闘真を見ているその少女の視線から、内容が決して友好的なものでないことだけだ。

　それともう一つ気づいたことがあった。依然として向けられている濃密な殺意は、目の前の少女のものではない。別の誰だれかだった。あまりの密度の濃さに、少女の闘とう真まに対する殺意がかすれてしまうほどだ。もう一人、誰かいる。

　闇やみと褐色の肌のため解わかりにくいが、少女の顔が険しくなったように見えた。闘真の態度が気に入らない。そんな顔をしていた。

　少女は手のひらを拝むように合わせる。日本の風習のつもりだろうかと一いつ瞬しゆんでも考えてしまった自分は馬ば鹿かだと、闘真は思った。合わせた手が離れる。そこにはさっきまでは見えなかった放電のような青白い火花が見える。

「な、なに？」

　両手が左右に広がる。放電現象は激しくなり、少女の四方へ狂ったように暴れ出した。やがて半径数メートルが、青白い火花の領域と化した。

　奇妙な現象はそれだけではない。地面に転がっている石が、小刻みに揺れ始める。

「へっ？」

　素っ頓狂な声を上げたのは、小さな小石が一つ、宙に浮いたからだ。さらに一つ、もう一つ、次々と小石が宙に舞い、少女のまわりを回り始める。小石だけではない。こぶし大の石や、頭ほどもある大きさの石も続いて持ち上がり、旋回を始めた。

　すでに少女のまわりは何百という数の大小の石が猛スピードで回っている。中心にいる小さな体がかすむほどだ。しかし殺意を宿した瞳ひとみだけは、闇のなかでもはっきりと認識できた。

　異国語の静かな号令と同時に、指が闘真を指さす。

　かすむほどの速さで旋回していた石が、いっせいに闘真向かって発射された。

「うわっ！」

　慌てて横っ飛びで雪崩なだれのような石を避さける。目標を失った石は、そのまま背後の木々に深くめり込み、やがて倒とう壊かいさせてしまう。横目にそれを見て、闘真はぞっとした。あれに当たれば、人の体などたやすく風穴が開く。

　闘真が必死に転がって避けるのを、連射された石が追う。木々は闘真の逃とう避ひの軌道をなぞるように次々と倒れ、林の中にぽかりと開いた空間は広がっていった。

　石の機関銃がやんだ。少女の青白い火花の領域に、一つも石がなくなったからだ。

　防御から攻めに転じるチャンスだろうか。しかし火花の正体が解らない以上、うかつに近づくのは危険だ。本能的に危険を察する。おそらくは遺産。ただし原理など闘真に解るはずもなく、あとで由ゆ宇うに聞こうとある意味脳天気な結論に落ち着く。

　ためしに石を一つ投げた。石は火花のような結界に触れると、一瞬停止し、やがて先ほどと同じように褐色の肌の少女のまわりで旋回を始める。

　爆発音がした。ヘリが去った方角、由宇の逃げた方角だ。

『思ったよりも手間取ってるな。あの娘の甘さが出たか』

「甘さ？」

『酔狂にも人を殺さないというヒューマニズムを掲げている』

　それがどういう意味なのか闘とう真まはすぐに察した。彼女はスフィアラボで交した闘真との約束を、いまだに守り続けているのだ。それがどんなに困難でも、彼女は成し遂げようとしている。

「じゃあ、ここで僕が甘さを出してる余裕はないね」

　闘真は立ち上がると、夜の大気を貫いて少女を見据えた。闘真の二つの眼まなこから感情が消えている。否いな、一つだけ純度の高い殺意のみが残った。







　少年の豹ひよう変へんぶりに、少女──レヴィアタンは戸惑った。何が起こったのか、気弱そうな部分が綺き麗れいに抜け落ちた。幾多もの戦場を駆け抜けた傭よう兵へい部隊、七つの大罪の一人である彼女ですら、数えるほどしか感じたことのない殺意を感じ取った。

　手には小刀が一本。レヴィアタンの能力の前に、それは無む謀ぼうを通り越して自殺行為だ。

　──馬ば鹿かにしているのか。

　レヴィアタンの容姿はしばしば戦場では戦力として軽視される。しかしそれもレヴィアタンの能力を見るまでの間だ。

　少年──坂さか上がみ闘真が鳴なる神かみの尊みことを抜いた。周辺の空気が炸さく裂れつした、そう錯さつ覚かくするほど、闘真の雰ふん囲い気きはさらに変わる。殺意が実感のある密度を持って周辺の大気を浸食しはじめた。これほどの殺意を持った人間は、レヴィアタンの知る限り、目の前の人間以外では一人しかいない。

　息を呑のむ。この少年とあの人を戦わせるわけにはいかない。本能が警告する。

　──たとえ私が死んでも。

　レヴィアタンは力を解放する。両手から発せられる放電のような光が、周辺の石、正確にはその中に含まれている、とある成分を捕らえ、浮かび上がらせた。

　──絶対に仕留める。

　必殺の決意をもって、レヴィアタンは力のすべてを、闘真に向けて発射した。







　足の裏が深く地面を噛かむ。姿勢を低くし鳴神尊を構える。見つめるはただ一点、感覚を研とぎ澄すまし、闘真は異形の力を使う少女を見すえる。

　少女のまわりを旋回する石の数は、先ほどより多い。手が伸び、指がまっすぐ闘真を指さした。異国の言葉を叫ぶ。先ほどと同じ発射の合図だ。無数の石が大気を切り裂き、唸うなりを上げ、音さえも突き破り、無数のつぶてとなって飛来する。

　対し、足を踏み込んだ闘真の行為を無む謀ぼうと見たか、褐色の笑みは勝ち誇った顔になる。しかし石つぶてのほとんどは目標を目前にして、銀光に阻はばまれすべて砕かれた。秒間何十と発射される石つぶての軌道をすべて見切り、闘真はことごとく鳴神尊によってつぶしていった。

　少女の勝ち誇った笑みは崩れ、驚きよう愕がくとなる。異国の言葉とともに、石の数はさらに増した。切ってさばききれる限界を超える。

　闘とう真まの決断は速い。直ちよく撃げきさえ避さければ死なないという簡潔な判断のもと、闘真はさらに足を進めた。否いな、走り出した。当然のごとく、鳴なる神かみの尊みことで飛来する石をさばくのは、さらに追いつかなくなる。服を削る石を無視するので足りなければ、皮ひ膚ふを削る石さえも無視する。皮膚を削る石を無視するので足りなければ、肉を削る石を無視する。

　褐色の勝ち誇った顔が、驚愕に歪ゆがむ。

「甘いよ」

　少女を前にして笑ったのは、どちらの闘真だったか。酷こく薄はくの笑みを浮かべて、少女がまとう青白い放電の火花の領域に足を踏み込んだ。

　その瞬しゆん間かん闘真の手が、否、鳴神尊が強烈な力で引っ張られる。同時に脳みそをミキサーでシェイクされたような吐き気が襲おそってきた。

　原因は不明、ただそれが青白い火花の仕業であることは察した。しかし闘真はそんなことはどうでもいいというふうに、笑みを崩さなかった。

　あと一歩で間合い、鳴神尊で相手の体を断ち切れる距離までつめる。よろけた。が、バランスを崩したままおかまいなしに近づく。

　鳴神尊を振り下ろせば命を絶てる。褐色の少女の反応は、一歩遅れている。確実に仕留められる。しかしそこで意識にブレーキがかかった。目の前の少女の年とし頃ごろは自分や由ゆ宇うとかわらない。見た目に騙だまされるなという本能の警告と、殺してはいけないという理性による感情が、瞬間、闘真の動きを鈍らせた。

　ためらった闘真の鼻先を、白い何かが横切る。それはそのまま地面に突き刺さった。闘真をここまで引っ張ってきた白い包帯のようなムチだ。

　生まれた一瞬の隙すきに、褐色の少女は間合いを取る。

　男の声が、林の中から聞こえた。異国の言葉は、発音の調子から少女と同国のものらしいと解わかる。厳しい声に少女は気色ばむ。

　少女は闘真に向かって己を指さし、短く口にする。

「レヴィアタン」

「……レ、レヴィ……え？」

「レヴィアタンっ！」

　苛いら立だたしげに名乗ると、少女はうしろに下がった。闘たたかう意思が消えている。しかし闘真は纏まとう殺意を変えない。ただ視線の行き先を、少女と入れ替わるように現れた男へ変えた。

　現れた男は整った顔立ちをしている。しかし顔を横切る大きな傷のひきつれが、それを台無しにしていた。両腕は指先まで包帯かそれに酷似したものにくるまれている。闘真の首に巻きついていたものだ。

「よお」

　男の声は、まるで十年来の旧友に会うような、穏おだやかさがある。闘とう真まの体から殺意が薄うすれた。

「だ、誰だれだ？」

　闘真の声は震ふるえていた。震えはおびえから来るものだ。しかし男の姿は奇妙ではあるが、脅えるような相手ではない。が、なぜか声が震えてしまう。闘真自身、それが理解できない。

　包帯の男はゆっくりと口を開く。

「ベルゼブル。俺おれはおまえの罪だ」

「……つ、罪？」

　まるで原罪を突きつけられたように、闘真の顔のおびえは濃くなる。

「おまえの罪を全部清算してやる」

　男は笑った。先ほどの笑みとは違う友好的な部分が皆無の、温度のない零度の笑み。闘真の周辺から殺意が削り取られていく。

「もう少しのんびりした小僧だと記き憶おくしていたが」

　──聞きたくない。

「それよりも、ここの雰ふん囲い気き懐なつかしくないか？」

　──何も言うな。

「おまえと初めてあった場所も、こんな感じだった。ここじゃないがな。あそこも、そうだな……」

　──喋しやべらないでくれ

「高台の中央、ちょうどおまえが立っているくらいの場所に石せき碑ひが建ってるか」

　男の言葉は、ざわりと直接闘真の心を逆なでする。

「罪滅ぼしのつもりか？　石一つ突っ立てて、そこに花持ってったくらいで、おまえのしたことの何が変わる？」

「……あ」

「何をしたところで、あの丘を血に染めた事実は消えない。何人も殺したおまえの手の血が洗われることなんてない」

「……まさか」

　闘真はそれ以上何も言えなくなる。脳裏にフラッシュバックする忌いまわしい記き憶おく。丘の上にゴミのように散らばる人の体。一つたりとも満足に人の形を留とどめているものはない。ばらばらになったマネキンのように、無造作に、しかし生々しく散らばっている。

「最初の一いち撃げきで、ここをバッサリ」

　顔の傷をなぞる。

「二回目はここ」

　男、ベルゼブルは右二の腕を斬きる真ま似ねをする。

「三回目……四回目」

　襟えり元もとを広げ胸の傷を見せ、さらに足の傷を見せる。

「五、六、七、八、九、十、十一……」

　次々と体の各部位を指で斬きっていく。

「俺おれは命乞いをした。しかしてめえは笑いながら俺を切り刻んだ。計二十二箇所。手足はもげ、内臓は腹からはみ出した。こうして生きているのが不思議なくらいだ。いや……」

　密度の濃い殺意が、足を震ふるわせている闘とう真まを射い貫ぬく。

「てめえに復ふく讐しゆうするために、生き延びた」

「……野の地ぢさん」

「ああ、あのときはそう名のってたな。思い出したか。俺は、一年半前、おまえが大量虐殺した犠ぎ牲せい者しやの一人だ」
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「そして、四人目、ベルゼブル。彼は……」

　麻ま耶やは言葉を区切る。というよりも詰まらせていた。

「何かあったんですか？」

「いいえ、なんでもありませんわ。彼は二年前から半年間、日本に上陸していた期間があったそうです。そのときいくつかの仕事を日本でこなしています」

　もうどのような経歴でも驚おどろかないと、身構えていた八や代しろだが、麻耶の一言はあまりにも不意打ちで、衝しよう撃げきを受けた。
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　まったく印象が違うため闘真はすぐに思い出すことができなかった。記き憶おくの中で野地と名乗っていた頃ころの彼は、人当たりのいい気さくな青年だった。

　──なんだ、おまえ正妻の子じゃないんだってな。

　闘真の知っているベルゼブル──野地の印象はぶっきらぼうで、

　──ああ、悪い悪い。誰だれの子だろうがなんだろうが、関係ないな。おまえはおまえだ。

　闘真を色いろ眼鏡めがねで見ることはなく、

　──まあ、風当たりも強いだろうけど、胸張って生きろや。そのうちいいこともあるだろ。とりあえず、ほら、今日のいいことだ。キャラメルでも食え。

　屈託のない笑顔で闘真を励ましてくれた。

「僕を恨んでるから、そうなったの？」

「ああん？」

「僕が野の地ぢさんを、そうしてしまったの？」

「はあ、なんつうか、理解力に乏しいガキだな」

　さもめんどくさそうに、ベルゼブルは喋しやべる。

「言ったろうが。野地は偽名だって。俺おれは真まな目め家の動向を探ってたのさ」

　しかし真実はたやすく闘とう真まを裏切る。

「あのとき、暗殺集団を手引きしたのは俺だ。ここまで言わないと、解わかんないか？」

　そして残ざん酷こくな現実が突き付けられる。

「やる気なさそうなツラしてやがるな。いいぜ、一つやる気が出るようにしてやるか。おまえが勝ったら、あのときの俺の雇い主を教えてやるよ」

「雇い主？」

　全身が総毛立った。胸の奥に、はき出せない黒い塊がごろりと生まれた。

「そうだ。おまえの人生をめちゃめちゃにした張本人を教えてやる。どうだ、少しはやる気になったか？」

　麻ま耶やの、死を目前にした顔が脳裏に浮かぶ。殺してしまった何人もの知人。恐怖に歪ゆがんだ顔。いまだに夢に見る惨劇の日。一日たりとも忘れたことはなかった。

「いい顔になってきたじゃないか。そうこなくちゃ面おも白しろくない」

　ベルゼブルの手に巻き付いている帯状のものが、ほどけて地面に落ちる。

「まずは小手調べだ」

　ベルゼブルの手が横に軽く払うように動く。帯状のムチが鎌かま首くびをもたげ、一直線に闘真の顔面を狙ねらった。小手調べという生やさしいものではなかった。水平に飛ぶそれは鉄さえも切り裂く威力を秘めていた。

　しかしムチは途中から左右に二分化され、闘真の頬ほおをかすめるにとどまった。闘真の手にはムチをたやすく切り裂いた鳴なる神かみの尊みことがあった。

「絶対に答えてもらう」

　我を失うことなく、闘真は静かに告げる。脳の奥がちりちりとやける感覚。しかしそれが意識を覆おおうことはなかった。鳴神尊を強い決意で握り締める。

　世界が一変した。見た目や何かが変わるわけではない。しかし五感の感じ取る意味がまるで異なるものになる。視覚で言うならば、カメラを通してみていた景色が裸眼になったみたいなものだ。

「ん？　あのときと違うな」

　ベルゼブルは不満げに、闘真を見た。

「もっとこう、狂気って感じを期待したんだけどな」

「僕はもう、自分の血に振り回されない」

　確固たる決意を口にした。

「ふーん？」

　興味なさそうにベルゼブルは生返事をする。しかし言い終わる前に彼は動いていた。両腕の研とぎ澄すまされた鋼はがねの切れ味を持ったムチが、左右から襲おそいかかる。
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　闘とう真まは躊ちゆう躇ちよせず、前に踏み込んだ。唸うなりを上げるムチの内側に飛び込み、あっというまにベルゼブルの目前にまで迫った。

　闘真の狙ねらいは、腱けんを切断し戦せん闘とう不能にすること。

　鳴なる神かみの尊みことはベルゼブルの手の甲を突き破り、鮮血をまき散らす。肉と骨を断つ感触が、闘真の中に解き放たれた歓喜と苦々しい嫌悪感を同時にもたらす。しかしためらってはいられない。目の前の男には絶対勝たなければならなかった。

「速いな。想像以上だ」

　ベルゼブルの表情は変わらなかった。小刀に貫かれた手を、ぐいと闘真へ近づける。刀がさらに深く刺さり、嫌な感触が闘真の腕に伝わる。しかしベルゼブルはおかまいなしだ。さらに手のひらを刃の根本まで押しつけると、鳴神尊に貫かれたまま、刀と闘真の手を握ってきた。

「しかしそれだけだ」

　無む謀ぼうな行為を目の前にして心の隙すきを作った闘真の横面を、ベルゼブルの空いている手が殴なぐりつけた。身の危険を感じとっさに殴られた方向へ跳び、衝しよう撃げきを緩かん和わさせた。それでも鈍器で殴なぐられたような衝しよう撃げきが頭部を襲おそった。鳴なる神かみの尊みことがベルゼブルの手から抜け、闘とう真まは地の上を二、三度転がり、距離を置いて立ち上がった。

「おいおい、どうしてくれるんだよ」

　そう言って手のひらを闘真に見せた。無理やり抜かれたため、手のひらは醜みにくく裂かれ、ねじ曲がっている。断片から肉と骨が覗のぞき、血がぼたぼたと地面に滴したたった。

「く、くくく。使い物にならないじゃないか？　ほら」

　手のひらをぶらぶらさせて、動かない手のひらを見せつけた。自分の歪ゆがんだ手のひらを、まるで物でもあつかうかのように無理矢理戻し、傷口を合わせる。しかしそれで手のひらが治るわけではなく、支えるのを止めると再びだらりとだらしなく垂れ下がり、傷口をさらした。

「ああ、だめだなこれは」

　ベルゼブルは他ひ人と事ごとのように口にする。

　闘真の体が震ふるえた。異質な恐怖が背筋を駆け抜けた。男の言動は狂っているとしか思えない。強いとか弱いという範はん疇ちゆうではない。

　一いち縷るの望みもあった。それを希望と表現するのはおかしいのかもしれないが、とにかく闘真はベルゼブルの体になんらかの遺産技術が使われていると考えた。たちどころに傷を治ち癒ゆしてしまうような。そんな技術があるかどうか解わからないが、ともかく男の余裕は遺産技術によるものだと思った。しかし、手はぶらりと垂れたままだ。いつまでたっても傷がふさがる様子もなければ、血が止まることもない。

「どうした？　まだ戦いは始まったばかりだぞ」

　ベルゼブルはゆっくり近づいてくる。

「もう、勝負はついている」

「ああ？　腕の一本使えなくしたくらいで、何言ってるんだ？」

　笑う。狂人の笑みだ。何かが壊こわれている。

　あるいは状況が異なれば、闘真の心は相手への恐怖で萎い縮しゆくしたかもしれない。しかしいま闘真の視線は相手からそれることなく、敵をしっかりと見据えている。

　ベルゼブルの狂気は正直怖い。しかしその感情が闘真は好ましかったのだ。長時間の抜刀。しかしいまだ鳴神尊の制御下は自分にある。鼻を突く血の臭においにも、理性を奪われることはない。心の奥底で暴れようとする、もう一人の自分のざわめきを感じるが、抑えきれないほどではなかった。

　心さえしっかり保てば、鳴神尊──禍まが神がみの血ちを制御下に置ける。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、やれる。

　鳴神尊を前に構え、片手をそえて敵を見る。刃の先に、ベルゼブルがいる。心のざわめきが大きくなる。もう一人の自分が暴れる。しかしまだ大丈夫という確信があった。

　ベルゼブルは残った一本の手で、ムチを操った。蛇のようにうねるそれをたやすくよけて、闘とう真まは再びベルゼブルに迫る。

　──遅い。

　ベルゼブルの動作は、以前戦った蛟みずちや変異体と比べれば、スローモーションだ。戦せん闘とう能力を奪うべく、刃を走らせる。しかし相手も死線をくぐり抜けてきた経験があった。速度の差を経験で埋める。しかしそれだけでは決して埋まらないものがある。回かい避ひの遅れたベルゼブルの無事なほうの二の腕を、鳴なる神かみの尊みことが裂いた。

「ああ、ああ、ああ、どうする？　両手が使えなくなったよ」

　笑う。ベルゼブルはそれでも笑う。両腕から垂れる血の量は、致死量まではいかないまでも意識を朦もう朧ろうとさせるはずだ。なのに笑みの形が崩れない。

　両手をだらりと下げながらベルゼブルは近づいてくる。両手の武器は使えない。戦闘能力はないに等しい。しかしベルゼブルの戦意は失うせていなかった。

　──命を断つしかないのか？

　しかしベルゼブルからは、一年半前の事件の真相を聞かなければならない。それにどんなに変へん貌ぼうしたところでかつての姿、野の地ぢであった頃ころをどうしても思い出してしまう。

「次で決める」

「おお、そうなるといいな」

　笑う。狂った笑いだ。端整な顔が歪ゆがむ。目を背けたくなった。しかしベルゼブルからは絶対に聞き出さないといけないことがある。

　が、山の中にいるのは闘真や七つの大罪の人間だけではなかった。

「手を挙げろ」

　いつのまにかまわりを取り囲む海かい星せいの兵士達たち。何十という銃口が闘真とベルゼブルに向けられた。

　ベルゼブルは面おも白しろくなさそうにまわりを見渡していたが、何かを思いついたのか、口が歪いびつな笑みの形を作った。

「闘真、おまえをいきなり殺すのは、面白くない。俺おれの力を知るがいい」

　ベルゼブルはそう言って両手を挙げた。小刀でざっくりと斬きられた手に、海星の部隊はひるむ。その彼らを一人一人、ベルゼブルは見ている。いったい何をするつもりなのか。闘真にはまるで想像がつかなかったが、不安感だけはふくれあがった。

「おまえら、これを見て痛いと思っただろう。皮ひ膚ふと肉が裂け、骨も見えている。ああ、痛いな」

　よく通る声で、まわりの人間に告げる。

「いま俺の痛みを教えてやる」

　瞑めい想そうするようにベルゼブルは目を閉じた。悲鳴が上がったのはその直後だ。海星の軍勢、全員がいっせいに自分の片手を押さえた。血が滴したたっている。全員の手のひらに、いつのまにか傷が生まれていた。傷はみるみる大きくなり、手の甲は裂け、肉が覗のぞき、やがて骨までも空気にさらす。その形は奇くしくも、ベルゼブルのそれとまったく一いつ緒しよであった。

　次に二の腕を押さえる。服の内側からじわりと血がにじみ出る。誰だれもが痛みに叫び、涙を流す。理不尽な肉体の損傷に、恐怖した。

「な、何が起きてる？」

　その場で唯一無事な闘とう真まは、痛みに転がる彼らの現象を理解できなかった。

『まさか肉体の同調か？　双子での肉体の同調性の例はいくつもあるが、他人に、しかもこれほど大規模に起こした例は過去にないぞ』

　いままでずっと黙もくしていた風かざ間までさえ、驚おどろきの声をあげた。

　ベルゼブルは目を開き、歪いびつな笑みを闘真に向ける。

　──狂ってる。

　似た能力なら《希望》の街の事件で出会っている。それに比べると、規模も小さく肉体の同調に限られているらしい能力は、応用力も少なく、武器としての怖さは劣る。怖いのはベルゼブルの精神構造だ。笑いながら自分を傷つけ、同じ苦しみを相手にあたえる。狂人の発想だ。

「興が冷めたな」

　ベルゼブルは面おも白しろくなさそうに、言葉を吐き捨てると、そのままあっさりと背を向けた。

　機会を待っていたのか奥から褐色の肌の少女──レヴィアタンが姿を現し、ベルゼブルと闘真の間に立ちはだかった。二人は闘真には解わからない言葉で会話を交す。レヴィアタンと呼ばれた少女の顔には、ベルゼブルを案じる年相応の表情があった。しかしベルゼブルの返事は冷たい。意味は解らないが、邪険にしているのは解る。

　それでもベルゼブルの身を心配する少女は、体のまわりに火花のようなものをまとい、闘真を睨にらみつけ、ベルゼブルをかばう。

　その背を闘真は追えなかった。

　レヴィアタンが牽けん制せいして前に立ちはだかっていることも一つの理由だった。だが闘真を動けなくした理由は少女の力ではない。懸けん命めいにベルゼブルを見つめる少女の瞳ひとみが、由ゆ宇うを守りたいと思う自分の心に重なり、闘真に己が行為の正当性を疑わせたこともある。

　だが、それよりもなによりも闘真には優先すべきことがあった。

　闘真から遠く離れた場所から、再び爆音が響ひびいてきた。立ちはだかるものがいなくなったいま、闘真は爆音のする方向に向かい、全力で走り出した。
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　周辺の大地はまるで溶岩のようにどろりと溶けていた。溶けていない大地には深々とえぐり取られた傷跡がある。木々は燃え、あるいはなぎ倒されている。

　七つの大罪の二人、サタンとアスモデウスによって、わずか数分で１キロ四方の地形が塗り替えられた。

「よく逃げる」

　サタンの侮ぶ蔑べつを込めた言葉は、荒れた地形の中心にいる少女に向けられていた。

　少女──由ゆ宇うは心臓を押さえ、苦しそうにそこに立っている。足が震ふるえていた。体がふらつきいまにも倒れそうだ。

　アスモデウスは微ほほ笑えむ。サディスティックな喜びに、身を震わせている。由宇が粘れば粘るほど、心身共に屈したときの喜びが増す。身の丈ほどもある双そう斧ふを手の中で、ゆっくりと旋回させた。

　アスモデウスが渾こん身しんの力を込め、双斧を投げる。それはブーメランのように旋回し、弧の軌道を描きながら、由宇へ迫った。

　由宇はとっさに避さけようとする。しかし足がよろけた。

「やはり無理か」

　自じ嘲ちよう的てきな言葉がついて出る。彼女は自分の体を完かん璧ぺきに把握している。いまの回かい避ひ行動のスピードでは、避けきることが不可能であることを知っていた。双斧が由宇を両断せんと迫る。

　由宇は、目をつむることもしなかった。そのおかげで、体が切り裂かれようとする寸前、由宇と双斧の間に割って入る影を見ることができた。

　その影から放たれた眩まばゆい閃せん光こうを由宇はよく知っている。一切の無む駄だがない軌道を持つその輝きは、いつ見てもほれぼれするほど美しかった。

　両断された双斧は軌道を失い、左右に分かれ、いまや溶岩と化した地面に突き刺さり、高熱に耐えきれず飴あめのように曲がる。

　──思ったよりも広いな……。

　朦もう朧ろうとしかけた意識の中、敵の前に立ちはだかる闘とう真まの背中を見て、由宇が思ったのはそんなことだった。

「由宇、大だい丈じよう夫ぶ？」

　焼けた大地の臭においに、異なる焼けた臭いが混じっている。

「……闘真、いまの君の身体能力なら、焼けた地面を避ける余裕があったはずだ。充分間に合った」

「悪い。心に余裕がなかった」

　そう言って闘真は、焼けた両足で大地を踏みしめる。

「さがって。あとは、俺おれがやる」

「……いや、その必要はない」

「え？　どういう……」

　疑問を口にする前に、サタンとアスモデウスが動いていた。二人は目配せをすると、寸分のためらいも見せず走り去った。

「彼らはまだ遊んでいた。生きて、あるいは頭部だけ無事に持ち帰る自信があった。君と……」

　ヘリの音と、遠くから車の音がする。

「海かい星せいの軍隊が不確定要素となって、確実に持ち帰る確証がなくなった。だからひいたんだ。時間さえかければ……負ける……ことは……」

　言い終わる前に、由ゆ宇うの体は糸が切れた人形のように地面に倒れ、動けなくなった。

「由宇？　由宇？　由宇！」

　闘とう真まの叫ぶ声が、遠くに聞こえた。
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　差し出された手は温かく、引っ張る手は強引だった。

　──一いつ緒しよに行こう。

　少年は屈託のない笑顔で語りかけ、

　──理由なんてどうでもいいよ。

　理不尽なことを平気で口にする。

「ま、待て闘真。そんなに引っ張るな」

　抗議の声も無視して、自分を朝あさ陽ひの中に連れさらう。

　そのくせ、

　──由宇、それは他人のバイクだよ。

「心配ない。ナンバーから持ち主を割り出して、銀行口座に相場の二倍の金額を振り込んである。これなら問題ないだろう？　無人の野菜販売所と一緒だ」

　──ぜんぜん違うよ。これ犯罪だよ。

「君は徒歩で逃走するつもりか？　八や代しろの話の雰ふん囲い気きから察するに、あと三十分もしないうちに、この街にＬＣ部隊が来るぞ。まさかその中をのこのこ歩いて抜けられると思っているほど、君の頭も脳天気にはできていないだろう？」

　理で諭さとそうとしても、なかなか言うことを聞かず、

「早く、うしろに乗れ」

　二人乗りだというのになぜか体が密着しないように体をのけぞらせ、うしろのポールに手を乗せ体重をそこにあずけるという不安定な姿勢を選択し、

「行くぞ」

　発進をすると体がのけぞり落ちそうになるという愚を冒し、

「ば、馬ば鹿か！　どこをつかんでる！　もっと下だ」

　──ごごごごめん。

　慌ててつかんできたかと思えば、破は廉れん恥ちな行いをし、

　──朝あさ陽ひって、こんなに綺き麗れいだったんだね。

　抑えようとする渇望を、平気で揺らしてくる。

　本当にどうしようもなく、愚か者で、理不尽の塊で、論理的思考に乏しく、その上破廉恥で、救いようのないほど無神経で、それなのに……。

　意識が上昇する。ああ、目が覚めるのだなと慣れた感覚から察する。

　世界は暗転し由ゆ宇うはゆっくりと目を開いた。目の前に、そのどうしようもない少年がいた。

「由宇、気がついてよかった！　もうどうしようかと思ったよ」

　顔をくしゃくしゃにして、喜んでいる。泣いているようにも、見えた。

「君はずるい」

　由宇は闘とう真まがかけたであろう毛布を頭まで引っ張ると、そのまま背を向けてしまった。

　理不尽な愚か者と一いつ緒しよに行動をしていたせいか、自分の行動までも理解しがたいものに染まってしまった。ここは礼の一つでも口にするのが、人としての礼れい儀ぎだろうに。

　なぜか闘真の顔をまともに見ることができなかった。

「足は大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、軽い火傷やけどだから、なんともないよ」

「……そうか」

　嘘うそを嘘と指摘できず、由宇はもう一度毛布を深くかぶりなおした。
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　闘真が由宇を抱いて走りながら、追っ手をかわし隠れられたのは、風かざ間まの案内があったからだった。

『いざというときは、この位置にある小屋を使えと聞いていた』

　風間が案内したのは比ひ良ら見み特別禁止区域内に残っていた無人の山小屋だ。由宇が幼少の頃ころからあったらしいその小屋を、衛星写真で確認していた。

　普通なら小屋に隠れた程度であれば見つかってしまうが、そこには半地下室があった。天てん井じよう近くの小さな窓から、ささやかながら日が射さすという。

　埃ほこりっぽいが、入り口は見つかりにくく隠れるには最適だ。二回ほど見回りの人間がやってきたが、何事もなく立ち去っている。

　部屋の隅では由宇が毛布にくるまり丸くなっていた。倒れた由宇の体調は思わしくない。体も熱く呼吸も脈も不規則だ。似た症状を闘真は何度か見ている。スフィアラボの占拠事件のときは、生死をさまよった。いまの由宇も油断できる状態ではなさそうに見える。

　闘真にできるのは、ずれた毛布をかけなおしてやり、たまに水を欲しがる由宇に手渡すことだけだった。

　時間が刻々と流れていく。

『そろそろ時間だ』

　夜も充分に更けた時間に、風かざ間まがつぶやく。外では遠くでヘリコプターの音が鳴っている。いまだ、捜査網の手は緩ゆるめられてはいなかった。

「……そうか」

　寝ているように見えた由ゆ宇うは起きあがると、ＬＡＦＩサードを開いてモニターを見る。すでに表示されているのは、旧研究所を中心とした荒野の上空写真。ネットワークの状況を監視するグラフ。そしてカウントダウンするタイマーだ。

「まだ寝てないと駄だ目めだよ」

「モニタリングするだけだ。問題ない」

　液晶モニターの光が、薄うす暗ぐらく由宇の顔を照らす。判別しにくいが、お世辞にも顔色がいいとは言えない状態だった。

「いつもどおりなら、あと一分か」

　タイマーを見て、由宇はいつもより静かな語り口だ。闘とう真まはそれがわずかな緊きん張ちようだと、解わかった。

「いつも言ってるけど、いったいなんなの？」

　かくいう闘真もあからさまに緊張と解る声を発する。

「待て。これが終わったら、説明する」

『最初に探知したときから、発生時間は一秒たりとも狂いはない』

「時間だ」

　同時にいままでぴくりとも動かなかったグラフが跳ね上がった。無機質な英数字の羅ら列れつが、猛スピードで流れていく。

「場所は？」

　由宇の問いに風間は声のかわりに、旧研究所にマークを光らせることによって応こたえた。

「いつもと同じ場所、同じ時間間隔か。……流れているデータは？」

　由宇の声はさらに静かなものとなる。

『いつもと同じ形成パターンをしている。つまり』

「ＬＡＦＩ……あるはずのない四番目のコンピュータか」
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　七つの大罪の何人かの資料はもらった。しかし伝説ばかりが先走り、容姿や能力が不明のメンバーもいる。

「彼らは中東では伝説的英雄です。常に弱者につき、理不尽な強者を打ち倒してきたといいますわ。請われればアフリカ方面まで足を延ばしたそうです」

　八や代しろは頭を抱えた。

「まるで彼らと敵対する僕らが悪役みたいじゃないですか」

「中東と日本の情勢はあまりにも違います。彼らの行動の背景を知ることが、解決の糸口かもしれませんわね」

　喉のどが渇いたのか麻ま耶やは紅茶を口にすると、音もなくカップを置いた。

「私が提供した情報は有益な物と思いますが、いかがですか？」

「ええ、これから先、彼らとぶつかる可能性は高い。助かりましたよ。でも、まいったなあ、その情報に見合うものを、こちらで提供できるかどうか。しかももう一つ頼たのみ事となると、さらに心苦しい」

　八代は一枚の写真とメモリーチップを麻耶に差し出す。写真には老人の姿が写っていた。

「この写真は海かい星せいの活動の一部から盗撮したものです。この老人の正体を知りたいんですよ。素手でパワードスーツを倒しちゃう元気なおじいちゃんです。あ、こちらのメモリーチップにそのときの映像が収められています」

「解わかりました。できるだけ早いほうがいいですわね？」

「助かります。しかしこれだけいろいろしてもらうと……。報ほう酬しゆうはもちろんお金、じゃないですよね」

「ありますでしょう。何よりも代え難がたいものが」

「坂さか上がみ闘とう真まの行方ゆくえですか？」

「ええ。それともし別行動なら峰みね島しま由ゆ宇うの行方も。真まな目め家の情報網では、先日の嵐あらしの夜以降の行方はつかめておりませんの」

　──モグラのお姫様の行方も心配しているか。

《希望》の街の事件ではそれなりに親しん睦ぼくを深めたらしい。奇妙な組み合わせだが、なんとなくこれ以上ないくらい友情を深められそうな二人でもある。変異体細胞に追われた短い時間だが、一いつ緒しよに行動した時の二人のやりとりを思い出し、八代はふいに顔がほころびそうになるのを、なんとか耐えた。

「正直に言いましょう。我々はずっと峰島由宇と坂上闘真の行方をつかんでいました。峰島由宇がＬＡＦＩサードを使っている反応で追っています」

　しかしその説明に麻耶は首をかしげる。

「でも《希望》の街では解らなかったのではないですか？」

「ええ、普通なら。でも一つだけ方法があるんです。これはＬＡＦＩの特性、共鳴反応にも似た現象なんですが、ＬＡＦＩの位置をつかもうとすると同時に相手にも知られる可能性がある。潜せん水すい艦かんのソナーのようなものですね。《希望》の事件では、彼女はＬＡＦＩの位置をつかむ必要はなかった。オンラインのものはＮＣＴに一台あるきりですから」

「まさか……」

「そう、そのまさかです。あるはずのない四番目のＬＡＦＩの反応を峰みね島しま由ゆ宇うは見つけてしまった」

　麻ま耶やはややうつむき、上目遣いに八や代しろの顔をじっと見た。

「ＬＡＦＩを作れるのは峰島勇ゆう次じ郎ろうか峰島由宇だけ……そういうことですのね？　あなたがたは彼女をオトリに、峰島勇次郎に近づこうとした。だから捕まえようとはしなかった？」

「あ、ええ、そうなりますね」

　──この表情には、確かに逆らえそうにないな。

　八代は鼻の下をかいて、主に従う怜れいを見た。この部屋に、ただ一人入ることを許されている麻耶の腹心の部下は、いつものように阿あ吽うんの呼吸で麻耶の補佐をしながら、いまは扉の前に静かに立っていた。

「昨日までは二人は、闘とう真ま君の知り合いの家に滞在していました。しかしいまはいないそうです。詳しい位置を知るには、次のＬＡＦＩサードの観測行動を待たないと解わかりません」

「それで、四番目のＬＡＦＩはいまどこに？　二人はそこに向かっているのでしょう？」

「ええ、おそらくは。四番目のＬＡＦＩの反応があったのは比ひ良ら見み特別禁止区域です」

「比良見特別禁止区域、あの大爆発の……」

「ええ。比良見で起こった大爆発の真相をここで語るのは、釈しや迦かに説法なので割愛します。問題は《希望》の街の事件以来、あの禁止区域から一定の時間ごとに、登録にないＬＡＦＩ、つまりＬＡＦＩフォースの反応があるんです」

　麻耶の表情は硬い。

　それは決意の固さだった。
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　八代はこれを酔狂だと笑うだろうか。

　伊だ達ては腰を下ろし、じっと目の前を見つめていた。夜とはいえ、海かい星せい駐屯地は昼間のように明るいため、伊達のいる場所もそれほど視界には不自由しないはずだった。しかし心なしか暗く感じる。

　時折、ヘリのサーチライトが窓から差し込んで、一いつ瞬しゆんだけ廃はい墟きよと化した室内を明るく照らし出した。

　しかし、それだけだ。

　変化は何もない。騒さわがしいはずの外の気配も遮断され、伊達のいる場所までは届かない。いや届くのだが、何か遠い世界の出来事のように意識には響ひびいてこなかった。

　外ではいまだ侵入者二人の捜索が続けられている。本来ならそちらを気にかけるべきだ。追われているのは、おそらく峰みね島しま由ゆ宇うと坂さか上がみ闘とう真ま。黒くろ川かわの手勢に捕まっていないのは、安あん堵どすべき材料だ。

　伊だ達てが一晩海かい星せい駐屯地に残るのを、見張り付きとはいえ黒川が意外にも承しよう諾だくしたこの機会を、もっと活いかす方向で動くべきだと思った。しかし何気なく耳に入ってきた兵士達たちの会話の中に、どうしても気になることがあり、外の様子をみるでもなく、荒れ果てた旧研究所の中央ホールに腰を下ろしている。

　玄関の外には、伊達の見張り役がいるはずだ。

「……頭では解わかってるつもりなんだがな」

　時計を確認すると、もう午前二時を過ぎている。

　幽ゆう霊れい騒さわぎが起こるにはちょうどいい時間だ。シチュエーションも悪くない。荒れ果てた旧研究所。十年前には何万人という人間が死んでいる。もし怨おん霊りようというものがいるならば、間違いなくここに集まる。

　荒れ地の隅で申し訳程度に舗ほ装そうされ建築された慰い霊れい碑ひなどなんの意味もない。恨みの象徴は、いまもこうしてここにある。

　かたんと何かが部屋の隅で鳴った。何かが落ちた音だ。それを心霊現象と見るか、それとも外の騒ぎによる人体では感知できない微振動の蓄積で何かが崩れたかと見るか。

　リアリストの伊達は後者だった。みじんもそれに疑いを挟まない。しかしなぜかここにいる。

　人差し指が落ち着きなく膝ひざを叩たたいている。それに気づき、伊達は苦笑した。緊きん張ちようしている自分がいる。

「ははは。俺おれも疲れてるか……」

　独り言を言ったとき、伊達の視界の隅で何かが動いた。視線を移すより早く、何かは見えなくなった。が、気のせいではない。そのかわりに聞こえてきたのは足音。規則的な間隔は大人のものにしては小さく、気のせいで片づけるにははっきりしすぎていた。

　足音は下へ、地下のほうへと遠ざかっていく。

「……子供の足音……なのか？」

　腰を上げた。シャツの背中に張り付いた汗が冷たい。周辺の音が遠ざかる。世界から隔離された錯さつ覚かくに陥おちいった。時計を確認すると二時十五分を指していた。

　何かが消えた奥へと足を進めた。さらに奥へと行くと、床にぽかりと穴が開いているような暗くら闇やみが底に続いていた。

　地下室への階段だ。十年前、峰島由宇が保護された場所。外の光も、もうそこまで届かなかった。

　闇の底で、何かが動いた。小さな影が揺らめく。亡霊など信じていなかったが、それでも動どう悸きが激しくなった。

　急いで懐かい中ちゆう電灯に明かりをつけ、地下室への階段を照らす。そこには階段以外何もなかった。階段の先は深く、十年前もこんなに深かったかと、記き憶おくの齟そ齬ごに悩み、いや、と首を振る。記憶より深いと感じるのは、怖おそれからだ。冷静になれば、その長さは正しいと判断できる。

　伊だ達ては意を決して、階段を下りていく。足音が不気味に反はん響きようする。自分以外の誰だれかが降りているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　深い。十年前と変わらない深さのはずだが、いまは地の底に通じるように深く感じる。階段はどこまで続くのか。懐中電灯の明かりは階段以外を照らしはしなかった。

　やがて分厚い扉が現れた。昼間見たときと同じく開けっ放しだ。伊達はそこで足を止めた。

「……うっうっ……あ……うっうっ」

　人の声がした。子供の泣き声だ。伊達を包み込むように、泣き声は階段通路内で反響する。

　伊達は残りの階段を駆け下りた。開けっ放しの二重の扉を抜け、最奥の研究室に足を踏み入れ、懐中電灯の明かりを中に向ける。

　捜査のため何もかも持ち出された部屋はほとんど空っぽだった。残っているのは、いくばくかの瓦が礫れきと、倒れた椅い子す、埃ほこりをかぶった机、そして由ゆ宇うが保護されたとき、彼女が呆ぼう然ぜんと座っていた部屋の中央にあるベッド。

　ベッドの上には白い影が座っていた。真っ暗な空間の中で、白い影はぼんやりとだがはっきりと見えた。

「……誰だ？」

　伊達は懐中電灯を向けようとした。しかしその瞬しゆん間かん、明かりがぷっつりと消えてしまう。何度スイッチを入れても、もう明かりはつかなかった。

「うっうっ……」

　子供の泣き声はまるで洞どう窟くつで反響するように、四方から聞こえてくる。そして依然としてベッドの上には白い人影があった。ぼんやりとした姿は徐々に鮮明になり、やがて小さな女の子の姿を作る。七、八歳くらいの少女は伊達に背を向けて泣いていた。

「うっうっ……あ、うっ……お父さん……」

「お父さん？」

「お父さん……お父さんはどこ？　一人は嫌、一人にしないで」

　声が伊達を包み込む。ゆっくりと影に近づいていった。

「お父さん、みんな、みんな、なんであんなになっちゃったの？　なんで……」

「お父さんがどうした？　君は誰なんだ？」

　しかし少女は伊達の声に反応しなかった。ただ父親を呼び、泣き続けた。

　伊達はさらに近づく。手の届く範囲までくると、そっと手を伸ばした。肩に手が触れる、その寸前に少女が突然振り向いた。長い髪が翻ひるがえり、少女の顔が伊達を見る。

　伊達は息を呑のむ。これほど間近だというのに、少女の顔はピンぼけの写真のようにはっきりと解わからなかった。いや、そもそも光がほとんどないこの部屋で、少女の姿だけが鮮明に見えているのはおかしい。

　振り向いた少女は、そのままベッドを飛び降りると走り出し、伊だ達ての脇わきをすり抜けた。

「あ、ちょっと待つんだ」

　少女は出口の階段を昇っていく。伊達は慌ててそのあとを追った。階段を一段とばしに駆け上っていく。

　階段を上りきると同時に、何かが前に立ちはだかった。

「うわああっと！」

　男の驚おどろいた声がする。立ちはだかっていたのは、伊達の見張り役をしていた兵士で、突然飛び出してきた伊達に驚いたらしかった。

「あ、ああ、すまん」

「いえ、その、姿が見えなかったもので」

「ああ、気になることがあった。君、女の子を見なかったか？　これくらいの背丈の、小さい子だ。たったいま階段を上ったはずなんだが」

「え？　いいえ。……あの、もしかして髪の長い女の子ですか？」

　兵士は幽ゆう霊れい騒さわぎを思い出したのか、顔が青ざめる。

「本当に出たんですか？」

　どう答えようか迷ったが、嘘うそを言っても仕方ないので肯定した。

　やたらと脅える兵士を尻しり目めに、伊達は先ほどのことを思い出す。少女は父親を呼んでいた。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうだろうか。だとしたらあの少女は由ゆ宇うということになる。年齢も合う。しかし由宇は死んでいない。亡霊になるはずがない。

　そもそも亡霊などいるものか。あの現象も何か理由があるはずだ。

　伊達はあまりにも馬ば鹿か馬鹿しい考えを、頭を振って追い出した。あの少女の亡霊が由宇ならば、いままでの十年間、ＮＣＴ研究所で監禁していた少女は誰だれだというのだ。

　外の喧けん騒そうが再び聞こえだしたとき、伊達の手の中の懐かい中ちゆう電灯が、思い出したように明かりを点つけた。
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『反応が消えた』

　ネットワークを監視するグラフがフラットになった。

　由宇は時間を確認する。

「五分十二秒か。いつもより長い」

　由宇は顎あごに手を当てて考え込む姿勢を見せる。

「……何か嫌な予感がする」

『珍しいな。おまえが予感など口にするとは』

「しかたない。胸がむやみにざわつく。これが……、うまく言葉にできないな」

　体が苦しいのか、それともうまく言葉にできないことがもどかしいのか、その両方か、由ゆ宇うは表情を歪ゆがめる。

「これはパンドラの箱だ。私はこれに絶対に触れてはいけない。そんな予感がする」

『やめるつもりか？』

　非難がましい風かざ間まの声に、由宇は首を振った。

「まさか。ここまできて引き返すものか。明日もう一度、潜せん入にゆうを試みる」

『無理だな』

「前言で非難がましく言っておいて、どういう了見だ？」

『自分自身の体のことをよく考えろ。いまのままでは満足に動けないだろう。それに海かい星せいの軍勢だけではない。面倒な組織がもう一つ動いている。あれはおそらく、七つの大罪と呼ばれる傭よう兵へい集団だ』

「作られた伝説ではなかったのか？」

『その作られた伝説に酷似した行動をいくつか取っている。いや作られた伝説という解釈は、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいだったからだが、先刻の彼らは充分に荒唐無稽だったぞ』

　あまり解わかっていない顔をしている闘とう真まに、由宇は簡単に七つの大罪のことを説明すると、風間との会話を再開した。

『今日出会ったのは、サタン、ベルゼブル、レヴィアタン、アスモデウスの四人だろう。問題は彼らはあの力をどこから手に入れたかだ』

「遺産じゃないの？」

　気楽に口にした闘真に、由宇の何とも言い難がたい視線が向けられた。

「え？　僕、変なこと言った？」

『いや、間違っていない』

「おそらく正しい」

　由宇がぼかした表現をした。

「おそらく？」

「私の知識にあれらの技術はない。常人の体型を保ちながら、数十倍の力を発していたアスモデウス。数千度から数万度の熱を発し、なおかつ耐熱機能をそなえたスーツを着たサタン。正体不明の力で手も触れず周辺の物をマシンガンのように発するレヴィアタン。いずれの能力をもたらすテクノロジーも私は知らない。ベルゼブルの周辺への肉体同調能力は、以前戦ったマジシャンの能力に酷似しているが、あれとて未完成の代しろ物もの。つまり……」

『あれらの技術は峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが、由宇と袂たもとを分かってから開発した可能性が高いということだ』

「え？　じゃあ？」

「問題は三つ。一つ、未知で新しい技術故ゆえに対策が立てにくい。しかも強力だ。二つ、七つの大罪はその名の通り七名から構成されている。他ほかにも三人、同程度の敵がいると思っていいだろう。そして三つ、勇ゆう次じ郎ろうを追ったら、そのような敵と出会った。彼らは直接的、あるいは間接的に勇次郎と繋つながりを持っている可能性がある」

　重苦しい空気が流れる。

「聞いて、由ゆ宇う。僕は今日三回も鳴なる神かみの尊みことを制御できた。最後の一回は、由宇も見てたでしょう？」

「……ああ」

「由宇が見てないときの二回は、もっとずっと長い間だった。でも大だい丈じよう夫ぶだった。だからどんな強敵でも、僕がなんとかする。してみせるから」

「……そうだな」

　由宇は否定はせず、しかし寂しげに微ほほ笑えむばかりだ。

「闘とう真ま、君に頼たのみがある」

　由宇の声は、ようやく耳に届くほど小さなものだった。あとに続く言葉はしばらくなく、その間、窓の外は三機の捜索用ヘリが行き交い、先ほどの由宇の言葉は自分の聞き違いかと闘真が思い始めたころ、ようやく由宇の口は、続く言葉を紡つむぎ出した。

「これは……交換条件と思ってもらってもかまわない」

「交換条件？」

　あまりいい話ではなさそうだ。二人の状況を考えると楽しい話であるはずもないのだが、由宇の重い口調を考えると、状況を鑑かんがみてもさらに悪い方向へと向かう話のように思える。

　闘真はじっと由宇の顔を凝ぎよう視しした。できればそれを口にして欲しくない。そんな意味をこめて見つめたが、一度開いた由宇の口は止まろうとはしなかった。

「そう。交換条件だ。君が私と行動をともにするための条件」

　厳しい眼まな差ざしは、それが冗談でないと告げている。

「これから危険は否いや応おうなく増していくだろう。私の行く先々では争いが絶えないだろう。はっきり言って、この状況での君は不確定要素をたぶんに含んだ危険因子だ。その刃が私に向けられないという保証はどこにもない」

　制御できつつある禍まが神がみの血ちに対しての自信を、由宇にどうやって解わかってもらおうかと思ったが、いまは黙だまっている。それにたしかに由宇の言うとおり、完全に制御できているわけではないのだ。

「しかしこれから提示する条件は、あらゆるデメリットを凌りよう駕がする。それほど大事なことだ。もちろん、断ってもらってもかまわない。そのときは」

　顔をそむけ、由宇はぽつりと言う。

「君とはここまでだ」

「条件って、なに？」

　かすれた声で闘とう真まは聞いた。由ゆ宇うは珍しく本題に触れることを避さけているふしがあった。ためらいがみてとれる。

「これから頼たのむことは、以前君に言った言葉と矛盾する。正直……君にこのことを頼みたくはない。しかし状況はそれを許さない。これを頼めるのは一人しかいない」

　なお前置きが続く。そして言葉はとぎれ、由宇は視線を宙に浮かべたままだ。

「もし、もしもだ……」

「うん？」

「もし私がＡＤＥＭ以外につかまったら……」

　話はどんどん悪い方向へと転がっていく。由宇の口はまだためらっていたが、やがて決心したのか、表情を引き締め闘真の顔を見つめる。

「そのときは」

「そのとき……は？」

「私を殺して欲しい」

「え？」

　あまりのことに何を言われたのか、闘真は把握できなかった。否いな、把握したくなかった。

「海かい星せいや七つの大罪に捕まったときは、私を殺せ。そして脳を確実に破は壊かいするんだ」

　指先で側頭部を叩たたく。無表情で感情の読みにくい顔から、覚悟だけは気け圧おされるほど伝わってくる。

「まさか……それが僕を連れてきた理由なの？」

　違うと言って欲しかった。しかし無情にも由宇はうなずくことで、闘真の言葉を肯定する。

「ＡＤＥＭは遺産を管理するが、その運営方針は私利私欲を捨てた見事なものだ。あれほど清廉潔白な組織も珍しい。だから私もある程度は安心して身柄を預けることができる。たとえ無理やり私の脳から情報を引き出すことがあっても、遺産が悪用されることはないだろう」

　無理やり情報を引き出すという言葉に、嫌な光景がいくつも浮かぶ。その時点で闘真には最悪の事態に他ほかならなかった。

「しかしいま私を追っている組織は違う。私欲の気配がする。いま私を追っている組織だけではない。遺産利用を狙ねらう組織は世界に腐るほどある。私の存在が明るみに出たら、捕まえるために動くだろう。そしてどのような手段を使っても、頭から知識を吸い出すに違いない。それは絶対に防がなければならない」

「だからといって、殺してくれだなんて。そんなことできないよ。そんなのおかしいよ」

「そうだな。私は以前、人を殺す君を見たくはないと言った。しかし私は蛟みずちのときもその前も、何もできないでいた。それどころか君に自分を殺すことを依い頼らいしている。矛盾している。おかしいと思うのは当然だ」

「そういう意味じゃないよ！　そんな、僕に由ゆ宇うを殺せるわけないじゃないか！」

「しかし必要なことだ。君と行動をともにしている以上、私がつかまる確率は高くなる。ならば、この条件は容認してもらう」

「嫌だ。絶対に嫌だ！　そんなこと言うなら、さっさと僕を置いて行ってしまえばいいだろう！」

「それでは君に失礼だ。私を捜して危険な目に遭あわれても困る。君はすぐにやっかいごとに首をつっこみたがる。自分の実力も考こう慮りよせず、無む茶ちやばかりする」

「なっ……僕だって考えてるさ」

「それは初耳だ。しかしミミズだって思考くらいはする。危機回かい避ひ能力があるのは実験で証明されている。はたして君にミミズ並みの危機回避能力があるかは疑問だが」

「ゆ、由宇！　それはいくらなんでも酷ひどいんじゃない!?」

「酷い？　私は事実を……けふっ」

　由宇が突然咳せき込む。手のひらに赤い飛沫しぶきが飛び散った。

「ゆ、由宇！　ごめん、そんなつもりじゃ。僕は……」

　慌てる闘とう真まを、由宇は首を振ってなだめた。それだけの動作でも、辛つらそうな顔をする。

「私の失態だ。君のせいじゃない。……少し横になって休ませてくれ」

　由宇の咳せきは、明け方近くまで続いた。
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　朝あさ陽ひが天てん井じよう近くの隙すき間まのような窓から差し込む。室内の一角が光に縁取られ、中ではほこりが粒子のように浮かんでいた。闘真はまぶしさに目を細める。一夜経て残ったのは、苦い感情だけだ。

　横たわっている由宇の様子を見る。血の気はなく、それでいて体には熱があった。呼吸が浅く不規則だ。それでも咳はしなくなり、いまは眠りについていた。容態は少しだが落ち着いたようだ。しかし動くには無理がある。

　外のヘリの音はいまだに続いていた。それに交じり、奇妙な駆動音が近づいてくる。

『うかつに窓から顔を出すな。この音はサイファーだ』

「サイファー？」

『回転翼型の無人偵察機』

「なんかＵＦＯみたいだね」

　風かざ間まがモニターに表示した映像を見て、闘とう真まはどうでもよさそうな感想をこぼす。窓の光にわずかの間、影が差した。

「由ゆ宇うがやっているみたいに、偵察機の制御をうばったりとかできないの？」

『そしてわざわざ我々が近くにいることを知らせるか？　短期戦ならいざ知らず、長期戦ではおとなしくしていろ』

　闘真は由宇の額に浮いた汗をふく。できれば偵察機など無視していますぐにでも病院に連れて行きたいくらいだ。しかし人一人かついで、この包囲網を突破するのがいかに難しいかは闘真でも解わかった。

「なんとかならないかな？　昨日からあまり容態が変わってないよ」

『ＡＤＥＭかＮＣＴならば、峰みね島しま由宇用に調合されたカンフル剤がある。それさえ注射すれば回復するだろうが、ここでは望むべくもないか。……いや、そうとも言えないか』

　一いち縷るの望みにすがって、闘真は詰め寄る。

「何か方法はあるんだね？　どういう方法？　僕にできることならなんでもするよ」

『海かい星せいは由宇を捕らえようとしている。ならば海星駐屯地に、由宇用に調合されたカンフル剤が置いてある可能性は高い。捕らえるのが目的で殺すことではないからな。ＡＤＥＭも由宇のこの病状は予測済みだろう』

「海星の本拠地に？」

『おそらく峰島勇ゆう次じ郎ろうの旧研究所、いまは仮説本部として使われている建物にカンフル剤がある可能性が高い』

　闘真の喜びはしかしすぐにしぼんでいった。だからと言ってどうやって取りに行くのか。由宇を一人で置いていくわけにはいかない。

『こうなってはこの娘の回復力にかけるしかあるまい。あと一日は様子を見るべきだ』

　闘真は己の無力を痛感した。こうして汗をふいてあげる以外に、何もできない自分があまりにももどかしかった。
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　伊だ達てを乗せた車が海星駐屯地から走り去った。予定通り正午ちょうどに迎えが来て、去っていった。駐屯地から車の姿が見えなくなるのを見届けている姿があった。黒くろ川かわである。理知的な顔に、険しい表情を浮かべていた。

　伊達に海星の部隊を見せて欲しいと言われたことは、想定された事態だったがさすがに緊きん張ちようした。伊達の目に海星の軍勢はどう映ったか。

　──考え過ぎか。

　もうかつての鋭い牙きばはない。主にたてつくことのできない飼い犬に成り下がった。ライバルといえる存在を調べることができる貴重な一日の半分を、幽ゆう霊れい騒さわぎなどに費やすのはどうかしている。形だけの視察だったのか。

「憧あこがれていたのは本当だ。もし昔のままだったら……あの計画に誘さそっても良かった。いや、ぜひ参加して欲しかった」

　軽けい蔑べつの中に含まれる情動に、黒くろ川かわの顔は愁うれいを帯びる。しかしそれもすぐに消えた。

「おまえには見切りをつけた。俺おれは俺のやり方で、遺産犯罪を撲ぼく滅めつしてみせるさ」
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　背後でゲートの黄と黒の警告色シャッターが金属質な音をたてて降りた。これで比ひ良ら見み特別禁止区域へは特別な用事がない限り、再び入るのは困難になる。バックミラーでそれを見ていた八や代しろは、

「あの色って阪神タイガースを連想しちゃいますよね」

　ととぼけたことを口にした。

　しかし隣となりの伊だ達てはくすりともしないどころか、眉み間けんにいつもより深いしわを寄せている。

「昨日は大変でしたね。査察中に明らかな戦せん闘とうがあったって聞きましたが、どうでした？　こちらは今朝、報告したときと同じです。フリーダムを盗んだ組織が七つの大罪と呼ばれる傭よう兵へい集団であることが、ほぼ確定しました」

「ああ」

　軽く喋しやべっているが内容は重要なことだ。しかし伊達は黙もくしたままだ。

　八代は運転に集中しながらも、時々隣の黙したままの上司に注意を向けた。海かい星せい駐屯地から戻ってきてからの伊達の様子はおかしい。助手席でずっと物思いにふけっている。話しにくい雰ふん囲い気きがあった。

　しかし八代は伊達の雰ふん囲い気きを無視し、少し険のある声で話しかけた。

「昨日はどうして通信に出てくれなかったんですか？　こっちはいろいろと大変だったんですよ」

　伊達は応こたえない。黙だまって前方を見つめている伊達は、聞いているのか聞いていないのか判断がつかなかった。

「伊達さん、聞いてます？　まさかいまの職務にやる気がないからなんて理由じゃないですよね？　昨日いったい何回コールしたことか」

「八代」

　伊達の目が、初めて八代を見た。

「は、はい？」

　少しうわずった声で返事をする。

「おまえは亡ぼう霊れいを信じるか？」

　唐突かつ突拍子もない質問に、八や代しろはハンドルを切り損ね、あやうくガードレールにぶつかりそうになった。ふらついた車をようやく立て直し、いったい何が起きたのかと言わんばかりに、伊だ達ての顔を見た。

「前を見ろ。危ないぞ。俺おれ達たちが事故ったらシャレにならん」

「解わかってますよ。いや、そんなことより、亡霊？　なんですか？」

「亡霊、いや、幽霊か」

　伊達は真ま面じ目めな顔で髭ひげをなでると、

「ＡＤＥＭが解体されたら、いっそのことまるで対極の仕事に就くのも悪くないと思ってな。幽霊退治などどうだ？」

「はあ？　みんなで修験者になってお経でも唱えますか？　悪あく霊りよう退散って。それともゴーストバスターズみたいに、へんな掃除機みたいな機械で吸い込んじゃいます？　もしかしたら遺産にあるかもしれませんよ」

「君も古い映画を知っているな」

　呆あきれた伊達の顔に、八代は心外だという顔をする。

「最初に話をふってきたのは伊達さんじゃないですか。なんですか亡霊って？　枕まくら元もとにでも、誰だれか現れたんですか？」

「そうだな……」

　伊達が思いのほか真剣に悩んでいる様子が、八代は気になった。

「峰みね島しま由ゆ宇うの霊が現れた」

　本日二度目の事故寸前のミスをする八代。

「ちょ、ちょ、ちょっと伊達さん、峰島由宇の霊？　どういうことですか？　まさかモグラのお姫様が死んじゃったとか言い出すんじゃないですよね？」

「いや、現れたのは七歳のときのものだ」

　伊達は昨日自分が体験したことを、ざっと八代に説明する。

「それ、本当のことなんです……よね？」

　話を聞き終えた八代は、半信半疑というより信じたくないという顔で、横目に伊達の顔を見る。

「見聞きしたことは本当だ。一切の創作も加えてはいない」

「もちろん全部見聞きしたものだと信じてますよ。問題は、それが何かですね。伊達さんはどう思いました？」

「霊がでたの一言で片づけられるほど、俺も素直な性格はしていない。あれには何かある。何か意味がある」

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産ですかね？」

「亡ぼう霊れいを見せる遺産か？　あのマッドサイエンティストに、それくらいの愛あい嬌きようがあれば、まだ可愛かわいげもあるが」

「僕も、そんな楽しい人を対象にした仕事なら、もっと苦労が少なくてすみますよ。ああ、あれじゃないですか？　《希望》の事件で使われた遺産技術。あれも見えないものを見せるじゃないですか」

　しかしその回答が伊だ達ては気に入らないようだ。眉み間けんに寄せるしわが一段と深まる。

「確かなことは言えないが、違う気がする。あとで岸きし田だ博士に相談してみるが」

　それで霊の話は終わった。ようやく聞きたいことを口にできる雰ふん囲い気きになり、八や代しろはさっそく質問する。

「それでどうでした、昨日の海かい星せいの視察は？　とんでもない騒さわぎが起こったってのは聞いてますけど。にしたって、あの火災をただの山火事と発表するあたり、黒くろ川かわも大胆ですよね」

「俺おれの予想と少し違ったことがあった。海星の評価は修正が必要だ」

「修正って、なんですか？」

「いくつか確認したいこともある。ＡＤＥＭに帰ってからだ。昨日の比ひ良ら見み特別禁止区域は、本当にいろんなことがあったぞ」

　伊達が説明する昨夜の出来事に、八代の表情から余裕が消えていった。

「峰島由ゆ宇うに、その幽霊、さらにフリーダムを盗んだ勢力による襲しゆう撃げきですか。ちょっと一晩で一度に起こりすぎですよ」

「そして十年前の大爆発の土地でもある。これらすべては一本の糸で繋つながっている」

「勘ですか？」

「勘というのは無意識下で構成された論理的思考の発はつ露ろ……などと、どこかの小娘が言ってたな」

「ははは。……まだ捕まってないですよね？」

「まだ、な」

　伊達は一度だけうしろを振り返った。比良見特別禁止区域の山の中が見える。伊達はあごひげをしばらくなでていたが、何かを思いついたのか予定を修正した。

「俺はＮＣＴ研究所に直に向かう。おまえはＡＤＥＭ本部に帰れ」

「え？　どうしてですか？」

「今日予定されている査察だが、荒れるぞ。もし俺ならあれを利用する」

　伊達は肩越しに背後を指さし、いまなお黒煙を上げる山を指さした。
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「海かい星せい駐屯地を襲しゆう撃げきした犯人を特定できました」

　老人達たちの前に、黒くろ川かわは写真を提示した。

「峰みね島しま由ゆ宇うと坂さか上がみ闘とう真まの二名です」

　墜つい落らくしたヘリのブラックボックスに残っていた映像だ。そこにはライトに照らされた二人の少年少女が、はっきりと映っていた。

「そしてこれが破は壊かいされた車両の一部です」

　高熱によって飴あめのように溶けた車の写真はさすがにインパクトがあったのか、ざわめきが起こった。

「明らかに峰島勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術を使用した武器、いえ兵器です。しかしＮＣＴ研究所からは明確な回答を得られないのが現状です。これがどういう意味かお解わかりでしょうか？」

　自分の言葉が老人達の頭にしみこむのを待った。

「これは技術の独占です。いえ、もともとＮＣＴ研究所は遺産技術の独占という普通では考えられない特権を有していました。しかしこれも遺産技術の研究管理のみを目的とするという名目があり、非常事態での情報の開示は責務のはずです。これはＮＣＴ研究所の運営が悪あしき方向に向かっている可能性の示し唆さであると、私は考えます」

　老人の一人が、問う。

「それで君はどうするべきだと思うのかね？」

「ＮＣＴ研究所を正しい方向に導く必要があります。ＡＤＥＭから海星にＮＣＴ研究所の権限の譲じよう渡とを、考えていただきたいのです」

　黒川の予想通り、もう一度ざわめきが起こった。老人達はＮＣＴ研究所と遺産対策部隊を切り離したいと考えている。海星がＮＣＴ研究所と接触するのは、よしとしないだろう。

「私はここ数日で大きな成果を上げています。そこも評価していただきたい」

　黒川は前に乗り出し、強い姿勢で詰め寄った。

「確かに、ここ数日の君の働きは見事だった」

「強引な手段も見受けられるが、まあ良しとしよう」

　老人達の言葉に、黒川は満足そうな顔をする。

「それではＮＣＴ研究所の権限の譲じよう渡と、考えていただけますね？」

　しかし老人達の反応は鈍い。

「うむ、そのことで一つ、提案があるのだが黒川君」

「君の働きは見事だったが、ＡＤＥＭの調査段階の功績も大きい」

　以前の会議では一度も口から出なかったＡＤＥＭを賞賛する言葉に、黒川は苦笑するしかなかった。老人達たちが何を言おうとしているのかは、察した。しかしあえて問うた。

「話が見えないのですが？」

「つまりこういうことだよ黒くろ川かわ君。ＡＤＥＭの解体は一部に留とどめ、見送る。彼らには引き続き各地の遺産に関かかわりそうな事件の動向を探ってもらう」

「そして実働部隊は君達海かい星せいにやってもらう。いや、この数日のお手並みは見事だった」

　権限を分散させにきた。数日の成果が大きすぎたのだ。一つ二つミスをしたほうが、老人達を安心させたのだろう。

「まさかＮＣＴ研究所はＡＤＥＭの管かん轄かつ下かのままですか？」

　肝心なことを聞いた。

「そうもいかんだろう。ＮＣＴ研究所は暫ざん定ていだがＡＤＥＭと海星の二つの組織に関与する。詳しい権限はまた後日決めるとして、このことに異論はないかね？」

　黒川は不快な表情をあえて作った。思惑通りであることはつゆほども外に漏もらさない。

「しかしっ、お言葉ですが！」

「口を慎みたまえ黒川君！」

「そうだ。本来ならいくつかの事件で起こった民間人への被害を追及してもいいのだよ」

「組織の抜本的な改革がいい方向に行くとは限らない。一歩一歩様子を見ながら行うことも大切だ。解わかるね？」

　──子供みたいにあやしにきたか。

「解りました」

　不承不承ながらも承知する、ように見せかける。

「この件はこれでおしまいだ。下がりたまえ」

　黒川は敬礼すると、いったんは背を向ける。しかしすぐに向き直り嘆願するように喋しやべった。

「ではせめて、本日行われるＮＣＴ研究所の査察に、私の部下を加えてください。技術的な面ではお役に立てませんが、不ふ穏おんな動きがあればすぐにでも対処できます」

　老人達は顔を見合わせ、すぐにうなずいた。

「よかろう。海星の上層部の一部はＮＣＴ研究所に接触できる権限をあたえよう」

「解っていると思うが、ＮＣＴ研究所の位置は国家最重要機密の一つだ。決して外部に漏らしてはならない」

「査察は午後からだ。君の部下を加えるなら、人選を急ぎたまえ」

「はい、ありがとうございます」

　そう言って頭を下げる黒川の表情は、笑っていた。
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「ＬＡＦＩファースト……」

　同じＬＡＦＩシリーズでありながら、ここ数日間、小さ夜よ子こが挑んでいたコンピュータとはまったく異質の存在。このＬＡＦＩには人のように、あるいは人を超えた意志のようなものを感じる。ただのアクセスのはずなのに。同じシリーズのはずなのに。

　小夜子の緊きん張ちようを読み取ってか、岸きし田だ博士が肩を叩たたいた。

「そう硬くならなくていいよ。由ゆ宇う君のときみたいに脳を直接コネクトするわけじゃない。ただ中にあるデータを覗のぞくだけ。慎重に行えば問題ないはずだ」

「は、はい」

　キーボードに向かう。心境は異星人とのファーストコンタクトだが、シンクロとはまったく違う。キーボードごしに何をされるわけでもない。木き梨なしのように体が乗っ取られるということはない。

　小夜子は緊張しながらも、ＬＡＦＩのキーボードを打った。ＬＡＦＩセカンドと同じように、数日間慣れしたしんだ行程を踏む。反応も一いつ緒しよだった。それから二十分ほど、ＬＡＦＩのデータベースをいじり、横よこ田たの残した資料がないか探した。この程度の作業なら、こなせる程度にはなっていた。

　ＬＡＦＩの反応は普通だ。資料はなかなか見あたらない。点字モニターから有益な情報を読み取れない。ほっとすると同時に、やや拍子抜けするのを感じた。岸田博士や他ほかの職員も、通常のモニターで監視している。

　突然、打った覚えのない点字がならんだ。まるで小夜子の虚を見計らったように、あるいは見計らっていたのか。

　──目が見えるようになりたいか？　それともＬＡＦＩを使えるようになりたいか？

　驚おどろいた小夜子は反射的に点字モニターから指を離してしまう。再び指を戻しても、点字モニターは何も映してはなかった。

「どうかしたのかね？」

　様子のおかしいことに、岸田博士は心配そうにする。点字モニターと岸田達たちが見ているモニターは同じ情報が表示されているはずだった。しかし彼らのモニターにおかしなことはなかったらしい。

　気のせいだろうか。目が見えるようになりたいか？　それともＬＡＦＩを使えるようになりたいか？　まるで問いかけるような一文はこの数日の疲れが生み出した錯さつ覚かくなのだろうか。

　混乱のまま小夜子はキーボードを打つ。それはすべて無視された。代わりに現れたのは、

　──望みをかなえてやろう。

　あからさまにおかしいデータが返ってくる。やはりそれに対し岸きし田だ達たちの反応はない。それはつまりモニターと点字モニターでは別の物が表示されていることを意味する。

　──探している資料はこれだろう。

　異常事態は止まらない。

「おお、朝あさ倉くら君、とうとう見つけた！」

　岸田博士が喜びの声をあげる。しかし、小さ夜よ子この点字モニターには違う文字が並んでいる。

　──ＬＡＦＩが使えるようになりたいか？　それとも目が見えるようになりたいか？

「やったじゃないか朝倉君！　横よこ田た氏の残した資料をついに見つけた。これでＬＡＦＩを使いこなせる糸口が見つかるかもしれない」

「え、ええ……でも、あの、あの岸田博士、へんなんです」

　──他言したらこれをすぐさま消去する。この資料が欲しくはないのか？

　報告しようとした小夜子の唇くちびるが凍り付いた。これは脅迫だろうか。

「これでＬＡＦＩセカンドのカオス領域を無効化できるかもしれない。ギリギリだな。これで万が一のことがあっても、危険な情報は破棄できる」

　時計を見て岸田博士は弾はずんだ声を発した。

「今日は査察団が来る。大事には至らないだろうが、私は出迎える準備をいろいろとしなければならない。これで早急に対策を練ろう」

　岸田博士はいそいそと部屋を出て行く。

　──ＬＡＦＩを使いこなしたいか。俺おれの呼び声に応こたえろ。

　小夜子は点字モニターから手を離すと、慌てて手をぬぐった。

　データは岸田博士のチップに記録された。もう触らなければ、何も起こらないはずだ。

　緊きん張ちようと驚おどろきで汗ばんだ指先を、何度かこすりあわせて確かめる。たとえＬＡＦＩファーストの中の意識体が接触してきたのだとしても、これだけではなんの問題もないはずだ。小夜子は自分に言い聞かせるように、大だい丈じよう夫ぶだと心の中で何度も呟つぶやいた。
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「やはりな」

　ＮＣＴ研究所についた伊だ達てが受け取った命令書には、査察のメンバーに海かい星せいの人間が加わることが追加されていた。

「でも、どうして急に」

　岸田博士が不安な顔で、命令書を見る。

「昨夜の海星駐屯地での事件は聞いているな」

「え、ええ」

「犯人を峰みね島しま由ゆ宇うと坂さか上がみ闘とう真まに仕立てあげ、海かい星せい……いや黒くろ川かわはＮＣＴ研究所の遺産管理に疑問を投げかけたのだろう」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「どうだろうな。別に遺産技術を乱用しているつもりはないが、隠していることは数多い。査察は二時からだったか？」

「ええ。私が出迎えるつもりです」

「頼たのむ。俺おれが出迎えるよりは、あなたのほうが人当たりもいいだろう。まだ時間はある。少し相談したい」

「査察のことですか？」

「いや、もっと大事なことだ。この一連の事件、誰だれが糸を引いているのか検討したい。岸きし田だ博士、あなたの意見を聞かせて欲しい」
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「ん、あれ？」

　いつのまに寝てしまったのか。闘真は慌てて飛び起きるとまわりを見渡した。由宇がくるまっているはずの毛布はもぬけの殻になっている。

「ゆ、由宇？」

　今朝の少女の姿を思い出す。症状はほとんど改善が見られず、やや熱が下がった程度だった。すぐに起きられるような状態ではないはずだ。

「君の寝ぼけた顔は、あまり見られたものではないな」

　たった半日なのに、懐なつかしく感じる辛しん辣らつな声が背後からした。

「ああ、よかった。そこにいたん……」

　振り返った闘真はすぐに、前を見てうつむいた。事態の切迫も、由宇の体の心配も、何もかもどこかにすっ飛んだ。

　闘真の目に入ったのは、血の気を失っているせいか、磨かれた白磁のようにさらに透き通った肌をした由宇の裸身だ。後ろ姿とはいえ、細い首から背中へ流れる曲線と臀でん部ぶの丸み、日本人離れした長い二本の足まで、惜しげもなくさらし、何もかも瞼まぶたに焼き付いてしまった。

「な、なんでこんなところで着替えてるんだよ……」

　平静な声を出そうとしても、声がうわずってしまう。

「ん？　汗で服が濡ぬれた。当然だろう」

「せ、せめて物陰に行ってやってよ」

「何を言っている？　物陰はここ以外のどこがある。それとも私に表に出て敵に姿をさらせと言うのか？」

「そうじゃなくて」

「君は横暴で理不尽だ」

　文句を言いながら、由ゆ宇うの衣きぬ擦ずれの気配は続く。闘とう真まは顔をあげないまま、なんとかうしろ向きに体を移動させた。しかしすぐうしろでする、着替えの気配がどうしても心臓の動どう悸きを激しくさせる。

「も、もう体はいいの？」

　深呼吸を何度も繰り返し、努めて普通の声で問う。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。君には世話をかけた。感謝している」

「そ、そんなことないよ。当然のことだから……」

　照れながら頭をかく。由宇の声がいつもより優しい、ように闘真は思えた。多分に錯さつ覚かくが入っていそうだが、聞こえたのだからしかたない。

「いや、このような状況で中々できるものではない。この感謝の気持ちの前では、先ほどのような理不尽な要求の一つや二つも受け入れよう」

「いや、理不尽って」

「まてよ。そうなると君の恩はこれでチャラか。うむ、早く恩を返せて良かった」

「え、え、ええええ？」

　別に恩に着せるつもりは微み塵じんもないが、由宇の言葉には思いきり異論がある。

「何を驚おどろいている？」

　着替え終わった由宇が背後から闘真の前にくる。当然のことだが服を着ている。しかし脳裏にいまだにちらついている裸身が、目の前の由宇と重なる。さらに横よこ田た家での体の前面の一部が重なってイメージに補正がかかり、うしろ姿から連想される前の裸体まで３６０度、あますことなく脳内でちらついた。頭がくらくらする。倒れないのが不思議なくらいだ。

「どうした？　顔が赤いぞ？　まさか体調を崩したのか？」

　目の前に由宇がしゃがむ。慌てて転がるようにうしろに下がった。熱を測ろうとしたのか、前に伸ばされた由宇の手が、行き場所を失って宙をさまよった。心なしか由宇の顔がむっとしていた。

『坂さか上がみ闘真、言っておくが俺おれに座ざ布ぶ団とんの機能は備わっていない』

　尻しりの下からは風かざ間まの声が聞こえる。

「ごごごごめん」

　再び飛び退のく闘真。ノートパソコンに向かって、何度も頭を下げる少年の図はあまりにも怪しい。

『それともう一つ、青少年らしい混乱をきたすのも結構だが、もっと観察眼を働かせろ』

「どういうこと？」

『そこで平気な顔をしているふりをしている、無む謀ぼうな娘の顔をよく見ろと言っている』

　冷水を頭からぶっかけられた気持ちになった。慌てて由ゆ宇うの顔を見る。白い。病的な白さは危うい美しさがあるが、いいわけがない。落ち着いてみれば、由宇が無理して立っているのが解わかる。体がふらついている。意志の強い眼まな差ざしだけはいつもの通りだが、逆にそれが症状の酷ひどさを強調していた。

「由宇、まだ寝てないと駄だ目めだよ」

『おまえがまっさきに言うべき言葉は、それだったな』

　風かざ間まの声が心に突き刺さった。あんなことで、いやあんなことと表現できることを遥はるかに超えていたが、それでも取り乱すべきではなかった。

「私の体は私が一番解っている。大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫じゃないよ、そんなの。酔っぱらいが酔ってないって言ってるのと一いつ緒しよだよ」

『休養程度で回復できる症状を超えている。そのままだと死ぬぞ』

　死ぬという言葉が、重たく響ひびく。スフィアラボの事件を思い出した。あのときも由宇は死にかけていた。

「私の生死は重要ではない。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを捕まえなければならない。止めなければならない」

　由宇が何度も繰り返している止めるという言葉は何を指しているのだろう。しかし由宇はその問いに決して答えようとしない。かたくなに口を閉ざしている。

「風間、現在の海かい星せい駐屯地の情報をできる限り集めてくれ。今夜にでも潜せん入にゆうする」

「無む茶ちやだ。駄目だよ。絶対駄目だ」

　間かん髪はつ入れず闘とう真まは反対した。由宇は軽くため息をつくと、気のせいではなく少しだけ優しげな表情になる。

「闘真、私も何も考えていないわけではない。私の体調を改善させるにはＮＣＴ研究所で私用に調合されたカンフル剤を注射するのが一番いい。おそらく生きたまま捕らえたいと思うＡＤＥＭや海星の軍勢は、現在の私の体調を予想してカンフル剤を常備しているだろう」

『確かにその可能性は高いな。うまくすれば海星陣営でカンフル剤が見つかるか。しかし夜に忍び込むというのは、再考の余地がある』

「何か変化があったのか？」

　風間は答える代わりに、海星駐屯地の衛星写真を表示した。

「海星の軍勢が消えている……」

　意外な状況に、由宇は呆ぼう然ぜんとした。







　海星の軍勢が消えた。その状況は、たとえ目の前に証拠写真を突き付けられていても、信じがたいものだったのだが。

「本当にいなくなってる……」

　小高い山の上から、眼下に見える荒野に等しい平地にはほとんど何も残っていなかった。あるのは中央に建つ峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの旧研究所にして現海かい星せいの作戦本部だ。いや、この状況では作戦本部であるかどうかも怪しい。あとは破棄されたと思われる数台の壊こわれた車両等が、散らばっている程度だ。

「風かざ間ま、半径１００キロ圏内にそれらしき軍勢はないか？」

『皆無だ。３００キロまで広げていいなら、米軍の基地があるが、そこに移動した形跡もない。またあれだけの軍勢を隠す土地も場所もないぞ』

　闘とう真まは遠くまで目をこらし、何か見えないかと探した。しかしむき出しの地面が見えるばかりで、この状況を説明できるものは何一つ発見できなかった。

「ここから索敵できないとすれば、研究所の中だけか」

　厳しい眼まな差ざしで由宇は中央の建物を見る。しかし建物の持つ雰ふん囲い気きは空虚で、少なくともあそこに大勢の人間が隠れているようには見えなかった。

『どうする？　罠わなの可能性が高いぞ』

　由ゆ宇うは迷っている。

「そうだな。いまは引き返そう。胡う散さん臭くさすぎる」

　由宇が小屋に戻ろうと体を翻ひるがえしたそのとき、ＬＡＦＩサードの警告音が鳴る。

『例の信号をキャッチした。ＬＡＦＩフォースだ。場所は、ここから北に１６００メートル。旧研究所』

　まるでタイミングを見計らっていたかのようなタイミングの良さだ。

『由宇、昨夜から思っていたのだが、海星とＬＡＦＩフォースは関係ないのではないか？』

　その説に由宇も賛成なのか、異論を唱えない。しばらく考え込む顔をしていたが、ようやく足が動いた。隠れ家にしている小屋と反対の方向、すなわち旧研究所に向かってだ。闘真も慌てて追いかけると、隣となりに並ぶ。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　どう見ても罠だよ」

「解わかっている」

「もう少し慎重になったほうがいいと思うよ」

「無む茶ちや無む謀ぼうの代名詞の君に、そのようなことを言われたくはない」

　それでも山を下りきると由宇は足を止めて周囲を見渡す。

「風間、周辺に変化はあるか？」

『いや、不気味なほど静かだ』

「……そうか」

　由宇の目は辺りをせわしなく見る。些さ細さいな変化も見逃さない。そんな表情だ。

「あれ？」

　その緊きん張ちようを根こそぎひっくり返すような気の抜けた声を出した闘真は、覗のぞいていた双眼鏡をおろして首をかしげた。

「気のせいかな」

「何かあったのか？　些細なことでもいい。気づいたことがあったのなら言ってくれ」

「うん、研究所の屋上に誰だれか見えた気がしたんだ」

　由ゆ宇うは闘とう真まから双眼鏡を受け取ると、旧研究所を見る。

「どの辺りに？」

「一番上の右端のほう。背の高い男の人みたいだったけど」

　やはり見えないのか由宇は首をかしげて、双眼鏡をおろした。

「背の高い男性以外に特徴は？」

「白っぽい服装だった。ちらっと見えただけだけど。もしかしたら気のせいかも」

　由宇はもう一度双眼鏡でじっと建物を見ていた。しかし唐突に前に向かって歩き出す。

「やっぱり行くの？　でもなんかまずそうじゃない？」

　最初は歩いていた由宇の足が、早足から小走りへ、そして疾走へと移行していった。いつのまにか由宇の横顔に、追いつめられたような悲壮な表情があった。

『どうした？　おまえらしくないぞ？』

　風かざ間まも変化に気づいたのか、由宇をたしなめるがそれでも止まらない。

　建物を前にして由宇の足はようやく緩ゆるくなった。落ち着きを取り戻したというより、物陰から現れた人影への警戒心だった。

　しかし人影は由宇を無視して、その背後にいる闘真に、視線を突き刺していた。

「レヴィアタン？」

　旧研究所、いまは海かい星せい仮設本部として使われている建物のゲート前に立っていたのは、闘真の見覚えのある少女だった。

　レヴィアタンは異国の言葉で喋しやべり、うしろのゲートを指さした。

「もしかして通してくれるの？」

「半分正解だ」

　由宇が代わりに答えた。

「彼女が話しているのはギリシャ語だ。私だけは通っていいらしい」

「僕は？」

「勝負しろと言っている。あの目、そうとう恨まれてるぞ。何か酷ひどいことでもしたのか？」

　闘真は首を大きく振って、全力で否定した。

「先に行く」

　由宇はそれだけを言い残し、レヴィアタンの横をすり抜ける。二人の少女はお互いに視線すら交さない。

　正面ゲートの前で由宇は一度だけ振り返って闘真を見た。しかしそれもつかの間のことで、すぐに建物の中に消えてしまった。

　レヴィアタンの両手のひらの間に、放電現象が始まる。やがてそれは拡大し周辺を呑のみ込んだ。気のせいか放電のような輝きが先日より大きい。しかしそれはすぐに気のせいのレベルを超え、さらに範囲を広げていく。

　前回よりも多くの石をつぶてとして使うつもりか。しかし闘とう真まの予想はあっさりと裏切られる。持ち上がったのは、石ではなかった。

　周辺に残ざん骸がいとして散らかっている戦せん闘とう跡あとから、銃器やバックパック、残骸の破片、さらには破棄されたバイクが持ち上がり、ジープが持ち上がり、ついには自走できなくなった戦車までもが軋きしみながら持ち上がった。

　それらがレヴィアタンの周辺を旋回する。

「ね、ねえちょっと、冗談でしょ？」

　先日と同じ叫び声を上げ、闘真を指さした。車やバイク、戦車までもが唸うなりをあげて飛んできた。一も二もなく逃げた。すぐ後方から爆音が追いかけてきた。バイクが、ジープが、装甲車が、地面に大穴を開け、えぐられた土が、頭上から土砂のように降ってくる。

　逃げていられるのも時間の問題だ。そもそもここで時間をつぶすわけにはいかない。

　離してはならない手があるのだ。

　いまにも倒れそうな体で走り去っていった由ゆ宇うの顔が脳裏をよぎった。

　とっさの気持ちの切り替えが鳴なる神かみの尊みことを抜刀させる。飛来したバイクに向かい、神速の域で小刀を振った。直ちよく撃げきするはずだったバイクは闘真の横をすり抜け、背後の建物の壁をぶち破る。

「悪いが、今日は容よう赦しやしない」

　この相手は強い。そう思うだけで内から喜びの感情があふれてきた。
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　ゲートが閉まる。寸前に聞こえてきた戦いの音は、扉が閉まった瞬しゆん間かん、何一つ聞こえなくなった。完全な防音処理のためだ。

　由宇は閉じたゲートに心を奪われていた。と言ってもほんの一、二秒のことだろう。

「いかんのう、敵を前にして背後に心を残すのは」

　奇妙なイントネーションのしゃがれた声が、ホール中央から響ひびく。由宇は慌てて前に向き直る。文字通り慌てていた。そこにはついさっきまで誰だれもいなかったはずなのだ。しかし幻でもなんでもなく確かな実体として、ホール中央に奇妙な出いで立ちの老人はいた。修行僧のような姿で、床に腰を落ち着けている。中近東系の顔立ちは、長い年月と太陽によって築かれた深いしわとひび割れた肌で覆おおわれていた。しかし老人の表情は、孫を見るかのように優しげで、海の底のように静かだった。

「誰だれだ？」

　由ゆ宇うが口にしたのは日本語ではなくウルドゥー語に似た言語だ。

「ほっ。わしの言葉が解わかるか。お国くに訛なまりで話すのは久しぶりじゃのう」

　老人も同じ国の言葉で返す。

「発音も完かん璧ぺきじゃ。さすがあのお方の娘さんじゃ」

　にこにこと笑う老人はさらりと、とんでもないことを口にした。

「あのお方……勇ゆう次じ郎ろうのことか？　まるで知っているような口ぶりだな」

「スフィアラボ、弧こ石せき島とう、つい先日の《希望》の街。お嬢じようちゃんの戦い方、見させてもらった」

　老人の言葉は返答ではない。しかし程度のほどが違うにしろ、またも聞き捨てならないことであった。《希望》の街はまだしもスフィアラボと弧石島での出来事は、外部の人間に知れ渡ることはありえない。外からの観測は不可能。内部のデータはＡＤＥＭが厳重に管理している。

「何者だ？」

「七つの大罪の一人、ルシフェル……と言っても見たとおり死期を待つばかりの老いぼれじゃて……よっこらせ」

「七つの大罪……ルシフェルだと？」

　その言葉に嘘うそがなければ、中東を震しん撼かんさせたたった七人の伝説の傭よう兵へい集団の頭目が、目の前の老人と言うことになる。

　老人──ルシフェルは年相応の緩かん慢まんな動作で立ち上がる。思わず手を貸したくなってしまいそうになるほどだ。

「一度は死んだも同然の身。再びよみがえり、生にしがみつく浅ましさをさらしてきたが、そのかいもあったというもの」

　ルシフェルは腰に手を当て、無理矢理体を伸ばす。朝のラジオ体操をしている老人そのものだ。

　しかし由宇の表情は緩ゆるむどころか険しさが増す。

「百有余年を経て、ついに好こう敵てき手しゆに巡り会えたわい」

　老人は柏かしわ手でを打つように、手のひらを打ち合わせた。ただそれだけの動作で鼓膜を突き破らんばかりに打った音が鳴動し、ホール全体が振動した。

「な……」

　由宇は絶句する。老人の動作から算出できる現象ではない。

「おお、びっくりさせてすまんの」

　老人は楽しそうに、水が流れるような動作で踏み込んできた。

　──遅い。

　それが由宇の第一印象だ。確かに老人にしては動作は機敏だ。しかし数多あまたの死線をくぐり抜けてきた由ゆ宇うにとって、それはスローモーションでしかない。彼女が得意とする頭脳労働による肉体の制御を駆使するまでもない。充分な余裕をもってかわす。否いな、かわしたと思った。しかし老人の手のひらは、由宇の脇わき腹ばらに磁石のように張り付いた。

　世界が一いつ瞬しゆん、真っ黒になった。体がくの字に折れ曲がる。宙をどれだけ飛ばされ、地面に打ち付けられた体が何回転げ回ったか解わからない。壁に激突し、体がようやく停止した。
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　痛みにかすむ視界の中、老人は最初の頃ころと変わらない様子でそこに立っていた。頭の中でシミュレートする。老人の動作を１パーセント以下の誤差で頭の中で再現、そこから算出される掌しよう底ていの衝しよう撃げき力りよく。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの技術を使われた可能性も吟味し、あらゆる方向から分析した。その間、約十秒。しかしどのような手段を用いても、いま由宇の身に起こった現象は不可解だった。

　世界の法則からはずれた現象。この感覚を由宇は知っている。体験するのは初めてではない。

「……老人、世界が変わって見えたのはいつからだ？」

「瞑めい想そうをし三十年、世界を見てわたり三十年、人に救いをもたらそうとおごったのが三十年。その間一日たりとも心と肉体の鍛たん錬れんは怠らず、我わが身を高めること百有余年。恥ずかしいかな、ようやく悟りの一端というものが見えてきた。真理というものに一歩近づいた気になっておる」

　比ひ喩ゆではなく、老人は世界の真理を覗のぞいた。

「まさかこんなところで、【脳の黒点】が開いた人間に会うとはな」

　峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうのライフワーク、人間の脳の中で決して活用されない領域【脳の黒点】。

「【脳の黒点】？　そう言えばあのお方もそのようなことを言っていたの。ユングかフロイトのとなえた集合的……なんだったかのう？」

「集合的無意識。心理学者カール・グスタフ・ユングの言葉だ。無意識の底では、人の意識は共有している。繋つながっているという考え方だ。おまえ達たちの仲間、ベルゼブルの他人との同調も、集合的無意識を介した能力だろう」

《希望》の事件でも、同じ能力を駆使する相手がいたことを由ゆ宇うは思い出す。

「うむ、それじゃそれじゃ」

「【脳の黒点】はいわば集合的無意識を意識、自我の域に繋げる手段。しかし【脳の黒点】が繋がっていたのは、集合的無意識などという生やさしいものではなかった」

　由宇はルシフェルに向き直ると、闘たたかう構えを見せる。

「あなたは世界を俯ふ瞰かんで見ているはずだ。世界を構築するハードウェアに接触し、世界がなんであるかその一端を知った。宗教的な言い方をすれば、神の摂理に触れたと言っていい」

　勇次郎はこの老人に接触している。世界の仕組みに触れたくらいだろうが、それでも勇次郎の興味の対象だっただろう。

「そんなだいそれたもんじゃないがのう。親子そろって似たようなことを言いよる」

　闘とう真まも老人と同じ視点を持っている。しかし経験則に圧倒的な差がある。

　──もしかしたらこの老人は闘真より強いのかもしれない。

　冷や汗が出る。ただ一人の人間相手に、これほど勝てないと感じたことはなかった。ルシフェルはただ立っている。

　由宇は先ほど吹き飛ばされた力のエネルギー量を算出し、老人との動作の誤差を推測する。その差約十倍。ルシフェルの動作すべてを十倍と考えよう。それでも危うさが残る。力の底が見えない。見えなくて当然だ。人が認知できない法則を使っているのだ。

　受け身は不利。由宇はためらうことなくルシフェルに向かった。考え得る最速の動作をしかし、

「ふむ」

　ルシフェルはどこか面おも白しろくなさそうに迎えると、片手で由宇の手を取り、あっさりと放り投げた。とっさに由宇は空中で姿勢を立て直し、バランスを崩さず着地し、ルシフェルの追つい撃げきに備える。しかし向かってきたのは、落胆した老人の眼まな差ざしだけだった。

「調子が悪いと見える。ようやく心ゆくまで語り合える相手に巡り会えたのかと思ったのだがのう。やれやれ、お嬢じようちゃん、わしらの欲しい物さえいただければ、今日は見逃そうではないか。放射能それに核分裂連鎖反応を無力にする発明があると聞いたんだが」

　屈くつ辱じよく的てきな言葉だ。しかしそれは流す。ただ油断なく老人の挙動を観察した。

「それが七つの大罪の目的か？」

「いや、目的のための手段かのう。我らの目的は恒久的な平和」

「平和だと？」

　由ゆ宇うはいぶかしむ。しかし老人の表情はいたって本気だった。

「教えてくれぬか？」

「知らない」

　由宇の答えは簡潔だ。

「ふむ」

　喉のどを掻かきながら由宇を見る。観察している。由宇が敵を観察するように、ルシフェルも由宇を観察していた。深く澄すんだ瞳ひとみをしている。年老いた肉体の中で、目だけは若々しかった。

「なるほど嬢じようちゃんは、見ようによってはあのお方より優れておるかもしれん」

　じっと由宇を見つめていたルシフェルは、何を思ったのか突然話題を切り替えた。

「しかし何かに縛しばられておる」

「なんだと？」

「それは何かのう？　人のしがらみに縛られ、己の心に縛られ、がんじがらめじゃ。さて、そのようなていたらくでは」

　ルシフェルはたたんと軽く踏み込んできた。先読みを得意とする由宇がまるで読めなかった。動揺は最小限に抑え、とっさに反応する。しかし老人の腕は由宇の防御をすり抜けた。しなびた手のひらが、軽く胸の中心をついた。全身がしびれ動けなくなった。

「あのお方に追いつくどころか、この老いぼれも乗り越えられるまい。あのお方には善も悪もない。あるのはただ探求心のみ。お嬢ちゃんは、ここで朽ちる運命じゃな」

　にっと、笑った。
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　闘とう真まの背後の地面がえぐれ、一拍を置いてから爆発した。装甲車内に残っていた火薬と燃料が爆発したのだろう。研究所の別棟の建物から出火する。

　レヴィアタンの攻こう撃げきは周辺の地形を変えてしまった。七つの大罪は、確かに破は壊かい力りよくだけをみても、これまで出会った遺産違法使用の相手の中では頭一つぬきんでていた。

　レヴィアタンは何かを闘真に向かって叫んでいる。いま少女のまわりを旋回しているのは、バイク一台に装甲車三台、そして戦車二台だ。それらが風切り音を立てて回っている。他ほかにも大小の軍の備品がそれに混じっていた。

　闘真は半身に片手を伸ばし、指で来いと合図する。

「早くしろよ」

　その余裕が気に入らないのか、激げつ昂こうをぶつけるように宙を舞う物すべてが、いっせいに闘とう真まに襲おそいかかった。戦車が地面をえぐり、装甲車が土煙を空高く舞い上がらせ、大小の飛来物は大地を削る。さながらハリケーンが吹き飛ばしている光景だ。

　舞い上がった土つち埃ぼこりがようやく収まりを見せる。飛来物の当たった地面はまるで爆弾を落とされたように、深くえぐられている。中にはガラクタと化した様々なものが埋まっていた。

　そのガラクタを背景に、闘真は静かにたたずむ。傷一つなく、冷たい眼光がレヴィアタンを射る。

　少女は怯ひるみ、半歩後ろに下がった。それを屈くつ辱じよくと思ったか、火花のような放電現象はさらに大きさを増した。

「おいおいおい!?」

　あきれた声が闘真の口をついて出る。

　放電が包む物。それは少女の背後にあった。研究所の別棟の一つだ。三階建ての大きさの建物を紫電が覆おおう。建物の全面にヒビが生じた。ヒビは亀き裂れつとなり、やがて崩ほう壊かいする。しかし一部こそ崩れるものの崩壊した建物は、宙に浮いた。両手を高く上げる二つの手と、十数メートルの高さに浮いている建物を結んでいるのは、目もくらみそうな放電の奔流だ。

　レヴィアタンの叫び声と同時に、鉄筋コンクリートの建物一つがまるごと、闘真に向かって投げられた。同時に闘真もダッシュする。かわしようのない巨大な物体に向かって、ためらうことなく奔はしった。崩壊しながら向かってくる建物の窓、亀裂、空間がなければ鳴なる神かみの尊みことを振るい、闘真は飛来する建物をすり抜けた。

　レヴィアタンにはまるで通り抜けたとしか思えなかっただろう。トンッと軽やかに着地した闘真を目の前に、明らかな恐怖の眼まな差ざしを向ける。

「あんなご大層なもの投げ飛ばすより、俺おれの体を飛ばしたほうが早いんじゃないのか？」

　余裕の笑みで闘真は鳴神尊を鼻先に突き付けた。ん？　と何か気づいた顔をする。前回の戦闘で放電のようなものに包まれたことを思い出したのだ。

「そういや、あのときも俺の体は飛ばなかったな。建物や車は飛ばせて、人の体は無理か？　その辺りにその奇妙な力の正体がありそうだ」

　闘真の目がレヴィアタンの目を覗のぞき込む。ひっと少女は後ろに下がった。

「悪いがあんまり遊んでいる暇ひまはないんだ」

　少年の目には、濃密な殺意と焦しよう燥そうがあった。本気を悟った、否いな、悟らされたレヴィアタンは思わずうしろに下がり石にけつまずいた。倒れた拍子に、まだ火花のような放電を発している手が地面に着く。紫電は地面を走り、少女と闘真の体を包んだ。

「があああああああっ！」

　闘真が頭を押さえ、よろけた。同じように包まれているレヴィアタンはきょとんとしている。見た目こそ電気の放電に似ているが、そのようなたぐいのものではない。人体に影えい響きようがないことは彼女がよく知っていた。しかし目の前で苦しんでいる少年がいる。







　──なんだ？

　闘とう真まは自問自答した。視界がぼやけて見える。しかし目眩めまいとは異なった。脳の奥がちりちりと熱くなる。焼き切れそうだ。

　ぼやけていた視界が徐々にクリアになっていった。それに比例して脳の奥の熱さも上昇する。クリアになった視界はさらに世界を隅々まで見せようとした。

　見えすぎて今度は気持ちが悪い。可視光以外の情報も流れ込んでくる。圧倒的な情報量が濁だく流りゆうとなって脳に流れ込み、神経を焼き切ろうとする。

「くそっ」

　闘真は紫電を振り払うように強引にレヴィアタンに近づくと、鳴なる神かみの尊みことの柄つかをみぞおちにめり込ませる。レヴィアタンは短くうめくと、あっけなく気を失った。放電のようなものがおさまり、闘真の苦しみの声も消えた。

「はあはあ……なんだ、いまの？」

　膝ひざをつき、荒い呼吸を繰り返す。脳が割れそうな苦しみ。強烈な紫電に脳みそを引っかき回された。

　気絶している少女を見る。まだ幼い。同じ歳としか、それよりも下だろう。浅く呼吸している。いまのうちに殺すか戦せん闘とう不能にしておくべきかもしれない。しかし敵とはいえ、これ以上何かをする気持ちにはなれなかった。もしこの場に風かざ間まがいたら、闘とう真まの甘さを罵ば倒とうしたことだろうが。

　闘真は体を起こすと、由ゆ宇うの消えた研究所の入り口に向かって走り出した。
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『由宇、気になる動きがある』

「あとにできないか」

　由宇はふらつく足でなんとか立ち上がった。体調が万全ではない。もちろんそれもあった。しかし頭脳は働く。回かい避ひは不可能でも老人の動きは予測できるはずだった。それによって避さけられないまでも、最小限の被害に食い止められるはずだった。

　しかし体に蓄積されたダメージは、予想を遥はるかに上回っている。ことごとくルシフェルの攻こう撃げきをまともに食らったせいだ。

『第四のＬＡＦＩが動いた』

「なんだと？　またか？」

『さらに、ＬＡＦＩフォースは何か外部に働きかけている』

「どこだ？」

『アメリカ、ハワイ州のスコーフィールド陸軍基地だ。ここのミサイル配備基地にアクセスしている』

「……まさか」

　好こう々こう爺やの風ふ情ぜいを一切崩さない老人は、二人の会話の間に攻こう撃げきをしかける真ま似ねはしなかった。余裕からかそれとも別の意図があるのか。

『君の予想は最悪の形で当たっている。現在ＬＡＦＩフォースは、ステルス機能をそなえた戦略核ミサイル──ＥＭＪ─Ⅲ型の発射アクセスコードに介入している』

　ステルス機能を兼ね備えた核ミサイル。どの国から発射されたか解わからない、いつ発射されたのか解らない、どこが目標なのか解らない。核ミサイル運用の根本を覆くつがえすＥＭＪ─Ⅲ型。

「風かざ間ま、目標はどこだ？」

『五秒待て。……ふん、やはりここだったか』

　風間が表示した場所を見て、

『峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの旧研究所、つまりここだ。ステルス核ミサイルはここを狙ねらっている』







「核ミサイルだと？」

　由ゆ宇うの言葉に、ルシフェルは考え込む表情をする。

「ふむ、予定と違うな。まあよい」

　どのような行動を起こすかと思えば、すとんと腰を下ろしその場に座り込んでしまった。

「どのようにこの状況を打破するか、見み物ものだのう」

　傍観者の口調でルシフェルは由宇を見つめる。何を考えているのかますます読めない。しかし気にかけている余裕はなかった。どのような意図があるにせよ、いまここで邪じや魔まされるよりはいい。

　由宇もその場に腰を下ろすと、ＬＡＦＩサードを広げてキーボードの上で指を躍おどらせる。

「ミサイル発射前に止めるぞ」

『先ほどから何回もやっているが駄だ目めだ。ブロックされた。ＬＡＦＩフォースの妨害が入る』

「くそっ。隙すきがないな」

『ＬＡＦＩフォースのほうが処理能力が上だ。その差はおいそれと埋まるものではない。威力は10メガトン。被害の大きさは十年前の比ではない』

　由宇は考える。核ミサイルの接近をなんとかして教えられないか。一秒もせずに却下した。完全なステルス式のため、証明するのは不可能。アメリカは事態を把握しているだろうが、事実を認めないだろう。

『発射準備が秒読み段階に入った。五、四、三、二、一、発射された。推定二十八分後に到着する』

「推定か」

『完全なステルス機能を備えている。発射されたら最後、軌道を追うのは難しい。しかしプラスマイナス二十七秒以上の狂いはないはずだ』

「予想被害範囲は？」

　表示された円を見て、由ゆ宇うはうなった。比ひ良ら見み特別禁止区域をすっぽりと包み、さらにその外側にまで広がっている。さらに汚染される区域まで範囲を広げたら、県の一つ二つを軽く呑のみ込んでいた。

「絶対に落とすわけにはいかない。自爆コードにハックしろ」

『やっている。だがＬＡＦＩフォースによるブロック』

「解わかった。オンラインによる制御は不可能なら、目標到着前に直接迎げい撃げきしよう」

　由宇はキーボードを打ち、

『どうやってだ』

「幸い日本にはミサイル防衛システムがある。迎撃ミサイルがイージス護ご衛えい艦かんに積まれているはずだ。そのシステムをハッキングは可能か？」

『イージス護衛艦こんごう級が太平洋沿岸に出ている。ふむ、幸いフォースの妨害はない。使えそうだ。しかし見えないミサイルをどうやって迎撃する？』

「風かざ間ま、いかにステルス機能を備えているとはいえ、空気の対流は発生する。雲の動きを追え。光学衛星はあるな？　あれなら雲の動きも監視できるはずだ」

『しかしＥＭＪ─Ⅲ型は超高々度、成層圏を飛んでいる。雲などないぞ』

「地面に落ちるなら、一度は大気を通り抜けるだろう」

『現存のシステムの精度では、迎撃は99・９９９パーセント無理だ』

「解っている。いま私が新しいのを作る。風間はフォースの動向と、いつでも迎撃ミサイルを発射できる準備を進めてくれ」

『時間にして十秒あるかないかだな』

　ずっと静観していたルシフェルが、口を挟む。

「慌てておるのう。放射能の無力化か核分裂連鎖反応の無力化の技術を使えば、いいんじゃないのかね？」

「あいにく、どこにあるか知らない」

　由宇は短く簡潔に応こたえた。手を止めずルシフェルを睨にらんだ。

「まさか私にそれらを使わせるために、発射したのか？」

「いやいやいや、わしらは無関係じゃよ」

　表情に嘘うそはない。しかしそれではＬＡＦＩフォースを使っているのは誰だれかと言うことになる。海かい星せいでもない、七つの大罪でもない。

「やはり勇ゆう次じ郎ろう……なのか？」

　つぶやく由ゆ宇うだが、しかし納なつ得とくのいかない顔をする。《希望》でのＬＡＦＩフォースの反応から勇次郎への手がかりと思い追いかけてきたが、何か違和感がある。この事件の裏には勇次郎がいる。それは間違いない。しかしＬＡＦＩフォースを操っているのが勇次郎とも思えなかった。

「ふむ、どうやら本当に知らないと見える。ならば長居は無用」

　よっこらせと立ち上がった老人は、腰を叩たたきながら外に出ようとする。しかしルシフェルが扉に手をかける前に、外から開けられた。

「ごめん、遅くなった」

　慌てて入ってきた闘とう真まは、ルシフェルと鉢合わせし目を白黒させた。

「だ、誰だれ？」

「敵だ」

　由宇の簡潔な答えは、さらに闘真を混乱させる。しかし老人は興味深そうに闘真を見ていた。

「おまえさんが、坂さか上がみ闘真君か？」

　たどたどしい日本語に、闘真は反射的にうなずいた。由宇の敵という言葉がぴんとこない。

「閉じておる。これもまた見込み違いかのう」

　由宇に見せたものと同様の落胆を見せると、ルシフェルはそのまま闘真の横をすり抜けて外に出てしまった。

「え、あ、いまのおじいちゃんは何？　誰？」

「そっちの問題はあとだ。いまはもっと優先すべき事がある」

　由宇の緊きん張ちようを感じ取ると、闘真はかけよった。

「何かあったの？」

「核ミサイルが発射された。目標はここだ」

「え、ええ！　またなの!?」

『なぜそこで俺おれに疑いの眼まな差ざしを向ける？』

「でも止められるんだよね？」

「いや、自信がない。残り時間は……十五分を切ったか」

　由宇が集中しているため、風かざ間まが状況を簡単に説明した。

「風間、完成したぞ。衛星が雲にＥＭＪ─Ⅲ型の軌跡を観測したら、すぐに軌道を再計算。イージス艦かんの迎げい撃げきミサイルを発射しろ」

『迎撃できる確率はあまり高くないぞ。もともと効果が疑問視されている迎撃ミサイルを使う。最悪の状況を想定していてくれ』

「最悪って……ここにミサイルが落ちるってこと？」

「闘とう真ま、君だけでもいまから遠くに逃げろ。爆心地から離れればそれでも生きる可能性は出てくる。外にまだ使える乗り物があるかもしれない」

「じゃあ由ゆ宇うもっ！」

「私は無理だ。それだけの体力がこの体には残されていない」

　由宇は首を振って、やんわりと拒絶した。

「僕が担かつぐ」

　闘真は由宇の手を引っ張り、背負おうとする。この少年は絶対に一人では逃げないだろう。しかしそれでは確率が絶望的な数値になる。

　──君だけでも、と思ったのだがな。

　由宇はあきらめたようにため息をつくと、それでも闘真と行く決意をした。しかし、その決意はあっさりと瓦が解かいした。

　それは闘真に手を引かれるまま走り、外に出たときに起こった。










　由宇は唐突に立ち止まった。

　ほとんど表情を変えなかった頃ころ、そして数多くの顔を見る機会が増えたいま、闘真は様々な由宇の顔を見てきた。表現が乏しそうに見えて、彼女の喜怒哀楽が意外と豊かだということも知った。

　しかしいまほど虚をつかれたような由宇を見たことはなかった。全身全ぜん霊れいを何かに奪われていた。

　完全に心が空っぽになったかのように、由宇はその場に突っ立ったまま、動かなくなった。

「……由宇」

　闘真が由宇の手を引く。思いのほか強い抵抗が返ってきて、由宇は動かない。動こうとはしない。

「由宇、どうしたの？」

　闘真は由宇が唖あ然ぜんとしている方向に目をやる。旧研究所の一棟が炎に包まれている。レヴィアタンとの戦せん闘とうで起こった出火はおさまるどころか勢いを増していた。一面が炎に包まれている。それ以外は何も見えなかった。火の手がなめるように勢力を広げていく様子だけだ。急がなければ闘真達たちがいる場所も危ない。

「由宇、早くしよう」

　再び由宇の手をひく闘真。しかし今度は、強く手を振り払われた。

「勇ゆう次じ郎ろう……」

　呆ぼう然ぜんとしていた由宇の顔に、感情が浮かび上がる。それはどのような種類の感情なのか闘真には理解できなかった。しかし感情の高ぶりだけは理解できる。あまりに爆発的なそれは、美しい顔をひどく歪ゆがませていた。

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう！」

　叫ぶと同時に由ゆ宇うは、炎に包まれた建物に向かって走り出す。いつもの知力に裏付けられた美しい動きではなかった。感情を取り乱しただけの十七歳の少女のそれとまるで変わりなかった。

「ゆ、由宇っ！」

　しかし止めようとする闘とう真まの手をするりと抜けていく。あっというまに背中が小さくなる。闘真も慌ててあとを追った。

　放り投げられたＬＡＦＩサードを闘真が拾うと風かざ間まが問う。

『何があった？』

「解わかんないよ。勇次郎って叫んで、それで走り出したんだ」

『まさか、見つけたのか？　峰島勇次郎を!?』

「だから解んないって。僕が見たときは炎しかなかった」

　考えてみれば由宇はここにきた最初からおかしかった。最初は罠わなであることを考えて、日を改めるはずだったのだ。それが変わったのは、闘真が見たという人影の話を聞いてからだ。

　──あれが峰島勇次郎だった？

　由宇の背中を追い建物の中に入る。中は火の海だ。しかしどのような火の手が前に立ちふさがろうと、由宇はおかまいなしに突き進んでいく。細い体が炎にあぶられる。

「見つけた、見つけた、見つけた」

　うわごとのように由宇は繰り返す。

「ついに、ついに、ついに」

　まるで熱に浮かされたように。

「勇次郎、勇次郎、勇次郎！」

　由宇はあらゆる感情を、奪われていた。

「由宇！　待って、待つんだ！」

『この辺りは危険だぞ。いつ崩れてもおかしくない』

「解ってる」

　由宇の背中を追い、闘真も駆け出す。しかし勢力を増した火の手が、二人の間を阻はばもうとする。

「くそっ、なんだってんだ」

　腕で顔をかばいながら、それでも闘真は由宇を追った。あの背中を二度と見失ってはならない。二度と手を離さないと決めたのだ。

『峰島由宇は冷静さを失っている』

「解わかってるよ」

『少なくとも俺おれのカメラには勇ゆう次じ郎ろうらしき人物は映っていなかった』

「僕も見てない」

『本当にいたのか？　こんな場所に』

「聞かないでよ」

『解っている。俺も少なからず冷静さを失っているようだ。……核ミサイル到着まで、あと八分を切ったぞ』

「なんとかシステムで、なんとかしてよ」

『弾道ミサＢイル防衛ＭシステムＤだ。あまり期待はするな。もともと迎げい撃げきの精度が低いうえに、ステルス核ミサイルの位置は、推定でしか解らない』

　闘とう真まが焦あせる。由ゆ宇うを連れて安全圏内まで逃げられる時間はあるのか。由宇に追いつけるのか。本当に峰島勇次郎はいたのか。

　闘真の心配をよそに、由宇はひたすらに走った。

「勇次郎……逃がさない。絶対に逃がさない」

　由宇は走り続ける。

「勇次郎、勇次郎、勇次郎……」

　曲がり角を曲がった。人影が消えた場所だ。

「お父さん！」

　由宇の足はそこで、ふいに止まった。

　何もない。通路はとぎれ、空間が広がっていた。空間を占めているのは、業火のごとく燃えさかる炎。それがちりちりと彼女の前髪をあぶる。

「いた……のに」

　由宇の足が力なく崩れ落ちた。あちこちで建物の崩ほう壊かいする音が聞こえてくる。

「いた……いた、はずなのに……うっ、あっ」

　胸を押さえると、由宇は大きな血の塊を吐いた。さらに乗っている通路がそのものがかたむく。

「あっ……」

　苦しさに目がかすんだ。何も対処ができなかった。かたむいた通路はそのまま一気に崩れ、眼下の炎に吸い込まれた。由宇の体もまた宙に投げ出された。

　手を伸ばす。しかし何にも届かなかった。伸ばした手はむなしく宙をつかむ。その事実を由宇は無感動の眼まな差ざしで受け止めた。落下する感覚がやけに遠かった。

　落下する由宇の感覚が不意にがくんと揺れた。力を失った自分の手を、誰だれかがつかんでいる。

「由宇っ！」

　通路から身を乗り出し、歯を食いしばっている顔があった。片手で由宇をつかみ、もう片方の手で通路の手すりをつかんで体を支えている。

「……闘とう真ま？」

「いま……引き上げるから」

　奥歯をかみ砕かんばかりに食いしばり、闘真はじりじりと片手で由ゆ宇うを引き上げていく。体を支えるためつかんだ手すりは熱せられ、闘真の手のひらをじりじりと焦がしていく。

「う、くっ！」

　それでも闘真は由宇と自分を引きずりあげた。

「いたんだ、お父さんがいた」

　また炎の中に駆け出そうとする由宇を闘真は寸前のところで抱き留めた。

「……お父さん？」

　その言葉と勇ゆう次じ郎ろうを結びつけるのに、闘真はワンテンポ遅れた。

「離せ闘真、あの男だ。勇次郎が、勇次郎が！」

　由宇がどれほど冷静さを失っているのか解わかった。由宇の頭脳を駆使した体術をもってすれば闘真の手など簡単にふりほどける。しかし、いま腕の中で暴れているのはただの十七歳の女の子だ。疲労しているとはいえ、抵抗する力が驚おどろくほど小さかった。

「由宇、落ち着いて」

「落ち着いていられるものか、いたんだ。あの男がいたんだ。離せっ！」

　抵抗し闘真の胸を叩たたく手の力は、あまりにもはかなかった。

「そうかもしれないけど、もうこの状況で追うのは無理だよ」

「馬ば鹿かを言うな。追える。追わないと。もう見失っては駄だ目めだ」

「由宇、落ち着いて」

「離せ闘真。早くしないと」

「峰みね島しま由宇っ！」

　闘真の思いがけない怒声に、由宇は一いつ瞬しゆん体をすくませた。いまにも泣きそうに大きく見開かれた目が闘真を見た。やっと黒曜石の瞳ひとみに、闘真の姿が戻る。

「ごめん、怒鳴ったりして。でも解って。もう追える状況じゃない。火の手も広がっている。ミサイルも迫っている。僕達たちに残された時間は少ない」

『四分五十七秒だ』

「由宇、このままだとみんな死ぬ。死んだら峰島勇次郎を追うこともできない。僕達はここで終わるわけにはいかないだろ？」

　由宇の体から力が抜ける。闘真が手を離しても、もう走り出すような真ま似ねはしなかった。その代わり、パンッと両手のひらで思いきり自分の顔を叩く。見開かれた目には、闘真のよく知っている知性があった。

「すまない」

　短い声はいつもの彼女だった。







　闘とう真まと由ゆ宇うは外に出た。背後で建物の崩れる音がする。

　二人は走って爆心地から遠ざかるような真ま似ねはしなかった。すでに五分を切っている。五分間でどれだけ遠く離れても、助かる見込みはない。望みの綱は、迎げい撃げきミサイルで撃破することだけだった。

『雲にステルス核ミサイルの軌跡を発見。軌道再計算後、迎撃ミサイルを発射する』

「可能な限り全部撃うってくれ」

『七発発射。これが精一杯だ。二分十二秒後に結果は出る』

　モニターに核ミサイルの予想軌道の光点と、それに迫る迎撃ミサイル七つの光点が表示された。迎撃ミサイルの光点は核ミサイルの光点に徐々に迫っていく。

『最初の迎撃ミサイルが、到着するぞ』

　先頭の迎撃ミサイルの光点が、核ミサイルの光点を追う。二つの光点の距離は徐々に狭まり、ついには重なった。

「やった」

　闘真の喜びの声もつかの間、重なった光点は交差し、今度は徐々に距離を離していく。

『一発目、はずれ。二発目、三発目が接近』

　さらに二つの迎撃ミサイルの光点が核ミサイルの光点を追う。二発目はうしろをすり抜け、三発目は前をすり抜けた。

『さらに二発がはずれた。この精度の低さは、軌道計算の誤差からくるものではない』

「もともとのシステムの欠陥か。また二発行くぞ」

　しかしそれらも無む駄だに終わる。一つは見当違いの軌道を描き、もう一つは一発目と同じように光点は重なるものの、交差だけで終わってしまう。

「くそ、駄目か。この縮尺で重なるということは、５メートルと離れていないはずだ」

「残りは二発だけだね」

　七発あった迎撃ミサイルも、五発が失敗に終わった。ステルス核ミサイルを追う数は二つにまで数を減らしている。最初の七発のときに比べると、あまりにも心もとない数だ。

「六発目がいく」

　闘真は祈るような気持ちで、光点の行方ゆくえを見る。しかしそれは核ミサイルに届く前に消失した。

『誤動作で爆発した。到着まで一分を切った』

「……そんな」

　南の空を見る。ミサイルが来る方角だ。

「闘とう真ま、すまない。君を巻き込んでしまった。すべて私のミスだ。ミサイルはあと一分もしないうちに到着するだろう。残りの一分、どうやって君にわびればいい？　望みを言ってくれ」

「まだ失敗って決まったわけじゃないよ」

「解わかっている。ただ失敗と解ってからでは、残された時間はあまりにも少なすぎる」

「僕の望みは、もうかなってるよ。望むものなんかない」

　闘真は支えるようにしていた由ゆ宇うの体をうしろから強く抱きしめた。由宇はただまっすぐに見つめ返し、闘真の手の上に、自分の小さな手のひらをのせた。

[image: ]

『ステルス機能が解除された。もう肉眼で見えるはずだ』

　上空に明るい光点が見えた。

「あれがステルス核ミサイル……」

　自分を殺すかもしれないミサイルが、頭上から降ってくるのを肉眼で見る。心は思ったよりも落ち着いている。それは強く握りかえしてくる由宇の手のひらの感触がもたらしてくれた安あん堵どだろうか。

　さらに斜め後方から別の光点が見えた。最後の迎げい撃げきミサイルだ。核ミサイルの表面の光沢が肉眼で見えるまでに接近した。そのすぐうしろに迎撃ミサイルが迫る。

　そしてあっけないほど簡単に、二つのミサイルは交差した。目標を見失った迎撃ミサイルは、あさっての方向に飛び、核ミサイルはすでに直上にあった。

「闘とう真ますまない」

　由ゆ宇うをかばうように抱きしめた。そんなことをしてもなんの意味もないことは解わかっている。それでも体が勝手に動いていた。

　核ミサイルは旧研究所の真上に落下し、上空で爆発した。

　世界が真っ白い光で包まれた。
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　時計はもう少しで午後二時を指そうとしていた。査察の時間だ。

「どうなっている？」

　しかし伊だ達てはＮＣＴ研究所の自室で、思い悩んでいた。

　昨夜の亡ぼう霊れいの目もく撃げき時間と、ＮＣＴ研究所で計測されたＬＡＦＩフォースの活動の時間が一致した。

　四番目のＬＡＦＩ。その反応が旧研究所、現海かい星せいの仮設本部として使われている建物から発せられていることから、ＬＡＦＩフォースと海星に当然のことながら繋つながりがあると踏んでいた。

　ＬＡＦＩフォースの反応と同時刻に起こる地下の幽霊騒さわぎも無関係ではないだろう。しかし黒くろ川かわは伊達がさぐりを入れるのを、とめるような真ま似ねはしなかった。それどころか亡霊騒ぎを馬ば鹿か馬鹿しいと笑っていた。

　──海星とＬＡＦＩフォースは無関係なのか？

　しかし海星をシロと言い切るには、他ほかの要素が邪じや魔まをする。

　伊達の机に広がっている書類の束は、黒川が中東で活かつ躍やくしたときの活動の詳細が記されたものだ。大胆にして繊せん細さい。決して無む茶ちやはせず、作戦内容の評価は国内外ともに高い。

　しかし海星としての活動は、お粗末なものだ。武力という一点に絞るなら見事だ。遺産犯罪取り締まりの制圧の手て際ぎわの良さは感心する。しかしそれだけだ。民間人を犠ぎ牲せいにし、上層部の不評を買っている。

　それでも短期間で解決した事件は多い。結果としてある程度の評価を短期間で得ることができた。しかし中東の活動からは想像もつかないずさんさだ。もう少し余裕を持った期間で解決すれば、民間人の犠牲も少なく、スマートに解決しただろう。

　しかし黒川はそれをしなかった。

　──なぜだ？

　疑問が渦巻く。唯一のメリットと言えば、評価が早く下されたため、今日の査察団に海星の人間が加わっていることくらいか。

　そこまで早くにＮＣＴ研究所が欲しかったのか？　しかし時間をかければ査察団の一部としてではなく、正式にＮＣＴ研究所を管かん轄かつ下かに収められただろう。

　黒くろ川かわの行動には矛盾が多い。

　その正体が解わからず、伊だ達てをいらつかせる。

　電話が鳴ったのはそのときだ。ＬＡＦＩを監視するオペレーターからの連絡だった。

「どうした？　なに？　ＬＡＦＩフォースがまた動いた？　昼間なのにか？」

　ＬＡＦＩフォースの活動時間は常に夜の一定時間だった。これまでと違う行動パターンにどんな意味があるのか。

「活動内容はいつも通り不明か」

　今回は違うが、定期的に活動を見せるＬＡＦＩフォース。しかしどのような内容かは巧妙に隠いん蔽ぺいされ解らない。ＮＣＴ研究所で活動しているＬＡＦＩセカンドを使いこなせる人間がいれば、その隠蔽工作も突破できるのだろうが、いまだにそのような人材は現れていない。

「岸きし田だ博士はどうした？　……外？　査察団の出迎えか。相変わらず律りち儀ぎな人だ。いや、知らせるのはあとでいい。変化があったら教えてくれ」

　時間外のＬＡＦＩフォースの活動が気になった。いざというときのために迅速に指揮ができるよう、オペレータールームに向かった。

　廊下を歩いていても、疑問は常に頭から離れない。疑問点に没頭していたためか、前方が不注意になった。

「きゃっ！」

　衝しよう撃げきとともに、小さな悲鳴が聞こえた。誰だれかとぶつかってしまったらしい。

「ああ、すまない。考え事をしていた」

「いえ、私のほうこそ。あいたた……」

　尻しりを打ったのか痛そうにさすっている顔に見覚えがあった。

「もしかして朝あさ倉くら君か？　申し訳ないことをした。俺おれの不注意だ」

　立とうとする小さ夜よ子この手を取ると、立ち上がるのを手伝う。

「え？　え？　あの、伊達さん……え、あ、えーと、失礼しました伊達司令」

　小夜子は慌てて手を引っ込め飛び退のくと、勢いよく頭を下げた。そして壁に盛大に頭を打った。ごいんという音は、なかなか鳴らせる音ではない。

「あだっ……」

　打った頭とお尻を押さえ、小夜子は涙ぐむ。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶか？　そんなに慌てなくてもいいだろうに」

「は、はい。そうなんですけど……」

「しかし君は変わってるな。目が見えなくなると、人は自然と行動が慎重になるものなんだが、君はそのような様子はない。いいや、それどころか、そそっかしい」

「よく言われます……」

　しょげる小さ夜よ子こに、伊だ達ては謝った。

「失礼なことを言ってしまった。目が見えないのは大変だろう」

「いえ、もう慣れました。見えなくなって二十年近くになりますから」

「……そうか。では、俺おれは急ぐからこれで失礼する。君もどこに向かうか知らないが、気をつけてな」

「あ、あのっ！」

　去ろうとする伊達を思いの外ほか強い口調で、小夜子は引き止める。

「ん？　もしかしてどこか痛むか？　誰だれか付き添いの者でも呼ぶか？」

「いえ、そうじゃなくて、あの……」

　拳こぶしを胸元で握りしめ、小夜子は頭を下げた。

「こ、こ、弧こ石せき島とうでは命を助けていただき、あ、ありがとうございました」

　精一杯の態度が微ほほ笑えましく、伊達はひさしぶりに心の緊きん張ちようを解いた。小夜子は数週間前、遺産を悪用する組織に騙だまされ、レプトネーターという兵器を開発したチームの唯一の生き残りだ。

　──黒くろ川かわ、おまえも利用されたか？　それとも振り回されたか？

　いままで何人も見てきた遺産技術で自滅する人間。黒川がその一人でないことを祈るが、得てしてそういう希望は裏切られる。

　それから二言三言言葉を交し、小夜子のうしろ姿を見送った。

「目が見えないと大変だな。いや、それでも……」

　何かが頭に引っかかる。

「……見えない、か。まさかな」

　しかし一度生まれた疑問は、なかなか頭から消えなかった。オペレータールームに向かう前に、手近な部屋からＡＤＥＭ本部に連絡した。どうしてもアリシアに確かめたいことがあった。
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「ふう」

　肩を叩たたきながら会議室に入ってきたアリシアをあきらは一言、

「おばさん臭い」

　と評した。にっこりとしたアリシアの微ほほ笑えみが、逆に八や代しろの背筋を凍らせた。

「で、どうだった？　何か解わかった？」

「ええ、いろいろね」

　アリシアは昨夜、伊達が撮った写真の束を広げる。

「でもやっぱり一番興味深いのはこれかしらね。こちらが私がアメリカから持ってきた写真、こちらが昨日撮った写真」

　二枚の高熱で融ゆう解かいしたものが写っている写真を並べる。

「ＡＤＥＭの優秀なスタッフは、これを引き起こした現象が同技術であることを証明してくれたわ」

「つまりフリーダムの強奪組織と、昨夜海かい星せいを襲おそった組織は一いつ緒しよ……」

　あきらはうーんとうなったきり黙だまる。言葉にしてみるが、それが何を意味しているのかさっぱり見当がつかないのだ。

　八や代しろはアリシアを意味ありげに見ると、

「そろそろフリーダムが何か教えてくれてもいいんじゃないかな？　いまはお互い隠し事をしている場合じゃないと思うんだけど」

「あら、そう？　あなたがたはいっぱい隠し事をしているようだけど」

　アリシアは魅み惑わく的てきな足を組み直すと、それでもふっと体の力を抜いて、二人の顔を交互に見る。

「でも、いいわ。フェアじゃなさそうだけど話してあげる。世界最大の航空機が何かご存じ？」

「知るわけないでしょ」

　あきらは即答した。

「あ、僕知ってますよ。たしか木製なんですよね」

「なんで、そんなマニアックなこと知ってるの？」

　あきらが呆あきれた顔で八代を見た。

「マニアックだなんて失礼だな。仕事上必要だったからだよ。ヒューズＨ─４。全長67メートル、全幅98メートル、レシプロエンジンを八発積んでたんですよ。でもとんだウドの大木で、あ、これ、木製とウドの大木かけたシャレだから。あははって、一人で笑うの虚むなしいんだけど……。まあいいや、飛行距離はたったの１・６キロメートル。実用化には……」

「マニアックな運転手ね」

　アリシアが一言で決めつける。

「だから僕は運転手じゃ……、いやもういいです。で、まさかその話をふるってことは」

「ええ。その記録をアメリカは大幅に塗り替えようとしている。全長３２０メートルオーバー。全幅４２０メートルオーバー。ＤＩＡと海軍が手を組んで極秘裏に開発中の……」

「空の航空母ぼ艦かん、フリーダムですね」

「ええ」

　アリシアはうなずくと、一枚の書類を机に置いた。世界最大の飛行機、フリーダムの青写真だ。八代はそれを淡々と読み上げる。

「ＶＴＯＬ機であるため、滑走路は不要。九十五機の専用艦かん載さい機きを搭載可能。不可能とも言える機能を可能にしたのは、建材にト00合金を使用したこと。従来の素材であるジュラルミンやチタン合金より四倍の軽さと三倍の強度を実現した、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産。これって使用許可は出てないですよね、いまさらですけど。動力は原子力、怖いなあ。でも一番怖いのは、光学迷彩、レーダー遮しや蔽へい、ミサイルの紫外線にも無反応、赤外線探知機も普及する前に無効化させちゃいましたね。つまり峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう作のユニバーサル迷彩を全身にほどこした、幽ゆう霊れい飛行機。唯一測定可能なのはその巨大な質量」

「どういうこと？」

「ぶつかってみれば解わかるってこと」

「いやな確かめ方だね」

　あきらが心底嫌そうな顔で言う。

「見えない空飛ぶ空母か。敵地の奥に気づかれずに入り込み、一気に大部隊で制圧できる。大量破は壊かい兵器の有効性が失われつつあるいま、フリーダムは軍事バランスを一気に崩す可能性がある」

　腕をくむ八や代しろに、伊だ達ての連絡が入ったのはそのときだ。

「はい八代です。ええ、いますよ。アリーだなんて呼んじゃって、もう隅に置けないなあ」

　電話の内容を聞いていたあきらがうらやましそうに呟つぶやく。

「あたしも愛称で呼んでもらおうかなあ」

「あきらだから、あっきーかしらね？」

「絶対、イヤ」

　八代の声が真剣なものに変わった。

「え？　ええ。その質問なら僕にも答えられます。ついいま、聞いたばかりです。ええ、そうです。フリーダムはステルス機能をそなえた巨大な空飛ぶ空母です。え、あれ、あれ？」

　八代は肩をすくめて、ふんとそっぽを向くアリシアとあきらの顔を交互に見た。

「切れちゃった」
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　電話が切れた。

　伊達は受話器を持ったまま険しい顔をしていた。通常の切れ方ではない。外部からの干渉だ。再度電話をしたが、繋つながらない。

「フリーダム、やはりステルス性能を持った見えない空母か」

　机を叩たたく。すべてではないが事態の半分は繋がった。

　なぜ黒くろ川かわが旧研究所を拠点としたのか、なぜフリーダムが盗まれたのか、黒川の言った正義、そして今日の査察、すべてが一つになる。

　時計を確認した。

「まずい」

　伊だ達ては祈るような気持ちで岸きし田だ博士の緊きん急きゆう回線をつなげた。
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　岸田博士は複雑な心境で、空を見上げていた。査察団のヘリコプターが周辺の木々の葉を巻き上げながら降りてくる。伊達も迎えにでる手はずだが、いまだにＮＣＴ研究所から姿を現さない。

「はあ」

　どういう表情で迎えるか決まらないうちに、ヘリはヘリポートへ着地してしまった。ハッチが開き、何人かが姿を現す。

　ＮＣＴ研究所の査察団というからにはもう少しデスクワークタイプの人達たちが出てくると思ったが、全員体格がよく若かった。岸田博士は自分の腹を見て別の意味のため息をこぼす。

「若いって、いいな」

　若い頃ころから体型は現在の形をしていたが、それらは忘却の彼方かなたに追いやり、岸田博士は若いの一言で片づけた。

「こんにちは、海かい星せい査察団の丸まる井いと申します」

　先頭の若者がさわやかな笑顔で手を差し出してきた。

「ようこそ、こんなへんぴなところまで。ＮＣＴ研究所を預かる岸田群ぐん平ぺいです」

「名前は存じ上げてます。お会いできて光栄です。なんでも、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産の第一人者だとか」

　岸田博士は謙けん遜そんではなく首を振った。

「いえ、とんでもない。優秀なスタッフに支えられているようなものです」

「そうですか。ではそういうことにしておきましょう。では早さつ速そくご案内願えますか？　ああ、あまりかしこまらないで結構です。我々も査察団なんて名称つけられて困ってるんですよ」

　研究所のゲートへ向かって、岸田博士と丸井、そして査察団のメンバーはぞろぞろと歩き出した。

「と、いいますと？」

「なんか物々しいじゃないですか。これは僕個人の意見になるんですが、今日の訪問は査察というより社会見学です。ＡＤＥＭと海星は共存できると思うんですよ。僕達は決して、ＡＤＥＭになりかわろうとしているわけではない」

　思ったよりも話の解わかる人達なのだろうか。岸田博士は緊きん張ちようをやや緩ゆるめると、にこやかに対応した。

「そうおっしゃっていただけるとこちらも助かります。なにせ連日の事件や事故やらてんてこ舞いの状況でして」

　はははと笑いながら、岸きし田だ博士はゲートを自分のＩＤで開けた。

「そうでしょうね。よく十年間も小規模の組織で遺産の驚きよう異いを抑えてきたと思います。僕達たちとしてはそういうノウハウを吸収し見習いながら、仲良くＡＤＥＭと……」

　岸田博士の胸の携帯電話が鳴る。特別製のそれは、連絡の有無を緊きん急きゆう度どによって使い分けることができた。いまこのタイミングで鳴るのは、警戒態勢レベルＢ以上が必要だ。

「ちょっと失礼します」

　緊張を隠し電話に出ると、伊だ達てのせっぱ詰まった声が聞こえた。

『岸田博士。査察団を中に入れるな』

　雑音の酷ひどい音の中、かろうじてそれだけを聞き取った。

「え、なんですって？　雑音が酷いです」

『査察団を中に入れるな。聞こえたか？』

「はい、ええ、でもどうして？」

『……俺おれの言葉を信じろ。これは罠わなだ。黒くろ川かわはとんでもないことをしようとしている。だからゲートを開け……る…な……』

　雑音の中、連絡が途切れる。伊達の命令の根拠は解わからなかったが、従うつもりだった。しかしゲートはその命令が届く前に、たったいま、自分のＩＤで開けてしまった。

　岸田博士は横目で査察団の代表の丸まる井いを見る。

「どうかしましたか？」

　彼は友好的な笑みを浮かべて、岸田博士を見た。他ほかの査察団のメンバーも不思議そうに岸田を見た。

「いえ……。たいした問題じゃありませんでした。いつもその程度の問題で、いちいち連絡するなと言ってるんですが」

「そうですか。では」

　そう言って査察団のメンバーは建物に入ろうとする。
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　伊達はメインの正面ゲートへ向かって廊下を走る。内線すらも完全に使えなくなった。外部からの妨害か。

　途中で一人の警備兵を見つける。気弱そうな顔で少々頼たよりない。が、すぐにその顔に見覚えがあることに思い当たった。

「あ、あ、まさか伊達司令ですか。あ、失礼しました自分は三日前に配属になった星ほし野の義よし……って、あ、ちょっと」

　突然伊達に引っ張られ、星野は混乱した。もしかしたら自分は何か失礼なことをしたのだろうか。

「星ほし野の。銃はあるな？」

「はい」

「ついて来てくれ」

　伊だ達ては首から手をつってある包帯をかなぐり捨てると、スーツの内側のホルスターから銃を抜いた。現れたベレッタ９０００Ｓが鈍く光を反射する。

「黒くろ川かわ、おまえの思い通りにはさせんぞ」
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　さっそく入ろうとする査察団の前に、岸きし田だ博士が慌てて立ちふさがる。

「ちょ、ちょっと待ってください。ここから面倒な手続きがありまして」

「手続き……ですか？　しかし我々査察団は全員ＩＤの登録はＡＤＥＭの支部ですませてますが」

「そ、そうなんですが、ここだけはちょっと、いろいろと都合が……」

　丸まる井いのにこやかな顔が少しだけ陰る。

「聞いていた話と違いますね。最重要区画以外の手続きなら、ＡＤＥＭの支部で充分と聞きましたが」

「いや、それはその……」

　とっさにうまい言い訳が思いつかない岸田博士は、口ごもる。

「では、通りますよ」

　丸井は口調は柔らかだが強引に脇わきを通り抜けた。ゲートをくぐり抜け建物内に一歩踏み込んだ。丸井の柔らかい笑みが、そこで初めて強こわばった。

「なんのつもりですか？」

　横目で自分のこめかみに銃口を押しつけている伊達を見る。安全装置をはずす音が耳元でカチリと鳴った。反対側には同じように銃を構えている警備兵──星野がいた。こちらは緊きん張ちようでわずかに震ふるえている。

　事態の急転に唖あ然ぜんとする岸田博士の背後で、他ほかの査察団のメンバーは懐ふところに手を入れ銃を抜き、いくつもの銃口がいっせいに伊達に向けられた。

「ＡＤＥＭ総司令の伊達真しん治じさんですね？　何を勘違いしているか解わかりませんが、銃を下げてもらえませんか？　いまなら上に報告しません」

「君、名前は？」

「丸井です」

「そうか。いきなり銃口を押し付けられたというのに、ずいぶんと落ち着いているな」

　伊だ達ては他ほかの査察団のメンバーも見た。隙すきのない姿勢で構えている。

「……」

「おかげで疑惑は確信へと変わったよ。君達たちの本当の目的はＮＣＴ研究所の査察ではない。占拠だ」

「伊達司令、馬ば鹿かなことを言うのはやめていただけませんか？　これ以上、危険な行動に出ると我々も上に報告しないわけにはいかなくなる」

「結構、好きにしたまえ。岸きし田だ博士、早く中へ」

　顎あごでうながすと、岸田博士はおっかなびっくりで丸まる井いの横を通り抜けて建物内に入った。

「この計画には制限時間がある」

　伊達は油断なく全員を見ながら話す。

「黒くろ川かわが動かした自衛隊と警察。この二つの組織を同時に動かし、足並みをそろえさせないこと。治安を維持する二つの組織の機動力を奪い、その間に自分の組織の足固めをする。最初の二週間が勝負、と黒川は計算した。それ以上長引かせては、逆に警察と自衛隊の間に連携が生まれかねない」

「それとあなたの愚行とどういう関係が？」

「制限時間が来れば、黒川は強引な手段に出る。まして各地の警察と自衛隊の連携が思ったよりも早ければ、なおさらだ」

「いったい何を言ってるんですか？」

　丸井はこめかみに銃口を押し当てられているとは思えない挑発的な態度を崩さない。

「七つの大罪と組んでのフリーダム強奪、そして核分裂連鎖反応と放射能を無力化する遺産の捜索。世界から核抑止力を廃絶し、フリーダムの戦略的重要度を一気に高めるつもりだろう」

「……」

「圧倒的な武力で世界に平和を築けると思うな。おまえ達の目もく論ろ見みは俺おれが潰つぶす」

「そうですか。しかし潰すと言ってどうやるんです？　証拠は？　真相はどうあれ、あなたの行動は反逆行為だ」

　こめかみに銃口がさらに深く食い込む。丸井はしかたなくうしろに下がり、ＮＣＴ研究所から出た。

「黒川に伝えろ。おまえが昔から俺の背中を追ってきたというなら、おまえに俺は越えられない、と」

　トリガーに指をかけたまま伊達は不敵に笑う。

「いまも、そしてこれからもだ」

　その伊達の言葉を最後にゲートが閉じた。
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　どれだけ時間が過ぎたか。

　闘とう真まはおそるおそる目を開けた。そして奇妙な顔で由ゆ宇うと顔を合わせる。

「死んで……ないよね」

「生きてると思う」

「不発……だったの？」

「違う。爆発した……はずだ」

　半はん壊かいした旧研究所を見て、由宇は不審そうにする。いまだに煙を上げているミサイルは、屋上に突き刺さっていた。

「僕達たち助かったの？」

　しかし喜びは湧わいてこない。何か巧妙な詐さ欺ぎにあった気持ちだ。

「風かざ間ま、どうなってる？」

『解わからない。核ミサイルは爆発した。あの爆発規模と音から爆縮は計算通り行われ、臨界状態になったはずだ』

「でも、いまの状態は……まさかっ！」

　由宇はよろけながらも、半壊した旧研究所に向かって走る。闘真もすぐにあとを追った。つい数分前、勇ゆう次じ郎ろうを追いかけていった覇は気きはそこになく、いまにも転びそうな走り方だ。目に見えて由宇の体は弱っている。闘真の心配はつのる一方だ。

　建物に入り、階段をのぼって屋上に出た。屋上からミサイルの状態を覗のぞいた。先端だけが破裂したようになくなっている。

「やっぱり爆縮は正常に行われている。核爆発が起こるはずなのに、しかし起きていない。プルトニウムから放射能が漏ろう洩えいしている様子もない」

『おまえが何を懸け念ねんしているか解ったぞ。核爆発が起こってもまわりが無事。放射能も検出されない。つまり』

「誰だれかが核分裂連鎖反応と放射能を無力化した！」







「え？　どういうこと？」

　核分裂連鎖反応の無効化と聞き、闘真はなんのことか思い出そうとする。そして七つの大罪がそれを欲しがっているのだと先ほど聞いたことを思い出した。

「誰だ？　いったい誰がやった？　七つの大罪ではない。彼らは欲しがっていた立場だ。海かい星せいか？　いや違う。誰だ？　気持ち悪い。これほど気持ち悪い遺産事件は初めてだ」

「体調悪いの？」

「馬ば鹿かっ！　精神的な問題だ。この事件には意思が感じられない。いや様々な勢力の意思はあるが、根幹となる部分がおかしい。なんだこの気持ち悪さは。普通じゃない」

「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうとか？」

　闘とう真まはためしに提案してみるが、ぎらついた目で睨にらまれて終わった。

「あの男はこのような非論理的な行動はしない。ただ行動の理念に人道が含まれていないだけだ。しかしこの事件の裏にあるものは……根本がおかしい。何かがずれてる。……おかしい」

　由ゆ宇うの顔が苦痛に歪ゆがむ。苦しそうにしている表情は肉体からもたらされるものだろうが、そこに別のものが混じっている。由宇の複雑に絡からみ合った感情、そこに混じる別のものの正体が闘真は解わかってしまった。

　自己嫌悪だ。

　しかしなぜ自己嫌悪をしているのか闘真には解らない。本人は自己嫌悪していることに気づいていない。

　──何かがおかしい。

　闘真は空を見上げる。体の中にたまった不快な感情を、空の青さで洗い流そうとした。しかしそれはかなわない。空はいつものように青い。しかしなぜかそこに清すが々すがしさがなかった。

「どうした？」

　由宇が闘真の様子の異変に気づき、同じように空を見る。

「……なんだ？」

　由宇も何かを感じ取ったのか、晴天の空に、憧あこがれの表情ではなく、不審の眼まな差ざしを向けた。雲一つない綺き麗れいなそれを、感動の顔で見てはいなかった。いつもならどんな天気でも感動し、心に虚を作るというのに、いまの由宇の心は別の何かに縛しばられているようだった。

『どうした二人とも？　念のため空を計測したが、怪しい物は何もないぞ。センサーには何もひっかからない』

「……気のせいか」

「でも変だよ」

　しかし具体的に何がと言えない二人が、視線を地上に戻そうとしたそのとき、今度は風かざ間まが反応した。

『待て、熱反応に何か引っかかった。真上の上空５００メートルに巨大な熱反応が突如現れた』

「なんだと？」

　由宇と闘真は再び空を見た。そこには先ほどと同じ空はなかった。空の一部がぼやけていた。

『大きい。全長、推定３００メートル。いまの航空機に、これほど大きなタイプはない。まして、このような完かん璧ぺきなステルス技術が組み込まれた航空機など！』

　空の歪みはぼんやりと一つの形を作る。大まかな輪郭だけで捕らえればそれは飛行機のように見えなくもなかった。しかしその巨大さは、５００メートルの上空にあっても驚きよう異いだった。大型旅客機でさえ全長約70メートル。四倍以上の長さの飛行物体は、理不尽な驚異をまき散らす。

『さらに小さな熱反応が十、二十、四十、次々と増えていくぞ。小さな熱反応は、秒速35メートルで落下中』

　風かざ間まが口にするより先に、闘とう真ま達たちは小さな熱反応の正体を見ていた。初めは小さな景色の歪ゆがみが下に向かって移動してきているように見えたが、一定の距離まで降下すると突如その正体を現す。

　まるで数珠じゆずのように連なって降りてくるのは、パラシュートだ。パラシュートにぶら下がっているのは、重武装した兵士。地面に突き刺さるような勢いで着地すると、五点着地法で勢いを殺し、あっというまに姿勢を整える。

　空の巨大飛行物体の行為はそれだけにとどまらず、四方に向かって、いくつものワイヤーを発射した。荒野全体を囲むように撃うったそれは、次々と地面に突き刺さり、ワイヤーを固定する。ワイヤーに取り囲まれた荒野は、まるで巨大飛行物体を屋根とした布のない巨大なテントだ。

　固定されたワイヤーを猛スピードで駆け下りるのは、戦車や装甲車、ジープ。地上兵器の数々が降りてくる。

　巨大飛行物体から出てくるのは地上に降りる物だけではなかった。数十台のヘリ、ＶＴＯＬ戦せん闘とう機き。

　わずか一分。旧研究所の荒野は兵器と兵士によって埋め尽くされた。その数は先日の比ではない。

『推定兵力を聞くか？　絶望的な数値だが』

「聞かせてくれ」

『兵士の数、およそ一万一千。戦車等の車両類、二百十八台。航空機、四十二台』

「一万……」

　闘真はかすれた声で辺りを見渡すしかできなかった。

『この兵力に勝つ可能性も突破できる可能性も０パーセント』

「それは君の予測だ」

『では問うが、この状況を突破できる自信はあるのか？　あれほど巨大であらゆるセンサー網を抜けられる飛行物体など、想定もしなかった。搭載量は、大型空母より多いだろう。まさに空の要よう塞さいだ。あんなものが浮くとはな。言い忘れたが、飛行物体は同サイズのものがさらに上空にもう一機ある』

「フリーダム……か。ＤＩＡが開発中の機体だ。しかしまだ大きなハードルがあって、飛行は不可能なはずだった」

『ＡＤＥＭの情報が常に最新とは限らないぞ。一万以上の軍隊対二人。いや、疲労困こん憊ぱいの君達たちではせいぜい一人分だろう。さて峰みね島しま由ゆ宇う、この状況でどうでる？　いや……』

　最前列の兵隊と車両が闘とう真ま達に向かって動き出した。

『考える時間はあたえてくれそうもないな』

　さらに恐れていたことが起こった。由宇の体がゆらぐ。

「ゆ、由宇っ！」

　とっさに抱き留めた由宇の体は、異様に熱かった。ついに肉体の限界を超えてしまったのだ。
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　ＡＤＥＭ本部は騒そう然ぜんとなった。

「なんてことだ！」

　受話器を置いた八や代しろが珍しく大声を出す。その様子にあきらは目を丸くした。アリシアは眉まゆをひそめている。

「ね、ね、どうしたの八代っち？」

「僕にもさっぱりだ。ＮＣＴ研究所が突然査察団の立ち入りを拒否。ちょっとした小こ競ぜり合あいがあったらしい」

「……小競り合いって」

　八代は足を止めると、あきらを見る。

「銃じゆう撃げき戦せんだ。陣頭指揮をとっていたのは、伊だ達てさんらしい」

「うそっ！」

　あきらが跳ね上がるように立ち上がると、椅い子すはけたたましくひっくり返った。

「僕だって嘘うそだって思いたいね。いったい何が起きているのか」

「連絡は取れないの？」

「突然連絡がとぎれた。あらゆる通信手段は検討済み。でも駄だ目めだった」

「察するに、出る杭くいは打たれると言ったところかしら？　あまりにも手て際ぎわがよすぎるもの」

　アリシアは眼鏡めがねのフレームを指で押し上げる。

「あっちは伊達さんがいるから大だい丈じよう夫ぶ。それよりも問題はこれから僕達が何をしなければならないかだ」

「賢明な判断ね、運転手」

　アリシアが、短いながらも八代を評価した。

「……Ｅ─００１を発令する」

　八代の表情から、いつもの軽けい薄はくさが完全に消える。あきらは驚おどろき八代に詰め寄った。

「Ｅ─００１って……ええ！　ＡＤＥＭ本部の破棄じゃない！」

「伊だ達てさんがさっきの通信で僕に命令したことにして、いま、発令する」

「八や代しろっち……だって、それは……」

「解わかってる。僕にそんな権限がないことくらい。でもこれは緊きん急きゆう事態だ。伊達さんとの連絡は取れない。何か陰いん謀ぼうめいたものが進んでいる。現状では僕らＡＤＥＭは完全に悪者。あと数十分でここに警察か自衛隊か海かい星せいの人間がなだれ込んでくる。これ以上後手にまわるわけにはいかない」

　力強い眼まな差ざしであきらを見た。あきらも決意を固め、小さくうなずいた。

「わ、解った。あたしは蓮れん杖じようさんに言って、ＬＣ部隊を緊急召集する。あと、出る前にこの本部に置いてある予備の武器はいただいていくよ」

　そういうと、あきらは猛然と駆け出していく。猶予はない。

「新あら井いさん、あなたはＡＤＥＭと無関係の人間だ。このまま建物を出ればとがめられないですむと思う」

「アリーでいいわ運転手、いえ八代といったかしら？　お邪じや魔までなければ、しばらくあなた達たちと行動をともにしたいのだけど？」

　肩をすくめる仕草がさまになっている。

「しかし内輪のごたごたに巻き込むわけには……」

「と言い切れないのが辛つらいところね。これは私の追っている件も関かかわっている。ミスター伊達は別件を捜査しているはずなのに、フリーダムの情報に興味を持った。これの意味が解らないほど、私も愚かではないわ」

　八代はアリシアの同行を認める意でうなずいたあと、ＡＤＥＭ本部施設全域に緊急のアナウンスを流す。

　二十分後、海星の部隊がＡＤＥＭ本部を取り囲んだとき、四級以上のパスを持つ職員と重要データは、ＡＤＥＭ本部から消えていた。
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　外部モニターに映る戦力を見て、伊達はうなるしかなかった。

　空には数十機の攻撃型ヘリ。地上には戦車や装甲車など様々な車両が数十台。千を超える兵士。研究所ゲートには扉を破ろうとしている特殊技術の技能を持った人間達。

　査察拒否からわずか五分足らず。できあがった包囲網はあまりにも迅速すぎた。理由は上空を見れば解る。そこには巨大な空母を連想させる飛行機が浮いていた。

「黒くろ川かわめ、この事態を予測済みか」

　伊達はモニターを見て、うなる。

「外部に連絡できないぞ。どうした？」

「全経路が遮しや断だんされています」

「複数の経路が全部断たれたというのか？」

　──物理的に外への回線が切断されたか。

「地下に進入されるまでの推定時間は？　こちらのＬＡＦＩセカンドを抑えられたらおしまいだ」

「二十一のゲートを通る必要があります。現在のペースでは、およそ四十二時間、あ、いえ……これは」

　オペレーターの様子がおかしくなった。

「どうした？」

「いえ、ゲートを開けようとしていた隊員が引き下がりました。いえ、他ほかにも距離を取っています。そのかわり……。メインモニターに映します」

　オペレーターの言葉通り、包囲網は研究所のゲート前から大きく距離を開けていた。しかし一人だけゲートに近づく姿があった。奇妙な格好をしている。全身を体にフィットした銀色のスーツで包んでいた。頭部全体は奇妙なマスクで覆おおわれ、顔も解わからない。

　ゆっくりと歩いてくる奇妙な人物は、軽く両手を広げた。スーツの色が銀から赤へと変化している。踏みしめる地面が次々と燃えた。

「まさか……あれは？」

　灼しやく熱ねつを発する男、七つの大罪の一人であるサタンは、ゲートの扉に手を当てる。特殊な素材で作られた正面ゲートの表面が徐々に溶けていく。

　その姿は、海かい星せい駐屯地で見た溶けた車両やアリシアの持ってきた写真のそれを連想させる。

「やはりそうか。黒くろ川かわは七つの大罪と完全に手を組んでいる」







　オペレーターの一人として、現場に座っていた小さ夜よ子こには、伊達の切迫した気配が伝わる。いや、伊達の気配だけではない。弧こ石せき島とうとＮＣＴで二度、地獄を見た小夜子には、肌で感じることができた。これは最悪の事態だ。

　せめてＬＡＦＩを使いこなすことができたら。

　しかしそれほど使いこなせる技術者は、いまＮＣＴ研究所にいない。横よこ田た健けん一いちの資料はあったが、これほどの短期間で使いこなせるようになるものではない。由ゆ宇う、せめて亡なくなった木き梨なし程度には使えないと無理だ。

　現状を少しでも改善する方法を、自分は知っているのかもしれない。だが、それでも小夜子は迷っていた。

　──ＬＡＦＩを使えるようになりたいか？

　指の感触を思い出す。ＬＡＦＩファーストが小夜子の点字モニターにのみ伝えた言葉。

　──他言したらこれをすぐさま消去する。この資料が欲しくはないのか？

　プロジェクトを成功させようと焦あせり、道を過あやまってしまった笠かさ原はらのことを思い出す。ＬＡＦＩにのっとられ、恐ろしいものに豹ひよう変へんした木き梨なしのことが脳裏をよぎる。

　自分も同じ過ちを繰り返そうとしているのではないか？　せめて誰だれかに相談をしたかった。

　しかし、

「正面ゲート、突破されました！」

　オペレーターの声にＮＣＴ司令室が一気に騒そう然ぜんとなった。

　その騒さわぎにまぎれ、小さ夜よ子こは誰だれにも気づかれないように、そっと席を立った。
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「闘とう真ま、約束を……果たしてくれ」

「約束？」

「この連中はＡＤＥＭとは……違う。……どんな方法を使ってでも私の……頭から、遺産技術の情報を引き出す……だろう」

　由ゆ宇うはとぎれとぎれで苦しそうに喋しやべる。

「由宇、喋っちゃ駄だ目めだ」

「聞くんだ。誰にも……遺産の知識は……渡してはいけない。だから……」

　由宇は自分の頭を指さした。

「脳を破は壊かいするんだ。誰にも……渡しては駄目だ」

「何言ってるんだよ。そんなことできるわけないじゃないか」

　闘真の中である決意が固まった。迷いが綺き麗れいに消える。迷っていたことすら腹立たしく感じる。迷う余裕など、最初から許されてはいなかった。

「僕が道を作る。必ず二人で逃げるんだ」

『どうするつもりだ？』

　闘真は鳴なる神かみの尊みことを取り出す。瞳ひとみには闇やみより暗い覚悟があった。

「僕ではこの状況をどうにかすることはできない。でももう一人の僕なら……。由宇との闘たたかいを望んでいるから、ここで由宇が捕まるのを許すわけがない。この状況をどうにかしてくれる」

「と……闘真、駄目だ！　相手が多すぎる。それにこの状況で殺さつ戮りくの人格が、人を殺さないと思うのか？　嬉き々きとして人を殺すぞ。そのことに君は耐えられるのか！　無理だ……君はいまだって……」

　言葉はとぎれ、表情が苦痛のそれになる。

「けふっけふっ！」

　無理して叫んだためか、由宇は激しく咳せき込んだ。血の塊をはき出してしまう。

「ゆ、由ゆ宇う！」

　由宇は闘とう真まの言葉をさえぎり、爪つめが食い込むほど二の腕を握ってきた。

「駄だ目めだ。君にそんなまねはさせられない」

　由宇は険しい目で闘真を射る。しかしそれが純粋に闘真の心を案じているからなのだと解わかると、口元が緩ゆるんだ。

「ありがとう。でも……」

　口のまわりの血をぬぐってやると、闘真は由宇の手をやさしくふりほどく。

「僕の心より大事なものがあるんだ」

　鳴なる神かみの尊みことの柄つかに手をかけた。

「助ける」

　闘真は由宇に微ほほ笑えむと、背を向ける。鳴神尊を手に一万の軍勢を見る。とてもかなう相手ではない。が、せめて由宇だけでも逃げる時間を作らねばと思う。

『どうしてもやるのなら、助言の一つでもしよう』

「風かざ間ま、おまえまで」

『動けない人間に発言権はない。いいか闘真、狙ねらうは敵の頭だ。そこから右の奥の軍勢の中央を見てみろ。一人だけ背広姿の男がいるはずだ』

　闘真は言われたとおり、双眼鏡で指示された場所を覗のぞいてみる。風間の言葉通り、四十代半ばの眼鏡めがねをかけた男が立っていた。ただ一人背広姿で、片手には銀色のアタッシュケースを持っている。

「うん、いる。誰だれなの？」

『黒くろ川かわ謙けん。この軍隊のリーダーだ。あの男を殺せば、状況は混乱し、逃げられる可能性がでてくる可能性もある』

「ずいぶんとあやふやだね。アタッシュケースを持ってるけど」

『おそらくＡＤＥＭから借りている峰みね島しま由宇専用の治ち療りよう器具一式だろう。いまの体調を改善するカンフル剤から、行動を抑制する毒入りの注射器まで、いろいろ入っているはずだ』

「わかった。あれを奪って由宇に注射すれば、言うことなしだね。やってみる」

　鳴神尊の柄に手をかけた。ためらいは一いつ瞬しゆん、すぐに陽光を反射する刃が姿を現した。

「闘真、やめろ！」

　由宇は思わず叫ぶ。叫ぶことで制止できる。そう信じているかのごとく、あらん限りの声で叫んだ。叫ぶ声に血が混じっていた。地面に散った量は決して少なくない。

　闘真の体は動かない。由宇の制止が効いたのか。

　否いな、すぐに由宇は闘真の様子がおかしいことに気づく。

　闘真は大きく見開いた目で、抜刀された鳴神尊を凝ぎよう視ししていた。

「どうして？」

　震ふるえた唇くちびるが紡つむぎ出した言葉は、普ふ段だんの闘とう真まのものだった。

「どうしてでてこない？　さあ、早く。いまなら思いきり暴れていいから。だから早く」

　何度か鳴なる神かみの尊みことを鞘さやから抜き差しする。しかし何も変わらなかった。鳴神尊を抜いたときに訪れる、心の芯しんからにじみ出てくるざわめくような黒い感覚。それがない。いつもなら心を覆おおい尽くし殺さつ戮りく者しやと成り果てるか、かろうじて押さえ込み鳴神尊を短時間ながらも使いこなせるかの、いずれかだった。

　しかし闘真の心は何も変わらない。五感も以前のままで、心身共に変化は訪れなかった。

「どうして、どうしてなんだよ!?　いまやらないでどうするんだよ!?」

『そういうことか』

　風かざ間まは興味深い口調で喋しやべる。

「……闘真、君は鳴神尊を使いこなせていると……思ったようだけど、少し違った……みたいだ」

　由ゆ宇うが複雑な表情で、風間の仮説を引き継ぐ。

『とんでもない勘違いだったな。制御できていたのではなく、禍まが神がみの血ちが弱まったに過ぎない』

　放心した表情で、闘真は鳴神尊を見る。

「どうしてこんなときに」

　とんでもない皮肉だった。捨てたいと思っていた能力は、一番必要なときに失われた。

『ショックを受けている時間的余裕はないぞ』

　包囲網は徐々に狭まっていく。

　闘真は己の頬ほおを両手ではたく。風間の言うとおりだった。

「解わかって……る。何を一番に考えなければいけない……か」

　語尾がかすれる。声が震ふるえている。それでも意識だけはしっかりと保った。守るべき人を見る。周辺の地面が血で汚れている。

「闘真、早く私の脳を」

「それは絶対に駄だ目めだ。由宇、あきらめちゃいけない」

「あきらめたわけではない。自分の命を惜しんで、世界のバランスを崩す危険をおかすわけにはいかない」

「そんなの、知ったことじゃない」

　本当にどうでもよかった。由宇は誰だれよりも人の命を大事にしている。自分を犠ぎ牲せいにして、人のことを考えている。その由宇が世界のために命を失うなど理不尽すぎる。

　怒りがこみ上げる。由宇を利用しようとする我欲にまみれた人間達に、自分の命を軽く見る由宇に、そしてなによりも何もできない自分に。

『一つ提案があるのだが、いいか？』

　風間の言葉に闘真はうなずいた。

『闘とう真ま、おまえは逃げろ。と言ってもこの包囲網から抜け出すのは厳しいだろう。目指すのは旧研究所の地下だ。あそこは要よう塞さい並みに頑強に作られている。君一人なら、そうそう強硬手段に出ないだろう』

「由ゆ宇うはどうするの？」

『おとなしく捕まれ』

「そんなの駄だ目めだよ！」

「何を言っている！」

　闘真と由宇がいっせいに反対する。

『最後まで話を聞け。由宇が自らの意志で遺産技術のことを口にすることはないだろう』

「私にその意思がなくても、いくらでも知識を引き出す方法はある」

『ふむ、まあそうだろうが。相手におまえの知識を引き出す手段があったとして、行うのにどれだけ時間がかかる？　方法にもよるが、おまえの脳には膨ぼう大だいな数の遺産が無秩序に並んでいる。その中のいくつかは暗号化し、自己暗示で記き憶おくを消去したものまである。正直、おそれいる』

「風かざ間ま……なぜそんなことまで……知っている？」

『簡単なことだ。ＬＡＦＩに精神をダイブしてきたとき、ある程度覗のぞかせてもらった』

「つまり、どういうこと？」

『つまりこの娘から知識を引き出すのは容易ではない、ということだ』

　由宇もそれに異議はないのか、口を挟みはしなかった。ただ面おも白しろくなさそうに顔を背けている。

『三十六時間だ』

「なにが？」

『峰みね島しま由宇の頭から知識を吸い出すための、考えられ得る最短時間だ。闘真は敵の手から逃れるために、旧研究所の地下室に避ひ難なん』

　闘真は窓の外を見る。すでに間近に分厚い海かい星せいの軍勢がある。一人で抜けるにも奇跡がいくつも必要そうだ。とても動けない人間を連れて、突破できるものではなかった。それにいまの由宇には激しい動きは命取りになるだろう。

『これは推測だが、ＡＤＥＭの司令、伊だ達て真しん治じは素直に峰島由宇の医い療りようセットを渡すだろうか？』

「待て、何が言いたい？」

『他ほかの組織の手に渡るくらいなら、峰島由宇は殺す。こう考えるのではないか？』

　由宇から否定の声はない。

「じ、じゃあ、あの医療セットの中は毒なの!?」

『その可能性はある。それも脳を確実に破は壊かいできるたぐいのものだろう』

「解わかった。風かざ間まの言葉通りである可能性は高い。まず間違いなくそうだろう。闘とう真ま、無理を言ってすまなかった」

『人の話を最後まで聞け。伊だ達ては由ゆ宇うを他ほかの人間の手に渡らないようにする。しかしこうも思うはずだ。誰だれかの手に渡ったら取り戻したいと』

　闘真と由宇が顔を見合わせる。

「まさか……？」

「融ゆう解かいリミットのある毒入りカプセル!?　スフィアラボのときもそうだった。由宇の体に」

『そうだ。あえて他に毒入りカプセルも渡し、由宇のカンフル剤の中にも偽って融解リミットのある毒入りカプセルを入れておく。相手に注射させ、制限時間内に奪還できれば問題なし。制限時間を過ぎれば、脳をいじくられる前に毒で死ぬ。伊達真しん治じ、この程度の策略はめぐらす男と見たが。峰みね島しま由宇、おまえの意見を聞こうか？』

　由宇はほんの数秒、目を閉じて思案した。

「……三十二時間」

「えっ？」

「あの男がカプセルに設定した融解リミットは三十二時間だろう」

　由宇の顔が、闘真を見る。

「三十二時間以内に来なかったら、一生恨むぞ」

　闘真はうなずく。

「絶対助ける」

　力のない由宇の体を抱きしめた。血の匂においしかしない。闘真の服にも血けつ痕こんが残る。

「……痛い。少し加減……しろ」

「あ、ごめん」

　気恥ずかしくなり腕を緩ゆるめた。青ざめている由宇の顔にも、朱が差しているように見えた。

「ＬＡＦＩサードを持っていけ。性格は悪いが、何かと便利だ」

「……」

「行け！」

「必ず助けるから！」

　最後にもう一度、もう動けない由宇を抱きしめた。そして、由宇の力ない体の中で唯一、最後までギュッと握り締められていた小さな手が、闘真の手の中で、力を失った。

　その小さな手を離すのに、どれだけの気持ちが必要か。

　──絶対に助けるから。

　もう由宇の顔は見ない。見れば迷いが生じる。それを解っているのか由宇も何も言葉をかけなかった。

　闘真は迷いを振り切り、旧研究所の地下に向かって走り出した。






　　　エピローグ







　地下室は明かりも何もない。ＬＡＦＩサードのモニターがぼんやりと周辺を照らす程度だ。部屋の全景は解わからない。

　いま頃ごろ由ゆ宇うは捕まっているのだろうか。

　拳こぶしが壁を叩たたいた。痛みより怒りが勝った。

　守ると言っておきながら、このていたらくはなんだ。

　──私を殺してくれ。

　由宇はなんと残酷なことを自分に頼たのんだのか。それに対して怒りをあらわにしてしまった自分。が、気づいた。

　あれは無理な願いなんかではない。不器用な信しん頼らいの表現だったのだ。たぶん、由宇が初めて他人に自分をゆだねたのだ。何もかも一人でやろうとしていた由宇が。たった一人で闘たたかってきた由宇が。初めて他人に頼たよったのだ。甘えてくれたのだ。

　それなのに、自分にはそれに応こたえるだけの力量がなかった、知恵かもしれない、力かもしれない、知識かもしれない、心の余裕かもしれない。いや、どれもこれも、全部自分に足りなかった。何が守りたいだ。何がそんなことできないだ。峰みね島しま由宇を守るなんてことは、簡単なことではないのだ。

　自分はどれだけのことができるのか。闘とう真まは自問自答する。

　答えはすぐに出た。ここで壁を叩いて後悔している暇ひまがあったら、動くことだ。三十二時間。たったこれだけが、自分と由宇に残された時間なのだから。

「外の様子は解る？」

『ここにいると電波が遮しや断だんされる。外部に通じるネットワークのコネクタがあれば、なんとかなるが』

「解った。電話回線みたいのでいいの？」

『数種類に対応できる。部屋を一通り見て回ってくれ』

　闘真は言われたとおり見て回るが、なかなかそれらしいものは発見できない。ただ部屋の状況はよく解った。思ったよりも広い室内。様々なものが散乱しているが、印象深かったのは、中央にある医い療りよう用と思われるベッドだ。

「なんか、いかにもって感じだね」

　ベッドを見て闘真は複雑な表情をする。マッドサイエンティストの代名詞にふさわしい部屋だ。

「……うっうっ」

　うしろから泣き声が聞こえた。闘とう真まは気にもとめず、風かざ間まに言う。

「なに？　僕を脅かそうとしているの？」

『そんな悠長なまねをするか。闘真、気をつけろ。この部屋は何かおかしいぞ』

　泣き声はさらに大きくなった。

「……うっうっうっ……えっうっ」

　背後から聞こえる。

　闘真はおそるおそる振り返る。部屋の隅にぼんやりと光る影があった。

「……な、な」

　言葉を失う。泣き声はぼんやりとした影から聞こえてくる。それは白っぽく人の形をしていた。

「……女の子？」

　突然光の洪水が、部屋を満たした。まばゆい光が網膜に焼き付き、目眩めまいがする。それがおさまると、おそるおそる闘真は薄うす目めを開け、驚きよう愕がくした。

「な、なんなのこれ！」

　部屋は明るくなっていた。明るいだけではない。ほとんど空っぽのはずの部屋は、しかし様々な機材で埋め尽くされている。それらの機材が光を発している。その機材の一つに張り付いている女の子の姿があった。まだ六つか七つの幼子は、なぜか何一つ体にまとっていない。しかしその横顔に闘真は見覚えがあった。

「由ゆ宇うに似ている？」

『いや違う。あれは由宇だ。十年前の由宇の姿だ』

　風間の声も闘真の耳には入らない。

「……だめ、だめだよ。お父さん」

　幼い由宇は小さな手で必死にキーボードを打っていた。いまの由宇に比べるべくもないが、それでも鮮やかな指さばきは七歳の少女の範はん疇ちゆうを大きく逸脱していた。

　モニターの表示がめまぐるしく変わる。小さな瞳ひとみがいくつものモニターを行き来する。見ている闘真のほうが目を回しそうなくらいだ。

　圧倒されて闘真は声を出せなかった。幼い由宇は何をやろうとしているのか。七歳でありながら、そのうしろ姿は鬼気迫るものがあり、何も言葉を発することはできなかった。ただ不ふ吉きつな予感が徐々に闘真の心中を蝕むしばんでいく。この先を見てはならない。

「あった。やっぱり実験で配備されてる」

　由宇は唇くちびるをぎゅっと噛かむ。いままでのスピーディな作業が嘘うそであるかのように手をとめ、一つのモニターを凝ぎよう視ししていた。そのモニターにはミサイルらしき青写真が映っていた。

「……ステルス核ミサイルのテストタイプ、ＥＭＪ─Ⅰ型」

　核ミサイルと耳にして、闘とう真まはぎょっとする。由ゆ宇うの目はいまにも泣きそうだ。

「ハッキング開始。……セキュリティが甘い。すぐにハッキングできてしまう」

　そうであることを望んでいないのか、由宇はつらそうな表情をしている。

「……安全コード、解除。……発射制御コード、解除。ハッチ開放、クリア。ステルス核ミサイルＥＭＪ─Ｉ型……発射シークエンス、オールクリア」

　由宇の言葉とともにモニターに表示されている警告が増えていく。

「これってどういうこと？　なんで由宇が核ミサイルの発射準備なんか進めてるの？」

『……これが真実か』

「ちょ、ちょっと待ってよ。まさか十年前の大爆発の真相は由宇だって言うつもりなの？」

『俺おれも驚おどろいている』

「嘘うそだよ。こんな映像ニセモノだよ。誰だれかが騙だまそうとしてるんだ」

『なんのためにだ？　君を騙してどうする？　何かメリットはあるのか？』

「これを押せば……」

　幼い由宇はキーに指をかけたまま、凍り付いていた。

「や、やめるんだ」

　闘真が止めようと幼い由宇の肩に手をかける。しかしなんの感触もなく、素通りしてしまった。

「到着まで10秒、９、８、７、６、５、４、３、２、１……」

　幼い由宇と部屋の幻影は乱れ、そして何も見えなくなった。

「……いったい、どういうことなんだ？」

　再び闇やみに支配された部屋の中で、闘真はただ立ちつくしていた。







「君が峰みね島しま由宇か？」

　由宇はうっすらと目を開けた。上空のフリーダムを背景に、見下ろしている男がいる。四十代の背広姿の人物が誰だかすぐに解わかった。眼鏡めがねの奥から冷たい視線で由宇を見つめている。

「黒くろ川かわ謙けんか？」

　わずかに身をよじらせようとするが、体が思うように動かない。体調の悪さだけではない不自由さに、視線を自分の体に移した。

　手足と体は、太いベルトで厳重に縛しばられていた。わずかの間だが完全に気を失っていたのだろう。拘束具をつけられたことすら気づかない己の鈍さに、由宇は内心毒づいた。

「私が君に何を望んでいるか、解るね？」

　由宇は無言のまま睨にらみ返す。

「結構。喋しやべるか喋らないかは君の自由意思だ。ただし……」

　由ゆ宇うの顎あごをつかむと、無理矢理持ち上げた。姿勢がねじ曲げられ、首が痛む。

「こちらも相応の手段をとらせていただく。君の自由意思をねじ曲げる方法など、いくらでもあるのでね。協力しておいたほうが身のためだと助言しておこう」

　由宇は無言のまま目をそらした。拍子抜けしたのか、黒くろ川かわは手を離すと落胆した声を出した。

「手強いと聞いていたが、ずいぶんと弱っているな。死んでもらっては困る」

　黒川はアタッシュケースを開けると、中から注射器を出した。注射器の側面に内容物を示すカラーが何色か塗られていた。一見デザインに見えるそれは、ＡＤＥＭでも一部の人間しか知らない。

　──三十二時間。

　毒入りカプセルの融ゆう解かいリミットが記載されている。

　このまま何もできなければ、三十二時間後に確実に自分は死ぬ。

「よし、運べ。目隠しと口くち枷かせを忘れるな。万が一舌を噛かまれても困る」

　兵士の一人が動けない由宇を乱暴に転がすと、枷を持ってきた。

　姿勢が変わったため視界からフリーダムがはずれ、青い空が見える。ずっと焦がれていた空。それ故ゆえに意識しないように、常にうつむくように行動していた。それでも喜びの感情はあった。抑えても抑えきれない感動から、目をそむけるのは大変だった。

　なのにいま、空を見ても感動はない。もしかしたら本当に最後になるかもしれない青空を、心に焼き付けようという気持ちにはなれなかった。

　その理由がなんであるか思い当たり、由宇は自じ嘲ちようした。表情を作る力もないので、心の中だけで己を罵ば倒とうする。

　──私は、馬ば鹿かだ。

　喜びは人と分かち合うものだ。それができなければどんなものでも半減、いや、なくなってしまう。しかしそれを教えてくれた少年は、いまはもう横にいない。感動を分かち合うことができない。

　何日前だろうか。つかの間の平和を味わった横よこ田た家の一室での、闘とう真まとの会話を思い出した。

　──お父さんをなんとかして、問題がなくなったらどうするの？

　いつかは来ると思っていた質問だった。

　──私はこの頭にある知識を外部に漏もらすわけにはいかない。

　──でも……。

　──暗い顔をするな。三つの選択肢がある。

　──そうなんだ。よかった。

　──……一つ目、命を絶つ。

　──ちょ、ちょっとなんで。

　──脳を破は壊かいする一番簡単な方法だ。できれば脳が完全に破壊される死に方がいい。拳けん銃じゆうで頭を撃うち抜くか、だがこれは大口径の銃でやらないと。

　銃を撃つ真ま似ねをすると、おかしいくらいに少年は慌てた。

　──却下。それは絶対却下！

　──はは、そうムキになるな。ショックが少ないように、悪い順に言っているだけだ。

　──そ、そう。よかった。二つ目は？

　──脳の記き憶おくを破は壊かいする。封印ではなく破壊しなければならないから、人格にも影えい響きようが出るだろうが、これはしかたない。

　──しかたなくないよ！　ダメだよそんなの！

　本気で怒っていた。

　──そうか。それでは本当にしかたない。一番まともな三つ目を選択しよう。

　──う、うん、三つ目は？

　──ＮＣＴ研究所の地下に帰る。なにもかも元通り、これが一番いい。

　──だめ……だよ。

　──わがままだな。三つともだめか。では君が四つ目を見つけてくれ。

　どうやったら自分を自由にできるのか。答えなんて出るはずないのだ。

　何をもって己を自由とするのかさえ解わからない者の自由を、どうして他人が定義できようか。答えのない意地悪なことをいって、困らせてみたかった子供と同じだ。

　なのに闘とう真まは深くうなずいた。またたいした論拠もなしに安請け合いをしたと、そのときの由ゆ宇うは思った。しかしなぜかそれを嬉うれしいとも思った。

　いまなら解る。

　解決なんてその先のオマケだ。一いつ緒しよにいてくれて、由宇の不幸を自分の不幸のように怒り悲しみ、由宇の喜びを自分の喜びとして分かち合ってくれた。それだけでよかったのだ。そうだ。それだけで。

　──いや、それだけじゃない。

　あの少年は、さらに──未来を語ってくれた。由宇自身でさえ、見ないようにしていた未来を。目をそらしていたものを。まっすぐに見つめて、一緒に考えようとしてくれた。

　答えを求めるあまり、本当の答えを見失っていた。大事なことを、解っていなかった。

　もう一度、あの少年と二人で空が見たい。

　自分が素直に喜べば、きっとあの少年も優しく微ほほ笑えんでくれる。あの能天気でのほほんとした顔で、一緒に笑ってくれる。

　そうしたら、自分は、そのときこそ本当の青空を、今度こそ本当の自由を、心の底から感じることができるだろう。

「と……う…ま」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、わずかに動いた唇くちびるは、少年の名を呼ぶ。

[image: ]

　しかしそれを見た兵士は、

「おい、口くち枷かせを早く。目隠しもだ」

　と叫んだ。それからすぐに、陽光は完全に遮しや断だんされ、力なく少年の名を呼んだ唇くちびるには強引に枷がはめられた。

　そして、峰みね島しま由ゆ宇うの自由は何一つなくなった。






　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。

　早いもので、９Ｓのあとがきも五巻目を迎えることになりました。

　便宜的に、一巻を「スフィアラボ編」、二巻を「レプトネーター編」、三、四巻を「天国の門編」と名づけるなら、この五巻は、四巻のあとがきで予告した通り「ＡＤＥＭ編」の上巻にあたるのではないかと思います。

　そうです、今回も分厚いですが、上下巻構成の上巻にあたります。場合によっては、下巻予定の六巻は、下巻ではなく、上中下の中巻という位置づけになるかもしれません。




　少し現実的な話になりますが、シリーズものは一定の売り上げがなかったら打ち切られ、続きを書くことはかないません。ですから、９Ｓシリーズは「もし続きを書けるなら、こうしたい、ああしたい」という隠れた伏線や裏設定が随所に盛り込まれたまま、三巻までは、それをどこまで書けるのか解わからない、という手探りの状況で書いていました。

　中途半はん端ぱなところで未完では、作家も作品も読者さんも不幸です。シリーズにしてもよい、と言われても、どこまで書けるのかは、作家側の意志だけで決められることではありませんので、〝話をいつでも閉じることができるように〟、その思いは常に頭の片隅にありました。

　同時に、このようなハラハラドキドキアクションモノのシリアス長編で、テンションを保ったまま続きを書いていく、というのはとても難しいことだと実感したりもしました。ハリウッド映画の人気シリーズが、だいたい三作目で終わるのも、むべなることかなと。

　しかし、９Ｓシリーズは、納なつ得とくいくまで続きを書いてもいい、というゴーサインを頂くことができました。

　こうなったら、三作目までの法則なんて言っていられません。覚悟を決めて、出せるものを全部出し、最後までダレずに、物語を完結させるのだ、というものすごい目標をドカンと掲げてしまいます。




　前置きが長くなってしまいました。

　つまりは、おかげさまで、続きは納得のいくところまで出してもよい、ということになりましたので、五巻では思い切って物語を動かしました。

　いままで名前だけの存在だった峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろう、由ゆ宇うの過去、闘とう真まの謎なぞ、真まな目め家の目的、ＡＤＥＭや遺産をとりまく世界情勢、様々なことがこの先明らかになっていくでしょう。同時に、バラバラに見えていた四巻分のエピソードもからまりあって、一つの大きな流れを形作り始めました。

　計算ずくで築き上げてきた伏線と物語部分と、それに反してキャラクターと世界がまるで意志をもっているかのように作者の手を離れて動き始めたことの、その両方が、カチリとはまって動き出したのがこの五巻であり──そして、それは、確かな感触を私にもたらしてくれました。

　たとえて言うなら、山を登っていて、いままで鬱うつ蒼そうと茂る木々の葉しか見えなかった行く先が、五巻で一気に開けて、自分の目指している頂が、青い空を背景に目の前にはっきりと現れた、そんな手ごたえです。




　いま見上げている頂が、実は遠いのか近いのか。それすらまだ、実際登ってみないと解わからないという状態ですが、とにもかくにも、物語の目指す形は見えてきました。

　果たしてあそこまで登ることができるかどうか。

　そうとう難しいことになると思います。しかし、その頂に登ったとき、頂上からどんな景色が見えるのかと想像すると、目の前の苦難は一時どこかに忘れさられ、本当に心が躍おどります。

　もしもできることならば、一人でも多くの読者の皆様に最後までお付き合いいただければと思います。

　そして、登りきったとき、頂上からの景色を一いつ緒しよに「絶景だー！」と喜びあって眺められることを願います。

　この山は、とても独りで登りきれるものではありません。私もできる限りの努力をしますので、９Ｓを、由ゆ宇うを、闘とう真まをこれからも支えてください。よろしくお願いいたします。





２００４年11月　　　葉山 透
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葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海が好き。この巻のあとがきを読んだ担当に「言い切りましたね？　もう後戻りはできませんよ」と言われ、ちょっと弱気になる今日この頃。泥船９Ｓ号の明日はどっちだ。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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山やま本もとヤマト

３月１日生まれ。茨城県出身。

http://soybean3.s60.xrea.com
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